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1沿 革 と 概 要
1.沿 革
我が国の国際地球観測年(IGY)参 加の一環として,昭 和31年 に予備観測隊(隊 長は現所長の永田東大教授)が
南極に向かって出発 して以来,南 極地域観測隊は,一 時期の中断期間を除いて,毎 年派遣され,極 地研究は着実に
発展してきた。その結果,南 極地域観測隊その他の極地研究の中核となる機関を設置する必要が南極地域観測統合
推進本部,日 本学術会議その他の関係者から強く指摘された。昭和37年4月 国立科学博物館に極地関係の資料室兼
事務室が設置されたのを皮切 りに,順 次これが極地学課,極 地部,極 地研究部,極 地研究センターと発展的に改組
されてきた。 しかし,そ の規模の拡大と責任の増大に伴い,極 地研究の中核機関としては国立科学博物館の附属機
関としての立場が必ず しも最適ではなくなったことや,大 学 との連携を強化することが望ま しいこと等の理由のた





























員の教官によるもののほか,国 立大学共同利用機関の機能として,所 外の研究者との共同研究も行 う。
イ)南 極観測事業
南極地域観測の中核機関として,観 測事業の実施及び観測隊の編成の準備その他の協力業務を行い,並 びに観測










































殊 職 員(観 測隊員)
営 第 一 係
(50.10新 設、54.4改 組)
設 営 第 二 係








※気 水 圏遠 隔観 測研 究部 門
(58.4新 設)
雪 氷 学 研 究 部 門




生 理 生 態 学 研 究 部 門
寒 冷 生 物 学第一 研究部 門
(50.4新 設、53.4改 組)
※寒 冷 生 物 学第二 研究部 門
※極 地 設 営 工 学 研 究 部 門
(49.4新 設、54.4改 称)
生 物 系 資 料 部 門
非 生 物 系 資 料 部 門
限 石 資 料 部 門
(56.4新 設)
デ ー タ 解 折 資 料 部 門
(49.4新 設)
低 温 資 料 部 門
(50.4新 設)
情 報 処 理 セ ン タ ー
昭 和 基 地















合 計 1 1 7(5)10(5)15 26 17 31 1〔〕8qo}
　
1 1所 長
企 画 調 整 官 1 1
研 究 系 6(5) 6(5) 12 3 27qo)
資 料 系 1 4 3 4 12
図 書 室 2 2
管 理 部 18 2 20
事 業 部 6 8 31 45
(注)()内 は客員教官の定員で外数である。
〈定員の変遷〉
濃 所 長 企 画 調整 官 教 授 助 教 授 助 手 事 務 系職 員 技 術 系職 員 特殊職員 計


















































































56 1 1 7(5)
1
10(5)
15 26 17△1 31 108(10)
57 1 1 7(5) 10(5) 15 26 17 31 108(10)










年 度 人 件 費 物 件 費 計
48 86,934 53,153 140,087
49 156,495 131,061 287,556
50 208,149 212,942 421,091
51 237,054 343,672 580,726
52 280,699 319,798 600,497
53 319,120 438,971 758,091
54 357,517 664,008 1,021,525
55 409,983 704,596 1,ユ14,579
56 425,947 682,199 1,108,964
57 449,116 610,345 1,059,461
58 470,172 642,888 1,113,060
一般会計(項)南 極地域観測事業費
(単位千円)
年 度 人 件 費 物 件 費 計
48 5,086 213,972 2ユ9,058
49 7,672 297,247 304,919
50 10,885 538,489 549,374
51 11,024 586,504 597,528
52 14,781 738,423 753,204
53 15,480 851,814 867,294
54 15,333 873,736 889,069
55 19,105 940,567 959,672
56 18,793 848,082 866,875
57 18,435 919,185 937,620
58 19,770 1,203,026 1,222,796
(5)施 設
敷 地 面 積










E研 究 活 動
国立極地研究所の教官は客員教官も含めて,そ れぞれの専攻分野に応じ,超 高層物理学研究グループ,気 水圏研
究グループ,地 学研究グループ,生 物学研究グループに分属 し,研 究に従事している。極地設営工学は1客 員部門
だけであるが,そ の重要性にかんがみ,客 員教官と隊長経験を有する教授とでグループを構成している。各研究グ
ループは前年度の研究実績の評価,将 来計画を考慮 しなが ら,年 度ごとの研究計画の大綱を立案 し実行に移 してい
る。教官は,そ れぞれ,独 自の研究課題を持 っているが,所 内の教官,所 外の研究者と共同研究を行 うことによっ
て,研 究を多面的に発展させることに努めている。
国立極地研究所として重点的に進める研究は,特 別共同研究(5課 題)と して,所 内外の研究者の協力の下に推
進される。一方,公 募に基づ く一般共同研究は81課題に達 し,他 に,10研 究小集会,5観 測研究小集会が共同研究
の一環として開催され,成 果をあげている。共同研究員の総数は338名 であった。
教官全体による研究談話会,各 研究グループによる談話会は前年に引続き活発に行われている。
極地における研究 ・観測 ・調査も極地研究所教官にとって重要であり,14名 の教官が参加 している。
これらの研究の成果は,国 内外の学会,シ ンポジウムで発表され,そ の多 くは,論 文あるいは報告として,極 地
研究所発行の出版物や国内外の専門誌等に印刷,発 表されている。
極地研究所 も,本 年度,超 高層,気 水圏,地 学,除 石,生 物,極 地設営工学の6シ ンポジウムを主催 した。
〔A研 究〕
1.超 高 層 研 究 グ ル ー プ
川 一般研究
極域電離圏 におけるZモ ー ド波 の線形 モー ド変換 に関す る研究 助手 宮岡 宏
昭和基地で取得されているISIS衛 生のサウンディングデータの解析から,高 度1400～3000㎞ の極域電離圏
においてL-0モ ード自然電波が発生 ・伝搬 していることが明らかとなった。図1は,ISIS-1衛星が極域を
通過 した際の一連のアイオノグラムであるが,プ ラズマ周波数を下限とする広帯域(200-400KHz)なL-0モ
ード波が観測されている。この波動現象の発生領域について,電 子密度構造との関係を調べた結果,L-0モ ード
電波の発生は,局 所的な電子密度上昇領域と密接に関連 しており,そ の境界領域近傍において電波強度が大きくな
っていることが判明した。
一般にこの帯域の高周波プラズマ波動は,基 本的には全てオーロラ降下電子によりビーム型波動粒子相互作用の
結果励起されたものと考えられるが,こ のうちL-0モ ー ド波については,オ ーロラ粒子による直接的な励起は難
しいため,ビ ーム型不安定によって励起されたZモ ー ド波からモード変換のプロセスを経て発生 している可能性が
強い。本研究では,観 測されたL-0モ ード波の発生機構を理論的に明らかにするため,こ れ らがオーロラ降下粒
子により励起されたZモ ード波か ら,局 所的な密度上昇領域において線形モー ド変換を経て発生 しているとするモ
デル設定を行い,そ の妥当性(変 換効率の特性)に っいて定量的に検討 した。図2は,波 の周波数が250KHzの 場
合の計算結果の一例である。密度勾配の方向に対して,磁 力線のなす角が(a)5° および(b)30° の場合につ
いて,そ れぞれZモ ード波の変換効率が横軸入射角(密 度勾配方向からの角)に 対 してプロットされている。
L--Oモ ードへの変換効率(RXO:実 線)は,密 度勾配が磁力線方向か ら離れて くると((b)の ケース),変 換効
率が100%と なる特定の入射角を中心 としたconversion　 windowが 存在 することが明 らかとなった。これ らの

















図11SIS-1衛 星 で 観 測 され た1.一 一〇モ ー ド自然 電 波,








































































図2Zモ ー ド波 の線 形 モ ー ド変 換 率 。
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サブ ス トームに伴 うオー ロラ降下粒子 と電離層電場 の研究 助手 藤井良一
23次隊で実施 した大気球実験データを用いて,サ ブス トーム時のオーロラ降下粒子と電離層電場及び電離層等価
電流系との関係の研究を行った。使用 したデータは,1982年12月21日1423UTに 放球されたB5-24に 搭載され
たオーロラX線 及び電場計測器によるデータで,そ の他に昭和 ・みずほ基地の地磁気変動データも併せ用いた。
B5-24号 機は約10時 間の レベルフライ トを行ったが,そ の時の地磁気活動度は連続的なサブス トームが発生す
る状態であった。 レベルフライ ト中のオーロラX線 のカウント,昭 和基地でモニターされた地磁気3成 分,宇 宙雑
音吸収,地 磁気脈動データを図1に 示す。又,オ ーロラX線,電 場,地 磁気南北成分の相関図を図2に 示す。
今回の解折の結果明らかになったことは、
1)オ ーロラ粒子の急激な降 り込み(2kev以 上)は,地 磁気南北成分の急激な減少即ちサブス トームに同期 して
起きている。又それに同期 して宇宙雑音吸収(電 離圏D層 電子密度増大)及 び不規則地磁気脈動(Pj)も 発
生 している。
2)オ ーロラ粒子の降り込み変動のスペク トルとPiの スペク トルを比較すると,共 にブロードな周波数域を持つが,
両方とも約0.4Hzに ピークを持つ。即ち両者は互いに何 らかの関係を持っている。
3)1726UTに 起きた典型的な地磁気南北の急激な減少時,電 場は極向きから低緯度向きに急激に変化している。
































図2オ ーロラX線,電 場,地 磁気南北成分相関図
1800 uＴ
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ノルウェーと昭和基地で同時観 測 したVLF放 射特性の研究 助手 山岸久雄 助教授 福西 浩
地球と取り巻 く磁気圏内では,ELF,VLF帯 に各種の自然電波が発生 している。そのうち波と粒子の相互作
用により磁気赤道付近で発生すると考えられている自然電波は,磁 力線に沿って伝搬 しやすい性質をもっている。
したがって,南 北両半球で磁気的に共役な2地 点(磁 気赤道をはさんで南北対象の位置にある地点)で 観測される
VLF自 然電波(VLF　 emission)を 研究することは,自 然電波の発生 と伝搬1ζかかわる一連の物理過程を探る
上で重要である。
本研究は,磁 気赤道上で地心距離6Re　 (Re:地 球半径)を 通る地球磁力線の地上両端に近い南極昭和基地と,
ノルウェーのアンドヤ(前 者の磁気共役点か ら磁気緯度30°,地 表大円距離に して約1600㎞ 東の地点)に おいて
1982年3月1日 から26日まで同時観測されたVLFの 受信電解強度データを解析 したものである。
解析内容としては,こ れら2地 点で同時に事象のある時間帯を選び出して,パ ワースペクトルを求め,そ の絶対
強度をモニターチャー ト紙上の各バンド強度に対するキャリブレーションを用いて決定 し,パ ワースペク トルの形
状比較を行 った。
以上の解析を通 じ.次 のような結果が得られた。
(1)南 半球(昭 和基地)側 のエミッションは,約1KHz以 下で受信されることが多いが,北 半球(ア シドヤ)側 で
は,　1KHzを 超え2KHz前 後まで受信されることが多い。
(2}約1KHz以 上の北半球側の受信強度は,南 半球側の約10倍 である。約1KHz以 下においては,南 半球側が強い
が,北 半球側と同 じくあるいは弱 くなることもある。
(3)Kpの 大小 と放射帯域幅の広,狭 との対応がアンドヤ(北 半球)側 で顕著である。
(4)(1},(2}の 結果は,ア イスランドのフッサフェルと昭和基地での同時観測(1977年7月29日 ～9月18日)の 結
果と類似 していることか ら,磁 力線の形の違い等(地 磁気伏角は昭和基地で約66°,ア ンドヤでは約77°である。)
の季節変化以外の原因がパワースペクトルの非対称性に重要と考えられる。
サ ブス トーム にともな うELF放 射'オ 一口ラロア'の 研究 助教授 佐藤夏雄
オーロラブレイクアップやインパルス型オーロラヒス放射にともなって新 しいタイプのELF放 射が昭和基地で
観測された。この新 しいELF放 射の中心周波数は100-350Hz,継 続時間は10-150秒 である。
この放射のダイナミックスベク トルを詳 しく見ると,時 間とともに周波数が減少するfalling-toneが,特 徴的で
あることが,明 らかになった。また,こ の放射をスピーカを通 して音で聞 くと野獣の吠声に似ているので"オ 一回
ラロアー"と 名前をつけた。オーロラロアー放射は非常に限定された時にしか受信されない。発生頻度は,年 間で
10回以下であり,6月 ～8月 の冬期で,か つ,夜 の17-24MLTの サブストームにともなってしか出現しない。し
たがってこの現象の地上での観測条件として,電 離層のプラズマ密度とオーロラ加速機構及び,波 動の伝搬条件が












オ ー ロ ラロ ァのf-tス ペ ク トル と オ ー ロ ラ全 天 カ メ ラ写 真
昼 間 側 オ ー ロ ラ の 形 態 学 的 特 性 の 研 究 助 教 授 鮎 川 勝,客 員 助 教 授 国分 征
南 極 点 基 地(South　 Pole　 Station,　 SPA　 )は,平 均 的 な オ ー ロ ラ ・オ パ ール　(Feldstein　 et　a1,　 1974)近 傍
の 下 を 地 球 の 自転 に伴 って移 動 し,冬 季 に オ ー ロ ラ発 光 高 度(～100㎞)に お い て も太 陽 光 の影 響 を受 け な い と い
う オ ー ロ ラ光 学 観 測上 有 利 な 地理 的条 件 下 に あ る こ とが知 られ て い る 。 従 が ってSPAは 昼 間 側 オ ー ロ ラの 情 報 を
取 得 しう る地 球 上 で稀 有 な観 測基 地 の一 つ で オ ー ロ ラ研 究 に お け る重 要 な 役 割 を 有 す る地 上 観 測点 とい え る。 当研
究 所 のWDC-C2for　 AuroraがSPA全 天 カ メ ラ,デ ー タを 収 集 した こ とか ら,昼 間側 オ ー ロ ラ の 形 態 学 的研
究 を試 み た 。 従来 昼 間 側 オ ー ロ ラに 関 す る研 究 報 告 の い くつ か は,惑 星 間 磁 場 の 強 度 ・方 向 や サ ブス トー ム(AE
－ イ ンデ ッ クス ま た は 夜 側 の 地 上 地 磁 気 変 動)と の 関 連 にお い て,昼 間 側 オ ー ロ ラの 緯 度 的 移 動 や 輝 度 上 昇 が 議 論
さ れ て い る　(J.L.　 Horwitg　 -　 S.-L.　 Akasofu,　 1977;　 R.H.　 Eather　 et.　a1.,　 1979)。 　 しか しこれ らの 報告
は オ ー ロ ラ形 態 に つ い て の 議 論 が 必 ず しも明 確 にな され て い る と は言 いが た い。 一 方 昼 間 側 に は太 陽 風 と地 球 磁 場
とに よ って 形 成 され る カス プ 領 域 と呼 ば れ る地 球 磁 気 圏 の ユ ニ ー クな 領 域 が 存 在 し,昼 間 側 オ ー ロ ラの 振 舞 い,形
態 とい う もの が カス プ 領 域 の 特 性 を 明 らか に す る う えで 重 要 な 情 報 を 含 ん で い る と考 え られ て い る。 本 研 究 は この
点 に 着 目 して の オ ー ロ ラ形 態 解 析 を 目的 と した。1977年,1978年,2年 間 の デ ー タを 調 べ た結 果,図 に 示 す 様 な
昼 間 側 オ ー ロ ラ の形 態 学 的 特 徴 の 知 見 を 得 た 。 昼 間 側 オ ー ロ ラの 形 態 学 的 な違 い は,単 に観 測 者 とオ ー ロ ラ発 光 場
所 との 相 対 的 位 置関 係 の み に左 右 され るば か りで な く,オ ーロ ラ粒 子 オ リ ジ ンの違 い を示 唆 して い る可 能 性 が あ る。
　 (1)　 Coronal　 type　 aurora　 (cusp　 origin　 ?)
　 (2)　 Bandlike　 aurora　(drift　of　nightside　 origin　 ?)
　 (3)　 Coronal　 and　 bandlike　 mixed　 aurora　 (transition　 region　 ?)
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ISlS衛 星で観 測されたプラズマ波動 の研究 助教授 福西 浩,助 手 山岸久雄
極域では,オ ーロラ現象に関連 した波動一粒子相互作用に伴ってさまざまな自然プラズマ波動が発生する。その
中でもVLF-ELF帯 に出現するオーロラヒス,ソ ーサー,　LHR波(Lower　 Hybrid　 Resonance波),EIC波
(Electrostatic　Ion　Cyclotron波)は,電 磁波モー ド(ホ イスラーモード),電 磁波と静電波のハイブリッド
モード,静 電波モードの代表的な波動である。
本研究ではISIS-1,2衛 星により得られたこれらの波動データを総括的に解析し,そ の特性とオーロラの




型 ヒスが発生 してお り,昼 間側では放射状のオーロラアークに対したバース ト状のヒスが発生 している。高い高度
でのV型 ヒスのスペクトルには,し ば しば衛星のスピン変調による斜めの吸収帯が観測された。このスピン変調か
ら推定 したKベ ク トル方向は,V型 ヒスがオーロラアークに対応するラインソースから方射されていると仮定 した
場合の方向と一致する。








LHR波 はオーロラアークの中やその近傍で観測される。放射源としてはアークを作 り出す電子ビームや,磁 力
線に垂直方向に加速されたイオ ンが考え られる。
(2)共 同研究 ※印研究代表者:印 以下極地研担当教官
ア)一 般共同研究
オー ロラ観 測のためのLLLTVカ メラの開発 ※小口 高(東 京大学理学部 教授),林 幹治(東
京大学理学部 助手),佐 々木 進(宇 宙科学研究所 助手):平 澤威男(教 授),江 尻全機(助 教授),小 野高
幸(助 手),宮 岡 宏(助 手)
極光の生成物理過程を解明する手懸を得る目的で,地 上よりその二次元像を高時間分解能で各線スペク トルを同
時に観測 し,計 算機によるデータ処理をも考慮 し,CCD素 子を使用 したディジタル超高感度テレビを開発 して来
た。今年はさらに、二点間で観測することによりオーロラの高度分布を求めるべ く、立体観測 システムを完成 し、
3台 のテ レビカメラセットが出来上が った。実際の観測は第25次 隊南極地域観測隊により南極昭和基地周辺で行わ
れる予定である。同時に同隊は、観測ロケットによるオーロラ光の測定を計画 しており,ロ ケット搭載用超高感度
テ レビカメラを設計 ・製作 した。
今回開発 した地上用テレビカメラの特徴は ①100レ ーリーより100キ ロレーリーまでが撮像可能で ②波長に
む 　 む むついては(Dパ ンクロ(4000A～8000A),(iD6300A,(iii)5577A,(VD4278Aあるいは6562A
の4波 長域で撮像される。又、③露光時間は1/30秒 より8秒 までの範囲で可変選択できる ④後の解析を効率的
に行う為に,得 られたデータはディジタル(PCM録 音用)及 びアナログ(VTR録 音用)併 用となっている。









①100×100絵 素(積 分 時 間5秒)② 波 長 域:4000～8000A③取 得 可 能 光 強 度:0.2～100kR
④ 視 野角:53° ×30° で あ る。
取 得 さ れ た デ ータ は 本 装 置 内 でA/D変 換 され フ レー ム メ モ リ ーに取 り込 まれ た後,PCM化 され テ レメ ー タに 出
力 させ る 。
本 開 発 に よ り地上 用 ・ロケ ッ ト用 兵 に,CCDカ メ ラ シ ス テ ム は実 用 に耐 え う る シ ス テ ムを 完 成 す る こ とが で き
た 。
人工衛星 による極域 の超高層 及び中層大気 圏の物理 現象の研 究 ※芳野赴夫(電 気通信大学 教授)
柴田 喬(電 気通信大学 助手),富 沢一郎(電 気通信大学菅平宇宙電波観測所 助手),瀬 尾洋一(電 気通信大
学 技官):平 澤威男(教 授),川 口貞男(教 授),田 中正之(教 授),福 西 浩(助 教授)
1超 高層物理現象の研究
昭和51年,第17次 観測隊によってISIS-1・2号 衛星のVLF電 波とトップサイ ドサウンダーのテレメ ト
リー受信を開始し,現 在に至っている。また,53年 には当時の東大宇宙研の科学衛EIEXOS--A"極 光"の 静 電





a)オ ーロラ現象と関連したVLFソ ーサーは,夜 側のオーロラオーバルの低緯度側に発生するばかりでなく,
昼側のカスプ近傍でも発生 し,Kpの 極めて低い時には極域電離層全域でも発生 し,強 い下向き電流に伴う
弱い上向き電流に対応している。
b)従 来,ソ ーサーは極域の冬期に高度約1000㎞ から3000㎞ に発生するとされていたが,今 回の研究で夏期
の夜側の高度3500㎞ 以上の領域においても発生 していることが確認された。
(2)EIC波 に関する研究
静電イオンサイクロトロン波は,従 来高度4500㎞ 以下の領域で発生 していると考えられ いたが,高 度3500
㎞～1400㎞ のISIS-1・2号 の観測結果でも,　VLFの 低周波部分のプロントジャイロ周波数の高調波強
度分布構造がVLFソ ーサーの強度分布と異なって,V形 ヒスの低部に観測された。此の場合に,オ ーロラヒス
が電子ビーム領域外に伝搬するのに対 し,　EIC波 が領域内にとじこめられている状況を確任 した。 この結果か
ら,　EIC波 は数KeVの 上向き電流部分と数eVの ドリフティング,サ ーマル電子の上向き電流帯内に封じ込ま
れて発生していることを推定できた。
(3)LHR波 の研究
人工衛星によって,オ ーロラ帯外側,プ ラズマポーズ近傍の可成りの緯度範囲で,　LHR周 波数に対応 した
波動を観測 し,　LHR波 の発生領域を確認できた。
II　中層大気の物理現象の研究
昭和51年 より旧NOAA系,55年 よりTIROS-N　 ,新NOAA系 気象衛星の昭和基地での受信を行い,そ の受信
データを解析した。特に新NOAA系 のリモートセンシングによる垂直温度分布の観測においては,55年 度より
南極に対応する赤外線放射分布関数の重み関数について研究を行って居 り,特 に此の衛星の観測範囲が広 く,南
極大陸の70%が 昭和基地でカバーできることから,極 域における突然昇温,四 季の平均気温の垂直分布の変動,
オゾン量の季節変動等について解析を行 って,南 極域の中層大気の中低緯度地方と極域の流動の季節変化の影響
の研究を目指 した。
極域成層 大気 の観測 ※高木増美(名 古屋大学空電研究所 教授),近 藤 豊(名 古屋大学空電研究所




1)成 層圏NO2密 度の測定(主 として東大理が中心となって行なった研究である)
可視部(400mm付 近)のNO2の 吸収帯の太陽光のスペク トルを精度良 く測定する分光器と太陽追尾装置を組み
合せた測定器で比較的小型の気球(B5)を 用いてNO2密 度を測定することに成功 した。(57,58年 度)。
測定法はNO2の 吸収が大きくなる日没時にレベル高度に達した気球上か ら太陽スペク トルを測定 し,そ の中に含
















このゾンデは実際に仏の気球実験に使用され最初のフライ トで,非 常に良好なNOの 測定値を得ることができた。
基本的にはこのタイプのゾンデにより南極においても観測が可能であることが実証されたと言える。従 って南極で
のNOの 測定は,極 地研究側の今後の対応のみに依存する。以上のように我々が目標 として揚げ,推 進 してきた計
は全て成功裏に終了 した。
極域電居中の物理過程 ※大塚 寛(東 北大学理学部 教授),高 橋忠利(東 北大学理学部 助手):
福西 浩(助 教授),小 野高幸(助 手),宮 岡 宏(助 手)
本年度は昨年度に引き続き,以 下の3つ の内容の研究を行った。すなわち,(1)オ ーロラキロメータ電波の研究,
(2)極域擾乱に伴う赤道F層 擾乱の研究,及 び(3)Exos-C衛 星による極域電層の観測,で あるが以下にこれ らのテー
マに関して本年度新たに進展を見た研究成果をまとめる。
田 オーロラ・キロメータ電波(AKR)に 関してはダイナ ミックスベクトルの詳細な検討からその動持性とプ
ラズマ ・キャビティの発達との関係が考察された。主として,　Jikiken衛 星によって観測されたAKRの デ ー
タを検討し,　AKRの 放射強度の増大 とともにスペクトルのピークを示す周波数が低 くなる特性が判明した。
このことは粒子加速にともなってプラズマ ・キャビティが発達するとともに粒子の加速域の高度が上昇するこ
とによって説明出来ることを示 した。
AKRの 発生メカニズムに関 しては,Zモ ー ド波の電磁波への変換理論を更に進め,新 たに加速域でのプラ
ズマ ・ビームの速度の非一様性を導入 した扱いを行った。その結果静電的なプラズマ波か ら電磁波へのモード
変換が主として密度の非一様性による場合は,L-0モ ードが生れたが,速 度の非一様性をも考慮 した場合,
L-0モ ー ドとともにR-Xモ ー ドの電磁波 も発生 しうることを明らかにした。
(2)　Hinotori衛 星による電離層観測結果に基づき地磁気嵐に伴 う赤道域F層 擾乱について解析を進めた。赤道




Exos-C衛 星 は2月14日 軌道傾斜角75°,遠 地点高度865km,近 地点高度353kmの 軌道に打ち上げられ,





器,南 極ロケット,昭 和基地でのオーロラ等の観測結果と相侯 って極域電離層中の物理過程の研究を深めるこ
とが出来るものと期待 している。
地球磁気圏 と電離圏の電磁気的相互作用 ※安原文彦(中 京大学教養学部 助教授),上 出洋介(京
都産業大学理学部 教授):平 澤威男(教 授),鮎 川 勝(助 教授),藤 井良一(助 手)
1.研 究の目的と経過
この研究の目的は,オ ーロラ帯付近の電場や電気伝導の観測結果を主な資料として,電 離層と磁気圏の相互作
用を探ることである。これまでに,1.)電 場 ・電気伝導と沿磁力線電流の関係,2.)高 い伝導度を持つオーロラ
帯が極冠電場の分布に及ぼす影響,に ついて調べ報告 してきた。
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本年度は,電 離層 一磁気圏の相互作用やサブス トームの生成過程に重要な関係をもつ,オ ーロラジェット電流
における南北電場と電気伝導度の相対的重要性を調べた。
2.本 年度の研究結果
i)　Chatanikaレ ーダー観測か ら得られた電場 ・電気伝導度のデータを地方時によって分類し,統 計的にそれ
らの相対的重要度の空間分布を得た。これによると,い わゆるHarang不 連続線より早い地方時に流れる東向
きのオーロラジェットでは,主 として北向き電場が主要な役割を果 している。それに対 しそれより東にある西
向きのジェットは,　Hall電 気伝導度が効 く部分 と電場の影響が大きい部分の二つに分かれる。すなわち真夜
中から早朝(2MLT頃)に か けての西向きジェット領域では,Ha11伝 導度が重要であ り,朝 方遅く(4M
LT頃 以降)で は南向き電場の役割が優位を占める。その間の地方時では,西 向きジェットの低緯度部分で伝
導度の,ま た高緯度部分で電場の役割がそれぞれ卓越する。従ってHarang不 連続線に似た電場/電 気伝導度
の境界線が朝方にも存在する。これらのことは,こ れまでの一般的概念とは異 って,西 向きジェットは電気伝
導度の増加だけに関係 しているのではなく,　Late　morningで は伝導度の上昇がなくても強 くなり得ること
を示 している。また電場/伝 導度の重要性の差は,対 応する磁気圏領域のどのような違いを反映 しているのか
という事は興味深い。
ii)サ ブス トームのmaximum　 phaseとrecovery　 phase　 でジェッ ト電流の強さが最大である地方時を,約
1年 分(約1500個)の 事例を使って調べたところ,統 計的に差があることがわか った。　Maximum　 phaseで
は,ジ ェットの中心は真夜中あるいはそれ以前にあり,　recovery　phase　 では朝方(>3MLT)に ある。 こ






lmpulsive　 distubanceに 伴 う磁気流体波動 の発生 ・伝播機構の研究 ※河村 蟷(気 象庁観測部
参事官),桑 島正幸(気 象庁地磁気観測所 主任研究官),藤 田 茂(気 象庁地磁気観測所 研究官),外 谷 健
(気象庁地磁気観測所 技官):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授)
南極昭和基地で1976年 ～1981年 に取得された地磁気資料を利用 して,　SSC　 (磁気嵐急始)に 伴う現象の研究の
対象をPsc型 磁気流体波動にあてて研究を進めた。
昭和基地のL－ 値は6.1で,昭 和基地に根を持つ磁力線は磁気圏赤道面においては静止衛星高度の近傍を通過する
と推定されるので,静 止衛生による地磁気変動もあわせて参照 した。昭和基地および静止衛星高度では,　SSCに 伴
い周期100秒 ～数100秒 のPsc4-5の 変動が卓越する傾向が確認された。これは,こ れまでの他の研究者による
報告とも合致する。本研究で見出された事実の一つに,　pscの 初動の向きに顕著な出現時間依存性の存在があげら
る。磁気圏(静 止衛星高度)に おけるPscは 東西成分の振動が南北成分および垂直成分(静 止衛星高度においては
磁力線方向にほぼ沿う成分)に 比較して大きいが,　Pscの 初動は午前側では東向きに,又 午後側では西向きである




おけるPscの 初動の向きを調べてみた。この結果,地 上では,　Pscの 初動の向きが午前側では北向き,午 後側では
南向きであることが見出された。磁力線に沿って磁気圏から地上に到来するアルペン波が電離層を流れる電流によ
って偏波の主軸を90°回転することを考慮すると,静 止衛星高度における東西方向の初動の向きと,地 上における
南北方向とは合致する。従って,静 止衛星高度および地上でのPscの 初動の特性から,磁 力線に沿ったアルペ ン波
の伝播の存在が裏付けられたことになる、次の段階として,今 回の南極昭和基地と磁気圏,静 止衛星高度における
Pscの 対応関係を一歩進めて,南 極昭和基地とアイスランドの地上共役点におけるPscの 特性を調べていきたい。
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撮像観測 によるオー ロラ及 び電離層 ダイナ ミックスの研究 ※金田栄祐(東 京大学理学部 助手)・
鈴木勝久(東 京大学理学部 助手):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授),鮎 川 勝(助 教授)
研究テーマの うち,電 離層ダイナ ミックスの研究を目的として開発した,夜 間大気光観測用光子計測法単色撤像
装置は,東 京天文台木曽観測所における前年度の予備観測により,そ の性能確認を完了 している。今年度は引き続
いて,同 観測所において観測を行い,画 像データの取得を行った。観測を木曽において行った理由は,1)夜 天空
の人工光による汚染度が極めて低い事,ii)東 京から比較的近距離に存る事等である。
最初に,開 発 した光子計測法単色撮像装置について簡単に報告する。夜間大気光の単色撮像においては,入 射光
量の絶対的不足から生ずる検出上の問題に対して,様 々な方策が可能である。本装置は,極 微弱光の検出に採用さ
れるポ トンカウンティング(光 子計測)を ポジション・セ ンシティヴに行う方式を採用 した。
概略は,単 色撮像魚眼 レンズにより取り込まれた像を構成する光子は,光 子計測法撮像管によって位置情報を含ん
だ形で検出された後,こ の位置情報がフレームメモ リー上のア ドレスに変換され,該 当ア ドレスの内容がカウント
アップされる。この動作を光子入射に対応 して遂時実行する事により,フ レームメモリー上に像が形成されて行
く。この方式の特長は,i)暗 電流等の混入を極力抑える方式の為,高 いS/N比 が得 られる(S/N>1000)。
ii)画 像データを直接フロッピーディスクに,セ ーヴする為,デ ータ上で簡単に積分時間を延長 した画像の取得が
可能である事等である。
第1図 光子計測法単色撮像装置
本年度行った夜間大気光単色撮像観測において,対 象を 〔OI〕5577A及 び6300の2輻 射とし,デ ータの取得
を行った。装置の動作は良好で所期の成果を得て,現 在データの解析中である。以下,今 後の研究推進の上での問
題点について述べる。




現在のシステムでの 〔・1〕63・・Aの 翻 には問題ないが,5577Aで は一吉醸 に入力の減光が腰 であり・
今後の改良点である。)一 方,観 測は夜間大気光パ ターンの変化を求める事を目的としている関係上,時 間積分
を無制限とする事は出来ない。現在2分 或いは5分 毎に画像データのフロッピーセーヴを行っているが,5Kc-
ount/secの 率で5分 間積分時の画像では,画 素当り約8count程 度で,空 間的にユラギの大きい像となってい
る。
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CBJECT　 ***　 TEST　 KANE[〕A
図2等 輝度コンター表示による入5577Aで の夜天空単色像例
磁気 圏嵐の発達 とそれに伴 うULF活 動 ※飯島 健(東 京大学理学 助教授),国 分 征(客 員助教
授,東 京大学理学部):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授),佐 藤夏雄(助 教授)
この研究では,地 上観測のデータと共に極軌道衛星と静止衛星のデータを用い解析を行った。1つ は,マ グサッ
ト衛星資料の解析を行 ったもので,極 冠域に流れ込む沿磁力線電流の様相を明らかに したものである。もう1つ は
静止衛星GOES2と3の 磁場データを用い,磁 気圏嵐に関連 したPc5の 特性や急始変化の統計的な解析を行った
ものである。
1)北 向きの惑星間磁場(IMF)に 対応する極域沿磁力線電流系。
Region1,　 2沿 磁力線電流系は南向きのIMFに 関係 した磁気圏嵐の発達とともに変動するが,北 向きIMFに な
った場合で も存在する。　IMF北 向き時には同時に このRegion　 1の 極側に特徴的な電流系が発達することが明
らかになった。この電流系は,北 向きIMFに 伴 うという意味でNBz電 流系と呼ぶこととする。
NBz電 流系は,極 冠域昼間側の地方時6～18時 の領域に現われる。電流の向きは朝側で電離層か ら外側に流れ
午後側で流れ込む向きになる一従 ってこれから予想される磁気圏対流による電流層電流は,　4cell構 造をもち極
付近では反太陽方向に流れるものとする。
また,　NBz電 流はIMFBy成 分に依存し,Byの 消長とともにNBz電 流系の非対称性が生ずる。北向きIMF
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時の夜側では,大 規模な沿磁力線電流の発達はみられず,ス ケールの小さいものが不規則に存在するようである
が,こ れらが磁気圏嵐の発達過程でどのように して,　Region1,　 2と つながっていくかは,今 後の研究課題で
あろう。
2)磁 気圏嵐に伴うPc5波 動
これまでStormtimePc　 5と して知られてきた圧縮性Pc5波 動の解析が,　GOES3と2衛 星のデータにより行
われた。本年度は磁気嵐の発達過程とPc5の 発生の時間的関係の解析に焦点を しぼった。まず地上のデータから
磁気圏嵐の開始時刻を決定 し,こ れに対 してPc5の 発生がどのように関係するかを調べた。この結果,Pc5は
嵐の開始に対 して衛星位置の地方時に依存する系統的な遅れをもって発生することが明らかになった。この事実
をPc5の 発生源の動 きによると解釈すると,約55kevの プロ トンが地球磁場中で ドリフトする速さで発生源が
西向きに運動することになる。すなわち,磁 気圏嵐開始始時に夜側で注入され 高エネルギプロトン群が西向き
に ドリフトしながら,午 後側でPc5の 発生源になるという解釈になる。これは,　STAREレ ーダ ーの結果を基
にしたAllan等 の結果とも定性的に一致 しており,圧 縮性Pc5が,赤 導環電流を形成する高エネルギ粒子の不
安定性によるものとすることに対する傍証にもなっている。
人工衛 星テ レメ トリによる極域超高層の研究 ※相京和弘(電 波研究所 室長),恩 藤忠典(電 波研
究所 室長),猪 木誠二(電 波研究所 主任研究官),渡 辺成昭(電 波研究所 主任研究官):平 澤威男(教 授),
福西 浩(助 教授),佐 藤夏雄(助 教授),小 野高幸(助 手)
1.概 要
昭和基地における超高層研究観測or－ 環として1976年 か らカナダの国際電離層研究衛星(ISIS)の テ レメ トリ
受信を行い,ト ップサイ ドサウンダ及びVLF帯 電波雑音データを取得,デ ータ処理,解 析により南極域上部電
離圏の構造とVLF,　 MF帯 の電波雑音の特性の研究を行ってきた。昭和58年 度はMAP計 画への要員確保のため
57年度の約半分のデータしか取得されなかったが,デ ータの解析は予想以上に進展 した。
2.テ レメ トリ受信及びデータ処理状況
昭和58年度 もCRCはISIS衛 星の運用を継続 した。 しか し昭和基地では要員不足のため,運 用パス数を半減す
ることとなり,58年3月 から電力事情が相対的に良いISIS-　2の みの運用となった。平均データ取得率は約13パ
ス/月 であった。58年 度は23次 隊が取得したテープの複製及びイオノグラム作成処理は計画通りには進まなかっ
たが,　VLFデ ータ処理では1983年1月 までのスペク トルフィルムの作成,6チ ャンネル狭帯域信号強度変化デ
ータの作成が完了した。
3.研 究成果
(1)ト ップサイ ドサウンデ ィング
ISIS-　2の イオノグラムか ら電子密度とスケールハイ トの高度分布を求める作業が始まり,58年 度までに得
られた1977年 夏期(1月)の 昼間及び冬期(6～7月)の 夜間の電子密度分布か ら極域上部電離圏の構造の平
均的緯度分布が調べ られた。
一方,前 年に続きサウンダAGCデ ータを利用 して低電子密度領域におけるZモ ー ド放射の特性が調べ られ
た。この放射はISISで は1号 の遠地点付近でのみ観測され,受 信頻度は極めて低い。強度は約300kHzに ピー




極域VLFデ ータを用いて極域ELFヒ スの高緯度限界を統計的に調べた。その結果,平 均して不変緯度72～78°
を境に高緯度側で全 く受信されないことが判明した。この限界は夜中から早朝にかけて低緯度側へ下る傾向が
ある。発生機構としてプラズシート電子のサイクロトロン不安定の可能性を検討した。
昭和及び鹿島で1979～81年 に受信されたVLFス ペクトルを解析 してホイッスラに トリガされる放射の発生
緯度分布を調べた。その結果,ダ ク ト伝搬ホイッスラによる放射はL>2.8で 急激に発生頻度が減少するのに
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対 して,非 ダク ト伝搬ホイッスラによる放射はL=2.0～3.5に 広く分布することが判明した。
また,　VLFソ ーサ下部のプロ トンのプロ トンジャイロ周波数及びその高調波における吸収帯からVLF
ソーサの発生高度を推定 した結果,衛 星より上で発生するソーサの方が下で発生するソーサより少いことが判
明 した。
磁気嵐 の発達 と太陽風の三次元構造 ※袴田和幸(中 部工業大学工学部 助教授),前 沢 洌(名 古屋
大学理学部 助手):鮎 川 勝(助 教授),佐 藤夏雄(助 教授)
惑星間磁場が大きな南向き成分を持つとき太陽風のエネルギーが効率良く地球磁気圏に流入 しその結果磁気圏嵐
と呼ばれる激 しい擾乱現象が発生する。このとき地上では磁気嵐や極域磁気嵐と呼ばれる地磁気擾乱が観測される。






袴田一赤祖父の太陽風モデルにおけるR-t図 と呼ばれるものを1-DのMHD数 値計算の結果に合せると,二 本
のR-tカ ーブは非常に良く重なり合っている。このR-tカ ーブを用いれば少な くとも定性的には太陽磁気圏の
三次元構造を推定することが可能である。またこのR-tカ ーブを用いて計算 した 太陽風速度の距離依存性(R
-V図)も1-D　 MHDの 数値計算の結果と良 く合っている。また1976年 と1977年 における,人 工衛星あるいは
IPSに よる太陽風速度の観測値 と太陽光球磁場やK－ コ口ナか ら求めた太陽電流面の形状との比較により,計 算の
起点となる,太 陽近傍における太陽風速度の空間分布について も明らかにすることができた。今後はこれらのデー
タや方法を用いることにより,よ り現実に近い形の太陽磁気圏の三次元構造を推定することが可能である。
LH～HF帯 広帯域高感度電磁放射観測装置の開発 ※鎌田哲夫(名 古屋大学空電研究所 助教授)
'平 澤威男(教 授),小 野高幸(助 手),宮 岡 宏(助 手)
1試 作観測機器の改良
58年度は,57年 度に試作 し試験観測を実施 した観測機器に対 して改良点を検討し,性 能を向上させるために前
置増巾器の大巾な改良や,各 種濾波回路の増設等を実施 した観測器を2台 試作 した。主な改良点としては,観 測
時刻をNASAコ ードで挿入出来るようにし,ま た,　VLF～LF帯 のデータを4チ ャンネルのデータコーダによ
により同一カセットテープに集録可能とした。
2試 験観測とその結果
上述 したように,58年 度は全 く同一性能の改良型観測器を2台 製作 し,ス ウェーデンとアイスランドとで実施
された海外学術調査時に,夫 々携行され,野 外観測を実施 した。　VLF帯 では100Hz～10kHz迄 を広帯域で,1.F
帯では20～90kHz迄 を掃引受信 し,お おむね満足すべき結果を得た。即ち,試 作 した観測装置は,　VLF帯 では,
受信点(電 力線より10㎞以上離れた地点)の 選択がよければ,人 工ノイズの混入が全くな く,極 めて良質のデー
タを与えて くれることが判明 した。 しか しLF帯 の広域受信では,受 信点の選択による人工ノイズ混入の軽減効
果は全 くみとめられず,　LF帯 の各種送信局の運用状況に左右されるという結果がえられた。このことは,LF～
HF帯 の観測装置は,受 信空中線系の選択と空中線設置の地形等に重点をおいた設計をするべきだとの結論をえ
た。従 って昭和59年 度では上記の点を考慮に入れて受信方式を検討 してゆきたい。
飛翔体で の電磁界多成分解桁 によるオーロラ ヒスのmulti-raysの 分離 ※田中義人(名 古屋大学
空電研究所 助教授),早 川正士(名 古屋大学空電研究所 助教授),倉 橋克典(名 古屋大学空電研究所 助手)
:福 西 浩(助 教授),山 岸久雄(助 手)
観測する場合には,観 測される波が単一の平面波であると考える事はかな りの問題がある。つまり,ヒ スの如き
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電波は複数の波が重星している可能性が極めて高い。近年,電 磁界多成分(最 大磁界三成分,電 界三成分)測 定は
いろいろな衛星にて常識的に行われ,ス ペクトルマ トリックスを測定する事が可能になって来ている。単一平面波
を仮定 したスペク トルマ トリックス解析法としては,　meansの 方法があり,こ の方法を用いて,　Thorne　 et　al.
はPlasmaspheric　 ELFヒ スの方位測定を行 った。然るに,ヒ スの如き波は多数の波の重星である事がスペク ト
ル解析か らも容易に理解でき,彼 らの単一平面波の仮定に基づいた方位測定結果は極めて疑わ しい。そこで,波 が
混在 している際にも各成分波の方位測定を行ない得る,情 報理論的手法についての研究を行って来た。以下,行 っ
た研究の概要を紹介する。
1)方 位測定方式の改良 ・拡張
i)ス ペク トルマ トリックスSy　(ω)の 固有値解析から,一 方向モデルか二方向モデルかを決定するが,そ の
際の判定条件の研究。
ii)モ デルが決定されると,観 測されたスペクトルマ トリックスを用い,　maximum　 likelihood　 estimation
より伝搬方向を決定するが,そ の際問題となる雑音の大きさに関する研究
iii)従来,f>fH　 (Ht)の 周波数領域においてはホイスラモードのみであり,こ の領域を取 り扱 って来た。こ
れを,f<fH　 (Ht)の イオ ン領域に拡張する。即ち,こ の周波数領域では,二 つのモー ド(R,L)が 混在
する事があり,こ のモードの判別を した上で,方 位を測定する方式の開発。
2)実 際のデータへの適用
i)上 述の改良 したアルゴリズムを,　GEOS2衛 星で観測されたコーラスに対 して適用 し,コ ーラスの方位測
定に成功 した。その結果,f<fH/2のVLFバンドコーラスは電磁波の波で,小 さなθで発生 している事。又,
f>fH/2の 波は,θ ～ θresに て発生 している準静電波である事を明らかにした。
ii)更 に,　GEOS1上 でのplasmaspheric　 ELFヒ スに対 しても,同 様の方位測定を行い,プ ラズマポーズす




地磁気脈動Pc1の 到来方 向観測 の研究 ※西野正徳(名 古屋大学空電研究所 助手),岡 田敏美(名 古
屋大学空電研究所 助手):平 澤威男(教 授),佐 藤夏雄(助 教授),小 野高幸(助 手)
1.ま えがき
地磁気脈動Pclの 到来方向(DF)の 観測は,　Pcl脈 動の電離層内捕捉領域の位置を探 ることによって発生
領域のプラズマポーズの位置を推定する有力な手段である。このDF観 測は,従 来,我 々が高緯度,低 緯度のVL
F放 射に対 して実施 してきたDF観 測による磁気圏ダイナミックスの解明の研究と相補的な意義を持つことで重
要であり,昨 年度か らそのDFの 可能性について検討を始めた。
DFの 手法としては,ま ずB.J.Fraser等 が行った相互相関解析法を試み,南極昭和基地(磁 気緯度70,()°S,
L=6.02)と みずほ基地(磁 気緯度72,3°S,L=7.04)で観測されたULF波 動デ…夕を解析 した。
2.解 析結果
解析に用いた両鶴測点データはパ ーール型Pc1脈 動のH成 分が数時間継続 して観測された15～16時UTの 顕著
なイベントを解析した。波形は周波数0.4Hz附 近で優勢な成分を持つ準正弦波であり,15～16時 の解析時間では
その強度は数秒から数10秒 で振幅変調を受けている。また,109秒 の時間窓で解析された相互相関波形を見ると
中心から±0.6秒(昭 和一みずほの270kmを 伝搬速度450km/sで 伝搬する時間)の 時間範囲では,相 関係数は
0.7と 高い値を示 した。





当初,電 離層F層 内をダク ト伝搬するPc1脈 動の波長に比べ,短 い距離にある両観測点では,Pc1の 強度,偏
波の変化は小さいものと考え,H成 分のみの解析を行った。 しか し,実 際には,両 観測のみの偏波が大きく異る場
合もあるので,H成 分とD成 分の,ノ+y2,つ まり波のエネルギ伝搬の時間差を求める解析を行 う必要がある。
高緯度 におけるSCとSCに 伴 うULF波 動 ※荒木 徹(京 都大学理学部 助教授)・ 永野 宏(岐 阜歯
科大学 助教授),家 森俊彦(京 都大学理学部 助手):福 西 浩(助 教授),佐 藤夏雄(助 教授)・ 鮎川 勝(助
教授)
(1)平 面HM波 と電離層一地球系の相互作用
SCの 研究では,高 緯度起源のDP場 と低緯度で卓越するDL場 の性質を明 らかにし,こ れらを分離することが
重要である。この立場か ら,　DL場 の低緯度伝播特性を理解するため,平 面HM波 と円筒状電離層一地球系の相
互作用を計算した。電離層は厚さを無視 し,そ の電気伝導度は12hLTで 最大OhLTで 最小となるよう正弦的に
変化するとした。この結果,① 電離層遮蔽電流は12hで 最も強 く夜側ほど弱くなるが全LTで 西向きである。
②Ohで は最初微弱な東向き電流が流れた後す ぐ西向き電流になる。③電離層電荷は18hで 最大となる。④地表
磁場変化は入射波より小さくかつなめらかになり遅れて最大値に達する。⑤外部磁場は入射波より大きくなるが
夜側ではほとんど同じである等のことがわかった。
(2)静 止軌道でのSCと 地上SCの 比較
約6年 分の静止衛星磁場データを用いて,220のSCの 静磁場方向成分△Bと 地上Honoluluで の△Hと を比
較 した。両者はほぼ比例 し,△B/△Hは 昼間で2.2,夕 方で0.9で あった。
(3)静 止軌道でのSCの 偏波
静止衛星によるdigitaldataを 用いSCの 偏波を調べた。回転方向は午前側で反時計まわり,午 後側で時計ま
わ りで,　Wilson　 and　Sugiura　 (1961)の 地上データについての解析結果と一致する。地上のSCの 偏波 の 向
きは緯度64°-72°で逆転する　(Araki　 et　al,　1983)が,静 止衛星軌道がこの緯度範囲に入るにもかかわらず
そこでのSCの 偏波の向きは午前 ・午後側でそれぞれ一定である。 このことは,　SCの 偏波方向の緯度変化が電
離層 レベルで生 じていることを示唆 している。
(4)静 止軌道でのSCの 伝播速度
2つ の静止衛星の同時観測からSCの 立ち上 りの時間差をLTに 対 してプロットするとSCが 太陽一地球線に直




-0619UTに 観測されたパルスは地上観測所のpreliminary　 impulseに 対応 してお り(こ の事は,5時 間ほ
ど夜側にあるIMSnetworkchainの 高時間分解能データーから確かめられた),そ の向きが逆であることがわ
かった。これは,今 まで地上のSCの データ解析か ら推論されてきたpreliminaryimpulseの 電離層電流起源
説を裏付けるものである。
飛翔体 による電場 の観測的研究 ※小川俊雄(京 都大学理学部 助教授):福 西 浩(助 教授)藤 井
良一(助 手),山 岸久雄(助 手)
〔研究成果〕
北欧における成層圏工ーロノミーの総合的協同気球実験の観測結果を解析 して,以 下の結果を得た。
1982年11月23日,ス エーデンのESRANGEか ら20時56分UTに 飛陽した気球(B15-2N)は,32㎞の高度で
北東に水平飛翔 して,フ ィンランドとソ連鎖上空を横切って北極海に達 し,11月24日3時10分 に落下 した。この間
22時00分 から2時30分 の間,垂 直電場,電 流,水 平電場の観測を行 った。




垂直電場,電 流の観測値か ら,成 層圏における電気伝導度を計算すると,ユ.5×10-11S/mと なった。この値
は1982年3月20日 に北欧で観測 した値2ン1ザ11S/mよ り約20%小 さい。 この差が,電 気伝導度の季節変化に




次に水平電場の観測値は,は じめ32mV/mか ら,観 測の後期に18mV/mに 変化 した。水平電場の方向は,夜
半までは北から東へ変化し,夜 半以後は東から南,北,南,東,北 とはげしく変化 した。これ らの変化を磁気北成
分 と東成分にベク トル分解 してみると,夜 半前にはそれぞれ北成分と東成分が卓越 し,夜 半後に,南 北,東 西に数
回にわたって変化 した。夜半前の水平電場は,高 緯度地域における大規模対流電場であると解釈することができる。
しかし,夜 半後のはげしい変化については今のところ解釈できない。
以上B15-2Nの 北欧における気球観測結果については,い くつかの解釈できない点があり,目 下研究を続行中
である。
オメ ガ信号 の磁 気圏内伝搬特性 及び トリガー放 射のISIS衛 星観測 データの解析 ※木村磐根(京 都
大学工学部 教授),橋 本弘蔵(京 都大学工学部 助手),松 尾敏郎(京 都大学工学部 教官):平 澤威男(教授),
山岸久雄(助 手)
ISIS衛 星で観測されたノルウェーのAldra局 からのオメガ信号は正と負に ドップラーシフトした複数の通路によ
る成分からなっており,こ のオメガ信号によって励起されたと考えられるトリガードエ ミッション(ASEと も呼ば
れている)は 上記の異なるドップラーシフトをもつ複数の成分のうち1つ に対応 していることもわか った。一方,




すなわち,B,C,Edqar(1976)の与えた磁気圏電子密度分布モデルを修正 したモデルを用い ダ イポール磁
場モデルにもとつ くray　tracing　 を行 って衛星位置に到達する通路に対するWave　.Norrna1方 向からドップラー
シフトを計算する。
一般に北半球Aldra局 付近の異なる緯度を出発点とするray　tracing　 を行 うと衛星に到達する通路は複数本存
在 し,か つそれぞれ衛星における ドップラーシフ トが正負になるものがあることがわかる。これが受信衛星位置
(緯度)が 異なると順次変 ってゆくので ドップラーシフ トの緯度特性の理論的予測特性が求まる。そこで衛星に到
達する複数の通路の各々についてray　tracing　から通路の磁気赤道面(相 互作用領域)を 通過する際のWave
Norma1　 (方向が求め られる。この結果Rev.40075の 場合L=2.7近 くで受信された トリガードエ ミッションは
正に対応 していることか らこの附近ではWave　 Normalは10° ～20°であり,更 にISISが 高緯度に行 くと正負両方
の ドップラーシフ トした波か らエミッションが励起されている事から20°～40°の範囲内にある。更にもう一度進め
て トリガードエミッションその もののスペクトラムを詳細に解析したところ比較的広い緯度(約10°)に わた って
トリガー ドエミッションの周波数の時間変化率(df/dt)が ほぼコンスタン トとなるデータが数例ある事がわかつ
た。一方オメガ信号が比較的広い緯度範囲で観測されている事から,こ れに対応する通路の磁気赤道面の通過のL
値は比較的広い範囲に広がっていると考えられるが,そ の場合df/dtは ヘ リウェルによると相互作用領域の電子密
度,ジ ャイロ周波数に関係 していると考えられていて電波の赤道面通過点のL値 の巾が広いとパ ラメータが変化す




極域及 び磁気圏 におけるプ ラズマ波 ・粒子の非線形 相互作 用の研究 ※松本 紘(京 都大学超高










既に完成 している2次 元EMコ ードをそのまま用いてイオン・モードのシ ミュレーションを行うことも可能であ
る。これに関連 して,我 々はSEPAC実 験をモデルに して電子 とイオン両方が粒子として扱われるEMコ ー ドの シ
ミュレーションを行い,電 子 ビームの放出により,　SEモ ードの波と共にLHR付 近の周波数の波(FMS波)が 励起
されることを確認 している 〔Matsumoto　 and　Fukuchi,　 1984〕。
一方,　EMコ ー ドでは必然的に電子の運動をそのサイクロトロン周期よりも十分小さい時間ステップで解き進め
ねばならず,電 子の運動論的効果が無視できるイオンモードの問題には適さない。そこで,我 々は本年度イオンを
粒子として解 く一方,電 子を流体として解き進めるハイブリッドコードをEMコ ードをもとに開発 した。
ハイブリッド・コー ドのテス トとして,コ ール ド・プラズマ中の基本分散のモード波の存在を調べた。伝搬ベク
トル をx方 向にとり,外 部磁場をx-y平 面にとるモデルを考える。
平行伝搬(外 部磁場:エ 方向)の 場合ではイオン音波とLモ ードのアルフベン波及びRモ ー ドのホイッスラー波
の存在が確認された。また,垂 直伝搬(外 部磁場:y方 向)の 場合ではV纈(VA:ア ルフベン速度,Cs:
イオン音波)の 位相速度をもつ磁気音波が確認された。
次に,平 行伝搬のモデルにおいてイオ ンサイクロ トロン波によるヘ リウム加熱のシミュレーションの結果を述べ
る 〔Omuraeta1.,1984〕 。数eVの コール ドH+とHe+が 混在するプラズマ中に,温 度異方性(T/T=2)
をもった数10KeVの 高エネルギーH+を 注入すると,　LFブ ランチの波が強 く励起されて,He+が100～200eVま
で加熱される。この結果は,GEOS1&2に よって観測されているイオンサイクロトロン波によるHe+加 熱の現象
とよく一致 している。
最近,極 域 ・磁気圏において低周波イオ ンモードの波や,こ れらの波動とエネルギー交換する高エネルギー粒子
の観測が多 くなされている。波の励起や粒子の加熱や拡散等の現象の ミクロな非線形過程を,よ り一般的に調べる
ために今後,効 率の良い2次 元のハイブリッド・コードの完成が期待される。
keVレ ンジのマイク ロ ・バ ース トに関す る研究 ※松本治弥(神 戸大学工学部 教授),賀 谷 信幸
(神戸大学工学部 助手):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授),山 岸久雄(助 手),宮 岡 宏(助 手)
keVレ ンジのマイクロ・バース トやパルセテング ・オーロラにおける降下粒子の脈動成分観測のために,我 々の
グ嘔 プでは磁界型マルチ・チ・ンネ・レ・エネルギ 分析器と椒 縄 型分析器の開発をおこなってきた.青 聯
電型分析器は昭和57年2月13日 に内之浦より打ち上げられたK-9M-72号 機に搭載され,従 来より実績がある半
球静電型分析器(宇 宙研 ・向井利典氏担当)と 電離層プラズマを用いた相互較正をおこない,非 常に良い結果を得
た観測器である。これらの観測器の基本構成が第25次 南極 ロケットに採用された。
昭和59年2月14日 に打ち上げられたEXOS-C　 (大空)衛 星はApogee　 865㎞,Perigee　 353㎞,　Inclination
75°の極軌道に投入され,中 層大気の光学的観測 と上層大気のプラズマ計測がおこなわれ,デ ータは昭和基地で も
受信されている。このEXOS-Cに 搭載された低エネルギー粒子観測器(ESP)は 極域及び南大西洋磁気異常帯
での降下粒子測定が目的で,5eV～16keVの 電子と200eV～16keVの イオンを3台 の分析器で観測す る。この
うち200eV以 上の測定において,降 下粒子束の脈動成分測定のためにエネルギー掃引を4又 は8段 階にし,1段




電型分析器と質量分析用のE×B型 質量分析器を組合せた新 しい観測器を考案 した。この分析器内では角度情報が
保存されるため,検 出面で横軸に質量分布,縦 軸に角度分布が2次 元像として得られ,掃 引がエネルギーのみとな
るために時間分解能が従来の観測器に比べ飛躍的に向上 し,短 時間で多 くのデータ取得が必要な極域のロケット観
測に最適と言える。現在までにE×B型 質量分析器を試作 し,そ の基本特性を測定 した段階ではあるが,フ リンジ
ング効果と収れん法に改良を加えれば,高 性能な観測器であることが確認されている。
南極超高層探査 ライダーの基礎研究 ※広野求和(九 州大学理学部 教授),藤 原玄夫(九 州大 学理
学部 助手):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授),岩 坂泰信(客 員助教授)
九州大学では,超 高層探査 ライダーとして,成 層圏エアロゾル層をターゲットとするものと,中 間圏ナ トリウム
層をターゲットとするものの2種 類のライダーに関して,そ れぞれの対象の観測を実行 しながら,測 定精度の向上
と,更 に多様な観測に対拠する為の,ラ イダー系改善に取り組んでいる。今回はYAGレ ーザーの基本波(1.06
μm)と 第2高 調波(0.53μm)と の2波 長による成層圏エアロゾルの物理的特性の探査について報告する。
YAGレ ーザー基本波(出 力約700　mJ　 /pulse,　10　pps　)を 非線型素子を用いてその一部を変換させると,第
2高 調波 として基本波の約20%の 出力を得る。これを同時に送信するため,コ リメターは反射型望遠鏡を用いる。
受信光はビームスプ リッターを用いて両波長に分け,そ れぞれを別々のフォトマルで受信する。今回は試験的に,
同一のフォトマルを用いてそれぞれの波長を交互に測定した結果について述べる。
1982年4月 のEL　 Chichon火 山大噴火によって,成 層圏に投入された火山性物質は,時 間とともにその量を減
じながらも,未 だ全世界的に多量に残存している。噴火当初非常に激 しい変動を示したエアロゾル量は,1983年2
月に最大値をとったあと,若 干の季節変化(夏 に,エ アロゾル層近傍で東風が卓越するとエアロゾル量は減少)を
伴なって,半 減期約5ケ 月で減少の一途を辿っている。
このEL　 Chichon火 山起源のエアロゾルを,　YAGレ ーザーの2波 長で測定 した結果,第2高 調波に対する後
方散乱係数と,基 本波に対するそれの比はエアロゾル層の ピーク附近(18-19㎞)か ら高度と共に春には顕著に,
夏にはゆるやかに増加 している。エアロゾル層の主要部分(21㎞ 以下)で は春に4～5,夏 に3～4の 値をとって
いる。
Mie理 論に基づ く計算によると,こ の値の変化は,エ アロゾル粒径分布あるいは屈折率(特 に虚数部分)の 変化





1984年3月 か ら2波 長を完全に同時 に測定す ることを試み始め,1983年4月 の高度分布 と殆ん ど同様の結果
を得ており,こ のことか ら,　EL　Chichon火 山起源のエアロゾルは,1983年 以後は粒径分布 や屈折率等の微細
機造に経年変化は殆んどなく,む しろ季節的に変動 していることがわかる。
VHFレ ーダ による極域超高層の研究 ※小川忠彦(電 波研究所平磯支所 室長),五 十嵐喜良(電 波
研究所 主任研究官),田 中高史(電 波研究所 主任研究官):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授),藤 井良一
(助手)
南極MAP計 画の一環として,第23次 隊によって1982年2月 に昭和基地に設置された50MHzド ップラーレーダ
は,そ の後も順調に作動しデータを蓄積 している。1983年2月 からは112MHzレ ーダも追加され,現 在,2周 波
による観測が行われている。レーダは大きく分けて2つ の機能を有している。E昌 のlrregularitiesを トレーサと
して,E層 の力学を調べる運用モード(ダ ブルパルスとスペクトラムモード)と,流 星飛跡を トレーサとして,80
-100㎞ 高度の中性大気風の観測を行うモード(流 星モード)が ある。特に後者のモードは,極 域の中性風が中間
一24一
圏やオーロラ活動とどのように関連 しているかを解明するのに役立つ。
昭和58年度から,第23次 隊の持ち帰った多量のMTデ ータの解析が始まり,研 究成果が得られるようになった。
流星モードは約40日 間で,残 りは他の運用モードにあて られた。昭和58年 度に行った作業や解析内容を以下に述べ
る。
(1)ダ ブルパルスとスペク トラムモードについては,す べてのデータを計算機で2次 処理し,サ マ リープロットを
作成 した。このプロットには,約1日 分のレーダエコー強度,エ コーの2次 元 ドリフト速度.　CNA,地 磁気水
平成分等のデータが約20秒 の時間分解能で収められているので,興 味ある現象を拾い出すのに便利である。2次
元 ドリフ ト速度は電場と密接に関係 しているので,こ れらの運用モードにより,オ ーロラに伴う大規模な電場を
知ることができる。昭和58年度では,地 磁気のSi時 やPc4-5脈 動に伴うレーダエコーの振舞いについて初期
解析結果を発表 したが,エ コーは数多くの情報を含んでおり,研 究すべき内容は豊富である。例えば,ス ペクト
ラムモードか らIrregularitiesの 発生機構がわかり,プ ラズマ物理への貢献が期待される。
(2)1982年 末か ら15日間にわたって流星モードを連続運用した結果,次 の事がわか った。(a)流星エコー高度は80
-100㎞ で,最 大エコー数の高度は90㎞付近である(し たがって,こ の高度の中性風が測定できる)・(b}エ コー
数は6時LTで 量大,21時LTで 最小である,(c}エ コー出現距離は昭和基地から110-600㎞ である(こ れは,ア




極域 における大気波動伝 搬の解 析法の研究 ※堤 四郎(大 阪市立大学工学部 教授),南 繁行(大
























オー ロラ帯におけ る沿磁 力線 プラズマ諸過程 の研究 ※玉尾 孜(東 京大学理学部 教授)三 浦 彰
(東京大学理学部 助手),谷 口治幸(東 京大学理学部 研究生),南 部充宏(九 州大学教養学部 助教授):福 西





1.外 部磁気圏における高エネルギー粒子 と磁気流体波の相互作用:オ ーロラ帯を通る磁力線に沿 ってバウン
ス運動をしている高エネルギー荷電粒子束の時間変動を粒子分布関数の位相空間での変調として考え,3次
元構造を有する磁気流体波に載った系での粒子運動のエネルギー積分を求めた。これを用いることによって
観測される粒子束変動は,断 熱的変動,共 鳴相互作用による非断熱変動,位 相収束の諸機構で解釈 し得るこ
とを示 した。
2.静 電電子サイクロトロン波と電子群の非線形相互作用:狭 周波数帯域の静電的電子サイクロ トロン波の爆
発的不安定成長を共鳴電子 との相互作用による自己放射の立場か ら解釈を与えた。
E波 動放射
1.高 周波と低周波波動の相互作用による非線形電磁波放射機構:オ ーロラ帯の電波放射機構として,低 周波
波動との共鳴作用で位相変調している粒子群が,非 線形相互作用を通 じて高周波波動を成長させる機構の一
般論を定式化 した。この機構を,　AKR,　 ヒス等の発生や地磁気脈動で変調されているプラズマ波動の不安
定成長に適用 し,そ の位相条件,成 長率等を比較検討した。
2.高 べータープラズマ内の反磁性アル ビン波の固有値問題:磁 気圏嵐時にオーロラ帯で観測されるPc4～5




1.局 所化磁気流体波 と電離層の相互作用:磁 気圏を冷い磁化プラズマと見なし得る状況で存在する2つ の磁
気流体波として,沿 磁力線電流を伴い電場は静電的なアルビン波と,圧 縮性波動であり,電 場は誘導的な高
速磁気音波のそれぞれが,非 等方電気伝導度を有する電離層に入射 した場合,電 離層内に誘起される電場 ・
電流ならびにそれによる磁場変動の諸関係を考察した。アルビン波入射の場合には,電 離層渦電流はホール
電流であり,一 方,磁 気音波の場合には,ペ ダーセン電流が渦電流となって,地 上磁場変動を生 じさせる。
定常状態はアルビン波入射の周波数が零になった極限として解釈出来る。
2.斜 め磁力線の場合の相互作用1磁 力線が水平電離層面に垂直でない場合には,沿 磁力線電流の水平成分が
直接地上磁場に2次 的影響を与える。一方,垂 直沿磁力線電流は,電 離層ペダーセン電流と結びついて3次
元電流系を形成するが,地 上磁場変動には直接影響を及ばさない。電波,電 場,磁 場変動の相互関係を決め
る表式を求めた。
オー ロラ フレアの生成機構 ※鷲見治一(名 古屋大学空電研究所 助教授),佐 藤哲也(広 島大 学核融
合理論研究セ ンター 教授):福 西 浩(助 教授),宮 岡 宏(助 手)
極域磁気圏 ・電離圏プラズマにおける最大の問題の一つは,オ ーロラフレアの起源 とな る高エ ネルギー電子が
何故生成されるかということであろう。本研究ではこの問題につき,ま ず,理 論及び数値解析により基本的プロセ
スを明確にし,更 に,観 測データとの詳 しい検討を行うことを目的としている。
我々はプラズマシートにおいて磁気再結合に伴ない生 じる,ほ ぼ沿磁力線方向の高速 ・荷電中性 ・プラズマ流をエ
ネルギー源と考えている。この高速プラズマ流では質量差により,イ オ ンがエネルギーを担 っている。 この高速プ
ラズマ流が磁力線に沿って,プ ラズマシートか ら極域へ降下する時,磁 気 ミラー効果により,静 電ポテンシャルを
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105倍 増大。プラズマシートでの温度はイオン・電子共1KeV,密 度は1/cc。 高速プラズマ流の速度は1000㎞
/s。 又,電 離層イオン・電子の温度は0.1eV,密 度は2.・103/cc。 又,境 界条件としては,と りあえず,
currentlessの 条件とした。
以上の荷電粒子成分,諸 パ ラメータ,境 界条件の下で,数 値解析によりLiouvilleの 式を解き,定 常解としての
静電ポテンシャルの空間分布を得ることに成功 した。得 られたポテンシャルとしては,プ ラズマシート側から極域
電離層へ向けて,磁 気 ミラー比が1～102の 間で,単 調に,大 きく増大し,2.2KeVに 達 し,磁 気 ミラー比が102
～104の 間はポテンシャルはほぼ平担である。 しか し,磁 気 ミラー比が104～105の 間でポラソシャルは再び4
KeV程 増大することが判明した。
CNA　 Pulsation　 の特性 と関連現象 ※前沢 潔(山 形大学理学部 教授),渋 谷仙吉(山 形大学 理学
部 講師),樋 ロ喜啓(山 形大学工学部 講師):佐 藤夏雄(助 教授),藤 井良一(助 手)
昭和基地で収録された1981年4月 ～1982年1月 までのデータを使 ってCNA　 Pulsationと 他 の関連現象(地
磁気脈動,準 周期的VLF放 射)と の統計的処理,及 び特定eventに ついてスペク トル解析(power.　 coherency,
phaseg　polarization　 )　を行った。
(1)　CNA　 Pulsationの 統計的特性
① 発生頻度　…　CNA　 pulsationの うち,周 期が10～600秒 をもつ現象全てについて発生頻度の統計を
をとると,朝 の5-6MLT,と8-9MLTに 大きなピークがある。また21-02MLTに もブロー ドなピ
ークが存在する。最も発生頻度の少ない時刻は13～20MLTで ある。
② 周期別発生頻度 …Pc3に 相当する周期10～45秒 のCNA　 pulsationは5～11MLTに 最も発生頻度
が大きく,さ らに2つ の ピークが存在する。パルセィティングオーロラ(PiC)に 対応 して6時 にピーク
があり,ま たPc3に 対応 して10時 にピークが存在する。Pc4に 相当する周期45～150秒 のCNA　 pulsati　-
on　は6～11MLTに 出現頻度が大きくなっている。
Pc5に 相当する周期150～600秒 のCAN　 pulsationは8～11MLTに 出現頻度が大きく,9時 にピーク
をもっている。Pc5は 朝の6時 頃にピークをもつことから両者の日変化は必ずしも一致 しない。
Pc3.　 Pc4,　 Pc5に 相当するCNA　 pulsationの ピーク値はそれぞれ8.7%、7.0%、4.5%と なり
長周期のものほど発生頻度が小さくなっている。
(皿)　CNA　 pulsationとQp　 emission
QP　emissionに 相関のあるCNA　 pulsation　 (10～45秒)は 地磁気の荒れた日の午前中に観測される。
一一27一
QP　 emssionの 頻度 が 大 き い12時 頃 はCNA　 pulsationの 頻度 が小 さ い た め 、 同 時 に発 生 した 例 は1年 間 で
数 十 例 で あ った 。 そ れ らの 相 関 解析 を行 って み る とCNA　 pulsationの 位 相 が 周 期 に関 係 な くQP　 emission
よ り45°～90°遅 れ て い る 。従 って両 者 の 伝 搬 時 間差,電 離 の時 定 数 は両 者 のpulsationの 周 期 に 比 べ る と小 さ
い こ とが予 測 さ れ る 。 しか し この位 相 差 が どの よ うな 物 理 的意 味 を もつ か は検 討 中で あ る。
(皿)　 CNA　 pulsationとMagnetic　 pulsation
CNA　 pulsationに 相 関 の 良 い 地磁 気 脈 動 を 特 に 選 ん で ス ペ ク トル解 析 を行 った。 解 析 した デ ー タ 数 が ま
だ 不十 分 で あ る がCNA　 pulsationとPc3のD成分,Pc5のH成 分 とCNA　 pulsationと の 位 相 差 は 主 に0
～90° で あ り、D成 分 とCNA　 pulsationと の位 相 差 は180～270° で あ る 。
CNA　 pulsationと 相 関 の 良 いPc5のH　 +D　 Polarization　 parametersに 朝方 と夕 方 側 で は顕 著 な 相 違 点
が 見 られ る。 今 後,1982年 の デ ー タ も解 析 し更 に 問 題 点 を 究 明 して い く予定 で あ る 。
北極域 におけるオー ロラX線 の時間的 ・空 間的変化 の研究 ※小玉正弘(山 梨医科大学 教授),
平島 洋(立 教大学理学部 講師),村 上浩之(立 教大学理学部 助手),奥 平清昭(立 教大学理学部 助教授)
西村 純(宇 宙科学研究所 教授),山 上隆正(宇 宙科学研究所 助手):福 西 浩(助 教授),山 岸久雄(助
手)
1.時 間的変化の研究
1982年3月 ノルウェーのスタムスンドから放球された20～100KeVオ ーロラX線 の時間変動観測用気球は
レベルフライト中約2時 間にわたり典型的なx線 マイクロバース トとQPパ ルセーションを観測 した。同時に地
上で観測されたVLF放 射もX線 と極めて良く似た変動を示 した。両者の時間的関係を詳しく比較し次の結果を得
た。
イ)マ イクロバース ト現象では,X線 の方がVLF放 射より1～2秒 先行 して起る。これは磁力線に沿 った粒子
子と波動の伝搬機構,と くにその発生点が異なることを示す。
ロ)周 期10数 秒のQP　 (準脈動的)パ ルセーションでは,x線 とVLF放 射 との時間的対応は,気 球が高緯度側
(L-5.4)か ら低緯度側(L=4.9)に 移動するにつれて,X線 先行から波動先行へと次第に移っていく。こ
のとき,高 緯度では低周波(0.8KHz)　 VLFが,低 緯度では高周波(2.3KHz)　 VLFが,X線 と極小の時間
差となる。これは,磁 気赤道面上でのVLF放 射の発生点が地球に近づ くにつれて次第に低周波成分から高周
波成分が卓越することを意味 し,イ)と ともに,波 動一粒 子相互作用の解明に重要な手掛 りを与えた。
2.空 間的変化の研究
昭和56～57年 度共同研究で開発された以下に述べる2つ の方式のオーロラX線 撮像装置をそれぞれ搭載した気
球が,1982年11月 と12月 にスエーデンのEsrangeか ら放球された。得 られた結果について簡単に報告する。
イ)テ レスコープ方式
視野角と視方向の異なる4本 のX線 用シンチレーションカウンターを組み合せたもので,装 置全体をある一
定の速さで中心軸のまわりに回転させることによって,X線 降りこみ領域の分布並びにその変動を決定する。
実際のフライトでは,バ ックグラウンドの10倍 以下のバース ト現象しか起 らなかったが,4本 のカウンターに
よる強度変化の相互比較から,オ ーロラX線 の到来方向が同定でき,全 天カメラによる可視光オーロラ領域と
よく一致 していることが確かめられた。
ロ)MCP方 式
マルチチャネルプ レー ト　(MCP)を 用いた ピンホ づレカメラで,そ の全視野角は44.5°,各 視野角16.7°
の16画 素で構成される。従ってフラックス量さえ十分あれば,か なりの精度で空間分布とその変動とを同時に
決めることができる。
残念ながら今回のフライト中はオーロラ活動は極めて弱く,同 時搭載の5チaわ シτ:'・Liギー カウンタ 一ーによ
れば,バ ックグラウンドの約2倍 のバ ース ト1コ を観測 したに止った。このため16画 素力各々に有意な変化は
認められなかったが,装 置自体は正常に動作 した。
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Ps6と オ ーロラ との関係 ※北村泰一(九 州大学理学部 助教授),坂 翁介(九 州大学理学
助手),糸 長雅弘(九 州大学大学院 学生),:平 澤威男(教 授),佐 藤夏雄(助 教授)
1981年(JARE21)か ら,昭 和基地では地磁気デ ータのディジタル磁気記録化が始められ,解 析処理が比較的容
易になった。そこで、1981年 のデータの中か らPs6ま たはそれに準ずる現象と,オ ーロラ全天カメラのデータが
対応 して存在する例を当初11例 選び出したが,全 天カメラの中には曇天でオーロラが写 っていない場合や,晴 天で
あっても,地 磁気変化のデータがPs6の 現象には対応 しない等 といった場合を除 くと,双 方のデータが存在 して
いて解析に都合のよい例は皆無となって しまった。
1984年 度には、データ取得範囲を1982,1983年 度の2年 間に拡げる予定だが,今 年度の実績から推察 しても望
ましい現象例の数は余り期待できないので,1984年 度は,昭 和基地のデータのみに依存せず,ア イスランドや他
の地上観測点のデータとの相互比較,更 に静止衛星のデータを加えてPs6の 特性の解明を行なう予定である。
地上 および人工 衛星観測資料 に基 づ く電磁流体 波動 の発生 ・伝播機構の研究 ※桜井 亨(東 海
大学工学部 助教授).利 根川 豊(東 海大学工学部 研究生):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授)
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磁気圏内の電磁流体波動,Pc3,4,5お よびPsc3,4,5,Pi2の磁気圏内外での発生,伝 播および共鳴




ISEE-1に より観測されたBow　 shock,　 Magneosheath,　 Magnetopause附 近の磁場記録の波動解析を行
ない,惑 星空間から磁気圏内への波動の伝播機構を調べた。その結果,以 下の点が明らかになった。(1)Pc3帯 の
波数ベクトルはいずれの領域でも磁場に対しほぼ垂直である。(2)これらPc3帯 の波動の周波数は惑星空間磁場
強度と相関が有 り,そ の特性は静止軌道衛星GOES-2,3で 観測されたPc3波 動の特性 と類似 している。(3)こ
れらPc3波 動とは別に,　magnetopause領 域より内側ではPc4,5帯 の長周期波動が観測される。以上の結果
より,　Bow　 shock上 流で発生 したPc3帯 の波動は圧縮モードで磁気圏内に侵入し,Pc4,5帯 波動 は磁気圏
境界領域で励起 していると考えられる。
2.静 止軌道におけるPscお よびPi2の 伝播特性
SSCに 伴う減衰型磁気波動Pscが 静止軌道衛星,SMS-2,ATS-6,SMS-1で同時観測された。いず
れの衛星でも東西成分の振動が卓越 しており,そ のスペク トルは経度差約21°のATS　 -6とSMS　 -1で 特に相
関が良かった。その位相解析の結果,　Pscの 位相速度は約500㎞/sで 反太陽方向に伝播 している事が示された。
上記と同様に静止軌道衛星によるsubstormの 同時観測からsbstormの ダイナミックな発達を調べた。その結
果,　(1)substormは ほぼ200～300㎞/sの 速度で西向きに発達 している。(2)このsubstormに 伴う沿磁力線電
流の経度方向に拡がりはほぼ20°～30°である。　(3}substormに 伴うPi2は ほぼ同時に観測されている。
3.昭 和基地を基点 とする極域多点観測によるPi2脈 動 とPg脈 動の伝播
南極の昭和,み ずほ,マ ラジョージアナ基地と昭和の磁気共役点であるアイスランドのフッサフェルで同時観
測された磁場変動記録を解析 し,Pi2お よびPg脈 動の伝播特性を調べた。その結果Pi2に 関 して,そ の地表上
での伝播速度はオーロラサージの西向き極方向の移動速度(0.3～3㎞/s)に 比較 して1桁 大きい速度である
事が示され,Pi2と オーロラ現象との関連で重要な示唆を与えた。またPg脈 動に関 しては,特 に昭和 一フッサフ
ェル間の磁気共役性の良さを利用 して相関解析を行い,磁 力線沿いの振動モードがoddモ ードである事を示 した。
さらにPg脈 動の振巾,周 波数,偏 波特性を調べ,磁 力線共鳴特性を明確に示 した。
極域電離層 ・磁気圏 の微細構造 と早い変動現象 の計算機実験 ※井上雄二(京 都産業大学理学部
教授):福 西 浩(助 教授),藤 井良一(助 手),宮 岡 宏(助 手)
1.オ ーロラ・アークの沿磁力線電流系の電流発生源
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オーロラ・アークの発生機構について,静 電二重層による加速が最 も有望視されているが,こ の過程はDissi-
pativeな もので,静 電二重層を形成するエネルギー源が必要である。
このような観点か ら,オ ーロラ・アークに連結 した沿磁力線電系を形成する電流発生源について新 しい機構を提
案する。磁気圏の近尾部か ら赤道面に集中 して侵入 して くる,10Kev程 度のエネルギーの陽子群が高温の高圧部
を形成 し,そ の圧力匂配により,陽 子は磁力線に沿って赤道面近傍から南北両半球のオーロラ帯の電離層に向っ
て吹き出す。この陽子群は吹き出しの沿磁力線運動と同時に,E×Bド リフト(方 位方向)の 運動をする。この
E×B速 度は,赤 道面を離れると急速に減速される。
この減速の加速度に起因する荷電粒子の慣性 ドリフトは,低 電位から高電位へ流れる電流を形成 し電流発生源
となる。この慣性 ドリフ トは質量に依存するか ら,陽 子および正イオンが優位に寄与 し、電子の寄与は小さい。
この電流発生源は磁気設問の電場を形成 しなが ら,方 位方向のE×Bド リフ トを自己維持させる。その結果,経
度方向に数千kmに 亘る長いオーロラ ・アークを形成する。この機構によって,10Kev程 度の陽子群がオーロラ ・
アークの周辺の電離層に降 り込むことになる。
2オ ーロラ・アークの分裂機構
オーロラの変化や変動は複雑であるが,そ の基本形はAuroral　 Arc　Splittingで あると小口高によって提案
されている。この現象の特徴は,(1)一 様なオーロラ・アークの一部の輝度が増加すると,そ の場所でSplitting




加速された電子が降下 して くることによって,勇 断的運動は説明できる。
静かなアークの電磁気的構造として,高 温の電子を多数含んでいる約1　kmの薄いアークの磁気殻層の両端面に
は反磁性電流が界面電流として約100mの 層を形成される。一様なアークの一部に沿磁力線電流が上向きに増加
すると,そ こを中心にして,そ の周辺に横断的な磁場を形成 し,そ の結果として,そ の電子圧力匂配による反磁
性電流のDivergenceが 現れ,界 面層に空間電荷が分極 して生じ,そ の空間電荷による電場のE×Bド リフトが
アークのSplittingの 原動力になる。上向きの沿磁力線電流の増分する場所がアークの幅より小さいときはSpli-
ttingは 生 じないが,増 分する場所がアークの幅を越えるとSplittingが 開始される。この機構を検証するために
計算機実験を行う必要があるが,こ れは今後の課題である。
ULF磁 波の広域波動特性 ※斎藤尚生(東 北大学理学部 助教授),湯 元清文(東 北大学理学部助手)
田村忠義(東 北大学理学部 技官),瀬 戸正弘(東 北工業大学 助教授),北 村保夫(東 北工業大学 助手):平
澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授),佐 藤夏雄(助 教授)
〔研究成果〕
極域におけるULF磁 波及びそれに伴 う極域現象の機構にっいては,昭 和基地を中心とする総合観測 ・研究によ
り多大の進展を遂げた。然 し一方ではこの研究は極域ULF磁 波と低緯度ULF磁 波 との様々な相違点があることを
改めて浮き彫りにした。本研究では,新 しいULF磁 力計(Rulfmeter)を 用いて年次的に太平洋地域を中心に行
なわれている広域海外多点「司時観測資料 と,極 地研資料,人 工衛星資料を比較解析することにより,　ULF磁 波 の
広域波動特性を明らかに し,そ の機構を探ることを目的としている。
昭和58年度は北太平洋を囲む極域(College,　 Alaska　 )　と低緯度(San　 Gabriel　 Canynn,　California;
Ewa　 Beach,　 Hawaii;　 Onagawa,　 Japan　 )そ してsynchronous　 orbit　のGOES　 2衛 星で観測されたPc3地
磁気脈動の太陽風parameters　 (θXB,BIMF)依 存性及びgloba1な 伝播機構を解明す るための研究がなされ
た。　IMFのcone　 angle　 〔θXB　 ==cos--1　(BX　 /BIMF　 )　〕の変化に伴い全域にわたってPc3振 巾が息づいて
おり,そ の中心周波数のIMF強 度依存性は極域Pc3よ り低緯度Pc3の 方が高いことが明 らかにされた。 この多点
同時観測期間のsynchronous　 orbit　 (GOES2)　 で観測されたULF磁 波の中で圧縮性Pc3の 振巾もθXBに 依存
しており,そ の中心周波数はIMF強 度に支配されしかも地上のどの観測点で得 られる相関性よりも高いことが明ら
一30一
かにされた。次に,　GOES2で 観測された圧縮性Pc3と 地上のPc3の 中心周波数との相関性から,　GOES2の 子午
線面の経度に近いSan　Gabriel　 Canyonで 相関性が高 く,そ の子午線面から離れるに従 って相関性が悪 く発生
率 も低 くなることが示された。
以上の解析結果から,次 の様なPc3脈 動の発生及び伝播機構が推察された。
(1)昼 側Pc3は 地球磁気圏のBowshockの 上流側に反射されるion　beamのioncyclotron共 鳴によって励起
された,IMF強 度に比例する周波数を持つ上流磁波(upstream　 wave　 )と 関連 している。
(2)こ の上流磁波はIMFの θXBの 小さい時に地球磁気圏内部に侵入 し,　synchronous　 orbitの 所で圧縮性Pc3
として観測される。
(3)こ の圧縮性Pc3はradial方 向に伝播 し,ほ ぼ同 じ子午線面の低緯度に侵入 している。
(4)低 緯度Pc3に 比べて高緯度Pc3の 方がIMF　 parameterと の相関性が悪い原因は,極 域のAuroraやMagn-
etopauseの 表面波に関連 した局在磁波の混在によるものと思われる。
今後の課題 として,太 陽風中,外 部磁気圏,地 上極域及び低緯度で多点同時観測されるPc3の 中で,特 にups-
tream領 域と低緯度電離層域のPc3脈 動の位相関係を含めたglobalな 伝播機構についての検証が必要 とされる。
イ)特 別共同研究
南極 観測 ロケ ッ ト搭 載機器 の研究 開発 ※平澤威男(国 立極地研究所教授),松 本治弥(神 戸大学工
学部 教授),石 堂正弘(神 戸大学工学部 助教授),賀 谷信幸(神 戸大学工学部 助手),小 川俊雄(京 都大学
理学部助教授),松 本 紘(京 都大学工学部超高層電波研究センター 助教授),筒 井 稔(京 都大学工学部
層電波研究センター 助手),鎌 田哲夫(名 古屋大学空電研究所 助教授),近 藤 豊(名 古屋大学空電研究 所
助手),長 野 勇(金 沢大学工学部 助教授),小 玉正弘(山 梨医科大学 教授),青 山 厳(東 海大学工学部
教授),桜 井 亨(東 海大学工学部 助教授),遠 山文雄(東 海大学工学部 助教授),大 塚 寛(東 北大学理学
部 教授),伊 藤富造(宇 宙科学研究所 教授),中 村良治(宇 宙科学研究所 助教授),鶴 田浩一郎(宇 宙科学
研究所 助教授),小 山孝一郎(宇 宙科学研究所 助手),向 井利典(宇 宙科学研究所 助手),小 口 高(東 京
大学理学部 教授),林 幹治(東 京大学理学部 助手),今 井 喬(理 化学研究所 技師),宮 崎 茂(電 波研
究所 室長),森 弘隆(電 波研究所主任研究官),蔵 本 厳(電 波研究所 室長),佐 川永一(電 波研究所 主
任研究官):福 西 浩(助 教授),江 尻全機(助 教授),鮎 川 勝(助 教授),木 村磐根(客 員教授/京 都大学工
学部 教授),國 分 征(客 員助教授/東 京大学理学部 助教授),佐 藤夏雄(助 教授),山 岸久雄(助 手),小
野高幸(助 手),宮 岡 宏(助 手)
昭和56年 度より,3ケ 年にわたる特別共同研究として開始された南極ロケ ット搭載機器開発の最終年次として,
本年度はこれまでの基礎開発の成果を踏まえ,主 として第25次 隊で発射予定のS-310JA型 ロケ ット3機 に搭載
される,(1)オ ーロラ粒子分析器,(2)オ ーロラ観測用CCDテ レビカメラ,な らびに{3磁力計について,そ れぞれ詳
細設計,製 作,な らびに較正試験を実施 した。また,こ れと平行 して26次 ロケット観測のための基礎開発も併せて
継続 した。
(1)オ ーロラ粒子分析器
オー°ラ中の降下電子のエネ・レギー・ピ・チ角分布・ならびにその時酸 動機 出するため沽 球静騙 向型
分析器ならびに固定磁界偏向型分析器を製作 した。それぞれの仕様は下記の通りである。
ポ縄 偏向型分罐
① エ ネ ル ギ ー掃 引:20eV～16KeV(32steps)
② デ ータ レー ト:1掃 引/640msec
③ ピ ッチ角:3方 向(ロ ケ ッ ト軸 か ら30°,90°,150° 方 向)
固 定 磁 界 偏 向型 分 析 器




③ ピッチ角:1方 向(ロ ケット軸方向)
両分析器について,入 射粒子に対するエネルギーならびに角度特性の較正データを得るため,極 地研および宇宙
研の粒子分析器較正実験装置(パ ーティクルチェンバー)を 用いた高精度の較正実験を実施 し,そ の性能確認を
行 った。
また,基 礎開発として,降 下粒子 フラックス中に含まれる変調成分を検出するための粒子変調解析装置を試作
し,較 正実験装置を用いて,実 際に周波数変調をかけた粒子ビームを発生 し実験を行 った。これは,解 析する変
調周波数により,0.1～10KHzま ではAuto-Correlation法,　 10KH　z～　4　MHzま ではPulse　 Separation法 を
用いて,そ れぞれの変調成分を検出する。
(2)CCDテ レビカメラ
25次隊のロケ ット観測では,オ ーロラ(光)と 降下粒子の対応関係を詳細に探ることを大きな研究課題としζ
いるため,ロ ケ ット搭載用オーロラテレビカメラとして,こ れまで地上用システムとして開発 してきたCCD
(固体撮像素子)カ メラをロケット搭載型にするため種々の改良を行 った。最も大きな問題として,ロ ケットは
姿勢安定のためスピン運動をするので,オ ーロラ撮像中画像を静止させる必要がある。そのため,カ メラをロケ
ットのスピンと逆方向に回転させる機構として,ジ ャイロスコープARC-C-132-1Aで ロケ ットのスピン
を検知 し,サ ーボモータによりカメラをデスピンさせる零点制御方式を採用 した。これには,低 速回転の動作改






取得されたデータは,本 装置内でA/D変 換されフレームメモ リーに取込まれた後,　PCMテ レメータに出力 さ
れる。
(3)磁 力計
前年度に行 った具体的設計に引き続き,フ ライ トモデルの製作を行った。製作 したのは,①Inconel　 S-　1000
-C31-JC-2239-Dのコアを用いたセ ンサ ー(3軸) ,② ア ンプお よび コ ン トロ ール回 路部,
ならびに③テレメータへの出力部(PCMモ ジュレータ)で ある。これ らの基本仕様は下記の通りである。
① ダイナ ミックレンジ:±65,000nT
② 量子単位(A/D変 換単位):2nT
③ ノイズレベル(ア ンプ部,3軸 相互干渉を含む):1nT以 下
である。感度試験,ア ンプの直線性等は,気 象庁柿岡地磁気観測所の検定用ヘルムホルツコイルを使用,ノ イズ




題 目 著 者 詩 名 ・ 巻 号 ・ 頁 発 表 年 月
極域成層圏二酸化窒素大気球観測 小川利紘,岩 上直幹, MAPシ ンポジウム 58.12
藤井良一,平 澤威男,
川口貞男
第26次 南極観測隊MAP実 施計画 福西 浩,山 岸久雄, 〃 〃
川口貞男





磁気圏尾部のMHD振 動 福西 浩 磁気圏,電 離圏シンポ 59.3
ジウム 資料解析(宇 宙)
シ ンポ ジ ウム





リングコアフラックスケント磁力計の開発と 国分 征,福 西 浩, 〃 〃
ロ ケ ッ ト実 験 藤井良一
ハイブリッドIC化 基礎開発 大家 寛,森 岡 昭,
小野高幸





EXOS　 -　B/Siple波 動粒子相互作用実験木村磐根,橋 本弘蔵, 宇宙研報告特集 58
におけるSiple局 信号の絶対強度の解析 佐々本 税 第5号19～34
JIKIKEN　 (EXOS-B)に よ るNWC局石橋広通,橋 本弘蔵, 〃 〃
VLF信 号の ドップラーの観測 木村磐根 1～17,3～17
現代電磁波動論 前田憲一,木 村磐根 オ ーム 社 59
EXOS-B/Siple　 Station　 VLF　 Wave一1.　 Kimura J.　 Geophys.　 Res.58
Particle　 Interaction　 Experiments:H.　 Matsumoto 88,A1.282-294







EXOS-B/Siple　 Station　 VLF　 Wave一T.F.　 Bell J.　 Geophys.　 Res.58
Particle　 Interaction　 Experiments:U.S.　 Inan 88,A1.295-309




Statistical　 Feature　 of　 Non-ductedT.　 Matsuo Mem.　 Natl.　 Inst.58
Omega　 Signal　 and　 Associated　 ASE1.　 Kimura Res.　 Special　 Issue,
Observed　 by　 ISIS-I　 and　 ISIS-II　 SatelliteH. Yamagishi 26103-112
Cornputer　 Simulation　 of　 WhistlerK.　 Hashimoto J　.Geophys.Res.88　, 58
.
Mode　 Wave-Particle　 InteractlonsH.　 Matsumoto A43072-3078
Using　 a　Free-boundary　Encounter Y.　 Serizawa
Mode1 1.　 Kimura
Laboratory　 Simulation　 of　 low-energyM.　 Tsutsui Radio　 Science　 19,59
electron　 bearn　 by　 a　Japanese　 soundingH.　 Matsumoto 503-508
rocket　 in　 space 1.　 Kimura
SAMBO-82北 極域大気球実験報告 宮岡 宏,小 野高幸, 大 気 球 シ ンポ ジ ウ ム, 58.12
江尻全機 111-114
Characteristics　 of　 storm　 suddenS.　 Kokubun J.Gecphys.Res.　 88　,5
Commencement　 at　 geostationary　 orbit 10025-10033
一
1983年 ア イス ラ ン ドに お け るオ ー ロ ラ現 象 の佐藤夏雄,福 西 浩, 南極資料 59.3





題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月
























Dayside　 Auroraの 様 相 一南 極 点 基 地(米)鮎川 勝 〃 〃
の 全 天 カ メ ラデ ータ に よ る 一 平澤 威男
Auroral　 Roar　 Emissionと オ ー ロ ラ と の佐藤 夏雄 〃 〃
関係
SAMBO-82　 バルーン実験速報 江尻 全機 〃 〃
小野 高幸
宮岡 宏
SANBO-82　 　地上オーロラテレビ観測結果小野 高幸 〃 〃
江尻 全機
宮岡 宏
小口 高(東 大 ・理)





South　 Pole　 Station上 空 で 観 測 され た オ ー鈴木 光義(電 通大) 〃 〃
ロ ラ ヒス 現 象 芳野 赴夫(〃)
福西 浩
一35一
題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月
SSCに 伴 うULF　 emission　 (Pc1　 )の ス ペ平澤 威男 第73回 日本地球電気磁 58.4
ク トラル構造 気学会
L=6附 近に於けるPc3-5脈 動の波動特性利根川豊(東 海大) 〃 〃
福西 浩
平澤 威男
桜井 亨(東 海大 ・工)
加藤 愛雄(〃)
昭和一アイスランド共役点で観測されたPiバ 福西 浩 〃 〃
ース トの共役性
極域高周波プラズマ波動の発生機構一沿磁力 宮岡 宏 〃 〃
緑電子密度上昇領域におけるモー ド変換 一







村上 浩之(立 大 ・理)
平島 洋(〃)
ISIS衛星で観測されたOmega信 号の伝搬特性松尾 敏郎(京 大 ・工) 〃 〃
木村 磐根(〃)
山岸 久雄














小谷 学(神 戸大 ・工)
鮎川 一郎(京 大・超高層)
木村 年成(〃)
静止衛星高度におけるPc1地 磁気脈動 石田 十郎(東 大 ・理) 〃
〃
国分 征(〃)






題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月
IGRF磁 場を考慮した磁気圏中のVLF電 波の木村 盤根(京 大 ・工) 第73回日本地球電気磁 58.4
3次 元Ray　 Tracing 津田 雅彦(〃) 気学会
山内 一詩(〃)
松尾 敏郎(〃)
昭和一アイスランド共役点観測に基づ くPg脈 利根川 豊(東 海大) 第74回 日本地球電気磁 58.10
動の波動特性 福西 浩 気学会
佐藤 夏雄
周期的VLF放 射の南北両半球共役観測 山岸 久雄 〃 〃
昭和 基 地 一ノル ウ ェー,1982年3月 福西 浩
小島 年春(電 通大)
芳野 赴夫(〃)




線状スペク トル構造をもつPc1脈 動 一ペ リオテ佐藤 夏雄 〃 〃
イックVLF放 射との関係
静止衛星高度および地上におけるSSCに 伴う桑島 正幸(地 磁気観) 〃 〃
磁場変動の特性 角村 悟(〃)
福西 浩
昼間側オーロラと惑星間磁場(Bz)と の関係鮎川 勝 〃 〃
平澤 威男
国分 征(東 大 ・理)
アイスランドにおけるオーロラ現象の共役観 佐藤 夏雄 〃 〃
測 福西 浩
国分 征(東 大 ・理)
共役点観測w.　 G
南極大気球によるオーロラX線 一電場同時観 藤井 良一 〃 〃
測 菊地 雅寿(明 星電気)
河野 毅(理 研)
小玉 正弘(山 梨医大)
小川 俊雄(京 大 ・理)
昭和基地50MHzレ ーダー実験(1)地 磁気擾五十嵐喜良(電 波研) 〃 〃










題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月




極域電離圏におけるZモ ード波の線形モード 宮岡 宏 〃 〃
変換
Dayside　 AuroraのBreakup 鮎川 勝 〃 〃
巻田 和男(拓 殖大・政経)
国分 征(東 大 ・理)
衛 星 に よ るMUレ ーダ ーア ンテ ナパ タ ー ン測 多田 重之(京 大 ・エ) ノノ 〃
定 佐藤 亨(京 大・超高層)
深尾昌一郎(京 大 ・工)
木村 磐根(〃)
MUレ ーダ ー,2周 波 レ ーダ ーに よ る多 周 波木村 磐根(京 大 ・工) 〃 〃




第2回EXOS　 -　B/SIPLE実 験におけるVLF菅 政直(京 大 ・工) 〃 〃
波動データの解析 木村 盤根(〃)
橋本 弘蔵(〃)
MINIXロ ケ ッ ト実 験 一 速 報 一 松本 紘(京 大・超高層) 〃 〃
賀谷 信幸(神 戸大 ・工)
宮武 貞夫(電 通大)
木村 磐根(京 大 ・工)
大林 辰蔵(宇 宙研)
長友 信人(〃)
松本 治弥(神 戸大 ・工)
鮎川 一朗(京 大・超高層)
木村 年成(〃)
SEM磁 力計について 恩藤 忠典(電 波研) 〃 〃




S-520-6号 機MINIX実 験 賀谷 信幸(神 戸大 ・工) 〃 〃
、-VTRに よる子 ロケット分離の撮影一 松本 紘(京 大・超高層)
木村 盤根(京 大 ・エ)
宮武 貞夫(電 通大)
松本 治弥(神 戸大 ・工)
大林 辰蔵(宇 宙研)
静止衛星高度におけるSSCの 特性 国分 征(東 大 ・理) 〃 〃
一38一
題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月
IGRF磁 場 モ デ ル に お け る3次 元ray　 tracing津田 雅彦(京 大 ・工) 第74回 日本地球電気磁 58.10
の精度向上 木村 磐根(〃) 気学会
パ ル セ ーテ ィ ングオ ーロ ラと浴 磁 力 線 電 流 と 藤井 良一 極域における電離圏磁 59.2
の関係 竹中 潤(千 葉大 ・理)気圏総合観測シンポジ
ウ ム
オ ー ロ ラ世 界 デ ータ セ ンタ 　ー(WDC-C2　 for鮎川 勝,平 澤 威男 〃 〃
Aurora　 )の 現 状 に つ い て 勝田 豊,星 合 孝男










サ ブス トーム に伴 う オ ー ロ ラX線 バ ース トと 小玉 正弘(山 梨医大) 〃 〃
その関連現象 藤井 良一
河野 毅(理 研)
S-310JA-7号 機で観測された低周波密度ゆら森 弘隆(電 波研) 〃 〃
ぎとAC電 場との相互比較解析結果について 佐川 永一(〃)
小川 忠彦(電 波研平磯〕
小川 俊雄(京 大 ・理)
山岸 久雄
地球内部大規模変動と地球磁場の関係 竹中 潤(千 葉大 ・理) 〃 〃
木 下 肇(〃 〕
藤井 良一








Ray　 Tracingに よ る磁 気 圏 内 のELFヒ スの山岸 久雄 〃 〃
伝搬特性とISIS人 工衛星観測 福西 浩
鈴木 光義(電 通大)
小島 年春(〃)
ISIS衛 星 及 び地 上(キ ッダ ー レ ン,昭 和 基 地)今江 知延(電 通大) 〃 〃




題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月
ISIS衛 星のスピンを利用 したVLF放 射到来方鈴木 光義(電 通大) 極域における電離圏磁 59.2
向の決定 芳野 赴夫(〃) 気圏総合観測シンポジ
山岸 久雄 ウ ム
福西 浩
ISIS衛 星によって観測されたオメガ信号によ松尾 敏郎(京 大 ・工) 〃 〃
る ト リガ ー ド ・エ ミ ッ シ ョ ン 木村 盤根(〃)
山岸 久雄









26次南極MAP観 測計画 福西 浩 〃 〃
川口 貞男






JARE26に お け るS-310型 南 極 ロ ケ ッ ト実山岸 久雄 〃 〃
験計画 福西 浩
Pc3脈 動 に伴 うCNA・VLF放 射modulation佐藤 夏雄 〃 〃
渋谷 仙吉(山 形大 ・理)
樋口 喜啓(山 形大 ・工)
Pc3脈 動に伴うQPエ ミッション周期のIMF強湯元 清文(東 北大 ・理) 〃 〃
度依存性 佐藤 夏雄
ポ ー ラ ーパ トロ ール 気 球(PPB) 西村 純(宇 宙研) 〃 〃




ポ ー ラーパ トロ ール気 球(PPB) 小玉 正弘(山 梨医大) 〃 〃
2.観 測 内容 鶴田浩一郎(宇 宙研)







題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月
共役点気球観測計画 福西 浩 極域における電離圏磁 59.2
佐藤 夏雄 気圏総合観測シンポジ
藤井 良一 ウ ム
山岸 久雄
国分 征(東 大 ・理)
西村 純(宇 宙研)
EXOS-D受 信設備 芳野 赴夫(電 通大) 〃 〃
ISTP計 画 　(International　 Solar一西田 篤弘(宇 宙研) 〃 〃
Terrestrial　 Physics　 Program)
セルロンダーネ山地地域における観測計画 鮎川 勝 〃 〃
佐藤 夏雄
山岸 久雄
極域多点観測によるPg脈 動の特性 利根川 豊(東 海大 ・工) 〃 〃
福西 浩
A.　 Hunter　 (Unir.　 of
Lancaster)
極域多点観測によるPi2脈 動の特性 桜井 亨(東 海大 ・工) 〃 〃
福西 浩





58年度アイスランド共役点観測 佐藤 夏雄 〃 〃
1.概 要 福西 浩
国分 征(東 大 ・理)
Th.　 Saemundsson
(Univ.　 of　 Iceland)
地上および静止衛星高度におけるSSCと 関連桑島正幸(地 磁気観測所) 〃 〃
現象の対比 角村 悟(〃)
福西 浩
静 止 衛 星 で 観 測 され たSCのPolarizationの永野 宏(岐 阜歯大) 〃 〃
特性について 荒木 徹(京 大 ・理)
福西 浩
佐藤 夏雄
電離層上下でのSC同 時観測 荒木 徹(京 大 ・理) 〃 〃
家森 俊彦(〃)
亀井 豊永(〃)
AKRの 伝 播 モ ー ド(Review) 橋本 弘蔵(京 大 ・工) 〃 〃
オ ー ロ ラキ ロメ ー トル波 の放 射 機 構 の新 しい 大家 寛(東 北大 ・理) 〃 〃
理論 飯島 雅英(〃)
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題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月
極域電離圏におけるZモ ード波の線形モード変換 宮岡 宏 極域における電離圏磁 59.2
気圏総合観測シンポジ
ウ ム
Pc1脈 動とELF波 動の相互作用 南部 充宏(九 大 ・教養) 〃 〃
(Plasma　 Maser　 Theory　 ) 玉尾 孜(東 大 ・理)
三浦 彰(〃)
谷口 治幸(〃)
降下電子に関する輸送方程式のDiscrete 櫛田 健(東 北大 ・理) 〃 〃
Ordinate解 上山 弘(〃)
Enhancement　of　the　 Polar　 Rain　 and巻田和男(拓 殖大 ・政経) 〃 〃
its　Relationship　 to　 Solar　 WindCド1.　 Meng
(APL/JHU)
オーロラジェット電流中の電場/電 気電導度 上出 洋介(京 産大 ・理) 〃 〃
の相対的重要度 安原文彦(中 京大 ・教養)
藤井 良一
VHFド ップラーレーダによる極域超高層のダ五十嵐喜良(電 波研) 〃 //








Pc3の 特性とその関連現象(Review) 国分 征(東 大 ・理) 〃 〃





第26次 南極観測隊MAP実 施計画 福西 浩 〃 〃
山岸 久雄
川口 貞男









題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月
多周波 レーダー技術による成層圏下部対流圏 若杉耕一郎(京 工大・工芸)MAPシ ンポ ジ ウム 58.12
の観測 深尾昌一郎(京 大 ・工)
松尾 優(京 工大・工芸)
木村 磐根(京 大 ・エ)
加藤 進(京 大・超高層)
磁気圏尾部MHD振 動 福西 浩 磁気圏 ・電離圏 シンポ 58.3
ジウム,資 料解析(宇
宙)シ ンポ ジウ ム
ISEE-　 3に よる磁気圏尾部の観測について国分 征(東 大 ・理) 〃 〃










リン グ コア フ ラ ッ クス ケ ン ト磁 力計 の 開発 と 国分 征 〃 〃
ロケ ッ ト実 験 福西 浩
藤井 良一
ハイブリッドIC化 基礎開発 大家 寛 〃 lt
森岡 昭
小野 高幸









S-520-6号 機大出力マイクロ波と電離層木村 磐根(京 大 ・工) 〃 〃
プラズマとの非線形相互作用のロケット実験 松本 紘(京 大・超高層)
(MINIX) 賀谷 信幸(神 戸大 ・工)
宮武 貞夫(電 通大)
松本 治弥(神 戸大 ・工)
長友 信人(宇 宙研)
大林 辰蔵(〃)
アクティブフィルタICの 開発結果 松本 紘(京 大・超高層) 〃 〃
長野 勇(金 沢大 ・工)




題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月
ポインティングベク トル観測装置の開発 木村 盤根(京 大 ・工) 宇宙観測シンポジウム 58.6
橋本 弘蔵(〃)
長野 勇(金 沢大 ・工)
沖 秀隆(京 大 ・工)
S-520-6号 機MINIX子 ロケ ッ ト測 定 用松本 紘(京 大・超高層) 〃 〃
VTRの 開発 賀谷 信幸(神 戸大 ・工)
木村 盤根(京 大 ・工)
レクティナの開発 鮎川 一朗(京 大・超高層) 〃 〃
松本 紘(〃)
賀谷 信幸(神 戸大 ・工)
木村 盤根(京 大 ・工)
宇宙空間プラズマの研究(OPEN計 画の展開)国分 征(東 大 ・理) 科学衛星シンポジウム
DPEN-J　 W・G
岩石磁気用 リングコァ磁力計 河野 長(東 工大 ・理)磁力計の開発と応用に
小柳 政彦(東 工大 ・理)関するシンポジウム
国分 征(東 大 ・理)
OPEN-J搭 載用磁力計について 国分 征(東 大 ・理)
磁 気 圏 プ ラズ マ 中 の ホ イ ッス ラ ーモ ー ド波 の 木村 盤根 電気通信学会アンテナ 59
3次 元ray-tracing 津田 雅彦 伝播研究会 59
松尾 敏郎
MUレ ーダと2周 波 レーダによる対流圏の多 〃 〃
周波観測





衛星によるVLF波 動伝搬ベク トル方向の測定沖 秀隆 !ノ ノ
橋本 弘蔵
木村 盤根
ISIS-1,H衛 星で観測されたオメガ信号の松尾 敏郎 電気通信学会全国大会 ノツ
Wave　 reformal方 向 木村 盤根
S-520-6号 機MINIX実 験 一〇hmic賀谷 信幸 第75回 日本地球電気磁 59







題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月
S-520-6号 機MINIX実 験 一マ イ ク ロ波 によ宮武 貞夫 第75回日本地球電気磁 59




じきけん衛星で観測されたSiple信 号の強度菅 政直 〃 〃
木村 盤根
Ray　 tracingの ための磁気緯度依存拡散平衡小森 憲昭 〃 〃
形電子密度モデルの作成 木村 磐根
橋本 弘蔵





異方性電離層による導波管モード減衰特性の 木村 磐根 第76回 日本地球電気磁 〃
Full　 Wave法 によ る計 算 法 望月 規弘 気学会
佐々本 税
橋本 弘蔵
ISIS衛 星 で 観 測 され た トリガ ー ド,エ ミッ シ松尾 敏郎 〃 〃
ヨ ンのSlope 木村 磐根
山岸 久雄























題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月





オーロラアーク領域で観測される波動現象 佐藤 夏雄 沿磁力線粒子加速と電 58.12
磁波異常放射研究会
極域Zモ ー ド放射の発生機構 宮岡 宏 〃 〃
一46一
2.気 水 圏 研 究 グル ー プ
(1)一 般研究
南極 中層大気 にお ける内部重力波の生 態 助手 神沢 博




ソ連の南極基地マラジョージナヤ(68S,46E,昭 和基地の東北東約300km)の 気象ロケットデー タ(6年 半 に
わたる290ケ のデータ)を 使 って内部重力波の活動の季節変化を調べてみた。波の振幅は,温 度,風 とも冬強 く,
夏弱い。温度の振幅は真冬が最大,真 夏に最小で時間軸に対称な変化を示す。 これらの傾向は北半球高緯度と同 じ
である。興味深いのは,風 の振幅が真冬でなく,8,9月 に最大になること,強 くなるなり方は緩やかだが,夏 に
向かって弱くなるなり方は比較的に急激であるということである。これ らの傾向はこれまでの北半球の解析では出
ていない。




Type　 llには地上観測か ら見ると,あ まり雲量の多くないcaseと はっきりした降雪をともなう　caseと2っ があ
る。前者が展型的なType　 Hで あり,こ のときは800-900mbの 層に,乾 燥 した大気状態のあとに雲ができること
が多い。温度は上層が冷え,下 層が暖たまっており,こ の境に雲が発生する。 このような時は雲量はほとんど1/10
か2/10で あり天気はあまり悪くない。後者の場合は,い わゆるType　 Hと は異なっていると考えられる。低気圧の
通過後,伴 って持たらされた水蒸気が,気 温の低下とともに凝結 し,雲 となったものと考えられる。
Type皿 の雲の展型を考えるたあに,今 回は,水 飽和75%以 上の条件に更に,氷 飽和90%以 上の条件を付けた。
1979年 ではこのような例は7件 しかなかった。 この条件に合た時刻の地上観測には,下 層雲の存在は示されていな
いが,そ の前後の時間帯にはScな どの下層雲が記されている。このことから多分実際には,非 常に薄いType　 m
の雲があったと考えられる。このときの温度profileを 見ると,地 上付近に強い逆転層ができている。この逆転層
の中で雲が形成されたと考えられる。 これは一種の晴天降水と呼ばれる現象であろう。
南極みず ほ基地 の地表面 における放射特性 に関する研究 助手 山内 恭
南極みずほ基地における地表面の放射収支にっいて,観 測結果(POLEX　 -　South)の 解析と数値計算の両面か
ら調べた。
観測結果の解析から,以 下の点が明 らかになった。
① 晴天の場合,下 向放射は冬の約100W/㎡ から夏の150W/㎡ まで,ゆ るやかな季節変化を示すが,日 々の変
化は10%以 下と小さい。上向放射,冬 の140W/㎡ から雲の240W/㎡ まで,表 面温度に対応 して大きな変化を示す。
② 晴天か曇天かによる違いは大きく,年 間を通 じ,厚 い雲におおわれると下向放射は約80W/㎡ 増加する。
③ 水蒸気量の影響は,も ともと低温で水蒸気量が少いことから,余 り大 きくはない。接地逆転の弱い夏の間は,
水蒸気圧によって下向放射(上 向放射との比)を 近似的に表現することが可能だが,逆 転が強い期間は,不 可能で
ある。
④ 接地逆転層の影響は大 きく,放 射収支は逆転強度(温 度)に 強く支配されている。
以上の観測結果を,特 に逆転強度と長波長放射の関係を裏付けるべく,モ デルによる数値計算を行った。放射 フ
ラックスの計算は,細 かい吸収線の微細構造は考慮せず,平 均的な透過率を考えるbroad　 band　modelを 使った。
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上層の気温,水 蒸気量等は昭和基地データを使い,逆 転層構造はみずほ基地の条件を当てはめた。平均の条件で計
算を行ったが,地 表面における晴天時の条件で,観 測値 と良い一致を示 した。計算結果から,下 向放射は逆転層が
あるかないかでは最大15W/㎡ の違いが出たが,温 度構造が変 らない限 り水蒸気分布がかなりの範囲で変っても,
下向放射は1～2W/㎡ しか変らないことが確認された。 さらに上層の温度,水 蒸気分布は一定とし,下 層の逆転
層の強度のみ変化させ,放 射収支の変化を求めると,逆 転強度 と正味放射量は直線関係で近似できることが明らか
になった。これは,観 測結果から推定されていた事実の裏付けとなり,又,下 向放射のパラメタリゼーションの可
能性を示 している。
長波長放射の年々変動として,1979年 と80年の結果を比較 した。観測値,計 算値とも,1980年 は79年に比べ大き
な値を示 した。80年 は79年 に比べ温度が高く水蒸気量が多い月が多く,そ のことで計算値は説明がっく。しかし,
その点を考慮 して もなお80年 の下向観測値は晴天のもので大 きすぎるものがあり,晴 天であるとされた事例が実際
は雲あるいは霧等の影響を受けている可能性がある。今後,雲 や晴天降雪等にっいて,水 蒸気輸送過程という面 と
共に,放 射収支への影響という面も含めて,そ の正確な姿を把握すべく観測が必要である。
マイク ロ波放射計 による積雪の研究 救助 楠 宏,教 授 和田 誠,助 手 山内 恭
乾いた雪の観測は特に極域などの場合には重要であり,今 回北海道母子里において乾雪の野外実験を行った。
実験は`83年1月26日 から2月3日 まで行なわれた。マイクロ波放射計は組立て足場を利用 し,雪 面から約2m
上に下向きに固定した。同様の足場を更に1台 用意し,マ イクロ波のアンテナ部が簡単に移動できるようにした。実
験用のフィール ドを2つ 設定 し,1っ は全 く乱さない雪面(基 準雪面),他 は実験用の雪面 とした。両方 の雪面の
マイクロ波放射量の差を比べることによって表面温度の変化などの影響を減少させた。実験は主に次の4っ が行な
われた。(1)密度を変化 させる。(2)水当量を変化させる。(3)雪質(粉 雪または固い雪)を 変える。(4)水を含ませる。
結 果
(1)全 層の雪の平均密度が次の3っ のケースについて測定を行なった。0.31g/c㎡,0.34g/c㎡,0.35g/c㎡ であ





プラン ト棚氷 コアの解析 による過去30年 の気候変動 の研究 助教授 藤井理行
1982年1月,ウ ェデル海東岸のプラント棚氷(Brunt　 Ice　Shelf)の 英国ハレー基地(75°31'S,26°56'W)か ら
約10㎞ 離れた地点で,21.83mの コア掘削を行った。現場で,層 構造の記載と密度,粒 度の測定を行い,サ ンプルは,
化学成分,δ180,pH,微 小固体粒子濃度,　gross　 β　activityな どの分析のため,日 本に持ち帰 った。 これまで
に得 られたpH,δ180の 分析結果を中心に,プ ラント棚氷での過去約30年 間の気候の変動について研究 した。
コアの層位学的解釈を助ける目的で,コ ア掘削を行った場所で1.75mの 積雪断面観測を行い,積 雪各層から平均
6cmの 間隔で,各 種分析用のサンプルを採取 した。 この結果,年 間の酒養量は約100cm深(45g・cm-2)で δ180の
季節変化が保存されていること,最 暖期には融解が生じ氷板ができること,ま たpHは 夏に最小,冬 に最大となる
ことなどが明らかとなった。
コアの年代決定は,以 上の層位学的特徴を基準におこなった。
酒甕の変動には,4～5年 の周期がみられ,過 去20年 間では,1961～1971年 の酒養量の少い10年間,1972年 ～198ユ
年の酒養量の多い10年 間とさらに大 きな周期性が認められる。
クイーンモー ドランドをはさんで,経 度で約70度,距 離で約2,500km離 れたみずほ高原での1968年 ～1977年 の酒
養量の変動と比べてみると,1968年,1972年,1975年,1977年 の酒養量の多い{・i・・,;971年.1974年 の酒養量の少な
い年は,両 地域で一致することが分 る。 このことは,両 方の地域が,同 じ低気圧 じょう乱を受けることが多いいか,
あるいは少なくとも低気圧の発生,発 達が同 じ傾向で起こるかを示唆 している。
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また,1972年,1977年 はインドのモンスーン活動が弱か った年で,ブ ランド棚氷での酒養量の大 きな変化は,大
気の大循環の変動と密接に関連 している可能性が強い。
ハ レー基地の気温観測値と,コ ア解析か ら推定 した酒養量を比較してみると,特 に2月 ～4月 の秋期の気温と年
酒養量との間に強い相関が認められる。一般に秋は,海 氷の張り出しが最も小さくなる時期で,ま た低気圧活動が
活発な時期なので,一 年のうちで最も酒養量が大きくなる。すなわち,プ ラント棚氷では,ウ ェデル海の海氷のり
出しが弱 く,海 か らの水蒸気の供給が大きくなる秋には,通 義量も増大するといえる。
積雪のpHは,夏 に小さく,冬 に大きくなるという季節変化を示す。この傾向は,み ずほ基地の ドリフ トのサン
プルの分析でも明瞭に現れており,局 地的な傾向ではない。この原因として,成 層圏にある酸性物質(硫 酸など)
が夏期に氷床表面まで輸送されてくるためと考えている。成層圏にある酸性物質の起源としては,火 山活動(主 に
硫化物,ガ ス),人 間活動(主 にチッ素酸化物)を 考える必要があろう。特に,火 山活動の影響は大 きい。
白旗氷河流域の流動特性 助手 西尾文彦
白旗氷河流域の面積は約20万k㎡で,ほ ぼ日本の本州に相当する流域面積をもち,大 部分の氷は白旗氷河か ら流出
し,流 出口付近では年間流速2.5kmに も達する。 このように流れの速い白旗氷河の中流域ではの厚さが,年 間70cm
近 くも減少 している事実が発見され,氷 床底部で底面すべ りが起こっているためであると結論された。底面すべり
が起 こるのは氷床底面が何らかの原因で圧力融解温度近 くになって岩盤 との摩擦が減少 したためであると考えられ
る。白旗氷河流線に沿った調査では,こ れらの考えを支持する証拠が出現してきており,白 旗氷河は不安定な流動
状態にあることが推察される。白旗氷河の流出口か ら流線にって420kmに およぶ氷床,基 盤地形の断面か ら基盤 は
流出口付近での海面と同程度の高度から,数100mぐ らいの高度の増減を繰り返しながら上流側に向 って高度を増
しており,G7地 点では1,500mに も達することが知 られる。白旗氷河の氷体は平均傾斜15'(1500m/370km)の 岩
盤に存在 している。平均氷厚はG2～G7地 点で約1,700mで ある。
下流側では現在の氷床が薄 く,上 流側で厚 くなっている。氷厚が減少 していることが測量された地域は,G4地
点の付近であり,下 流側では氷床の形が計算で求めた形よりも薄くなっており,氷 厚が減少 していることを示 して
いるかのようである。
底面せん断応力は氷床の安定性を考えるうえで有力な物理量であり,か つ比較的容易に求まる量である。白旗氷
河流線沿いに求めるとG2～G4地 点で1.8～1.06arと 大きく,上 流側では,ほ ぼ0.6arと 小さい。したがって,底
面すべりが起っているところ,ま たはまさに起 らんとしている地域にほぼ一致する。
底面すべりが起るためには氷床底面付近の氷体が圧力融解温度になる必要がある。底面温度を知るには,ボ ーリ
ングなどで実測することが必要であるが,計 算で見積ることも可能である。G2,G3地 点では,底 面の氷体の温
度は圧力融解温度にあり,氷 床底面は底面すべりが起るための必要条件を備えていると言える。G4地 点より上流
側では底面の温度が圧力融解温度に近いか,そ れ以下であり,底 面は岩盤に凍結していると言える。 したがって,
期待 される流動速度 も小さいと考えられる。
裸氷原 の　dirt　bandの 研究 助手 西尾文彦
まえがき
やまと限石が大量に発見される裸氷原では数多くのdi　rt　band　 (汚れ層)を 観測することができる。黒色から褐
色の濃淡 さまざまで,　dirt　bandの 層厚 も数cmか らi・数cmに 達するものがある。　dirt　bandは 断面を調べてみる
と氷床の上流側に傾いており面構造を した露頭であることがわかる。山脈周辺の氷であると考え られていることか
ら,　dirt　bandが どのようにして形成されたのかを明 らかにするために含有鉱物の構成を調べることは重要である。
また鉱物組成から構成粒 子の起源が明 らかになればdirt　bandが 形成された年代がわかる可能性がありdirt　band





で採集 した。いずれも採集 したdirt　bandは ヌナタークスの風上に位置 し,露 岩の細粒鉱物が風によって運 ばれて
裸氷原の氷体に浸入 して形成されたとは考え難い。また氷床底部などで形成されたモレーンあるならば,小 石など
の大きな構成物質が混入されていてもよいが,　dirt　bandの 粒径は数 μm～200μmと 比較的淘汰されている。
dirt　bandの 構成粒子を顕微鏡で調べた結果,褐 色の半透明または透明の火山ガラスが70～90%を 占あており,
発泡 した形態が特徴である。また火山ガラスの形状 も氷床表面に堆積後,氷 の中に閉じ込められて風化を受けた形
跡が見 られない。
その他の構成粒子も単斜輝石,角 閃石,斜 長石などの火山岩を構成する鉱物を含んでおり,　dirt　bandは 火LL」噴
出物である火山灰あることが明らかになった。 したがって,や まと阻石氷原 ・アランヒルズ裸氷原の,少 なくとも
試料を採集 して調べたdirt　bandは,氷 床表面に降 り積った火山灰が氷の中に保存され,長 時間かって裸氷原に氷
の流れとともに運搬されてきた,と 考えることができる。
dirt　band中 の火山灰の起源
裸氷原の多 くのdirt　bandは 火山灰か ら構成されていることが明らかになったが,こ れらの火山灰の起源,す な
わち噴火火山が明らかになればdirt　bandの 形成 した年月などがわかる可能性がある。火山灰の起源をdirt　ban
dの 構成粒子の粒径分布(以 後,粒 径とは直径を意味する)か ら考察 してみる。
やまと慣石氷原では大で50～60μmで 平均粒径は数 μmで ある。アランヒルズ裸氷原は,最 大200μmか ら小 さ
いものは数 μmと やまと陽石氷原のdirt　bandに 比較 して巾がある。平均粒径は数 μmか ら70μmを 示す。一方,
数径の小さい火山灰ほど風によって運搬 される距離 も遠 くなり,大 気中に滞留する時間も長くなると考えられる。
したがって,　dirt　bandの 構成粒子か ら考えると,や まと明石氷原の火山灰はアランヒルズ裸氷原のものよりも遠





氷の絶対年代を決定する方法として放射性同体位である14C,36Clお よび1°Beが,や まと阻石氷原,ア ラン
ヒルズ裸氷原の氷に適用されているが,ま だ信頼できる結果は得 られていないのが現状である。 したがって,　dirt
band中 の火山灰を構成する鉱物粒子からも年代を推定することが可能になれば,放 射性同体位による氷の年代決
定と相伴 って,裸 氷原の氷の絶対年代決定にも有力であると期待される。
(2)共 同研究 ※印研究代表者:印 以下極地研担当教官
ア)一 般共同研究
南極域成層圏循環の研究 ※廣田 勇(京 都大学理学部教授),三 角 幸夫(京 都大学理学研究科大学院
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、ま,歳(… φ恥 誌 画 一・
DF-P、 、と、φV・F,F-・ ・… φ(vθu　v,　f　θZ)
FはEPフ ラックス,(V,W)は 残差午面循環で,('"__〉は帯状平均,()'は それからのずれ,u,v,θ,
φはそれぞれ東西風,南 北風,温 位,緯 度を表わす。この方程式系の特徴は2つ ある。波の平均流への影響がDF
にまとめられている点,そ れとFが 波の群速度の方向を示している点である。F*DF*(*は 時間平均か ら
のずれ)の 通過前後の変化を調べた。Misumi(1983)と 同じ磁場境界通過のデータを使った。通過5日 前か ら
DF*>0の 領域が200-300mb,50-SOcN付近に出現する(R1と 呼ぶ)。 対流圏上部(200-300mb)で は
平均残差子午面循環(〔 マ〕,〔可〕)は 北向きでこの流れは極域で下降しその断熱加熱と冷却の釣 り合いで極域の温
あ
度が決定されている。ゆえに,DF*>0(R1)に よる南向きのマ*は 午面循環を弱めさらには極域の温度を下
げる働きをする。通過4日 前におけるマ*を 調べてみると,そ のマ*の 大きさで十分に極域の温度減少は設明され
ることがわかった。また,通 過 日以後R1と ほぼ同じ領域に逆にDF*<0が 見出される(R2)。 これはR1に
よる温度 ・平均風の偏差に対する大気内部の応答と考えられ,こ の解析にとっては2次 的な変動である。但 し,R2
による過度の南向き輸送はWilcox　 et　a1.　(1974)に 報告された渦度面積指標の惑星間空間磁場境界への応答の原
因であることがわかった。
次に(R1)の 原因である波の変化を調べた。(R1)は,500mb付 近を中心とする波数2と850mb付 近を中心
とする波数3のFz,す なわち垂直方向の波のエネルギー伝藩の減少によることがわかった。ほぼ同時に100mb付
近で波数1のFが 同 じく減少 している。この減少域は上方へ伝播して成層圏極域の温度の応答(Misumi1981)
の主因となっている。この3つ の減少は解析域内の平均風の状態からは説明されず,外 的な要因によることが予想
される。
夏期北極層雲 の生成過程 の数値実験 ※太田幸雄(北 海道大学工学部助手):山 内 恭(助 手)
これまで,夏 期北極層雲の生成過程について,大 気境界層内においてairmass,熱 量,水 蒸気量,雲 水量が一
般風(地 衡風)に よって運ばれるとする移流モデルにより数値計算を行ってきた。層雲の生成,成 長過程には放射
効果が決定的な影響を与えるので,放 射加熱冷却率の計算は雲粒による散乱過程を充分な精度で取り入れたP3近
似法による方法を用いており,雲 粒の粒度分布としてはJayaweera　 and　Ohtake　 (1973)に よる実測値を採用し,
太陽天頂角は一定の74°,気 温と相対湿度の初期条件としては1975年7月 のBarrowに おける12時のラジオゾンデ
の測定値の月平均値を用いてる。雲(雲 粒)を 純粋な水のみから成るものとして水の複素屈折を用いた時,　single
scattering　albedo　 wは 可視領域においては0.999990～0.9999999で ある。
以上の条件で数値実験を行ったところ,高 度50m以 上で雲が生成されたが,こ の層は雲水が0.5g/㎡ に達 し,
時間とともに上端が上昇 して厚さが増加 して行 くという結果を得た。一方,観 測によると夏季北極層雲は雲水が0.05
～0.209/㎡ であり二層を成 しているものが多いとのことである。この実測値と計算値の食い違いの原因は,雲 水
が純粋な水のみから成るのではなく,吸 収性の物質を含む液滴であるためではないか思われる。実際,　Herman
(1977)に よる夏季北極層雲の観測において得られた透過率と反射率の値から推定されたsingle　scattering　albe-
do　wは 可視領域では0.990～0.993,近 赤外領域では0.994～0.996で ある。そこで,観 測によって得 られた気温 と
雲水の垂直分布に対 して,雲 水を純粋な水とした場合(CaseA)及 び雲粒がHermanの 推定したようなwを 持つ
場合(CaseB)に ついて放射加熱冷却率を計算 した。　CaseAの 場合は可視領域における加熱率は0で あり,全 放
射加熱冷却率は雲頂で冷却,雲 居内部で非常に弱い加熱,雲 底で弱い加熱となっている。一方case　Bの 場合は,
可視領域において雲頂近 くで0.2℃/hr程 度の加熱となり,全 放射加熱冷却率も雲居内部で0.2℃/hr程 度のか
なりの加熱を示している。
以上のことから,雲 粒が吸収性の物質を含んでいてsingle　scattering　albedoがHermanの 推定 したような値
であるとすると,雲 居内でかなりの加熱率を持つことから,層 雲の生成及び成長過程は純粋の水滴の雲粒を考えた
ときと比べてかなり違 うものになる可能があり,現 在,こ の二つの場合にっいて,実 際に生成,成 長過程の数値計
算を行ってる。
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放射観測 に基 く南極大気の りモー トセ ンシング ※川口貞男(教 授),中 澤高清(東 北大学理学部助







次に研究の後半では,こ の方法を摘用 して検定されたオーレオメ一夕ーによる測定結果を整理 した。仙台市青葉
山において1981年 から1983年 までの期間中に直達光量の減衰率から求めたエアロゾルの波長862mに おける光学的
厚さτ.の月平均値は,1981年 冬季0.05程 度であったが,エ ルチチョン山噴火後の1982年 冬以降,前 年同期に比べ





r(⑪)-1(⑪)/mF(・uτwop(⑪)d9。)こ こでmはoptical　 air　mass;τ は大気 の光学的厚さ;
woはsingle　 scattering　albedo;P　 (⑪)は 散乱角⑪でのphase　 fanction:そ してd9は 測器の立体視野角であ
る。量r(⑪)は 一次散乱が卓越する太陽の周辺では,ほ ぼ(1)式のカッコ内の形に書けるので,混 濁度の良い指標




南極 中層大気 エア ロゾルの総合的研究 ※小野 晃(名 古屋大学水圏科学研究所教授),石 坂 隆(名
古屋大学水圏科学研究所助手),森 田恭弘(名 古屋大学空電研究所助教授),金 沢五寿雄(気 象研究所主任研究官),
池上三和子(気 象研究所研究官):川 口貞男(教 授),伊 藤朋之(客 員助教授),山 内 恭(助 手)
第24次 隊により実施された小粒子ゾンデ,　Mie粒 子ゾンデによる観測結果について速報的な解析を行い,測 定装
置の作動状況や,放 球手段などについて検討を行った。得られた結論を基に,よ り精度の高い観測が第25次 隊で実
施できるよう装置の改良と放球手段についての改善を行 った。以下にこれまでに得られた主要な結果についてのべる。
〔小粒子ゾンデ観測 〕




1983年4月,6月,10月 に放球観測を実施,　Mie粒 子の鉛直高度分布を得たが,同 時に施 したレーザーレーダ観
測による後方散乱強度の鉛直プロファイルとの間に大変よい相関が認められた。
以上は速報的な観測結果であるが,現 在,詳 細な解析が進められており,1984年11月 京都で開催されるMAPシ
ンポジウムで発表する予定である。
〔観測手段の改良 〕
小分子ゾンデ　Mie粒 子ゾンデ ともに高度30kmま での粒子個数濃度の鉛直分布を得ることを目的とし,軽 量化
された測定装置に3kgの 気球を2ヶ っけて放球 したが,い ずれも11km～15kmの 贔度で破裂してしまい,所 期の目標
高度にまで到達することができなかった。そのため種々検討した結果,25次 第では2連 球方式をやあ,4.5kg気 球
1ヶ で放球観測を行うことにした。また,注 水電池に低温のため出力の低化がみ られたので,装 置に保温機構をく
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みこみ,出 力低下を防 ぐことにした。
極域 中層大気中のエ アロゾル量の変化とオゾ ン量 の変化 ※岩坂泰信(名 古屋大学水圏科学研究所助
教授),林 田佐智子(名 大水圏研大学院生),野 村彰夫(信 大工学部助教授),内 野 修(気 象研主任研究官):
川口貞男(教 授),山 内 恭(助 手)
昭和58年 度の研究成果は,紫 外線ライダーによる下部成層圏の大気透過率の測定,ル ビーレザーによる成層圏エ
ロゾル層の観測,第26次 南極域中層大気のライダーによる観測計画の作成である。
レーザ ・レーダ(0.6943μm)を 用いて,成 層圏エロゾルの量 と偏光解消度の継続観測を名古屋で行った。エル
チチョン火山噴火(1982年3月29日,4月4日)後,約2年間にわたる観測結果について,以 下に概略を述べる。
(1)偏 光解消度(δ)の 増加1982年4月 から1983年1月 までに偏光解消度 δは最大20%に 及ぶ領域が20km付
近に観測された。飛行機による直接採集によって,鉱 物粒子が発見されているが δの高い時期,高 度とよく対応し
ている。10月 以降 δが小さくなっているのは,重 力沈降による鉱物粒子の除去と,粒 子が硫酸におおわれて球状に
なっていった結果と考えられる。
② 成層圏エアロゾル量の長期的変動 エアロゾルの後方散乱係数の高度積分値(単 位気柱あたりのエアロゾ
ルの質量にほぼ対応)の 時間変化は,噴 火後約半年は変動が激しいが,11月 に最大 となり,以 降細かい変動はある
が,次 第に減少している,減 少の傾向は,初 め速 く(1982年11月 から1983年5月 までの特性減衰時間約5ヶ 月),
次第に遅くなるという。いわゆる"2段 型decay"の 様相を呈している。
MAPの 最終年度 となる第26次 南極域中層大気のライダーによる観測計画ならびに観測 システムの開発にっいて
検討を行ってきた。観測は3っ のテーマを対象としている。第1に,24次 隊の岩坂 らにより開始されたルビーレー
ザーによる成層圏エアロゾルの継続観測,第2に,新 たな色素 レーザを持ち込むことによる熱圏下部のNa原 子分
布の観測,第3に,気 象ロケットグループと共同 して30～70kmま での温度分布観測を予定 している。特に第2の テ
ーマは,従 来行われていなかった南半球の高緯度における観測として,中 層大気上部の大気力学的ならびに光化学
的な観点か らその結が期待される。
大気微量成分の赤外分光器 による検 出 ※村松久史(気 象研究所室長),牧 野行雄(気 象研究所主任研
究官),廣 田道夫(気 象研究所主任研究官),佐 々木徹(気 象研究所研究官),忠 鉢 繁(気 象研究所研究官):
川口貞夫(教 授),山 内 恭(助 手)
(1)亜 酸化窒素(N20)全 量の観測
太陽を光源として赤外分光スペクトルからN20量 の観測法を検討 し,観 測行った。選んだ波数帯 は(200)帯
(中心波数2563cm'i)の2525-2600㎝ 一1である。このスペクトルからN20の 全量を求めるために2つ 方を検討 した。
第1は2554.6cm"iま たは2575.Ocm-1の 透過率を使 う方法である。これ等の波数での透過率は分光器の分解能(0.5
-1.Ocm-1)に よる差,温 度による変化,水 蒸気の影響等が小さい。ただし近傍に水蒸気の吸収線が多いため波数
を正確に同定 しないと誤差が大きくなる欠点がある。第2は2525-2600の 積分吸収能(等 価巾)使 う方法である。
N20全 量の算出にはN20を 含んだモデル大気での計算された等価巾と観測された等価巾からCO2,H20の
等価巾を除去 したものとを比較し大気N20量 を決定する。CO2量 は体積混合比を3.22×10-4と し,ま た水蒸気量
は同時に観測された5809ま たは5879cm-1の 吸収線から求めて等価巾を計算した。モデル大気ではN20,CO2の 平
均気圧及び気温は各々500mb及 び260Kと し,蒸 気は800mbび270Kと した。吸収線のパラメータはMc　 Clatchey
eta1.(1973)の 編集 したものを用いた。等価巾の大きさは太陽天頂角が59°のときにN20,水 蒸気,CO2に つい
て各々10.0,0.6,0.07cm'i程 度である。
1983年2月 一5月 に筑波におて観測 したN20全 量の平均は5.84±0.61×1018分 子cm"2で ある。地上一15kmま で
混合比が一定とし,15km以 上ではscale　keight　3.64kmで 減少する(筑 波での観測による)と して対流圏の平均体
積混合比を求めると0.308ppmと なる。一方,2554.6cm-1ま は2575.Ocm"iの 透過率を使う方では,5.86±0.68分 子
cm-2が 得 られ,両 方による差は小さい。
の
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(2)昭 和基地でのCFCI3,　 CFC12及 びN20の 測定
1983年1月24日,昭 和基地上空で採集 した試料の分析結果を表1に 示す。90mに おけるCFCI3の 値を除 くと3
成分とも極めて均一に混合 していことが分る。CF2C12及 びCFC1,の 値は,同 時期に日本上空で測定された値に比
較して7～10%小 さく,こ れらの化合物がもっぱら北半球で放出されている事実と一致する。N20に は南半球で
の差が認められなかった。
昭 和 基 地 ヒ空 に お け るCF2Cl2,
CFCI,お よ びN20の 鉛 直分 布






南極地域 にお ける大気中徴量成分濃度の精密測定(継 続)※ 富永 建(東 大理,教 授),巻 出義紘
(東大理,助 手)
人間活動により大量に大気中に出されている化学物質による全地球規模での汚染が進行 しつつある。特に大気中
寿命の長いハロカーボン類は,対 流圏内で分解されることなく蓄積 し,次 第に成層圏内へ拡散することにより,成 層
圏オゾン層を破壊 したり,温 室効果をもたらすものと懸念されてる。われわれは,こ の大気中ハロカーボン類濃度
を精密に測定するための分析法,試 料採取法を開発 した。
ハロカーボン類はその大部分が北半球で使用され放出されており,熱 帯収束帯(ITCZ)を 通して南半球への拡散
には1～2年 を要す ることから,全 地球帯規模での大気中濃度や大気中での挙動を知るには,南 極を含めた南半球
での測定が欠かせない。
われわれはこれまでの知見をもに,南 極大気の採取を計画 し,第22次 観測隊か ら隊員の協力をて,昭 和基地周辺
でのバックグラウンド濃度大気の採取を開始した。得 られた大気試料中のハ ロカーボン類やメタンの濃度を分析す
るとともに,後 の他成分分析に備えて大気試料の保存法を検討 してきた。昭和57年 度より開始された本共同研究の
第1年 度には,南 極で用する採取容器の改良と,航 空機ピラタスポーター機による上空大気採取法の検討行なった。
昭和58年 度は,南 極大気のように低濃度,低 湿度の大気試料を長期保存するための採取容器内面処理の検討を行な
った。
南極昭和基地における試料採取では,日 本における容器の準備か ら,大 気試料採取,そ して分析までに半年ない
し1年 半以上かかることから,① 試料容器からの汚染,② 保存中における試料中徴量成分の吸着 ・分解などが問題
になる。①については,真 空状態のまま昭和基地に1年 間保存 した容器と,新 たに準備 した容器とにより,同 一場
所で同時に大気試料を採取 し,約4ケ 月後に分析した結果,検 出されたCF2Cl2,CI3F,CHC.　 13,CI4,CH4な ど
の各濃度は分析の再現性以内で 致 し,容 器からの汚染やバルブを通 してのリークはないことがわかった。一一方,
②については,乾 燥 した大気試料では高沸点のハロクーポン類が器内部で吸着分解しやすいことを経験 しているの
で,容 器内面にシラン処理をし,未 処理容器と比較 した結果,内 面処理の効果が明らかに見られ,地 表で採取 した
試料については1年 以上の保存が可能であることがわかった。
力タバ風の構造 に関す る研究 ※松野太郎(東 京大学理学部助教授),中 村 一(東 京大学理学部助手):
川口貞夫(教 授),和 田 誠(助 手),山 内 恭(助 手)
1.目 的




基本方程式系は静水圧平衡 ・非弾性系を用いた。軸対称を仮定 し円筒座標系 を使 った。境界層 にはYamada
(1975)の パラメタリゼーションを用い,放 射冷却はSasamori　 (1968)に より求めた。地表面の条件は,大 陸
氷床上では熱収支が零,海 氷面下では海水温一定とした。南極大陸の地形は放物線に近い形で近似 した。
初期値としてFGGE皿bデ ータより求めた冬の帯状平均温度 ・東西風を与え,6日 間積分した。温度場はまだ
変化 しているが,運 動場はほぼ定常 となる。
3.力 タバ風
Mizuho基 地にほぼ相当する,海 岸から350㎞ 内陸の大陸斜面上では,温 度逆転層は地上か ら約250mに 及び,強
さは20°Kに なる。カタバ風の最大値は地上約100mで20m/secで ある。この鉛直分布はMizuho基 地で観測 され
たものと良 く一致 している。 したがって,こ の数値実験の結果はかなり信頼 して良いだろう。
4.大 循環(子 午面循環)
(a)非 軸対称擾乱による熱と再運動量の輸送項を含まない場合
大陸上の下降流の強さは約1.Omm～1.5m/secで あり,カ タバ風による境界層発散 とほぼ釣合 っている。一方観
測の放射収支より見積られた下降流は約3.Om/secで,モ デルの下降流はかなり小さい。
この下降流による大気の温度上昇率は約0.5°K/dayに しかならず,放 射による冷却率1.5°K/dayを 補償出




m/secと ほんの少 ししか増さず,カ タバ風の強さ ・構造 もほとんど変わらない。 したがって,擾 乱による熱輸送





したがって,モ デルで見落とした非軸対称成分の影響を考慮する必要があるだろう。例えだ,内 部重力波を介 し
ての抵抗,山 脈による障壁効果(地 衡風的子午面流を作る)は 下降流を強める効果があり,さ らにカタバ風の局所
的な吹出しも軸対象モデルでは表せない効果を持つであろう。
このような不確定さは残るものの,カ タバ風は南極域大循環(子 午面流)の 約半分を受持 っていると考え られ,
したがって,南 極を含む大循環モデルでは,約200m程 度の接地境界層を適切に表現せねばならない。
接地境界層の解析 ※安達隆史(日 本気象協会研究所研究員):川 口貞男(教 授)
1980年 にみずほ基地の30m気 象観測塔で観測された風向風速気温のデータおよび同年にみずほ基地で実施された
気球による高層気象観測データを解析 し,雪 面上から上空にわたるカタバ風の鉛直分布の特性を研究 し,さ らに実




出 し,さ らに風速の鉛直分布に着目したパ タン分類を行った。
② 温位鉛直分布の規格化






この解は,一 般場の地衡風にっいては直角2成 分毎に高さの一次式を仮定 し,斜 面の効果にっいては高さの指数
















































ジ ノ ● ＼誓'、
　 　 5y　 |O　 lsm/
一56一
南極 ブ リザー ドの動態 に関す る研究 ※石田 完(北 海道大学低温科学研究所教授),小 林俊一(北 海
道大学低温科学研究所助手)石 川信敬(北 海道大学低温科学研究所助手):川 口貞男(教 授)
南極のブリザー ドは,イ ンド洋上で発生 した低気圧によって南極大陸周辺部にもたらされた著 しい強風と多量の
飛雪状態の気象条件である。この時には視程が著しく悪化 し,気 圧の急降下と気温の上昇や湿度の増加を伴う。従
って,ブ リザー ド時には著 しい顕熱と潜熱が低緯度から高緯度地方に輸送されることになる。みずほ基地で視程が
100m以 下と悪化するブリザードに相当する吹雪の発生日数は,1980年 のデータから年間141日 あり,低 い吹雪を含
めると年間303日 にもなる。今回30mの 気象観測用 タワーを利用 して強風時の吹雪移動量を測定 して以下の結果が
得 られた。
1)30m高 度までの吹雪空間密度の分布
これまで吹雪量の測定は10m以 下の実測値しかなく,そ れ以上の高さの吹雪分布量については,乱 流拡散理論か
ら推定されてきた。然 し,乱 流拡散理論からは,吹 雪の上限の高さを決定するのは困難であるため,可 能な限り高
い所までの実測が久 しく待たれていた。
1980年 に得 られた吹雪空間密度の高度分布の値は,こ れまでに得られた最高高度の実測値である。 この結果か ら,
高さの軸に漸近する吹雪の空間密度は,降 雪の空間密度に相当するという示唆が得られた。
2)吹 雪の高さ
吹雪の高さの一つの目安として,測 器の測定限界値を0.01g/㎡ と考えて,そ の値をとる高度 と10m高 度の風速
との関係が得 られ,こ の関係から吹雪の高度は70m以 下であった。また,視 程が100m以 下になると吹雪 の高 さが
急に増加する。水平視程と2m高 度の吹雪の空間密度の関係か ら,視 程が100mの 時の2m高 度の吹雪の空間密度
の値は約1g/㎡ に相当 した。
3)吹 雪に及ぼす大気安定度の影響
これまでの吹雪の研究では,大 気は中立状態として扱われてきた。然 し,南 極氷床では強風でも大気は安定 した
状態で,高 い所では風速分布は対数法則か ら外れて しまう。従って大気が中立条件でない時の拡散係数は,
km=　 ku*z　 のごとく表わされる。 ここでφmは 風速の鉛直勾配を無次元化 したもので,風 速のシアー関数と呼
φm
蹴 φm=誓 豊 のごとく定義 されている.こ こでkは カルマン定数で0.4,・ ・1ま摩髄 度,Uは 高さ
Zで の平均風速の値である。中立条件の場合にはφm-1,安 定条件にはφm>1で ある。ブリザー ド時のφmの
高度分布では高度が増すにしたがって・拡散係数は中立条件の時に比較 して 詣 だけ・」・さい・ この効果 は全吹雪
移送量の値に影響を与えている。
南極大陸及 びその周辺における大気循環 ※中島暢太朗(京 都大学防災研究所教授),井 上治朗(京 都
大学防災研究所助手),安 成哲三(築 波大学地球科学系講師):川 口貞男(教 授),山 内 恭(助 手),神 沢 博
(助手)






響が少いとして考えられた斜面下降風に対するBALL(1956)の 仮設が,現 実のみずほ高原でも適用で きること








i)内 陸へ向 うにっれて高度が大きくなり,大 気放射が減少するため,示 差放射が大きくなり,放 射冷却が進
む。
i'i)低 気圧性の厚い雲におおわれる頻度が減少するため,放 射冷却の起 る頻度が多い。
血)平 均風速が小さくなるため,冷 却が維持される。
蜥)内 陸へ向 うにっれて地表面傾斜が小さくなり,従 って斜面 ド降風が発達 し定常に達するまでの時刻がずれ




i)内 陸部の循環は極渦の影響を強く受け,東 風 と西風の交代が顕著である。
li)　 しか し,顕 著な暖気の移流時には,両 者は同じような循環の様相を呈す。
lii)　内陸部での大気の冷却は,地 表面からだけではなく,地 表面からの高度1,000～1,500m付 近でも起る。こ
れ らの事実について,斜 面風の立体構造にっいての力学的考察を進めて行 く予定である。
南極域の雲の形成過程 に関する研究 ※武田橋男(名 古屋大学水圏科学研究所教授):川 口貞男(教 授),





高圧帯を次のような指標で表わすこととした。　to時 の気圧をp　 (to)　 とし,
△2P-P(to-6)十P(to十6)-2P(to)(1}
(1)で表わされる△2pが 一1よ り小さい時を高圧帯と考えた。すなわち,気 圧の前後6時 間の変化が現在の気圧
より大きいか小さいかにより高圧帯か否かを表わした。地L観 測から雲量10と記されている観測のうちのおおよそ
半数が昭和 ・みずほともEに 定義 した高圧帯に入っている。このように高圧帯にあっても雲が多いことがわかった。
オース トラリアで作成されている地上の南半球天気図を用い,展 型的な高圧帯 と考えられる数例を選び更に解析
をおこなった。高層観測はみずほ基地では行なわれていないので昭和基地のデータを用いた。 これらの解析か ら高
圧帯でできる雲に次のようなケースがあることが認められた。
1.気 温が雲居のあるlll部で ド降 し,下 部があまり変化 しない。このため相当温位は雲層の中でほぼ…定となり
雲のできやすい大気状態となる。 このような状態の中で形成されている雲がある。
2.逆 に雲層のF部 の気温が ヒ弄する。 ヒ部があまり変化 しないため,や はり相当温位は雲層の中でほぼ一一定と
なり,不 安定な大気状態の中に形成される雲がある。
3.上 記の2っ のケースと違い大気状態は安定であるが,雲 が形成されるときがある。 このとき雲層ができる高
さの気温は,裳 層の 上部,卜 部ともド降 している。このため空気自体が冷され飽和に達 し雲ができたものと思われ
る。
4.3の ケースと似た一スであるが、雲が地表付近にできるケースであるr地 表気温が急激に ドがり.逆 転層が
発達 し,そ の層内に相対湿度から!↓て雲ができていると考えられるケースである このケースは地表の冷却作用に
より雲が形成されたものと思われる。現在までの解析では,上 記の4っ のケースが解析されているが,今 後更に解
析をすすめ雲量10の ケースの半数近 くを占y)る 南極高lll帯での雲の形成過程を検,;・llて{1く
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極地 の雪結 晶の研究 ※山 ド 晃(大 阪教育大学教授),権 田武彦(東 京理科大学理工学部助教授),高 橋
忠司(埼 玉大学教育学部助手):和 田 誠(助 手),神 沢 博(助 手)
本研究は,雲 物理及び結晶成長の二つの観点から極地に降る雪結晶の特徴を,観 測資料の解析 と室内実験とによ
り,明 らかにすることを第1の 目標とした。また,極 地での雲結晶の観測の今後の方向を考える基礎を提供 し,極
地での雪結晶の発生 と成長が極地の気象現象と如何に関連するかを考察することを第2の 目標とした。以下に主な
成果を記す。
1)極 地での雪の結晶の観測は,ま だ極めて不t－分である。今後,下 記のような室内実験をも参考にして,本
格的な観測が行なわれる必要がある。
2)-30℃ ・低圧空気中(0.3Torr)で 成長する氷晶の晶群は,約296以Fの 過飽和度では長い角柱 これ以
上の過飽和度では角板が成長する。即ち,こ の条件下では過飽和度に依存する。
3)-30℃,250Torrの空気中で成長する氷晶の晶癖 は,結 晶が小さいときは角板である。 また,成 長す る
に従って,角 柱に変化する即ち,晶 癖変化は結晶の大きさにも依存する。更に,過 飽和度2%以 下では多面体成長
するが,過 飽和度が2%を 超えると多面体が骸晶化する。なお,-30℃,760Torrで は,以 下の変化が氷晶より小
さいところで起こる。
4)氷 晶核の種類 ・大 きさ・結晶性と雪結晶の形態との関係を調べ,-25℃ で成長 した雪結晶にっいては,造
岩鉱物や粘土鉱物から成長した氷晶の多くが多結晶である。結晶性の良 くない粘度鉱物ほど,多 結晶氷晶を造る割
合が大きい。
5)-15℃ で正長石を核として成長 した樹枝状結晶にっいて,核 の粒径の大きなときほど多結晶性の氷晶が多
いことが判った。また,多 結晶性氷晶核から多結晶氷晶が成長することは,氷 晶核が昇華核として働くことを示唆
している。





極地氷床氷の力学的 ・電気 的緩和現象 に関す る基礎的研究 ※小黒 貢(北 海道教育大学旭川分校教





水分子の回転に起因する損失 ピークも,転 鈍によって新たに低温側に出現したピークも,転 位密度や転位配列によ
って影響を受けないことが明からとなった。
2.塩 素を含有する単結晶氷の内部摩擦
塩化水素を ドープした単結晶氷について内部摩擦を測定し,塩 素のみの影響を調べた。塩化水素は,フ ッ化水素
のように水分子の回転に基づく損失 ピークを低温側に移動させるが,塩 素濃度が高 くなると,ピ ークの移動が停止
する。これは塩化ナ トリウムの場合にも認められたことである。以上の結果は,塩 化ナ トリウム,塩 化水素を ドー
プした単結晶氷では,結 晶中に取込まれた塩素は水分子の酸素に置換され,水 分子の回転を容易にはするが,そ れ
が置換される量には度があることを示しているものと考えられる。
なお,-140℃ 付近に新しい損失ピークの出現が見られるが,こ のピークは必ずしも塩素濃度に依存 していない
ことも興味ある結果である。
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アイス レーダーエ コーの解析方法 とデーター処理に関する研 究 ※西辻 昭(北 海道大学応用電気
研究所助教授),星 山満雄(北 海道大学応用電気研究所技官):楠 宏(教 授),前 晋爾(教 受),和 田 誠(助 手)
アイスレーダーエコーは大別すると,四 種類に分類される。堆雪が一様であり標準的な波形である,雪 原や裸氷





次に,堆 雪モデルにっいて検討を加えた。まず,レ ーダー1周 波の場合および2周 波の場合にっいて検討 した。
この時の条件は複雑さを除 くため電波を平面波と考える。一方,測 定量は受信電力だけなので,堆 雪を氷のみとし
密度を一定にしても,氷 中の温度とその勾配を知らねばならない。それ故,温 度と温度勾配を変数として扱うと,解
が幾通りも求まる。即ち,表 面温度を知っていて,逐 次深さにっいての温度を求めることになるので,誤 差が集積
する欠点を持つことがわかった。
そこで,3波 のレーダーを用いる場合には2周 波の組み合わせが3通 りとなり,3組 の複数個の解が求まる。各
組合せで得 られた解を重ねてみると,深 さに対する水中の温度が決定出来る。
昭和59年 度は,標 準波形以外の波形の解析方法の確立および,全 く別の観点に立った解析方法の検討を進ある。
南極氷床 の変動 の地域特性 に関す る研究 ※樋口敬二(名 古屋大学水圏科学研究所教授),山 本勝弘
(名古屋大学水圏科学研究所助手),大 畑哲夫(名 古屋大学水圏科学研究所助手),伏 見硯二(琵 琶湖研究所研究
員):前 晋爾(教 授),藤 井理行(助 教授),西 尾文彦(助 手),和 田誠(助 手)
1)氷 床の酒養に関係 した降雪機構についての研究。
みずほ高原上で得 られた降雪直後の地吹雪 δ180値 と沿岸からの距離の関係(δ180/△X;△Xは 沿岸か らの
距離)を モデルを用いて調べた。南極の降雪は氷床の斜面沿いに気塊がある一定速度で上昇し,相 当強い卓越風で
飛ばされると考えると観測結果を説明できることがわかった。また,強 い対流性の雲で降雪が起る場合とシノブテ
ィック ・スケールの擾乱で降る場合があることも分った。このモデルで δ180/△Xが 説明できたことにより,氷
床上異なる地域で地吹雪のサンプ リングを行えば,逆 にその地域の降雪機構の違い,特 性を明からにできることが
示された。
2)サ スツルギの面的分布とカタバ風の特性
サスツルギは,カ タバ風が発達する地域では顕著にみられることが知 られている。このサスツルギは,堆 雪の表
面での雪の酒甕,消 耗,そ して雪の風による再分配ということに関係 しており,こ れらの点を考える上で重要な現
象である。
本解析では,1980年 にみずほ基地へのZル ート,や まと山脈へのLル ー ト沿いで測定 したサスツルギの比高,方
位のデータ及び標高のデータを用いた。Z50か らZ102の 間で,サ スッルギの比高が高い所が3個 所あり,方 位が他
の地点に比べて時計回 り方向に10°程度ずれていて,し かも過去の雪の推積量が少ない所に当っている。またその
地点の標高の勾配が大きいことも分る。この現象は,多 分次のように説明できると思われる。雪面の勾配が大きい
所は斜面の傾斜が急な所であり,　BALLの 理論を用いるならば,風 速は強く,風 の方位 も時計回 り方ifilにずれ る
ことになる。風速が周囲の地点より大きければ,そ こでの堆雪は少なく,ま た削剥が卓越 して比高の高いサスツル





氷床 コア中の微小固体粒子の組成 に関す る研究 ※藤井理行(助 教授),神 山考吉(京 都大学理学部助
手),田 澤雄二(京 都大学理学部技官)
1.は じめに
南極氷床 コア中には,微 量なが ら土壌粒子,火 山起源粒子などの地球起源の固体粒子,地 球外起源の宇宙塵など
が含まれている。 これらの微小固体粒子の氷床コア中の分布を知ることは,地 球の過去の環境変動,気 候変動,ま
た南極氷への物質の輸送過程とその変動を取り扱ううえで有効な情報となろう。
本共同研究においては,微 小固体粒子の物質組成,そ の形状などから物質の起源を明 らかにするとともに,そ の
変動を明確化することに努めている。








3-1.溶 存成分と非溶存成分。氷床中の物質は,種 々の過程を経て大気中か ら氷床中に蓄積したものである。
ここではその物質を溶存成分と非溶存成分に分割 して定量 した。測定値の一例を示 した。この結果から大部分の物
質は氷床中に非溶存状態でもち込まれていることがわかる。 しかし,　Cdな どについては,粒 子に吸着して,あ る
いは溶存状態で氷床にもち込まれ,氷 を融かすと同時に水中に溶存 していくことがうかがえる。
3-2.化 学成分の鉛直分布。上記のような方法で明 らかにした非溶存成分の氷床コアの鉛直分布の一例(Cl
とAlの 場合)を 示 した。鉛直分布を示す意味,他 の化学成分との関係などは現在検討中である。
南極海氷域の変動特性の研究 ※小野延雄(北 海道大学低温科学研究所教授),若 土正暁(北 海道大学低
温科学研究所助手),滝 沢隆俊(北 海道大学低温科学研究所助手):楠 宏(教 授),川 口貞男(教 授),和 田





る。海氷と水面との混合視野のデータか らどのような海氷情報が抽出できるか,地 上 トルースデ一夕代りにランド
サット画像を使うことを想定 して,ま ずオホーツク海沿岸の流氷野について試みた。その結果,ラ ンドサット2号,




by　Land沖 の夏季状況の特徴を調べた。その結果,こ の沖合は水深70～400m付 近に海域によって特徴づけられる
水塊があり,南 極大陸沿岸に低温低塩分高酸素の比較的新 しい水があり,そ の沖65°S付 近を中心とする帯状域に
は高温高塩分低酸素の古い水があることがわかった。またNimbus-　 5号 が1973年 から1977年 にかけて海氷域内
では,観 測点の中には平均的な温度 ・塩分量鉛直分布か らかなり異った分布を示すものが見出された。通常は50～
か ら100m深 に0℃ 以下の極小温度,100～150m深 に0～1.2℃ の極大温度を示すのが,い ずれも弱く,特 に極小温






気温等の気候統計資料は,基 地周辺が定着氷でおおわれていたときの値であるか ら,こ の水面の存在とその凍結過
程で昭和基地の気温にどの程度の影響が現われたかを知れば,海 氷の存在が局所気候におよぼす影を知る手がかり
となる。各月の平均気温差を見ると12月～2月 の融氷期の気温は年によるバラツキの少ないことがわかる。注目の
1980年を除けば3～5月 も寒い年はあても偏差が+2　 degを 越えることはほとんどなかったが,1980年 には+3.5
～4　degを 示した。これは開水面の凍結過程での潜熱放出が,局 所気候に影響した結果 と見ることができ,平 年値
に落着くまでに数か月を要したと見ることができる。
南極周辺海域の渦生成 につ いて 一北太平洋亜寒帯海域の低温渦 と比較 して一 ※福岡二郎(北 海道大
学水産学部教授),三 宅秀男(北 海道大学水産学部助手):楠 宏(教 授)
「はじめに」




わが国の海洋資料センターに登録 してある南極海の資料のうち1932年 から74年迄の627点 を利用した。 これは1三
に50°S以 南の値である。他に東大海洋研究所白鳳丸の観測,KH-68-4及 びKH-70-2も 用いた。
「解析の結果」
1)旧 資料より求めた太平洋域の力学的高低図では東部の100°Wか ら90°Wの 範囲では比較的高圧部にあ る。
これに対 し135°W付 近は低圧部となっている。水塊として100°W付 近は高温で(表 面から400m迄 はほx"6°～4℃)






北太平洋北部(45°-60°N)で は降水量と蒸発量の差は凡その推定で50cm/yと いえる。これに対 し北大西洋






マイ クロ波 と雪氷 の相互作用 に関す る基礎的研究 ※黒岩大助(北 海道 工業 大学教授),松 本 正
(北海道工業大学教授),鈴 木勝裕(北 海道Il業 大学教授):楠 宏(教 授),前 晋爾(教 授),和 田 誠(助 手)
本研究は,マ イクロ波と雪氷の相互作用を明 らかにし,　ActiveMicrowaveRemoteSensing技術開発への基
礎的資料を得る日的で昭和56年 に開始 された。 これまで,10お よび30GHzの 固定周波数あるいは2～12GH,の 掃引
周波数を使用 して,小 型のCWレ ーダーを構成 し,乾 雪期および融雪期に野外積雪のセンシングを実施してきた。
また,非 積雪期には,模 型雪あるいは保存雪を利用 して室内実験を行い,野 外実験データの分析と理論的裏付を試み
てきた。ここでは,昭 和58年 度中に得られた成果に限定 して報告する、
1.昭 和58年2月,北 大問寒別演習林で,87cmの 積雪層に沿 って,5m間 隔で,10GHzの 送受信機を30cmの 深さ
に埋め込み,マ イクロ波の水平方向伝搬の時間変化を記録 した。同時に,気 温と各層の雪温の変化 も記録 した。そ
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の結果,以 下の事項が判明した。
(1)マ イクロ波の減衰は,気 温に追随 して日中に大きくなり,気 温が零度以下で上昇 しても,5～7dBの 減衰
になること。
(2)雪 温の変化は気温の変化に追随するが,深 くなるほど変化が小 さくなり,時 間遅れが大きくなること。
㈲ 減衰を引き起こす原因は,気 温および日照の変化が,主 に表面直下の雪質を変化させ,こ の部分を通過する
マイクロ波を吸収あるいは屈折させることによると考えられること。
2.表 面近 くに幾層かの氷板を含むざらめ層に対 して野外センシングを行い,融 雪の進行に伴って氷板の影響が
如何に現れるかを調査した。その結果,氷 板を含まないざらめ層からのマイクロ波後方散乱の日変化に観測された










研究担当者等は,マ イクロ波と雪氷の相互作用を調査することにより,雪 氷のRemote　 Sensing技 術開発に不
可欠な数多くの基礎的資料を集積することができた。特に,融 雪期に有効な情報をもたらす固定周波数CWレ ー
ダーと乾雪期の積雪の内部情報が得 られるFM-CWレ ーダーについては,基 本的技術開発を達成できたと考えて
いる。
低温域 におけ るLyman－ α線を利用 した水蒸気量計測法の開発 と応 用 ※山下喜弘(気 象研究所
主任研究官),小 林喬郎(福 井大学工学部教授)岩 坂泰信(名 古屋大学水圏科学研究所助教授):川 口貞男(教
授),平 澤威男(教 授),和 田 誠(助 手),山 内 恭(助 手)
1.は じめに
極域の対流圏上部以上の低温 ・微量な水蒸気のin-situな 測定方法は未だ確立 したものがなかった。中層大気領
域の水蒸気を計る方法 ・測器は,従 来露点計が有効であったが,空 間分解能の点ならびに野外観測での取扱いに問
題があった。　Lyman－ α線を利用 した水蒸気量の測定方法が最近相ついで報告された(Kley　 et　al.　1978.　Bertwx
eta1.1978)。 このLyman－ α線法を用い極域の対流圏 ・成層圏での水蒸気の測定のための測器を開発 した。 これ
については前年度までに報告がなされている。この湿度計(Lyman-　 a　/OH湿 度計)は 今までの露点湿度計に比
べ,(1)速 い応答性,② 高感度,(3)広 いダイナ ミックレンジに優れている。
Lyman－ α/OH湿 度計は,上 昇 ・下降時以外に水平方向の水蒸気の分布を比較的長時間え られるので,定 高度
バルーンに搭載することが非常に有利であると考えられる。
2.定 高度バルーン塔載用Lyman－ α/OH湿 度計
この湿度計の検出部の構成は,い ままで開発してきた航空機搭載用のものと基本的にかわらないが,バ ルーンの
上昇 ・下降または,水 平移動を利用して風路系を通 して,空 気の取り込みを行なう。バルーン搭載のためにはLy-
man－ α/OH湿 度計全体を小型・軽量化する必要がある。特に励起状能のOH基 からの蛍光の光子計数処理部分
(前置 ・主増幅部 ・フォトカウンタ部)を 小型 ・軽量化することである。
3.　 Lyman－ α/OH湿 度計の校正方法
Lyman－ α/OH湿 度計をバルーンに塔鼓 し,放 球する前に簡単に校正する方法と装置を考えた。露点温度が知
れている高純度標準ガス(水 蒸気量:数ppmV)と 高純度窒素ガス(水 蒸気:約200ppmV)を 分割器を通 し
Lyman－ α/OH計 の検出部に送り,両 ガスの割合を適当に変え,カ ウンターか らの出力を調べ,検 定曲線を作成
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する。この検定曲線を用いて校正を行うことができる。
第24次 観測隊によりLyman－ α/OH湿 度計が南極に持込まれ,テ ス トがなされているが,詳 しい成果について
は今後報告する予定である。
極地使 用地吹雪計 の開発 ※竹内政夫(北 海道開発局土木試験所室長),石 本敬志(北 海道開発局土木試
験所副室長),野 原他喜男(北 海道開発局土木試験所主任研究官),福 沢義文(北 海道開発局土木試験所主任研究
官:前 普爾(教 授),和 田 誠(助 手)
1.ま えがき
吹雪時,屋 外において飛雪粒子の大きさと速さをSchmidtの 開発 したスノーパーティクルカンーにより連続測
定した。その結果,飛 雪粒子の運動の解析など基礎的分野の研究に使えることはもちろん透過率型視程計ともよく






粒径分布を比較 した。現場では磁気テープにデータを収録 し,粒 径分布や粒子の移動速度は1μsの 読みとりが司















掘削孔内測定器具の開発 ※鈴木義男(北 海道大学低温科学研究所教授),成 田英器(北 海道大学低温科
学研究所助手):藤 井理行(助 教授),和 田 誠(助 手)
1.静 的傾斜測定:一一'一一時点における孔内傾斜測定で,ケ ーブルで孔内に観測具を吊した時の,観 測具の孔口に対
する相対位置を,ケ ーブル長より推定するために行なう。おもに深さが問題になるとが多く,そ の推定には傾斜方
位は不要である。昭和56年度報告にのべたよう,平 均斜度lO°　の時10-3の 精度で深さを推定するには,(ケ ーブル
長が孔軸長に等 しいとすると)傾 斜角の測定誤差は20'で よい。これを,傾 斜計と孔軸との不一致とセ ンサーの測
定誤差とに等分すると考える。前者をユ0'とするためには,傾 斜計保持具の長さを1mと した時,両 端の孔軸 との
ずれを3㎜ に押えればよい。こは両端にパ ンダグラフ式孔壁3点 支持装置をつけることで充分達成できる。精度ユσ
の傾斜センサーとしては,機 械式を含めいろいろなものがあるが,後 述の第25次 隊用孔径測定器には,振 子の動き
を低抗値の変化に変換する簡単な傾斜センサーを取りつけた。
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2.傾 斜の経時変化の測定:こ れは氷床流動の基礎データを与える。この変化は,深 さと氷温によるが,み ずほ
基地500m深 では年間1～2'と 推定される。このような微小変化の測定は,傾 斜計の設置,セ ンサー開発,両 面よ
りかなり困難と考えたが(昭 和56年 度報告),前 者にっいては,凍 結固着法をとることを,ま た後者は,市 販 サー
ボ型加速度計(精 度10-6G)を 用いることで,精 度0.2"で 傾斜測定が可能であると思われ,昭 和57度 報告第1図
に,傾 斜計の概念設計を与えた。同報告では,セ ンサー出力をそのまま地表に送るとしたが,傾 斜計内でAD変
換を行った上,デ ジタルデータを傾斜計内メモリーに貯えるか,も しくは地表に転送すべきであろう。実用測定精
度1"は 充分可能で,前 記みずほ基地500m深 で,3～6日 間の傾斜角変化が検出可能となる。前記概念図に基 く
試作器の早急な作成が望まれる。
3.氷 床垂直変位測定:こ れはフィルン圧密機構の基礎データを与える。掘削技術が向上し,孔 径の一様性がよ
くなった現在,孔 径変化をマーカーとする以前の方法は適切ではない。金属マーカーを打ちこみ,近 接センサーを
備えたマーカー位置探査器(市 販品あり)を 用いるのがよい。
4.孔 径測定:パ ンタグラフ式孔径3点 支持装置により,パ ンタグラフ開閉度を測る方法が簡便で,現 在の堀削
孔の一様性からみて充分と考えられる。3点 の作る平面の法線が孔軸と一致することが重要で,そ のため,測 定器
軸を長 くし,両 端に3点 支持装置をける(パ ンタグラフ開閉度は一方だけで測定する)。昭和57年 度の基本設計に




極軌道衛星 と地上での比較観測 による雪氷面の放射およびマイク ロ波特性の研究 ※楠 宏(教
授),川 口貞男(教 授),藤 井理行(助 教授),西 尾文彦(助 手),和 田 誠(助 手),山 内 恭(助 手),神 沢 博
(助手)
本年度の現地実験は,極 域において重要な役割をもつ海氷に関する知見を得るため,北 海道サロマ湖(海 水)の
海氷(氷 厚約20cm,塩 分10～15%)や 海水面での凍結過程での放射温度の変化を観測した。さらに,水 槽中の淡水




が搭載されているものがあり,　TIROS-N/NOAA系 気象衛星の50.3GHzの データを解析 した。 このデー タは南
極昭和基地で1981年1月 から翌年1月 までに受信されたNOAA　 6.　7衛 星の700軌 道の中の120軌 道である。ここ
では,海 氷分布を単純な操作で求めることに主点をおいた。　NOAA搭 載のマイクロ波放射計(MSU　 :　Micro　wa-
ve　Sounding　 Unit)は 本来大気の温度分布を求めるのが目的であるが,昭 和基地で受信 し,処 理を リアル タイム
で行える利点がある(現 地処理装置はない)。
海氷分布,す なわち地表面情報,を 得るには,50.3GHzは 大気や天空からの放射の影響があるが,前 述のごとく
簡単に求められることが利点でもある。マイクロ波強度(輝 度温度)は 射出率に依存することが分 ったので,海 水
面(射 出率約0.5)と 海氷面(0.9)と では輝度温度に有意の差が出ることが分 った。 この結果,東 経40度 の子午線
上での海氷縁の季節的変動が求められ,10月 末には59°Sに 達 したことが分った。 この年は氷の張 り出しの少ない
年であった。海氷縁の変動の実地検証はむずか しく,こ とに冬期は皆無であるが,同 時に,赤 外画像 も得 られてい
るので,こ れとの比較も行った。赤外画像は雲の影響を受けるが,マ イクロ波では,い わば雲を透過するといえる
利点 もあり,氷 縁検出の操作の簡易さからも,有 効な手法といえる。
今回の研究では用いた放射計の周波数が2波 であること,現 実に極地域でのグランド・トルースに関する観測が
一65一
できないことなど,今 後に残された問題が多い。 しかし,今 後ますます利用度が高まると予想される極地域におけ
る雪氷面の遠隔測定に多くの知見を得た。
(奨励研究A)
南半球対流 圏 ・成層圏 におけるプラネ タ リ一波の解析 神沢 博(助 手)





まず4っ の北半球突然昇温の解析研究をレヴューした(そ の中の1っ は私自身のもの)。 これらの研究はプラネ
タリ一波の伝播をうまく表現するEliassen-Palmフ ラックス,平 均流の持つ諸量の中,波 の伝播を決める屈折率
を使って現象をとらえたものである。 これら4っ の突然昇温に共通なことは,成 層圏の風系が冬の常態である西風




南半球の冬の循環をこのような目でみると,上 に記した'F均流の変化,プ ラネタリ一波伝播の様 」7は基本的には
同様の様相を示す。しか しながら,現 象の起こり方のタイム ・スケールが北半球に比 しずっとゆっくりであること,
元々 「定常」状態の西風が強 くて,循 環の逆転をもたらすような大突然昇温は起 こらないが,波 の振幅は予想され
るよりずっと強いことがわかった。
南極域 にお ける大気の放射収支の評価 に関する研究 山内 恭(助 手)
地球の冷源である南極域の大気の放射収支が,地 表一一大気系放射収支の中でいかなる役割を果たしているか,を
解明することを目的として研究を行った。
衛星による大気上端での放射収支と,地 上観測による放射収支とを比較 し,そ の差として大気の放射収支を評価
した。衛星データとしては,　Nimbus-7衛 星によるERB　 (地球放射収 支)実 験の観測値を使った。短波長 アル
ベードと長波長射出の,走 査放射計による広波長幅測定値を,500×500kmの 範囲で平均化 したものである。地上観
測は,南 極みずほ基地の雪面上約1.5mに おける日射計,長 波長放射計によるデータ　(POLEX-South)で ある。
両観測が同時に行われた1979年2月 か ら10月までについて詳しい比較を行い,通 年の値については概略の傾向を調
べた。
日々のアルベー ドを比較すると,衛 星によるアルベートは常に地上の値より低 く出た。これは途中大気の吸収及
び散乱の影響であり,10月 中旬の半月平均値で地上80%,衛 星69%は,理 論計算からも予想される値であった。長




月平均値か ら大気の放射収支を評価 したところ,短 波長では地表と大気による吸収がほぼ同程度あり,長 波長で
は大気が地表の2～4倍 の大きい冷却を示した。両者合せた全体の放射収支では,秋 方の4月 最大130w/㎡ の冷
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イ)口 頭 による発表
題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月
南極の気温の経年変化 川口 貞男 日本気象学会 58.5
昭和基地で観測された南極の雲の性質にっ 和田 誠
いて 武田 喬男(名 大水圏研)













エルチチ ョン噴火による南極昭和基地の日 川口 貞男 〃 〃
射量の変化
みずほ基地におけるカタバ風の分類と平均 安達隆史(日 本気象協会) 〃
〃
川口 貞男
昭和基地で観測された南極の雲の性質につ 和田 誠 〃 〃
いて(H) 武田 喬男(名 大水圏研)
南極東クイーンモードランド氷床の雪氷研 西尾 文彦 日本雪氷学会 58.10










電波氷厚測定 と基盤地形について一23次隊 石川 正雄(北 大低温研) 〃
〃











題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月
マイクロ波放射計による積雪の観測 和田 誠 日本雪氷学会 58.10















最近の南極観測 楠 宏 〃 〃
長波長放射の観測及び計算からみた逆転層の 山内 恭 第6回 極域気水圏シン 58.12
影響 とその年々変動 ポ ジウ ム
AVHRR画 像を使用した雲、海氷の抽出 田中 信也(富 士通) 〃 〃
山内 恭
川口 貞男
NOAA衛 星MSUに よる海氷縁識別の試み瀬尾 洋一(電 通大) 〃 〃
山内 恭





南極域中層大気における内部重力波の生態 神沢 博 〃 〃












題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会の名称等 発 表 年 月
電波氷厚測定と白瀬氷河流域の基盤地形 石川 正雄(北 大低温研 第6回 極域気水圏シン 58.12














裸 氷 原 のdirtbandに つ い て(1) 西尾 文彦 〃 〃'




裸 氷 原 のdirtbandに つ いて(2} 勝島 尚美(北 大理) 〃 〃









みずほ基地における環境中性子と積雪 小玉 正弘(山 梨医大) 〃 〃
西尾 文彦
高橋 修平(北 見工大)
みずほ柱状試料中の球状固体微粒子の放射化分 田澤 雄二(京 大理) 〃 〃
析(ll) 藤井 理行










題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会の名称等 発 表 年 月
和田 誠 第6回 極域気水圏シン 58.12
山内 恭 ポ ジ ウ ム
川口 貞男
小林 喬郎(福 井大工)










みずほ基地のカタバ風の数値シミュレーション 安達隆史(日 本気象協会) 〃 〃
、 川口 貞男
南極大気の放射観測の課題 山内 恭 光学応用大気研究会 58.11
昭和基地受信TIROS/　 NOAA系 衛星による山内 恭 第4回MAPシ ンポジ 58.12











南極域気象ロケ ット観測計画 神沢 博
/ノ 〃
川口 貞男




26次南極MAP観 測計画 福西 浩 第7回 極域における電 b、.2
川口 貞男 離圏,磁 気圏総合観測
シ ンポ ジウ ム
南極中層大気の レーザーレーダによる観測計 野村 彰夫(信 州工大)
/ノ 〃






題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月
裸 氷 原 のdirt　 bandの 成 因 につ いて 西尾 文彦 第4回 南極地学 シンポ 58.10














Longwave　 radiation　 balance　 under　 theYamanouchi,　 T. Symposium　 on 58.8
strong　 surface　 inversion　 in　 the　 kataba一Kawaguchi,　 S. Polar　 Meteorology




Quasi-semiannual　oscillation　 of　 staticKanzawa,　 H. Symposium　 on
〃
stability　 in　 the　 upPer　 stratosphere Middle




Energetics　 based　 on　 a　transformedKanzawa,　 H. IAMAP-WMO 〃








Co11ection　 of　 Yamato　 meteorites　 fromKatsushima,　 T. 第9回 南極阻石シン 59.3




Bedrock　 topography　 and　 occurrenceNishio,　 F. 〃 〃
of　 meteorites　 in　 the　 meteorite　 ice　 fieldOhmae,　 H.




題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月
Exact　 solution　 of　 radar　 eguation　 forTajima,　 K. 第9回 南極限石 シンポ 59.3
detecting　 meteorites　 buried　 within　 tFleNishio,　 F. ジウ ム
ice　 by　 radio　 echo　 sounding
Anormalously　Sm　 enriched　 PerovskiteTazawa,　 Y. 〃
〃
Spherules　 and　 other　 types　 of　 SpherulesFujii,　 Y.
from　 the　 JARE-15　 ice　 core　 at　 Mizuho
Station
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3.地 学 研 究 グル ー プ
(a.地 学 一 般)
(1)一 般研究
昭和基地周辺の地形及び後期新生代地質 に関す る研究 教授 吉田栄夫,助 手 森脇喜一
まず内陸山地の地形研究として,や まと山脈において,22次 で得られた資料を加えて,氷 床拡大時における氷床
流動が,山 地西側では現在のそれとはいちじるしく異 っていたこと,山 頂や山腹に認められる侵食平坦面の分布,
山稜の高度分布,現 在の溢流氷河の性質等から,山 地は2っ の傾動地塊からなる可能性があり,こ れは周辺の,や
や断片的な氷厚測定結果から得られた基盤地形にも反映されていること,特 異な形態を示す圏谷氷河の重力による
氷厚測定から,こ れらの圏谷地形は,氷 床被覆前に形成されたと考えられることなどを明 らかにした。 また,復 元
された氷床拡大時の氷床の高度分布と,や まと山脈山頂の面的氷食作用の関係から,や まと山脈高所における氷床
による侵食は,山 脈が現在より数百m低 かった時代に行われた可能性があること,す なわちやまと山脈はその最高
所が氷床による侵食を受けて以降,数 百mの 隆起を行ったと推定されることを指摘 した。なお,現 地調査の結果は,
やまと山脈の一部の地形学図作成の資料とした。
また,七 一ルロンダーネ山地調査のため,山 地の一部にっいて,空 中写真による予察的検討を行い,仮 の地形図
を作成 して地形分類を実施した。やまと山脈地域と異なり,露 出面積が広 く,モ レーシの位置,形 態等による区分,
氷食面の区分等を行って,氷 床変動に関する予察的資料を得っっある。
沿岸の地形にっいては,ラ ングホプデ地区の地形学図作成に関連 して,現 地調査資料を整理 し,融 氷河流堆積物
の区分,周 氷河地形や海成地形の分布,岩 相や地質構造と地形の相関,過 去の氷床流動方向などにっいて再検討を
行い,ま た氷河上の微細地形の判断を行 った。
また,以 上の内陸,沿 岸の露岩地形の資料と他地域の資料を併せて,南 極の地形形成作用と氷河にっいてまとめ
を行った。
周辺海域では,砕 氷船ふじから予備的に行ったスパーカー測定の結果を整理 し,氷 食を受けた基盤からなる大陸
棚の地形や,氷 床拡大時に大陸棚上に形成されたモレーンと考えられる地形を識別 し,将 来の調査の見通 しを得る
ことができた。
東南極 盾状地 の地質学的研究 助教授 矢内桂三,助 手 白石和行
昭和基地を中心 とする東径30°から45°にかけての地域は,こ れまでに日本隊によって地質調査がすすめられてき
た。とくに,第1期 地学3ヶ 年計画を通 じて,プ リンスオラフ海岸地域の調査研究が発展 し,従 来の地質解釈に新
知見をもたらしている。本研究ではとくに,地 質構造の面からプ リンスオラフ海岸とリュツォ・ホルム湾沿岸地域
との対比を試みた。
プ リンスオラフ海岸には延長200㎞ 以上にわたって露岩が分布するが,大 規模な露岩は少く,総 面積は約72k㎡ に
すぎない。 これらの露岩の現地調査や空中写真の解析によって観察されたフォリエーションの一般走向は,NW-
SE性 が卓越 していることがわかった。また,同 方向の軸をもっシンフォームやアンチフォームは随所にみられる。
露頭で観察 されるメソスコピックな摺曲はNW-SE性 のisoclinal～close摺 曲(F1)と,NE-SW性 のclose～
open摺 曲(F2)の2方 向のものがあり,　FlはF2に よって変形されていることが,新 南岩,あ けぼの岩,天 文台
岩で観察 され,ま た新南岩ではF1は 横臥摺曲でありF1とF2の 干渉パタンもみられる。メガスコピックなNW-SE
性の走向とF1の 摺曲軸とは一致 している。
角閃石,珪 線石,黒 雲母などの鉱物の形態定向配列による線構造は,　Flに 平行に発達することから,F1は 当地
域の主要な変成作用と同時期に形成されたと考えられる。
リュッォ・ホルム湾地域ではIshikawa　 (1976)やYoshida　 (1978な ど)に よって少 くとも3期 の変形運動が認 め
られている。彼 らのtight～isoclina1なF1摺 曲は,プ リンスオラフ海岸のF1と 様式,摺 曲軸方向,フ ェルゲンッ
ー75一




昭和基地 周辺の固体地球物理学 的研究 教授 神沼克伊,助 手 渋谷和雄,客 員教授 高木章雄
地学部門において固体地球物理を担当する教官は58年4月 現在,専 任の神沼克伊,渋 谷和雄と客員の高木章雄の
3名 である。 このうち高木章雄は地球科学全体の視野から南極観測をとらえ,南 極での観測 ・研究,得 られたデー
タの解析,新 しい研究の立案などに助言をするとともに,共 同研究 も推進 している。58年 度 も54-56年 度の3ヵ 年
計画で実施された 「東南極基盤構造解析計画」の観測で得 られたデータの解析を行 った。
(1)重 力測定
55,56年 度に南極で得られたデータの解析を中心に行なった。東西オングル島を中心とするリュツォ・ホルム湾
の沿岸露岩,リ ュツォ・ホルム湾の海氷上,内 陸氷原の三地域に分けて,そ れぞれの重力異常図を求 あた。特に
「昭和基地一みずほ基地」の人工地震測線上では,数 回の測定がくり返されており,8点 でまったく同 じ地点で8
年間の間隔で測定され,　1mgalの 精度が得 られていることが分 った。




が一部にある。このため得られた地下構造にも,不 確 さが残 るが,得 られたデータを説明する最良のモデルを提出
し,極 地研発行のMemoirに 総合報告として,ま とあた。
(3)地 温連続測定












変換装置の製作を行 うとともにソフ トプログラムのHITACM-160へ の適合性をはか りルーティン的に処理でき
るようにした。JARE-21に よる,み ずほルー ト上の人工地震観測点でのデータ処理を行った。
南極エ レバ ス火山の地球物理学 的研究 教授 神沼克伊,助 手 渋谷和雄,客 員教授 高木章雄
1980年 より日本,ニ ュージーランド,ア メ リカ三国の共同研究による 「エレバス火山国際地震研究」の第4シ ー
ズン目として,現 地調査には神沼克伊が参加 した。58年 度,日 本においては前年に得 られた地震データの整理を中
心に,研 究をすxめ た。特にアメリカ側の共同研究者であるアラスカ大学のJ.　Kienle教 授を,招 へい研究員とし
て5～7月 の3ヵ 月,極 地研究所に招待でき,研 究能率があがった。
本年は1982年10月 に発生 した群発地震活動を詳 しく解析することと,そ の群発地震活動とエレバス山周辺の地震
活動や噴火活動の関連に注目し,研 究をす ＼めた。
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また,現 地で実施 した重力測定にっいても,デ ータ整理をす ＼め,地 下構造の解明への手がかりを得た。
南極 マクマー ドサ ウン ド地域 の古地磁気学的研究 所長 永田 武 助手 船木 實
1977～79年 にかけてマクマー ドサウンド地域か ら採集 した合計602個 の試料にっいて予定したすべての岩石磁気
学的,古 地磁気学的研究を終えた。 この結果東南極大陸の歴史が次のように明らかにすることができた。
1.新 生代第三紀末から現在までに形成 された岩石の示す磁極の位置は,南 緯60度以南の極域に分布 し,そ の中
心は現在の地球の回転軸と一致する。 これはすでに北半球で求められている結果と一致 し,地 球の双極子磁場の軸
は長い時間の平均値をみると地球回転軸と一致することを示 している。
2.南 極横断山脈にジュラ紀(160m.a.)に 貫入したフェラー ドレライ トか ら得 られる磁極の方向は,い ずれもよ
く一致 し,現 在の南太平洋の中緯度にくる。
3.デ ボン紀か らジュラ紀までに堆積 したビーコン累層群の残留磁気(NRM)の 方向は,ジ ュラ紀の方向に非常
に近い。それゆえマクマードサウンド地域のこの累層群はフェラー ドレライトに焼かれ,再 磁化 した可能性が大き
い。ただAllan　 H川sの みは 産出する石炭に輝発成分が多量に含まれることか らフェラードレライトに焼かれず
二畳紀末～三畳紀に獲得 した堆積残留磁気を持 っていると考えられる。
4.ラ イ ト谷の基盤岩類はフェラー ドレライトに約500℃ まで焼かれ,チ タン磁鉄鉱は再磁化したが,キ ュ リー




5.　 SmithandHallam　 (1970)の ゴンドワナ大陸復元のモデルにしたがい,南 半球の大陸から得 られた,古
生代初期とジュラ紀の磁極は良い一致を示 し,彼 らのモデルを支持する結果が得 られた。
東 クイー ンモー ドラ ン ド地域の古地磁気学的研究 所長 永田 武 助手 船木 實
昭和基地を含む東クイーンモー ドランド地域の古地磁気学的研究は,い くっかすでに報告されているが,い ずれ
も試料数その他に問題が多く,我 々は今回,第25次 南極観測(夏 隊)の 一環 として,東 西オングル島,ス カルブス
ネス,ア ウストホブデ,ベ ス トホブデ インホブデ それにセールロンダーネ山脈のブラットニッパーネ,ア ウス
トカンパーネ,そ れに1550ヌ ナタークで合計1125個 の定方位試料を採集 した。
試料は直径2.5cmエ ンジンコアー ドリルを用い採集 したが,七 一ルロンダーネ山脈の一部ではハ ンマーによるハ
ンドサンプルも採集した。採集 した岩石の最終変成年代は,オ ルドビス～カンプリア紀 と推定されるか,一 部にこ
れより若い岩脈も含まれる。
試料はできるだけ多くの岩種を含むように,ま た地質構造と対比して採集している。今後研究室で測定資料の作
成 交流消磁,熱 消磁などの岩石磁気学 ・古地磁気学的手法を用い,東 クイーンモードランド地域の古生代初期の
プレー ト運動を調べる予定である。
② 共 同研究 ※印研究代表者 ・印以下極地研担当教官
ア)一 般共同研究
東南極 の地質構造 と地殻形成の研究 ※木崎甲子郎(琉 球大学理学部教授),林 大五郎(琉 球大学理
学部助手),仲 井 豊(愛 知教育大学教授),鈴 木盛久(広 島大学理学部助手),広 井美邦(金 沢大学教育学部助
手):矢 内桂三(助 教授),白 石和行(助 手)
〔研究成果〕
本共同研究では,第21次 隊と第22次 隊のデータを中心に,従 来のデータを加えて,解 析し,プ リンス・オラフ海
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岸に分布する原生代変成岩類の形成 ・発達の経過を明らかにしてきた。以下,そ れを列挙する。
1.変 成度;プ リンス ・オラフ海岸では,東 端の新南岩から西に向って連続的に変成度が上昇 し,3つ の異なる
変成度域に区分される。東部の角閃岩相地域は,　Caに 乏 しい角閃石の出現によって特徴づけられる。その西の角
閃岩相からグラニュライ ト相への移化地域では,中 性～塩基性,場 合によっては砂泥質の岩石中に,普 通に斜方輝
石が出現する。
2.変 成相系列;変 成相系列を明確にするアルミナ珪酸塩の3っ の多形の分布を調べた。珪線石 と藍晶石は広い
範囲にわたって共存 し,と もに広域変成作用によって形成されたとを示 している。 したがって,原 生代の広域変成
'作用が典型的な中圧型であったことが明確になった。ただし,藍 晶石は,準 安定な残晶としてわずかに出現するに
すぎない。 しかし,逆 に,こ の点は,プ リンス ・オラフ海岸に分布する変成岩類が,低 温→高温へと累進変成作用
を受けたことを示している。まれに出現する紅柱石は,そ の産状から,古 生代初期に貫入 ・固結 した花商岩類によ
る接触変成作用によって形成されたものと考えられ,原 生代に形成された中圧型の広域変成岩が,古 生代初めころ
までには,す でに相当上昇していたものと推定される。
3.変 成作用の経過等;以 上から明らかなように,プ リンス ・オラフ海岸に分布する変成岩と宗谷海岸に分布す
るものは,連 続的な関係にあり,か つて吉田によってなされたような区分は不必要である。この点は,変 形作用な
どの地質構造上の特徴からも示される。さらに,十 字石の分解反応の点からも,プ リンス ・オラフ海岸と宗谷海岸
の変成岩類が一連のものであり,と もに累進変成作用を受けたことが示される。 これに対 して,マ ラジョージナや
基地付近の変成岩類は,古 期の高度の変成岩類(現 在,エ ンダービーランドのナビア岩体として露出しているよう
なもの)が 原生代に再構成されたものと考えられている。以上の点を総合すると,"東 南極盾状地"の 中で,プ リ
ンス ・オラフ海岸か ら宗谷海岸にかけて分布する変成岩類が,よ り古期の地質体の周辺に形成された造山帯の産物
であると考え られる。この造山帯内で形成された変成岩類の温度 ・圧力経過を,十 字石の分解反応の解析か ら求め
た。これから想定される造山帯は,単 に古い地質体上に形成された定常的な沈降帯 というものではなく,大 陸どう
しの衝突場のようなものであろう。
南極横断 山及 び西南極地域の地質学的研究 ※吉田 勝(大 阪市立大学理学部講師),坂 井 卓(九 州




i)エ ルスワース山地には3回 以上の構造,変 成事件が認められる。 これは先カンプリア代から中生代にわた
る重複造山の結果と考えられる。
il)　　とくに重複構造について詳 しく検討 し,ヘ リテージ山脈の南部一北部にわたる構造特性の地域による違い
を指摘 した。即ち,約4億 年前のヘリテージ変質粗粒玄武岩(HAD)貫 入時より古い時期の大～小規模構造と変成
作用は主としてエルスワース山地最南部によく発達するが,中 ～北部では認められない。後HAD変 動の大規模構
造と変成作用は主として同山地北西部によく発達する。一方,南 部では小規模に,或 は微弱に発達する。
猟)変 成再結晶は山地南部で強く,北 西部では弱い。変成鉱物は石英,曹 長石,方 解石,白 色雲母,緑 泥石,
緑石,雲 母粘土鉱物が広 く分布 し,一 部には角閃石,緑 色黒雲母,パ ンペ リー石,硬 緑泥石,ス チルプノメレーン
等である。変成度は全体としてウィンクラー(1974)の 「　Low　 grade　」の低温部分に当ると考えられ,多 分比較
的高圧型に近い変成条件と思われる。変成鉱物の産状 と岩石のへきかい構造 との随伴関係や先後関係はいろいろで
ある。従 って,変 成再結晶の時期は一度だけではなく,長 い地質時代にわたって複数回行われたことは確かである。
2.エ ルスワース山地の火成岩と砕屑岩標本にっいて古地磁気測定の予備的実験を行ない,そ の内ヘ リテージ変
質粗粒玄武岩(HAD)に っいて交流消磁及び熱消磁により詳 しく測定 した。測定と検討には国立極地研究所の船木
助手の協力を得た。
砕屑岩類の古地磁気は全体として微弱で不安定であるが,　HADで は著しく安定なものと不安定なものがある。




3.エ ルワース山地以外の西南極及び横断山脈全体については,主 として文献により,総 括を試みた。その結果
は,南 極大陸全体の構造発達史とその問題点及び,先 カンプリア代におけるゴンドワナランドの連続性を主題とし
て公表した。
東南極地域 の変成岩 ・深成岩 の岩石化学的研究 ※蟹沢聰史(東 北大学教養部教授),石 川賢一(東 北
大学教養部助手),大 貫 仁(弘 前大学理学部教授),吉 倉紳一(高 知大学理学部講師),白 幡浩志(室 蘭工業大学
助教授)田 中久雄(山 形大学理学部助手):矢 内桂三(助 教授),白 石和行(助 手)
前回の共同研究においては,主 として昭和基地周辺のグラニュライ ト相に属する変成岩類の化学組成および鉱物
組成にっいての成果を報告 したが,今 回はそれよりも東北方に分布するプリンスオラフ海岸地域の変成岩および深
成岩について,主 化学組成と鉱物の化学組成にっいて検討した。 これらは主として角閃岩相に属する変成岩類 お
よびそれらを貫ぬく深成岩類か らなる。
1.日 の出岬の角閃岩相変成岩類の岩石学的特徴
角閃石,黒 雲母,単 斜輝石,ザ クロ石およびFe-Ti酸 化鉱物の組成から,本 地域の変成条件は角閃岩相に属 し,
変成岩類は約5Kbな いしそれ以上の圧力で,650℃ 程度で生成 したことを明 らかにした。また,珪 線石一ザ クロ
石一黒雲母片麻岩中におけるザクロ石に含有されている黒雲母の組成はMgに とみTiに 乏 しく,マ トリックス中
のそれよりも低温で生 じたことを示 している。
また,本 地域にはAlに とむファッサ輝石がグロシュラー成分にとむザクロ石および灰長石と共存して存在 し,
ファッサ輝石はかなり組成変化にとんでいる。このようなファッサ輝石はオメガ岬(鈴 木,1979),あ るいはSkalle-
vikhalsen　 (松枝ほか,1983)か らも報告されており,最 近,カ スミ岩の変成岩中からも発見された(Yanai　 &　Ka-
nisawa,未 発表資料)。 リュツォ・ホルム湾地域からプ リンス・オラフ地域の石灰質岩にはファッサ輝石がさらに
広 く分布することが期待され,ま た,輝 石中のFATs成 分(CaFeAISiO6　 )は 酸素フェガシティーに依存すること
を利用 し,共 存するザクロ石の組成とも合わせて,当 地域の酸素分圧の勾配を推定することが可能になりっっある。
2.明 るい岬およびかすみ岩,二 番岩における岩石の化学組成
明るい岬の変成岩類は,黒 雲母一角閃石片麻岩などのほかに,黒 雲母一単斜輝石一角閃石片麻岩,金 雲母一かん
らん石一斜方輝石一角閃石岩,ス ピネルーかん らん石一斜方輝石一角閃石岩などの塩基性～超塩基性岩を原岩とす
る各種の変成岩からなりたっており,SiO241～69%の 範囲におよぶ。 この中にはSiO2が 非常に少いに もかかわ ら
ず,ア ルカリとフッ素に富むものがしばしば存在 し,本 来,特 殊なアルカリ岩々脈であったものが変成作用を被 っ
たと考えられるものもある。 このような特殊な岩石の原岩組成と鉱物組合わせは,本 地域の変成作用の解明と火成
活動の場にっいての重要な知見を与えてくれるものと考え られ,現 在,総 化学成分と鉱物化学組成の解析を行って
いるところである。
かすみ岩の地質学的研究は矢内によってまとめられ,図 幅印刷中である。代表的な岩石は黒雲母一角閃岩,角 閃
石一黒雲母片麻岩,両 雲母花岡岩などであり,花 商岩頚はKρ に富み,カ リ長石の多いものである。一部に,先 述
のファッサ輝石を含むCalc-silicate　 rockが みられる。
二番岩の岩石は珪線石一ザクロ石一黒雲母片麻岩,黒 雲母片麻岩,角 閃岩類,黒 雲母一角閃石片麻岩類および石
灰質片麻岩などと,こ れらを貫ぬく花商岩類からなり,木 崎ほか(1983)に より図幅が公刊され,今 回代表的な岩
石7個 についての分析値が公表された。
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昭和基地周辺地域の地質学的研究 ※松本径夫(山 口大学理学部教授),浅 見正雄(岡 山大学教養部助
教授)西 田民雄(佐 賀大学教育学部助教授),杉 崎隆一(名 古屋大学理学部助教授),加 納 隆(山 口大学理学部
講師):吉 田栄夫(教 授),矢 内桂三(助 教授),白 石和行(助 手)
本共同研究の主要な目的は,従 来からっづけられている昭和基地周辺露岩地域の2万5千 分の1の 地質図(Antar-
ctic　Geologic　 Map　 Series)を 刊行するために必要な資料を整えることである。その過程で鮮明になってきた地質
学的問題 も研究課題としている。
本年度はプリンスオラフ海岸の 「かすみ岩」および 「明るい岬 ・長岩」の2図 幅を刊行した。「かすみ岩」は,
プリンスオラフ海岸では例外的に石灰質岩,大 理石のよく発達する露岩であり,複 雑な摺曲構造を示 している。
「明るい岬 ・長岩」は,プ リンスオラフ海岸西部にあって角閃岩相とグラニュライト相の変成帯の漸移帯にあたる。
特異な組成をもっ超塩基性岩のブロックが産出し,そ の岩石学的,構 造地質学的意義にっいて研究を開始 した。
また,内 陸のやまと山脈地域の変成岩類の岩石学的研究 も継続 している。本年は中性～塩基性岩の相平衡から2
種類の変成岩グループの特徴が見出され,両 者のテク トニックな関係にっいて検討 した。
南極産鉱物 の記載 と目録作成 と くに有用鉱物 を中心 に ※松枝大治(秋 田大学鉱山学部助教
授),丸 山孝彦(秋 田大学鉱山学部助教授),松 原 聰(国 立科学博物館研究員)二 矢内桂三(助 教授),白 石和
行(助 手)
〔研究成果 〕
南極露岩地帯の各種岩石は,多 岐にわたる鉱物群か ら構成されている。個々の研究者により,研 究目的に応じて
各種鉱物相の同定 ・記載が行われ,そ の成因等が議論されている。一方,南 極における鉱物資源問題は,最 近 とみ
に注目され,と くに有用鉱物の種類 ・量 ・用途に関する検討は重要な課題となっている。
南極産の総物量は,現 在約250種 足らずで,今 後 さらに増加することが予想される。個々の研究者による鉱物記





本年度は,地 学関係研究者による検討結果をもとに,南 極産鉱物記載データシー トの作成を行い,関 係者に配布
して記載データの回収を要請 した。天然の鉱物種は,物 理的性質(結 晶構造等)と 化学的性質(化 学組成等)か ら
定義されるため,デ ータシー トの形成 も鉱物種同定の根拠 となった最低限のデータ記載が行われるよう配慮されて
いる。
南極地域火成活動の同位体地質学的研 究 ※倉沢 一(地 質調査所主任研究官)1吉 田栄夫(教 授),
船木 実(助 手)
南極 ビク トリアランドの基盤片麻岩～花商岩類を貫く岩脈群,さ らにこれらに水平に遊人しているフェラー粗粒
玄武岩岩体(ド レライ トシル)な らびに,テ イラー谷に分布する粗面玄武岩類(1～3Ma),さ らに ロス島の玄
武岩類の一部とエレバ ンス火山フォノライ トなどの主化学組成を測定 した。
分析された古い岩床(フ ェラー)と 岩脈群は強いアルカリの濃集はみられず,高 アル ミナ玄武岩マグマの性質を
あらわし,新 生代マクマー ド火山岩類の粗面玄武岩とフォノライトは強いアルカリ岩系の特徴をもっている。フォ
ノライ トとその中のガラスの組成を調べたが,そ の間に大 きな差が認められる。また,既 存の測定値によるフェラ
ー粗粒玄武岩 と,今 回の測定値によるフェラー粗粒玄武岩(ド レライ ト)と は明 らかな違いがみられ,い わゆるフ
ェラー ドレライトにもやや性質の異 ったものがあることが明 らかになった。一方,新 生代粗面玄武岩類(テ イラー
谷)に は,強 い鉄成分の濃集がみられる。
いずれに しても,ド レライ トは,そ の87Sr/86Sr比 が0.7115～0.7136と 異常に高いことが確認され,既 存の測定
値とも一致 して,今 回の測定結果も,主 成分に差があるにもかかわ らず,同 位体比からは差が認められなかった。
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これは,大 規模マグマの活動にもかかわらず、同位体質学的に同一あるいは同質な本源物質か らこれ らのマグマが
形成 されたことをあらわしている。主化学組成の変化は,マ グマの分化作用とその過程のちがいを示 しているにす
ぎないといえよう。
新生代粗面玄武岩類はマクマー ド火山岩石区の最初の活動であり,鉄 成分の強い濃集,つ まりやや分化の進んだ
ものであることであって,そ れ らの87Sr/86Sr比 が0.7033～34と 極めて均一な,変 化の幅の少い値をもっていて,
これらが現世の活動による新 しいエレバス火山のフォノライ トのマグマの値(0.70315～0.70343)と 近似 し,こ の
時代に入 ってからのマグマの本源物質が共通のものであることが明瞭になった。
これら,古 いマグマと新生代のマグマの形成のための本源物質に,時 代のちがいはあるものとしても,本 質的に
異なることが明らかである。また,エ レバス火山噴出物ならびに斑晶鉱物のフォノライ ト中のアノーソクレスの
87Sr/86Sr比 には有意の差はみ られないが,玄 武岩マグマとの間には0.0001程 度の差が認められ,分 化の進 んだ フ
ォノライ トマグマは地殻物質との混成作用のあったことが明らかである。引続き測定中であるので,よ り詳細な検
討が期待される。
内陸山脈 における地形学的研究 ※藤原健蔵(広 島大学文学部教授),林 正久(島 根大学教育学部講
師),安 仁屋政武(筑 波大学地球科学系講師),伊 藤真人(筑 波大学地球科学系技官),岩 田修二(東 京都立大学
理学部助手):吉 田栄夫(教 授),森 脇喜一(助 手),白 石和行(助 手)
〔研究成果 〕
内陸山地の地形研究の成果をまとめることと,今 後の調査の重点をどこに置き,ど のように行うべきであるかを
探 る目的で,1)地 形学図の作成を行う,2)従 来の調査で得 られた知見を基に,空 中写真判読を行い,内 陸山地
の地形発達史を考察する,の2項 目の作業及び研究を行った。
1)や まと山脈C群 の地形学図





成因;そ のモレーンの下のアイスコアの厚さ;ア イスコアと基盤地形との関係;モ レーン上の構造土状のパターン





て作成された。形態の新鮮さと成因とによって,山 地の地形が14種 類に区分された。 この区分の基本的な考え方は
以下のようである。 これらの山塊は,か って一時頂上まで氷床におおわれたことがあり,そ の後氷床が低下 して現
在のようになった。それゆえ,地 形と氷床 ・アウトレット氷河との関係から地形発達史を論 じることができる。
圏谷や氷食谷は,氷 床におおわれて侵食をうけた結果,圏 谷壁や氷食谷壁の肩がまるまった地形ができた。山塊を
おおいっくした氷床は山塊頂部の平滑な緩斜面をっ くった。はっきりした角をもった急崖は,氷 床が低下 したあと
のアウトレット氷河や圏谷氷河による局部的な侵食によって形成された。新鮮な氷食崖はもっとも新 しい地形であ
るといえる。






リュツ ォ ・ホルム湾沿岸露岩地帯 の地形学的研究 ※戸谷 洋(都 立大学理学部教授),五 百沢智也
(五 百沢研究所長),小 疇 尚(明 治大学文学部教授),小 野有五(筑 波大学地球科学系講獅),平 川 一臣(山 梨
大学教育学部講師):吉 田栄夫(教 授),森 脇喜 一(助手),藤 井理行(助 教授)
〔研究成果〕
本研究の主要な目的は,リ ュソォ・ホルム湾沿岸露岩の地形特性を明 らかにし,そ れらを地形図 ヒに表現 して,
南極及び他大陸の地形との比較研究や地形営力の研究を行い,ま た他分野への基礎的資料を提示する目的で地形学
図を作成することである。本年度は,沿 岸露岩の代表としてかねてか ら検討を続けてきたラングホブデを選び,さ
らに詳細に地形読図,空 中写真判読をくり返 した。それらの結果とし,こ れまでの現地調査の結果をっき合わせ検
討 し,今 後の作業及び研究指針となるべきラングホブデの1:25,000ス ケールの地形学図を完成 した。また,本 地
形学図作成の意図を示 し,地 形学図に表現 された事象を説明する英文図幅説明書の作成を併せて行った。その結果
完成 した地形学図,同 説明書は極地研究所によってSpecial　 Map　 Seriesの 一一っとして出版されることとなった。
その概略は以下のとおりである。
地形学図は国土地理院発行の1:25,000地 形図を基図とし,　Morphographyを 黒色の記号で,地 形形成営力及
びその証拠を赤色の記号で表現する。地形営力域は,氷 河営力域,融 氷河営力域,周 氷河営力域,風 の営力域及び
海の営力域に分類 しそれぞれ別の色で表現する。 しか し,最 も広い面積を占める侵食性の氷河営力域は,そ の地形
が岩石及び地質構造に大 きく支配されているので氷河営力域の色(紫)で は示さず,地 質図のように基盤地質を色
わけして表現する。池沼や氷河はそれぞれの特色で分類 して表現する。ほかに傾斜分類図をっくり,こ れをオーバ
ーレイとする。
リュツ ォ ・ホルム湾周辺海域の海成堆積物 と地形 ※多井義郎(広 島大学総合科学部教授),加 藤道雄
(金沢大学教養学部助教授),佐 々木清隆(東 北大学理学部助手),佐 藤任弘(海 上保安庁水路商船岸調査課長)
吉田栄夫(教 授),森 脇喜一(助 手)
本研究はリュツォ・ホルム湾域を中心 とする海域において,海 底地形,海 産堆積物に関する諸分析を行うととも
に,関 連ある陸上地形 ・堆積層の調査結果を併せて,こ の地域の新生代の地史解明に資すること,ま た現在の堆積
環境等を明 らかにすることを目的としている。
58年度は,リ ュツォ ・ホルム湾沖及び東方のアムンゼン湾の一部において,22次 隊により試みられたスパーカー
による堆積層探査テス ト,現 世海成堆積物,陸 上の隆起海成層及び湖成居中のアミノ酸分析,ソ 連隊によって得 ら
れ,共 同研究者の1人 に提供された有孔虫試料の分析などの結果が得られた。
(1)ス パーカーによる探査では,(a)オ ングル諸島から北北西に延びる大陸棚上の高まりの北縁 に近 い部分で
は,新 しい堆積物がほとんどなく,こ こは基盤岩か らなるらしいことが明 らかになった。これは,こ の地域で,起
伏の大 きいいわゆるinner　shelfの みでなく比較的平坦なouter　shelfも また堆積面ではなく,氷 床拡大時に氷床
に覆われ侵食を受けた侵食からなるところがあることに,明 確な証拠を支えるものである。また,(b)ア ム ンゼ ン
湾では,沈 水氷食谷の谷壁上端付近に沿って,沈 水側堆石と考えられる堆積物が見出された。これは氷床がその拡
大時か ら現海岸まで衰退する途次の氷河作用 とその後の海面変化を示す。
(2)各 種の堆積物中のアミノ酸分析の結果,18種 の蛋白質構成ア ミノ酸と,4種 の非蛋白質構造アミノ酸が検出
された。 このうち大部分を占める中性 アミノ酸を除き,微 量成分としての塩基性アミノ酸,酸 性アミノ酸 非蛋白
構成アミノ酸を端成分とする三角ダイヤグラム上に,分 析結果をプロットすると,現海底堆積物及び隆起海成堆積物
は非蛋白構成ア ミノ酸に相対的に富む位置にプロットされる。他方,淡 水湖底堆積物は塩基性アミノ酸に,還 元湖
底堆積物及び隆起珪藻質海成堆積物は酸性アミノ酸に富み,こ れらの三角ダイヤグラム上の分布パターンは温帯に
おける従来の傾向と異っている。
また,海 底堆積物及び陸成層中のD-alloisolencineの 含有量が比較的大きいことからみて,　L-enantimer　 の
バクテ リア及び続成作用による変質の影響はないものと考えられる。こうしたア ミノ酸産出は,こ の近傍の氷床 ド
に,非 変成の堆積岩(グ ンネラスバンクから新 三紀とされる凝灰質砂岩の礫が得られている)が 分布する可能性を
示すのかも知れない。
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(3)リ ュツォ・ホルム湾沖を含む20°E～70°Eに わたる海域の7地 点から,ソ 連隊によって得 られた有孔虫遺骸
群集にっいて,そ の群集分布 群集組成の特徴が明らかにされた。 これらは別に行われているリュツォ・ホルム湾
大陸棚での結果と比較検討されている。
(4)以 上のほか、生物部門共同研究の一環として行われている珪藻類の分布に関連 して,本 研究の一部としても
海底堆積物コア中の珪藻遺骸群集が調べ られ,種,組 成,殻 数の地理的分布が明 らかにされっっある。
南極地域における鉱物資源 のポテンシャ リティー についての地球科学的研究 ※大町北一郎(山
形大学理学部教授),金 谷 弘(地 質調査所主任研究官),兼 平慶一郎(千 葉大学理学部教授),西 山 孝(京 都




(1)昭 和57年 度については,前 年度に討議 した如 く,南 極地域の鉱物 ・エネルギー資源にっいて調査を している
諸外国の現状にっいての情報収集を行い,そ の結果公開されている文献を収集 し,そ のポテンシャリティーにっい
て検討 した。これをさらに継続 した。
② 昭和58年 度にっいては,南 極地域の南極大陸における鉱物資源 ・エネルギー資源について,と くに探査開発
の可能性についての技術的な検討をおこなったが,今 までに報告された資料からみると,す ぐ探査開発を実施する
ような地域は見出すことは出来ないが,非 鉄金属(銅 ・鉛 ・亜鉛)資 源にっいては,南 極半島地域が注目されてい
る。ただしこれ らの地域にっいては,露 頭の発達が若干みられるのみで,そ の品位および埋蔵鉱量を算出するだけ
の資料はまだ発表されていない。東南極地区ではペグマタイ トの発達がいちじるしいので希金属資源鉱物の発達が
みられ,こ れらの鉱物の種類とその化学成分について検討を若干おこなった。しかし,こ れも鉱量として,ど の位
のものが考えられるかわか らないので現在検討中である。またエネルギー資源として,南 極横断山脈に発達する石
岩資源にっいては低カロリーの石炭資源が知られているが,そ の鉱量にっいても算出することが出来るだけの資料




東南極地域 における鉱物資源の地球化学探査に関する研究 ※椎川 誠(秋 田大学教育学部教授),





調査地域の各露岩地域を単位 グリッド面積の大きさのグリッドで区切 り,各 グリッド内で最も広 く露出 している
岩石をそのグリッドの代表試料とした。
試料調整と分析法
岩石試料は粗砕後,タ ングステンカーバイ ト製容器のディスクミルにより200メ ッシュ以下に粉砕 した。粉末ペ
レット成型器により岩石粉末を加圧(全 圧20t),φ40%大 のペレットを作成 した。 このペレット中の元素を全自動蛍
光X線 分析装置(フ ィリップスPW-1400型)で 分析 した。定量元素はSiO2,TiO2,AIP,,　 Fe　203,　MnO,　 MgO,
CaO,　PP5,Cu,　 Pb,　Zn,　Ni,　Co,　Cr,　Zr,　Y,　Rb,　Sr,　Ba及 びVの22元 素である。





1)東 オングル島の岩相区分図と,Zr,　Y,　Cu,　Ni,　Sr及 びVの 濃度分布図を作成して検討 した。ZrとYと は類
似 した濃度分布傾向を示 し,こ れらの元素の高濃度分布地域は,ざ くろ石片麻岩の分布 と一致する。 この両成分は
他の研究対象地域の各種岩石の中でも最 も高い濃度を示す。
2)こ れに反 してCu,　Ni,　Sr及 びVの 元素群は同 じ濃度分布傾向を示 し,ざ くろ石片麻岩中では低い含有量を
示す。
3)全 地域の岩石種の中で東オングル島産のざくろ石片麻岩中のMg/(Fe+Mg　 )　,Ca/(Ca+Na+K)比 は低い値
を示す。




関係数 主因子分析の数値解析を適用してみた。 これから第1因 子はTi,　Al,　Fe,　Mn,　Mg,　Ca,　Na,　P,　Zn,　Ni,
Sr及 びVの 元素群で代表される。第2因Fで はK,　Pb,　Y,　Rb,　Baの 元素群で特徴づけられる。
南極周辺海域の重力分布の研究 ※瀬川爾郎(東 大海洋研助教授),春 日 隆(東 大海洋研助 和:神
沼克伊(教 授),楠 宏(教 授)







るデータと、他船による日本のデータ,お よび外国のデータを使用 して,南 極大陸から周辺海域　(50e　S～goe　S)





新砕氷船 しらせの海 上重力測定 システムの開発。
ウィルクスランドか らクイーンモー ドランド(昭 和基地)に
フリーエア異常とブーゲー異常がもとめられた。 これら 「ふじ」によ
南極 プ レー ト境 界に発生 する地震 の発生機構 ※川崎 朗(富 山大学理学部助教授):神 沼克伊(教
授),渋 谷和雄(助 手)
南極プレー トは,周 辺を海洋中央海嶺だけに囲まれた唯…のプレー トであり,プ レー ト境界及び内部での地震発
生のメカニズムには大変興味深いものがある。
56年度は,太 平洋一南極海嶺,エ ルタニン断裂帯で1963年 から1977年 の間に発生 したMs5.8以 上の12個 の地震す
べてのメカニズムと地震モーメントを求めた。その結果エルタニン断裂帯のように拡大速度の速い中央海嶺に属す
る断裂帯では,ト ランスフォーム運動の大部分は非地震的に進行しており,期 待される量の10%程 度 しか地震モー
メントは解放 しないことがわかった。これは速 く拡大する中央海嶺では地殻及び上部マントルが熱 くてやわ らかい
ためであると考えられる。
57年度は,南 極半島一 ドレイク海峡地域で1963年 か ら1977年の間に発生 したMs6.5以 ヒの4っ の地震 のメカニ
ズムと地震モーメントを求た。その結果,こ の地域では,ト ランスフォーム型,中 軸谷iE断 層型,イ ントラブレー
ト型の地震 として最大級の大 きな地震が発生 していることがわかった。これは,ド レイク海峡が大変遅 く拡大する
中央海嶺であり,こ の地域の ヒ部マントル地殻が冷たくて固いためであると考えられる。
昭和58年度は,南 極プレー ト境界から範囲を拡げ,世 界中の海洋プレー ト内地震の発生機構に着目した、)1963年
から1979年 までの間に発生したMs4.7以hの 海洋プレー ト内地震11個 に対 し,モーメントテンソルインバージョン
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法により,発 震機構 と地震モーメントを決定 した。得 られた発露機構は海嶺軸の走向に直交する主圧力軸を持つ逆
断層型又は横ズレ断層型が卓越する。このことから,海 洋プレー ト内の広域造構応力場が リッジプッシュフォース
に支配 されていることがわかった。
海洋底年代 とサイス ミシティ(単 位面積当りの1963年 一1979年 に発生 したMs4.7以 上の地震の個数)は,若 い
(すなわち中央海嶺に近い)程 大きく,古 く(遠 く)な るに従い小さくなる。同時に,海 洋底年代と海洋プレー ト
内地震のモーメントの大きさは同 じ傾向にある。 この2っ の事実は明 らかに,中 央海嶺で発生 したリッジプッシュ
カが中央海嶺から離れるに従い消散 して行くことを示している。南極プレー ト内にはサブダクション地帯 もなく,
中央海嶺で発生 したリッジプッシュカは南極大陸に到達するまでの間に消散 して しまい,南 極大陸は広域造構応力
のない状態におかれている。それが南極大陸で地震活動が極端に低い主原因であると判断される。
次に,プ レー ト運動の絶対速度とサイスミシィティの関係を調べると,絶 対速度の小さいプレー ト程,サ イス ミ
シィティが小さいことがわかった。このことはプレー ト内地震の活動度に,ア セノスフェアのプレー ト運動への抵
抗が,あ る程度の役割を課 していることを示している。南極プレー トは,絶 対速度のきわあて小さいプレー トで,
それも南極で地震活動度の低い理由の1っ と考えられる。
昭和基地 を中心 とす る南極大陸の熱流量分布,重 力分布 ならびに地磁気 と地 殻 傾斜 変 動 の解 析





1981年 に実施 した重力測量のデータの整理を完了し,　JARE　 DATA　 Report　 (Nα89)と して出版するとともに,
重力異常をもとに地下構造にっいて若干の考察を行なった。
3.地 殻傾斜変動
1982年度に得られた昭和基地での埋設型傾斜計のデータを解析 した。その変動パターンは前年 と同じで,冬 の間
の大 きな変動が夏季には元に復する結果を得ている。
氷震 と極微小地震のアナ ロジー ※神沼克伊(教 授),宮 下 芳(茨 城大学理学部助手),渋 谷和雄(助
手)
茨城大学理学部が棚倉構造線(茨 城県北部)に 関する総合調査のため,臨 時観測網を設置し極微小地震観測を行
なったが,そ のデータをもとに氷霧データとの類似を見るためのデータカタログを作成 した。
棚倉構造線は日本最大級の破砕帯で,こ の構造線により中生代日本列島は西南日本と東北日本の2大 地質構造区
に分けられていたと言われる。1983年10月7日 か ら12月27日 まで地震に対し7観 測点で記録の得 られているものに
っいて震源決定を行なった。求められた震源(総 数658ヶ)の うち深さが100km以 浅にあるものから更にそれ らの地
震のうちの震央が北緯36°-37° 範囲にあるものの東西断面への投影分布図を作成 し,そ のなかから震源が比較的
浅 く,震 央距離が長い茨城県沖地震について各観測点での記録波形を調べ,前 年度同様のデータカタログの作成を
行なった。最終年度は統計計算,ス ペクトル計算等を行ない氷震と微小地震の比較を行なう。
エ レバ ス火山の山体構造 と地震活動 の研究 ※下鶴大輔(東 京大学地震研究所),横 山 泉(北 海道大
学理学部),高 波鉄夫(北 海道大学理学部),植 木貞人(東 北大学理学部):神 沼克伊(教 授),高 木章雄(客 員
教授),渋 谷和雄(助 手)
前年同様に地震活動(地 震回数,震 源分布など)を 調べたほか,ス トロンボリ式噴火のメカニズムの解明のため,
次の研究を行なった。　Erebus火 山はStromboli式 噴火をすると報告されている。1983年1月 一3月 の期間に得
られた地震及び低周波音波のデータ解析から噴火の時間間隔の統計をとった。その結果によれば,　Poisson分 布






説明可能で,発 泡開始が起る地下2-3kmの 火道中のマグマに不純物(固 体)が 浮遊 していればよい。一般にStro-
mboli式 噴火のメカニズムとしては過飽和マグマ中で発泡が起るものであるとしながらも,ど の深さで,ど うして
発泡が起るかにっいては解明されていない。爆発地震の深さはErebus火 山で山頂下2kmに まで分布 し,そ のよう
な深さで発泡を起させることは,今 までの考えではかなり困難である。一方,理 論的,実 験的研究によれば圧力が
高ければ高いほど,少 ない過熱で烈 しい発泡が起ることが判っている。従 って過飽和度の小さいマグマでも,飽 和
温度より少しばかり高い温度を加えてやれば,か なり深い所で烈しい発泡を起すことが出来る。
そこでErebus火 山のStromboli式 噴火のメカニズムにっいて次のようなモデルを考えた。
1.想 定されるマグマ溜りの中では,通 常期待される対流システムのほか,温 度の高い下部から,高 温のblob
が時々浮上 してマグマが満たしている火道下部に侵入 して くる。
????
?
高温のblobは その周辺のマグマの飽和温度より少 しでも高温であれば,圧 力がかなり高いため発泡が始 ま
発 泡 の時 間 的 間 隔 は火 道 下 部 のanorthoclaseの 結 晶 の濃 度 に よ りNormalboilingの パ タ ー ン と な り,
従 ってPoisson分 布 を示 す こ と にな る。
4.一 方Stromboli,秋 田駒 ヶ岳,伊 豆 大 島 で は 火道 中 の マ グマ はか な り均 一 で 固 体obstacleも な く突 沸 的 な
発泡を起 し,従 って噴火間隔はGauss分 布となるであろう。
リュツ ォ ・ホルム湾周辺地域 の環境汚染 の化学 的研究 ※立川 涼(愛 媛大学農学部教授),日 高秀
夫(愛 媛大学農学部技術補佐員):吉 田栄夫(教 授),星 合孝男(教 授),森 脇喜一(助 手)
第22次 南極地域観測(昭 和55年11月 ～57年3月)に おいて採集 した大気,氷 雪,海 水,無 脊椎動物,魚 類,ウ ェ
ッデルアザラシ等に加えて,別 途入手した ミンククジラ,各 種イルカ類,魚 類などの化学分析を行い,　DDTs,
PCBs,HCHs,ク ロルデン化合物などの有機塩素化合物の地球規模での輸送と南極地域における有機塩素化合物 と
重金属類の環境動態にっいて検討 した。本年度にえられた成果の概要は次の通 りである。
1)昭 和基地近辺で採取 した底生魚,シ ョウワギス中のPCBs濃 度は,基 地から風上方向に約13km離 れたとっ
っき岬で採取 したショウワギスより約30倍 高 く(P<0.001),DDTsは 約2倍 高かった(P<0.01)。 基地近辺 の
底生生物は,基 地から漏れたPCBsに よる汚染をかなり受けており,　DDTsに も若干の影響を受けていると結論づ
けられる。
2)基 地からの汚染影響の恐れのない南極の海水や生物中の有機塩素化合物濃度は,北 半球外洋生態系に比べ約
2ケ タ低い。一方,大 気中濃度は約1/7で あった。
北方大陸で使用 した有機塩素化合物は主に大気経由で外洋および南極地域まで輸送 されるが,海 水への移行が南
極では厚い定着氷によって阻まれる。
3)定 着氷域では有機塩素化合物の海洋への供給は夏期融雪により行われる。一次生産の活発な定着氷下では水
溶解度の小 さいDDTsや 高塩素PCBsは 懸濁物に吸着 し,す みやかに沈降除去され,そ の結果,海 水濃度 が著 し
く低下する。低い海水濃度を反映 して,生 物中濃度も低い。しかし,食 物連鎖系における生物濃縮現象(た とえば,
有機塩素化合物の濃縮係数)は,北 半球外洋生態系と基本的に一致する。
4)海 産哺乳類による有機塩素化合物の生物濃縮の数学モデル化を試み,年 令による食性の変化等の生物現象を
解 く糸口をみいだした。また,世 界各地で採取 した海産哺乳類中の有機塩素濃度は,そ の生息地域の海水や餌生物
中の濃度を反映 し,地 球規模での汚染のよい指標となりうることがわかった。
5)南 極魚ボウズハゲギス中の重金属類濃度を詳細に分析 し,魚 類の成長過程における生物蓄積現象を明らかに
した。若い魚ほど,重 金属類の取 り込みと排疇速度が速い。　CdやHgの ような汚染元素の蓄積は,暴 露期間(年
令)に 依存 しているが,Fe,Mn,Znな どの必須元素の濃度は,主 に生物の代謝回転によって変化することがわか
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っ た 。
南極地 域における物質 の生成 ・循環 ・収支 に関する地球化学 的研究 ※綿板邦彦(東 京大学教養学
部助教授),中 井信之(名 古屋大学理学部教授),鳥 居鉄也(千 葉工業大学教授),村 田貞雄(千 葉工業大学講師),
中谷 周(弘 前大学理学部助教授),和 田英太郎(三 菱化成 ・生命科学究所室長),村 山治太(横 浜国立大学教育
学部助手),由 佐悠紀(京 都大学理学部地球物理学研究施設助教授),増 田宣泰(北 海道大学水産学部研究生),
松本糠喜(東 京都立大学理学部研究生):神 沼克伊(教 授),矢 内桂三(助 教授)
〔研究成果 〕
南極における物質の収支,環 境変化を把握するために,大 気圏 水圏を中心に地球化学的研究を行 った。
1.大 気中の二酸化炭素の変動
二酸化炭素は温室効果をもっ大気中の化学成分として注目されているが,昭 和基地においても第8次 より観測が
行われている。最近の測定結果によると1979年 より1983年 の間の年間変動は0.8～1.1PPMの 増加傾向を示 してい
る。昭和基地は海に面 している為 月間最大偏差は4.8～6.OPPMで この値は北半球のデータと同様である。昭和
基地の測定によっても南極の大気中の二酸化炭素は増加を示した。
2.昭 和基地周辺の湖沼水の水質
1979年 から,水 汲沢,西 オングル大池,ぬ るめ池,舟 底池,ス カーレン大池の各湖沼が水質モニタリングとして
取上げられている。それ以前のデータとも合せて解析 した結果,水 汲沢,西 オングル大池 スカー レン大池のよう
な淡水性の湖沼の水は化学成分の濃度変動が著 しいが,溶 存塩分量の多いぬるめ池や舟底池では,こ こ15年程度化
学成分の変動は少 く,こ こに供給 される降雪 流入水と蒸発の収支がほぼっり合 っているとみなしてよいことがわ





1961年 から1983年 までのデータを用いて解析 した。その結果,池 の水に溶存するCa2+,　 Cl－の相対濃度 は変化す
るがCa/C1の 値はほぼ一定であること,こ の池か らの水の蒸発量と周囲からの流入水との相互関係により濃度 が
変動することが明らかとなり,化 学成分濃度の変動はライト谷の気候変動を反映することが明らかとなった。また,
Ca-Mg-Na,Kの 相関から,ド ンファン池の水の供給源は少くとも2種 類あり,地 表水と伏流水とであ ることが
認められた。主たる供給水は伏流水であるが,こ の2種 類の水の差は溶存するMg2+で 区別される可能性が示 され
た。
3.2,塩 湖の微量成分の収支









が示された。脂肪酸,ス テロール類は含有量は少いが高等植物起源のステロールで,こ れらはblue-geen　 Algae
起源と考えられる。フェノールカルボン酸は維管束植物の存在する地域とのパターンを異にし,脂 肪酸の解析結果
は南極に現存する生物との対応ができず,こ れらはPaleozoic～Cenozoicの 堆積岩,頁 岩中の物と類似 しており,
南極では,ビ ーコン砂岩などの堆積岩か ら由来するとも考え られる。
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リュツォ ・ホルム湾周辺地域 の花粉の分布 と環境 ※山中三男(高 知大学理学部教授),穂 積和夫
(名古屋大学農学部教授),末 田達彦(名 古屋大学農学部助手):吉 田栄夫(教 授),星 合孝男(教 授),森 脇喜
一(助 手)
昨年度の研究成果から,南 極地域の氷雪中や海底 ・湖底堆積物中に,予 想以上の花粉 ・胞 子が存在 していること
が明らかになった。本年度は 主に海底堆積物にっいて花粉分析をおこなった。
試料および方法
ラングホブデの青氷湾の汀線付近と昭和基地近 くの海底か ら採取 したSilt質 の堆積物を試料 として用いた。 こ
れらの試料をHFで 処理 した後,10%KOHに よる有機質の分解,　Zn　Cl2の 飽和溶液による比重選別そして最後 に
アセ トリシス処理を行 ってプレパ ラー トを作成 し,検 鏡を行った。
結果と考察
今回検出した花粉 ・胞子のうち科または属のレベルまで同定できたのはPinaceae　 (マ ツ科),　Gramineae　 (イネ
科),　Chenopodiaceae(ア カザ科),　Compositae(キ ク科),　Ulmaceae(ニ レ科),　Dacrydium(ダ クリデュウ
ム属),　Nothofagus(ナ ンキョクブナ属)の7種 類で,こ の他に断定はできないが,　Alnus(ハ ンノキ属),　Betula
(カバノキ属)お よびQuercus　 (コナラ属)で はないかと考えられる花粉も数種類検出された。 シダ類の胞 子はモノ
レー ト型とトライレー ト型の2種 類がみとめられた。
上記の花粉のうちで,　DacrydiumとNothofagusの2属はそれぞれ南半球のいずれかの場所から飛来 したも
のと思われる。すなわちこの2属 に含まれる植物は,現 在主に南半球にだけ自然分布 しているのである。その他の
属または科に含まれる植物は南北両半球にみられるものである。いずれにしてもこれらの花粉 ・胞子を生産 した植
物は,現 在の南極大陸には全く存在しないものであるか ら,少 くとも4,000km,あ るいはそれ以上の距離を飛来 し
た〒とになる.ヤ ら雇Alr・、　 や　　tulaの 花粉の同定がたしかだとなると,こ れらは北半球から飛んできた可能性
もある。
今回の分析結果でも,単 位・積蓑(100g)の 。iエtl料に含まれる花粉 ・胞fの 総数は,青 氷湾の方がかなり多い。 このこ
とはすでにのべたように,雪 どけ水が集まりやすいところでは,雪 の中に含まれていた花粉が集積されやすくなっ
ているものと思われる。すなわち,昭 和基地付近の海底では,た またまその場所に飛来 してきた花粉 ・胞 子が堆積
するだけであるが,青 氷湾のように周辺の陸地から雪どけ水が流入するところでは,広 い地域に落 下していた花粉 ・
胞子が一地点に集積されるのであろう。
イ)特 別共同研究
南極地域 にお ける地殻構造の解析 ※木崎甲 子郎(琉 球大学理学部教授),大 町北 一郎(山 形大学揖学部
教授),藤 原健蔵(広 島大学理学部教授),松 本径夫(山 口大学理学部教授),島 村英紀(北 海道大学理学 部助教
授),岩 崎貴哉(北 海道大学理学部助手),川 崎一朗(富 山大学理学部助教授),木 ド 肇(千 葉大学理学 部助教
授),佐 々木清隆(東 北大学理学部助 和,吉 田 勝(大 阪市、γ大学理学部講師),伊 藤 潔(京 都大学理学部助
手),伊 神 輝(名 古屋大学理学部助 手),岩 田修二(都 立大学理学部助手):占 田栄夫(教 授),高 木 章雄(教
授),神 沼克伊(教 授),森 脇喜一一(助 手),白 石和行(助 手),渋 谷和雄(助 手)
南極地域の地殻構造の解析は,航 空機からの諸探査を含む リモー トセンジング,地 上における物理探査,地 形及
び地質調査等の成果を総合的に解釈することによって進められる。20次 一22次 南極観測の間に得られたこれら各種
のデータの一次処理が初年度において行われて,そ の個別的な解析結果が出はじめた。第2年 次においては、さら
にそれを進めるため,各露岩地域の岩石の化学分析や年代測定,鉱 物学的 ・岩石学的研究,地 形分析,地 磁気測定
及び重力測定結果の集成,人 工地震観測結果の再検討などを行った。
これらの結果のいくっかを示せば次の通りである。まず,　Rb-Sr同 位体法による年代測定では,東 オングル島
及びやまと山脈の岩石について,両 者とも新たに約7億 年の年代値が求められた。 これは,こ れまで知 られていた
4～5億 年,あ るいは11億年という年代と異なるものであり,従来の地質構造発達史の再検討をうながす ものと し
て注目される。両地域のSr初 生値には大きな差も見出され,変 成岩類年代の意義,試 料採取方法の検討などを合
一88一
めて,次 年度にもさらに組織的に継続 される予定である。
プリンスオラフ海岸では,東 方のナピアー岩体 西方のリュツォ・ホルム湾東岸の両 グラニュライ ト相変成岩の
間にあって,角 閃岩相を示す変成岩が分布し,東 から西へ向って変成度を高めることが明らかにされ,こ れに関連
して,角 閃岩相か らグラニュライト相に移行する過程の研究が 中性～塩基性組成の岩石中のhornblendeの 組成
変化を中心に検討された。また,こ の地域に発達する地質構造が明 らかにされ,こ れらと変成作用,変 形作用 との
関係が調べられた。
人工地震観測記象と理論記象の関係の検討からは,地 震波の深さ方向の速度分布にっいての新たなモデルが提示
された。また,航 空磁気測定 重力測定の結果が整理され,デ ータレポー トとして提示されるとともに,磁 気異常
分布と地形の対応,重 力異常分布と地形 ・地下構造の対応関係などが予察的に検討された。また,測 地衛星利用の
測量を含めて,こ れらの測地学的観測の評価も行われた。 ローカルには,た とえばやまと山脈での重力測定結果か








先 カンプ リア代南極産岩石の古地磁気学的研究 船木 實
南極アムンゼン湾地域に露出するナピア複合岩体は,ジ ルコン年代で3.7～3.8b.y.と 最も古い岩体 と考え られ
ている。この岩体はその後3.1,2.9,2.5b.y.に 変成を受け,2.35,1.19,0.52,0.48b.y.に 岩脈の貫入があ っ
た。ナピア複合岩体から採集された10個の古地磁気学用岩石試料にっいて,　NRMの 交流消磁 ・熱消磁,　ARM・
IRMの 獲得と交流消磁に対する安定性,熱 磁化曲線とEPMAに よる磁性粒子の種類の同定,そ れに磁気的履歴特
性等を調べ,岩 石が最終的に加熱された時の磁極の位置と,そ の時の地球磁場強度を推定する研究を行なった。測
定には超電導岩石磁力計,ス ピナー磁力計,振 動型磁力計などを用いた。測定結果,5個 の試料は安定 なNRM
を持つが(Aグ ループ),他 の5個 は不安定である(Bグ ループ)。Bグ ループはAグ ループに比べ保磁力が小さく,
ARMの 交流消磁に対する安定性 も小さいが,磁 性粒子は両者とも磁鉄鉱である。Aグ ループのNRMは1400e
で交流消磁 した時よりも,480℃ で熱消磁 した方が αg5が小さくなり,ま とまりがよくなる。 この時の平均の磁化
方向は伏角一82.9度,偏 角39.3度 で正帯磁を示す。この値か ら求まるみかけの磁極の値(UGP)は 南緯75.0度,東
経14.5度Ctgs==8.2で ある。この値は種々の磁気試験の結果,岩 石が540℃ のキューリ点を通過 して冷却 した時の磁極
の値 と推定される。岩石学的研究結果,ナ ピア岩体が540℃ を通過 した時期は2.5b.y.と 推定 され,以 後岩脈の貫
入はあったが試料採集地ではその影響はなかったと推定されている。それゆえこの岩体は2.5b.y.の 地磁気を記憶
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Mineral　 paraqeneses　 of　 basic　 toAsami,　 M.(岡 山 大)
〃 〃
intermediate　 metamorphic　rocks　 in　theS iraishi,　 K. 198-214
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Geophysical　 investigation　 in　 the　 easte一Kalninuma,　 K. Antarctic　 Earth1983





Heat　 flow　 measurements　in　 LUtzow一 Kaminuma,　 K. 〃 1983
Holm　 Bay,　 Antarctica-A　 preliminaryNagao,　 T.　 (千 葉 大 ・理)515-518
study一
Seismological　 Observation　 on　 MountTakanami,　 T.　 (北 大 ・ 〃 1983
Erebus,1980-1981 理)
Kienle,　 J.　 (Univ.　 of
Alaska　 ) 671-・674





題 目 著 者(所 属) 詩名 ・巻号 ・頁 発 表 年 月
Kaminuma,　 K. ■
Ground　 tilt　observations　 at　 SyowaKaminuma,　 K. Mem.　 Natl　 Inst.1983
Station,　 Antarctica　 Part　 1.　BoreholeNagao,T.　 (千 葉 大 ・理)Polar　 Res.,　 Spec.
tiltmeter Univ.　 Faculty　 Sci.Issue,28,27-32
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〃 1984
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.




Velocity　 distribution　 on　 ice　 sheet　 lnIkami,A.　 (名 古 屋 大 ・ 〃 1984
Prince　 Olav　 Coast,　 East　 Antarctica 理) 29-35
Kaminuma,　 K.
Gravity　 survey　 in　 LUtzow-Holm　Bay Nagao,T.　 (東 大 ・震 研)JARE　 Data 1984
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An　 aeromagnetic　 survey　 over　 theShibuya,　 K. Mem.　 Nat.　 Inst.1983
Shirase　 Glacier Tanaka,Y.　 (千 葉 大 ・Polar　 Res.,　 Spec.
理) Issue,28,1-17
On　 the　 flow　 velocity　 of　 the　 ice　sheetShibuya,　 K.
〃 1983
along　 the　 traverse　 route　 from　 SyowaIto,K.　 (京 大 ・理) 260-276
to　 Mizuho　 Stations,　 East　 Antarctica
一
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A　 study　 of　 the　 seismic　 and　 volcanicShibuya,　 K. Mem.　 Nat.　 Inst.1983
activity　 of　 Mount　 Erebus,　 Antarctica,Baba,M.　 (千 葉 大 ・理)Polar　 Res.,　 Spec.




Ground　 tilt　observations　 at　 SyowaKaminuma,　 K. Mem.　 Natl　 Inst.1983




題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月
東南極大陸昭和基地周辺の変成岩の相系列と 広井 美邦(金 沢大) 日本地質学,第90年 学 58.4
記載的研究 白石 和行 術学会
矢内 桂三
東南極やまと山脈の閃長岩質岩 白石 和行 〃
〃
浅見 正雄(岡 山大)
昭和基地付近産変成岩のRb-Sr年 代(予 報)矢内 桂三 第4回 南極地学シンポ 58.10
柴田 賢(地 質調) ジ ウ ム
白石 和行
リュツォ ・ホルム湾沿岸地域から採集された 小島 秀康 〃
〃
2,3の 特異な裏地性岩礁について(予 報)矢内 桂三
白石 和行
松本 径夫(山 口大)



















ラングホブデ沖諸島の地質 勝島 尚美(北 大) 〃 〃
矢内 桂三






日 の 出 岬 のFassaite-grossular　rockに つ 蟹沢 聡史(東 北大) 〃 〃
いて 矢内 桂三
Stauroliteの 安 定 性 に対 す るZnの 効 果広井 美邦(金 沢大) 〃 〃
白石 和行
矢内 桂三




題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月
プ リ ンス オ ラ フ海 岸 の 変 成 岩 中 のHornblen一広井 美邦(金 沢大) 第4回 南極地学シンポ 58.10
deの 組成 白石 和行 ジウ ム
大貫 仁(弘 前大)
砕 氷 船 「ふ じ」 か ら試 み た ス ハ ーカ ーに よ る 森脇 喜一 /ノ 〃
海底音波探査
昭和基地周辺地域の堆積物中に含まれるア ミ 佐々木清隆(東 北大) 〃 〃
ノ酸(序 報) 森脇 喜一
やまと山脈地区の重力測定と氷床下の地形の 長尾 年恭(東 大) !ノ 〃
推定 吉田 栄夫
やまと山脈の地形的特徴について 吉田 栄夫 !ノ 〃
南 極 エ ン ダ ー ビ ー ラ ン ド ・ナ ピア 複 合 岩 体 の 船木 實 第74回電磁気学会 〃
古地磁気
アムンゼン湾ナピア山塊の古地磁気 船木 實 第4回 南極地学シンポ 〃
永田 武 ジウ ム
南極昭和基地周辺の地殻熱流量測定結果の解 長尾 年恭(東 大震研) 地震学会(筑 波) 58.4
析 神沼 克伊
南極昭和基地周辺での重力測定 長尾 年恭(東 大震研) 地震学会(千 葉大) 58.9
神沼 克伊
南極エ レバス火山の地震活動,1982～1983馬場めぐみ(千 葉大) 〃 〃
神沼 克伊
植木 貞人(東 北大)
砕氷船 「ふ じ」および 「しらせ」の海上動測 瀬川 爾朗(東 大海洋研) 〃 〃
定システム 神沼 克伊
エ レバ ス 山 の 火 山 活動1981-1982 馬場めぐみ(千 葉大) 火山学会(東 京工大) 58.5
渋谷 和雄




エ レバ ス 山 の 火 山 活動1981～1983 神沼 克伊 〃 〃
植木 貞人(東 北大)
小山 悦郎(東 大震研)
砕氷船 しらせの海上重力測定システム 瀬川 爾朗(東 大海洋研)測地学会(長 野) 58.10
神沼 克伊
植田 義夫(水 路部)
南極昭和基地周辺の大陸氷床の流動について 渋谷 和雄 〃 〃
伊藤 潔(京 大地震予
知 セ ンタ ー)
一95一
題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月
しらせの海上重力測定システム 瀬川 爾朗(東 大海洋研)地学シンポジウム 58.10
神沼 克伊 (極地研)
植田 義夫(水 路部)




南極エレバス山の爆発地震について 馬場めぐみ(千 葉大) 〃 〃
神沼 克伊
渋谷 和雄
南極 ロス島の重力測定 神沼 克伊 地学シンポジウム 58.10
小山 悦郎(東 大震研) (極地研)
植木 貞人(東 北大)
南極昭和基地周辺及びみずほ高原,や まと山 長尾 年恭(東 大震研) 〃 〃
脈地区での重力測定 神沼 克伊







南極 陽石 の分類学的研究 助教授 矢内桂三
第23次 隊により発見採集された陽石の粗分類を行った。第23次 隊採集のやまと一82陽石は総数211個,約95㎏,
(平均重量,1個175g),ダ イオジェナイト5個,ユ ークライト13個,炭 素質陽石9個(未 処理)を 含むことがわか
た。
第10次 隊のやまと一69陽石以降発見され,当 研究所に保管 されている陽石の総数は5,517個 に達 した。
同定分類作業は継続実施 してきたが,本 年特に注目されるのは月起源の陽石が確認されたことである。この阻石
はYamato-791197,約50gの 斜長岩質角礫岩で,月 高地の角礫岩(レ ゴリスプレッチャ)に その鉱物組成と組織
がきわめて類似 している。さらに,酸 素同位体比からも月起源であることが裏付けられた。
従来から大型陽石や特殊な陽石にっいては,優 先的に分類が進められて来たが,　Yamato-69か ら79の1500ま で
にっいては一応終了 し,公 表された。58年度はYamato-74陽 石のうち特に小型のものから先に全ての限石の分類
をX線 マイクロアナライザと偏光顕微鏡を用いて実施 した。まだ,完 了はしていないが約3分 の1に っいて実施 し
た結果,小 型明石(数g以 下)の 中にも非常に特異なものが含まれていることが判明 した。このことから,小 型阻
石の重要性が再確認 され,分 類作業が精力的に実施された。
南極陽石総合磁気 的研究 所長 永田 武,助 手 船木 實
我々は従来南極陽石の物理物性,特 に岩石磁気学的立場から,隅 石形成時の原始太陽系の電磁環境 と,そ の後に
陽石母天体および阻石が体験 した諸現象を研究 してきた。 この中で最 も原始太陽系の状態を気憶 している阻石に炭
素質陽石がある。本年は特に炭素質陽石Allende限 石について研究を進めた。
Allende陽 石の自然残留磁気(NRM)に ついては,今 まで何編から論文が報告されており,非 常 に複雑である
ことが判明 している。 この中に含まれる磁性粒子はNiに 富むテーナイ ト,磁 硫鉄鉱それに磁鉄鉱であり,テ ーナ
イトの存在が自然磁化の大きさに最 も影響を与えている。この陽石マ トリックスとコンドルールに分けることがで
きるが,マ トリックスのNRMは 交流消磁に対 し極めて安定で,ど の場所でもだいたい一様であるのに対し,コ ン
ドルールのそれは一般に不安定である。これ らのNRMは320℃ の熱消磁で,ほ とんど消えることから,　NRMは
磁硫鉄鉱に由来するか,隅 石が320℃ か ら冷却する過程で周囲の磁場を気憶 したと推定される。もし後者の立場で
Allende陽 石がNRMを 獲得 したと仮定すれば,そ の時の周囲の磁場は1～30eと 推定される。





南極陽石の分類学的研究 と陽石 カタ ログの作成 助教授 矢内桂三
(1)や まと一74陽石の分類,663個 のやまと一74陽石のうち大型の陽石にっいてはすでに分類が完了 しているの
で,本 研究では未分類の小型陽石100g以 下の135個 にっいて,同 定 ・分類を行った。分類作業を通 じて特に重要
と判断される陽石にっいてはX線 マイクロアナライザによる精密分析,顕 微鏡による観察を平行 して行いカタログ
作成のためのデータを蓄積 した。特記すべきことは小型阻石の中にもユニークな陽石種を多く含み,今 回同定され
た中に,新 たに,Eコ ンドライト2個,著 るしく再結晶 したユレイライ ト,世 界で第4番 目のロードラナイ ト(第




12)月 起源陽石 二やまと一79陽石の中にJjの高地に産する角礫岩のある種のものときわめて類似のものが確認 さ
れた。 この阻石は暗灰色の基質の中に多数の斜長岩質岩片を含むもので,月 のアノーソサイト角礫岩と組織がきわ
めて類似し,構 成鉱物の種類やその量比,化 学組成についても大きな差異がない。 方 この限イ1は従来知られてい
るいずれのエコンドライ ト慣石とも大きく異なり,新 しい限石種として同定 した。
図に本陽石のFeO-MnO比 を月及びエコンドライト限イiにっいて示した。本限イ1は月の石の輝イf及び全岩組成 と




南極鳴石の物理物性の研 究 ・:・永田武.矢 内十i三.船 木實.極 地研.浜 野汀1.松 井孝典 宮本正i芭1東
人1.藤 井直之 神ll人 地球村学.自 一}顯寛 一.・}(1卜寛之∴ 信州ノく理学部
南極胆石を物理物性論的 、1ノ場.特 に岩石磁気学.川1楚 的な物理量や熱史解明じ)たy)の岩石鉱物学的研究を行なっ
た 極地研か ら配分された胆石を最 ノく限に利 目㌻るため,非 破壊実験を第 ・段階に臼ない,加 熱実験などは最後に
行なった。これらの研究は現在も続行lllてあるが次のような結論が得られている、
1.岩 石磁気的研究:エ コントライト 特 にユークライト1に っいての岩石磁気学,　ttf地磁気学的fiJF究を行なっ
たcそ の結果,限 石母天体に存在した磁場は0.10e以 ドと小さく.中 には無磁場空間で形b父されたと考え られるilll
石が発見された。ただ限石中に含まれる硫化鉱物が,デ ータの精度を悪 くしている、またコンドライトについては,
自然残留磁気の方向が,1っ の限石内でも'}1行でないことや,磁 気異方性などが測定され,領 有始原物質の堆積の
様 子も研究された。
2.基 礎的物理量の測定:11個a)ll員 イfにっいて,比 重,孔 隙率などが測定され,阻 イf母天体からの揮 発成分の脱
ガスに要する時間が,107年 と推定されることが判明 した。これは,熱 変成に要する特徴的な時間より短か く,阻
石母天体は周辺のガスに対 し開放系であったことが推定される。この他,限 石中の金属粒 子の肝玉と配列にっいても
研究され,磁 気異方性との関係が研究されている。
3.隅 石の同定の研究:1974年 に採集された阻石にっいて,特 に熱史を考慮に入れ再分類された。分析は顕微鏡
とEPMAに より,ま たいくっかの試料にっいては全化学的組成の分類も行なった。その結果南極限石中では二番
めのエンスタタイトコンドライトが発見された。
以Lの ように,本 研究は川貢調に進行しているが,研 究を対象にした試料がまだ少ないので,今 後さらに多くの限
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4.生 物 研 究 グ ル ー プ
川 一般研究
昭和基地周辺定着氷下 にお けるクロロフィル量 の季節 的変動 助教授 福地光男,助 手 谷村 篤,
渡辺研太郎,教 授 星合孝男
南極海の外洋域における一次生産の研究は最近になってかなり詳 しくなされるようになった。これらの報告によ
ると,そ の生産性はこれまで考え られていたほど高くないことを示している。他方,沿 岸の定着氷下には豊富な底
生生物がいることから,こ れを支えるかなりの一次生産があるものと考えられている。 しか しここにおける一次生
産の研究はあまりなされていないので,昭 和基地付近の定着氷 ヒに5っ の定点を設け,1982年1月 からほx"1年 に
わたって海氷下海水中のクロロフィル濃度を測定 した。
図に示したように定点を設け,各 点では表に示 した深度で採水した。
観測を開始 した1月 には,定 点1と2で 高いクロロフィル濃度が測定された(2.22と0.72mg/㎡)。3月 末～4月
にかけてクロロフィル量は多少変動するが,減 少する傾向がみられた。その後4月 ～10月 の間,各 点とも0.1〔㎞g/㎡





































今回測定 したクロロフィル濃度および水柱内の現存量は,こ れまで外洋域から報告された値に比 して極めて高い
値と言える。これは定着氷域の方が外洋域に比べて一次生産者が多いと言えるであろう。
今回の測定では,定 点5が 他の点に比べて異なったクロロフィルの変動を示 した。すなわち,12月3日 に示した
現存量のピークは,そ の後12月16日,27日 にそれぞれ23.44,6.87mg/㎡ と急速に減少 した。これに対 して他の4点




















昭和基地周辺における　ice　algaeの 生態学的研究 助手 渡辺研太郎,教 授 星合孝男
昭和基地周辺の定着氷にみられるicealgaeの 生育環境,季 節的消長等の生態を明らかにするため,1983年 に昭
和基地で越冬中,海 氷の採取を中心 とした観察,分 析を実施 した。その際　ice　algaeの 生育環境をモニターでき
るよう,3ケ 所の海洋観測定点の近傍 と他に1点,計4点 で定期的に観察を行った。
4月 以降,夏 を越した海氷および新生氷の下端部に褐色の着色が見られるようになり,秋 にice　algaeが 増殖す
るという具合の報告を裏付けた。 この着色は4月 下旬にかけて濃 くなったが,5月3日,基 地周辺定着氷の流失に
より,観 察は中断,そ の後は新成氷で観察を再開,継 続 した。
海氷下の日射量を大きく左右する積雪は各定点で状況が異なり,　icealgaeの 出現 もそれに応 じて変だ。即ち,
積雪のほとんど無い場所では5～6月 にも秋の増殖による着色が認められたが,以 後次第に薄れた。 しか し8月 中
旬になると,海 氷下部に着色が再び現われ,10～11月 には顕著になった。この着色部はその後急速に消失 した。10
～12月 に10～30cmの 積雪のあった所でもほs"同様であったが,着 色の程度がより著 しく,そ のピークがやや遅れて
現われた。11～12月 に行った潜水調査で,海 氷下面に付着していたice　algaeは,季 節の進行につれて 海中に伸長
していくのが観察された。この現象は春から夏にかけて,海 氷下部が融解 し,　icealgaeが 剥離するためと思われ
る。夏季,着 色部の急速な消失や海氷採取時のicealgaeの 容易な離脱はこのためと考えられる。
一方,雪 の多い場所では,新 成氷の成長時に微細藻類がかなり取 り込まれたらしく,そ れによる淡褐色の着色が
5月 ～1月 末まで長期にわたって観察された。また11月 に海氷下端部および海水が浸潤 したと思われる積雪下部に
弱い着色がみられた。詳 しい検討は今後なされるか,積 雪がice　algaeの 増減および垂直分布に大きく影響するこ
とは明らかとなった。
積雪 ・氷厚 と海氷下の光量がどのよるな関係にあるかを知るため,海 氷 ドおよび氷上の光量を光量 子センサーを
用いて測定 した。 このほか,海 氷下に光量子センサーを設置し,7月 ～1月 にかけて連続測定をした。また,　ice
algae群 集の光合成速度と光強度 との関係を明 らかにするため,光 「111の異なる海中で 一定時間培養した試量にっい
て溶存酸素法を用いて光合成速度を求めた。
一106一
アデ リーペンギンの個体数 変動 教授 星合孝男,助 教授 内藤靖彦
日本南極地域観測隊がこれまでに活動を続けてきた地域には,13の アデリーペンギンルッカリーがある。このう
ち3か 所はプリンス ・オラフ海岸にあり,他 はリュツォ・ホルム湾内にある。パ ッダ島の鯨岬のルッカリーを除け
ば リュツォ・ホルム湾内のノレソカリーは,宗 谷海岸の露岩,宗 谷海岸沖の島々に散在 している。 しかし,昭 和基地
周辺のアデ リーペンギン個体数は極めて少なく,総 数にして約3,000羽 と推定されている。
BIOMASS計 画の一環として,高 次栄養段階にある動物の個体数変動の長期監視の必要性が強調されている。
たまたま,日 本隊には途中に欠測はあるが,1961年 以来オングルカルベンルッカリーでのペ ンギン個体数変動の資
料が蓄積されていた。また,こ の資料を補 う資料が,ま め島,ル ンバ島のルッカリーで得 られている。
これらの資料に基づいて,1971年 以降,ア デリーペンギンの個体数が著しく減少 していることが判明 した。 この
うち1977-78年 を除 くと,1970～71年 以降,「 ふじ」が昭和基地へ接岸できなくなっている事実との一致を指摘 し
た。
その後,1981年,22次 隊の航空機による斜写真から得 られた資料,地 上調査結果,な らびに,1982年,23次 隊の
地上調査結果が得 られたので,こ れらを加え報告する。1981年 の調査は,航 空機により一斉に広い範囲にわたる観
察を行い得たが,ル ッカリーにおけるペンギン個体数が減少 している11月24日 になされた欠点がある。1982年 の調
査は,一 部を除くと11月中旬の,ペ ンギン個体数が最大になる時期を中心になされたが,調 査地域は宗谷海岸に限
られ,調 査期間も3週 間にわたっている。初期と終期の個体数を直接比較することはできない。
しか しオングルカルベン,ま め島のルッカリーの個体数は,1981,82年 の両年ともに複数回調査 しているので,
年次変動を考察する資料 としては充分である。
両ルッカリーとも,ペ ンギン個体数は1981年 にふえはじめ,増 加傾向は1982年 にも続いている。ルンバの1982年
の資料は,唯1回 の調査結果であるが,こ こでも2年 連続の増加傾向が認められる。
1979～80年 以降も 「ふ じ」は昭和基地へ接岸 していないが、1981～82年 を除けば,接 岸を意図 しさえすれば可能
であったと考えられる。接岸の必要性が認められなかっただけのことである。さらに1980年3月 には昭和基地周辺
の海氷はほぼ完全に流れ去り,1983年5月 にも同様な現象が起っている。1981年 の夏から秋へかけては,海 氷が完
全に流れ去るということはなかったものの,開 水面は大 きかったという。1982年 には,夏 から秋へかけて,開 水面
が開くことも殆んどなく,海 氷はしっかりしたままであった。 しか し,1982年 を例外とみなせば,1980年 以降,海
氷の状態はアデリーペンギンにとって好適であったと考えられる。今後,こ の状態がいっまで続 くか監視するのは
興味深い。
大型動物用 行動記 録計 の開発研究 助教授 内藤靖彦,大 山佳邦,教 授 星合孝男
南極海における大型動物の生態研究は,そ の自然環境の厳しさのため,僅 かの資料が得 られているに過ぎない。
南極海の代表的動物のアザラシ類や,ペ ンギン類,飛 翔性鳥類のいずれについても,我 々が得ているのは断片的資
料である。これ らの動物は春から夏にかけて繁殖のため,比 較的我々が接近 し易い露岩域や,氷 上に出現するが,
それ以外の時期は,例 えばウェッデルアザラシは定着氷下で,ア デリーペ ンギ ンやカニクイアザラシは沖合のパ ッ
クアイス域で生活する等,我 々が容易に接近できない場所に移動する。このため得 られる資料には季節的偏 りがあ
る。
これらの遠隔の動物の研究には,バ イオテレメーターや超音波を利用する方法が近年用いられるようになり,機
器類も信頼度の高いものが利用可能になっている。 しか し,氷 海域でこれらを利用するのには,ト ラッキング等困
難な問題もある。これに代る方法 として回収式の小型記録計を動物に装着する方法を検討 し,こ のための長期小型
水深記録計を試作 した。
今回は,装 着する記録計の体重比重量が比較的大きくてすみ,ま た記録計の回収率も高い(約80%)ウ ェッデル
アザラシ(成 獣体重200kg以 一」二)を 対象動物とした。ウェソデルアザラシは4月 から9月 頃まで定着氷下で生活す
る。定着氷下の生活期の遊泳生活の記録が得られるように,記 録可能期間を6ケ 月とした。また,水 深記録範囲は
400mと し,最 大耐圧水深は,600mの 潜水記録を有するウェッデルアザラシを考慮 して1,000mと した。記録計の




記録方式は元巻 ドラム,巻 取 ドラムを有するアナログ方式とし,ク ォーツモーターによるドラム駆動は一定回転
速度とした。このため,タ イムレコーダーとして,巻 取 ドラムの回転と同期するカムによって駆動するタイムマー
ク記入針を装置 した。
2)記 録紙
長時間連続記録を得るために,記 録紙を薄 くし,記 録紙の巻込量を多 くすることに努めた。記録紙としては,10
μmの カーボンコートコンデンサーペーパーを採用することにより,7mmφ の紙巻(巾15mm)に20mの 記録紙を18
mmφに巻込んだ。
3)記 録ペ ン




最終的に得られた本機の仕様は以 下の通 りである。外径:50mm,長 さ:120mm,重 量:470g(空 中重量),270g
(水中重量),記 録時間:6ケ 月,有 効記録水深:400m,最 大水深11,000m,バ ッテリー:単5×2
南極産蘇類群落の季節的推移に関する研 究 助教授 神田啓史




況を把握することに努めた。蘇類調査未踏地であるルンドボークスヘッタ,エ ィンス トー ドィンゲン,ス トランド
ネッパでの調査により,今 日まで知られていなかったオオハ リガネゴケの胞子体が発見された。本種の胞子体形成
は短い周期で生活環を成 しているとは考えにくく,微 気象的環境を含んだ気候的な要因によって有性性殖の生活環
を獲得 したと考えられる。本種は,既 に1975年 に胞子体が知られ,1978年 と今回1983年 にも発見されているキ ョク
チセンボンゴケの生活環 とは異なり,而 種の生活史の比較を試みることは興味がある。
一方,1983年2月 より翌年の1月 まで冬季の蘇類群落の季節的推移を観察 した。 この観察を進める上で以下の三
つの方法をとった。1)東 オングル島 「中の瀬戸」及びラングホブデ 「雪鳥沢」での観察,2)環 境棟付近に設置
した実験圃場による観測,3)環 境棟内の人工気象機による培養である。 これらの方法により野外での群落の年間
生長は1mmに 達 しなかったが,人 工培養においては数mm/月 のよい成長を遂げた。 この様な生長の差を決定づける
いくっかの環境要因を実験圃場と 「中の瀬戸」群落において観測してみた。蘇類群落表面の温度は群落を覆う積雪
の深さによって異なり,積 雪がないか,少 ない群落では3月 末～10月 末までほぼ外気と同 じ極寒にさらされるが,
11月初めぐらいか ら急激に表面温度は上昇 してくる。人工的に積雪のある群落を野外に設置 し,そ の表面温度と積
雪との関係を調べると,雪 の深い時期では表面温度にさほど変化は見 られないが,12月 半ばの積雪が急になくなる
10日前から表面温度は急に上昇 しだす。蘇類群落を覆っている雪は群落 と接 している部分より融けだ し,し ばしば
透明なガラス板の蓋 となった後,急 に陥没することによってはじめて群落全体が露出する。積雪が一種の温室効果
を示 したものと思われる。「中の瀬戸」では群落をとりまく雪の ドリフトとそれが融解 して群落に供給 され るまで
の一連の移 りかわりを観察 した。雪の ドリフトが地形と卓越する風により一定方向に作 られ,そ れが融けてどの様
に群落に利用されるかを追跡 してみた。群落が完全に凍結している10月の末までは群落の水分含量は5%以 下であ








告としては,Hada(1968)が 原生動物,　Morikawa　 (1962)が クマムシ類,Sudzuki(1964)が 原生動物,
輪虫類,ク マムシ類について記載している程度である。線虫類にいたっては,出 現することは報告 されてはいるも
のの,種 の記載等はこれまでに全くなされていなかった。現在,こ れらの動物群に関する研究は開始されたばか り
であり,今 後これ らの分類学的,生 態学的研究を継続 していく予定である。
材料は第24次 観測隊が1983年1月 にラングホブデあるいはルンドボーグスヘッタ等の露岩域で採集 した藻類や蘇
類を冷凍 して持ち帰り,帰 国後動物を分離 した。藻類は湖底のラン藻マット,水 面に浮游するラン藻塊,あ るいは
流水中のカワノリを採集した。蘇類は池畔の群落から適当な間隔をおいて5点 で採集した。
以下,こ の池畔の蘇類群落中の線虫類,輪 虫類,ク マムシ類の観察結果にっいて述べる。 この蘇類群落はオオハ
リガネゴケとムラサキヤネゴケが混生 した基群系であり,全 体としてオオハ リガネゴケが優占していた。また場所
によりラン藻や地衣類が着生 していた。5点 のうち1点 は池の水中に没 しており,蘇 類の表面はほとんどラン藻に
被われていた。池から最も離れた5点 目は砂地が露出しており,被 植度としては蘇類よりも不完全地衣類が優占す
る場所であった。各サンプルの含水率は湿重量当り,水 中のもので66%,地 から最も離れた場所で27%,そ の中間
ではそれぞれこれらの中間値を示 した。
各サンプル1g中 に出現する線虫類 クマムシ類 輪虫類の個体数を表1に まとめて示した。線虫類は水中で1g
中に約10個 体出現するが,陸 上にあがって徐々に乾燥 した生息場所に移っても約2個 体 と一定 した生息数を示 した。
クマムシ類は水中で約10個 体と線虫類とほx"同 じ数であったものが,乾 燥した場所に移行するに従 って,出 現個体
数が減少 してゆく。これに対 し輪虫類は2番 目の採集地点で非常に大きな出現数を示している。その理由に関 して
は今後の研究をまたねばならない。



























南極越冬集団の人類働態学的研究 一南極氷床上旅行の行動解析一 教授 松田達郎
日本の面積の37倍 に達する南極大陸は95%が 平均2,000mの 厚い氷床におxわ れている。南極の自然を研究す る
ためには,地 吹雪の舞う氷床上の氷原を寒風と斗いながら行動 しなければならない。毎年定期的に行なわれている
昭和基地一みずほ基地間約320㎞ の雪上軍隊による往復旅行が実施されている。1970年 の第1回 のみずほ旅行以来,
ところもあるが全体としては1981年 まで11年 間に次第に短くなっている。
年2回 以上行われているみずほ補給旅行を春夏期,秋 冬期に分けて往復日数を算出した。 ブリザー ドや作業のた
め停滞 した日を除いた。1970年 の最初のものは長い期間かかっている。途中1975～1978年 に若干 日数がふえている
ところもあるが全体としては1981年 まで11年 間に次第に短 くなっている。
(1)何 れの年 も旅行日数は夏期が短く,冬 期は長 くなっている。冬は気温が低 く,ブ リザー ド等悪天候が多くな
っている。また冬は日照時間がきわめて短 く,低 温,地 吹雪等の多い悪天候が重なるので,氷 原上の行動は人間生
存の限界で行なわれているに等 しく,夏 よりも行動日数は増すことがいわれる。
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(2)1970年(第11次 隊)頃 は処女ルートのため,磁 石 と高度計と天文位置観測が頼りである。しかし年毎にルー
ト.ヒに道 しるべがふえ,綿 密な言い伝えが残されていく。旅行は次第にし易 くなり,行 動 日数 も次第に早くなる。
(3)初 めの頃は極点旅行(1968年)に 使用された大型雪上車KD-60や 近郊旅行用のKC-20雪 上車が使用され
た。その后1976年 までそれらの新車を追加投入できたが,1977年 新型車SM-50の1台 投入はあったが,主 力は在
来型の古い雪上車に頼 らねばならなか った。 しか しSM-50が 主力雪上車 として活躍 し始める1979年 頃か ら再び行
動 日数は短 くなり始め,レ ーダーを備えてか ら一層短期間でみずほへの往復旅行ができるようになった。
海氷下動物 プランク トンの生態学的研究 助手 谷村 篤,助 教授 福地光男,教 授 星合孝男
椀脚類 の一種Pαrα1αbiqocerα αntαrcticαは,主 に南極大陸沿岸に分布する。本極は,夏 期定着氷直下に群生
することが知 られているがその生活史については全 く不明である。
本年度は,1982年1月 から1983年1月 にかけて昭和基地近 くの 「北の瀬戸」の定着氷下から得られたプランクト
ン標本を基に検鏡を行ない,P.αntαrcticα のポストノープ リウスステージ個体群の季節変化 と令組成 について
調べた。
P.αntαrcticα は図1に 示す様に,春 から夏(9月 下旬～1月 下旬)に かけてのみ出現 し,晩 夏(2月)か ら冬
(8月)に かけて全 く出現 しなかった。特に本種個体群は,植 物プランクトンが急激に増加する12月下旬～1月 初
旬にかけて多 く出現 した。
?????? ?? ? 。 ??? ー
図1Pαrαtαbiqocerα αntαrcticαdi現 個 体 数 の季 節 変 動
一方,令 組成 は,図2に 示す様に,1982年1月 下旬の個体群は大部分が成体で占められ,雌 には精包の付着が認
められた。1983年9月 初旬にコペポダイ ト1期(CI)が 出現した。11月 初旬にはコペポダイ ト1期 ～Iv期(CI
～CIV)ま で 出現 した が,そ の70%はCIで 占 め られ て い た。11月 中 旬以 降,CIの 割 合 は減 少 し,逆 にC　 ll,　皿,
IVが 増 え,CVも 出現 した。12月 中 旬 以 降,P.αntαrcttcα は,大 部 分 が 再 び成 体 とな った。 ま た12月 下 旬 に は雌
に精 包 の付 着 が み られ た。
以 上 の結 果 か ら,P.αntαrcticα は お そ ら く1年1世 代 と考 え られ る。 また,冬 期,本 極 は卵 あ る い は ノ ー プ リ

































図2Pαrαtαbiqocerα αntαrct　icns個 体 群 の 令 組 成n:出 現 個 体数
亜南極海島喚沿岸域に出現 する動物 プランク トンの研究 客員教授 箕田 嵩,教 授 星合孝男





本 年 度 は,そ の 手 始 め と して,星 合 が イ ギ リス南 極 観 測 隊 に交 換 科 学 者 と して参 加 した 際,1973年1月 ～2月 に
サ ウ ス ・ジ ョー ジア島 カ ンバ ー ラ ン ド湾 に お い て採 集 した プ ラ ンク トン標 本 を も とに動 物 プ ラ ン ク トン群 集 の 研 究
を 行 った 。 動 物 プ ラ ン ク トンは底 生 多 毛 類 浮 游 期 と椀 脚 類 が 優 占 した 。椀 脚 類 は10種 出現 し,大 部 分 が 亜 南 極 海 ・
南 極 海 種 と して 知 られ て い る種 で あ った。 この10種 の うち,　 Drepαnopus∫orcipαtusとOithonαfrigiqαが 最
も出 現 個 体 数 が 多 か った。 外 洋 種 の(hLαnuspropinqUUS,　 C.simillimns,　 C.αcutUS,　 EUCαLαnus　 Longipes,
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図1サ ウス ・ジ ョー ジア島,キ ング ・エ ドワ ー ド湾 内 の 動 物 プ ラ ン ク トン6種 の個 体 数 変 動(1月29日 ～2月28日)
と こ ろで,サ ウ ス ジ ョー ジア 島 周辺 か ら,い ま ま で に1)repanopttsforcipαtus　 GIESBRECHT　 1888　 (　Pesta
1930)とD.Pectinαtets　 BRADY　 1883　 (　Hardy　 &　Gunther　 1935)　 の2種 が 知 られ て い るが,カ ンバ ー ラン ド湾
で はD.forcipαtus1種 が分 布 す る こ と が明 らか と な っ た。
2図 に示 す 通 り,　DrepαnOPtes属 は南 極 収 束線 の 島喚 沿 岸 の み な らず,比 較 的 広 い水 域 で 出 現 して い る の で,
この 沿 岸2種 の 詳細 な生 態 分 布 は興 味 あ る課 題 で あ る。
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図2椀 脚類　DrepαnOPttS属 の出現域
南極海の底生生物 の飼育実験 教授 星合孝男,松 田達郎
第23次 南極地域観測隊の夏隊が昭和基地周辺沿岸部で採集した魚類や無脊椎動物などを鴨川シーワールドとの共
同研究として,長 期間の飼育を試みた。
観測船ふ じの船内および鴨川 シーワール ドの寒冷地動物飼育室にて飼育を続け,昭 和57年2月5日,昭 和基地出
発以来560日 目の現在(昭 和58年8月18日)収 集生物12種369点 中,魚 類2種6点(シ ョウワギス2点,ボ ウズハゲ
ギス4点),原 索動物2種3点(ホ ヤの一種1点,ホ ヤの一種2点),棘 皮動物2種7点(ウ ニの一種6点,ヒ トデ
の一種1点),節 足動物一種2点(ヨ コエビの一種2点),軟 体動物－PtlO点(マ キガイの一種10点),紐 形動物一
種5点(ヒ モムシの一種5点),海 藻類一種1点(紅 藻の一種1点)の 計10種34点 が生存中である。 これまでの,こ
れ ら生物の飼育環境 と飼育経過は以 下の通 りである。
1〕 飼育室は5° ～-5℃ までの冷却能力を有する本望(巾1.8m長 さ2.7m高 さ2m)と 前室(巾1.8m長 さ
0.9m高 さ2m)か らなるフ゜ レハブ冷蔵庫を使用 し,本 室内に底面浜過方式の632水 槽(巾30cm長 さ60cm高 さ45cm)
12個,204水 槽(巾26cm長 さ36cm高 さ27cm)8個,計20個 の水槽を置き,生 物を種類別に分離 し飼育をおこなった。
2〕 飼育水温は1° ±1℃ に設定 し飼育室の気温によって水温を調節するようにした。なお,温 度管理は室温
及び水槽水温(指 示水温±1℃)と も遠隔監視盤と定時測温にておこなった。水質については,当 館の飼育水質値
を基準としてPH(7.9～8.3)硝 酸態窒素(2　 ppm以 内)亜 硝酸態窒素(0.001ppm～0.02ppm)酸 素量(8.5
～9.5ppm)の 範囲内で調整した。また,酸 素供給用空気は冷却水中を通過させた後,活 性炭処理を行ない,除 湿
と清浄に努めた。
3〕 飼育室内の照度は水槽表面で51uxと なるようにし,飼 育生物によっては必要に応 じて水槽内にシェルタ
ーを設けた。
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4〕 餌料は,魚 類,ホ ヤ,ヒ トデ ヨコエビ,マ キガイ,ヒ モムシにはビタミン剤添加のホッコクアカエビの
ムキ身(冷 凍)と 活アサ リ,活 エビ,活 イワシを調餌 して与え,ウ ニ類にはアオサ(冷 凍)を 与えたが,餌 付けは,
給餌棒によっておこない給餌開始後8日 間で全て完了 した。現在の給餌は5日 間隔で飽食量を与えている。
5〕 この期間内の生存率は,























(2)共 同研究 ※印研究代表者 印以下極地研担当教官
ア)一 般共同研究
南極 における富栄養化現象の実験生態学的研究 ※秋山 優(島 根大学教育学部教授):松 田達郎





今回,南 極から分離された藻類を用い,バ イオアッセイにより,南 極土壌中の栄養塩の分布とそのバランス状態
の検討を試みた。
南極大陸露岩域の砂質土壌は,可 溶態の栄養塩としてNO3　 -N量 が場所により0～185ppmと 大 きな差 を示す
のに対 し,PO,-P量 は0.1～0.2ppm程 度である。昭和基地を中心 とした露岩域に散在する湖沼周辺の土壌をみ
ると,NO3-Nは0.1～46.6μg/g,平均9.22μg/g,　 PO4-Pは0.004～0.25μg/g,平均0.07μg/g程 度
含まれている。これに対 し,オ ングルカルベン島にあるペンギンルッカリー周辺の土壌は,NO,-Nが0.16～21.73
μg/g,平 均4.6μg/g,　 PO、-Pが0.07～16.78μg/g,平 均2.4μg/gで あった。 これをさらに各地点毎の
NO3　-N　/PO,　 -P比 にっいてみると,鳥 類の活動圏から離れた大陸湖沼周辺ではPOrPに 比 してNOrNが
著 しく多いのに対 して,ル ッカリー周辺ではNOrNに 対 してPO、 　-Pの 集積が著 しく高いことが認められた。
またルッカリーf:壌の場合,　NO3-N/POrP比は'F均4.8程度であり,こ の値は温帯域にみられるウミネコ営
巣地のものとほKS"同程度である。このような過剰なPO、 　-Pの 供給は,鳥 類活動圏内における著しい特徴の一つで
ある。
南極の土壌から分離された緑藻,　Stichococcusを 用い,各 地点の1嬢 浸出液の栄養度にっいてバイオアッセイ
(AGP)の 結果をみると,1嬢rkのNOil　 -N,　POrPの 含有量とほv'iLfi－な関係が認められるが,　PO　rPに っ
いてはルッカリー地帯のような高含有地では比較的相関が少ない。 このことはルッカリー地帯でのPOrPの 供給




珪藻植物群の生体群集 と遺骸群集の対応 について ※谷村好洋(国 、乞科学博物館 研究員):福 地光
男(助 教授),渡 辺研太郎(助 手)








出現 した珪藻類は25属85種 であった。海水12中 の細胞数は1982年3月 には7.3～22.0×104,1983年1月 には0.4
～2.9×104で あった。3月 の試水は各層でChαetocerosが 優占し(80～90%),Nitzschtα が8～19%の 範囲で
続く。 この両者で全細胞の98～99%を 占めた。1月 の試水ではChaet　oceros　spp.の 被殻溶解が顕著で,正 確な
細胞数は計数できないが,こ の属が優占し,　Nitzchiα が続 くという傾向は認められた。3月 に優占するChαeto
cerosの79～87%はC.　 negLectusで あった。　Nitzschiα 属の種組成は,3月 と1月 とで異なり,前 者ではN.tωr-
giquloiqesが 優占し,後 者では水深によりN.　cylinqrusかN.　 curtα となる。
海水中の珪藻種組成や出現細胞数の鉛直分布と先に報告 した底質中の珪藻種組成との比較か ら,1)chαetoce
rosspp.の 海水中あるいは海底での顕著な溶解,　2)　Nttzschtα 属のN.　c ostertumやN　 turgriquloiqes等
の選択的溶解,そ してこれに伴うN.　hergueLensis,　 N.ωrtα,　N.　cyLtnqrttS等 の底質中での相対的多産の2点 を
読みとることができた。ただ,海 水 ・底質両試料群の代表する時間の長さには大きな差があり,両 者に含まれる珪
藻類の定量的な比較には,海 水および海氷試料中の珪藻類にっいて,種 組成 ・細胞数等の変動の経年的な追跡をま
たねばならない。
昭和基地周辺 の土壌生態系の生物生産の研究 ※大島康行(早 稲田大学教育学部教授),伊 野良夫(早
稲田大学教育学部助教授):松 田達郎(教 授),大LI」佳邦(助 教授),神 田啓史(助 教授)
ある生態系の生物活動を支えるエネルギーは主に緑色植物の行う光合成によって固定 されるので,よ り活発な生
態系ではエネルギー固定量は大きい。南極地域は年間のエネルギー入射量は中 ・低緯度地域に比べ著 しく少いが,
植物の生育期間のみに限れば,日 長が長いため,1日 当りの入射量は極めて大きい。 しかし生育期間が短いため,




neαsutphωreα)と,北 海道中央部のアシベツキゴケ(StereOCαulonmyriOCαrpum　 ),　シワハナゴケ(α αqoηiα
submitis　 )　,長 野県北八 ヶ岳のムクムクキゴケ(Stereocα ωLonsαsαhii),　ハナゴケ(Ctαqoniαrαngiferjnα),
ミヤマハナゴケ(C　steLLαris　),　ウチキウメノキゴケ(Pαrmeliαhomogenes　 )　,　ヨコワサルオガセ(UsneαqV
ffrαct　を用い,赤 外線 ガス分析計を使 って,幾 つかの光強度,温 度条件下で光合成と呼吸速度の特性 を調べた。
南極産3種 はいずれも3℃ ないし5℃ 以下に最適温度をもつことが明らかとなった。日本産地衣も年平均気温0
℃以下の亜高山帯に生育するものであったが,生 育期(夏 季)の 温度はかなり高いはずで,そ れを反映 してか,ヨ
コワサルオガセを除いて,15℃ 以 ヒに最適温をもっていた。
またこれらの光合成 ・呼吸速度の温度特性 は5っ のグループに分けることができた。これは光合成 ・呼吸活性を




南極昭和基地周辺 に棲息す る魚類の腸 内細菌 叢について ※佐々木武二:星 合孝男(教 授)
昭和基地周辺に棲息する魚類の腸内細菌叢を調べることにより,人 為汚染が魚類にまで及んでいるか,ま た南極
の魚類に特徴的な細菌叢を保持しているか,に ついて調べた。
材料は一20℃に凍結 したまN昭 和基地より持ち帰 り,検 査時まで一20℃ 中に保存 した。魚体を4℃ で融解 したの
ち,体 表をアルコール綿でふき,で きるだけ無菌的に内臓を取り出し,ホ モジナイズした液を0.1meず つプ レー ト
に直接塗付し,4℃,20℃,25℃ で1週 間培養 した。使用培地は普通寒天培地,ハ ートインフュージョン培地を用
いた。
発育 したコロニーをランダムサンプリングにより41個選び,こ れ らについて以下の性状を調べた。グラム染色,
単染色,　sIM,オ キシダーゼ,カ タラーゼ,　oFテ ス ト,　oNPG,　 ADH,　 LDH,　 oDc,　 ciT,　H　2s,　uREA,　 TPA,
インドール,ゼ ラチン分解,グ ルコース,マ ンニット,イ ノシット,ソ ル ビット,ラ ムノース,サ ッカロース,メ
ルビオース,ア シダグリン,ア ラビノース。以上の結果をもとに,　Cowanの 分類に従って,各 々の菌の属につい
て分類 した。
41株 は以下の属に分類された。　Acinetobacter13株,　 Pseudomonas8株,　 Flavobactor6株,　 Aeromon
as　1株,　 Citrobacter2株,で あった。　Citrobacter2株 は37℃ でも発育 し,　Citrobacterfreundiiお よびC.d
iversusに 分けられた。本来魚類の生息する地域の海水温度条件か らみると,37℃ 発育の菌が出現することは考え
られない。これがどのような事情から魚類に浸入 したかは不明であり,基 地との関係も不明である。もし人為汚染
の結果と考えるならば,廃 水処理の問題が当然起って くると考え られる。今回はそこまで考える材料はなく,確 実
な根拠 もないので,検 出されたという事実にとどめる。今後継続調査することによりどのような変化が見られるか
興味深い。又,試 料が 一20℃保存のため,融 解後試料がうまく採取できないこともあり,試 料の輸送も考慮する必
要がある。
南極産 具類 の貝殻成 長線解析 に関する基礎的研究 ※小池裕子(埼 玉大学教養部講師):内 藤靖彦
(助教授)
南極産の巻貝,ナ ンキョクバイ(Neobuccinumeαtoni)と 二枚貝,ナ ンキョクツキヒガイ(AqαmusturncoL-
bechi)に ついて,貝 殻構造および貝殻成長線の観察法を検討 し,殻 成長の指標となる年輪あるいは周期的な成長
線を検出し,殻 成長を考察 した。
貝殻を成長方向に沿って切断したのち,樹 脂に包埋 し,切 断面を研磨 した。研磨面を0.1NHC1,0.1MEDT
A,3%　 CH　,COOHの エッチング液を用いてエッチングした。光学顕微鏡による観察は主としてエッチ ング面の
レプリカを用い,走 査電顕では成長面,自 然破砕面およびエッチング面を観察 した。
1)ナ ンキョクバイ




は磨耗などにより殻表面がチョーク化 して,最 外層がすでに消失 していたので,成 長線は口縁部を除いて検出する
ことは困難であった。この部分の成長線か ら殻成長を次の3期 に区分できる見通 しを得た。(1)殻高40～45㎜ の比較
的若い個体の成長線は殻の大きさを増す方向によく延びており,こ の時期の殻成長はかなり速いと思われる。②殻
高45～50mの 中型の個体では,時 おり成長線の密な部分があり,そ の成長遅延な部分との間にやや成長の速い区間








規則的に並び,か なり速い殻の形成が進行 していることを示している。殻高70m以 上では時おり成長線の密な所が
観察された。
イ)特 別共同研究
南極海沿岸生態系 と沖合 い生態系 との相互 関係の解析 ※星合孝男(教 授),河 村章人(北 海道大学 ・
水産 ・助教授),志 賀直信(北 海道大学 ・水産 ・助手),西 澤 敏(東 北大学 ・農学 ・教授),谷 口 旭(東 北大
学 ・農学 ・助教授),高 野秀昭(東 海区水産研究所 ・主任研究官),根 本敬久(東 京大学 ・海洋研 ・教授),堀 越
増興(東 京大学 ・海洋研 ・教授),沖 山宗雄(東 京大学 ・海洋研 ・教授),西 田周平(東 京大学 ・博洋研 ・助手),
古谷 研(東 京大学 ・海洋研 ・助手),粕 谷俊雄(東 京大学 ・海洋研 ・助手),川 口弘一(東 京大学 ・海洋研 ・助
手),門 田定美(日 本大学 ・農獣医 ・教授),広 海十朗(日 本大学 ・農獣医 ・助手),村 野正昭(東 京水産大学 ・
教授),佐 藤博雄(東 京水産大学 ・助手),今 島 実(国 立科学博物館 ・室長),中 村一恵(神 奈川県立博物館 ・
主任学芸員),小 坂昌也(東 海大学 ・海洋 ・教授),高 橋永治(神 戸大学 ・理 ・助教授),松 田 治(広 島大学 ・
生物生産 ・助教授),大 隅清治(遠 洋水産研究所 ・部長),吉 田主基(遠 洋水産研究所 ・室長),奈 須敬二(遠 洋
水産研究所 ・室長),小 牧勇蔵(遠 洋水産研究所 ・主任研究官),宇 野史郎(遠 洋水産研究所 ・主任研究官),高
橋 正憲(海 洋水産資源開発センター ・研究員),佐 々木洋(東 北大学大学院 ・研究生),岩 見哲夫(筑 波大学大学院
・学生):松 田達郎(教 授),箕 田 嵩(客 員教授),大 山佳邦(助 教授),内藤靖彦(助 教授),福 地光男(助 教授),
谷村 篤(助 手),渡 辺研太郎(助 手)
本特別共同研究の第3年 次として,昭 和57年 に主として昭和基地で得 られた調査試料(昭 和基地の北方,北 の瀬
戸からオングル海峡へかけて5定 点を設け,海 洋観測,生 物調査を実施)の とりまとめと検討を行った。
海氷下における水温の季節変動は極く表層を除けば一1.19℃ ～-1.89℃ の間を変動 した。冬期間,気 温の低下に
伴って,海 水温の低下が表層から深層へ向って起ったが,厳 冬期の7月 にすでに深層に一1.7℃ 以上の暖水が出現
した。塩分濃度の季節変化は33.525か ら34.425の 間で起 り,変 化の有様は水温の変化とよく一致 していた。
植物プランク トン現存量の指標としてのクロロフィル量の増加は11月か ら始まり,ユ 月中 ・下旬にピークに達す
る単峯型の増減を示 した。 しか しオングル海峡ではこのピークが12月 初に認められた。この理由は現在のところ明
らかではない。pH,溶 存酸素の季節変化はクロロフィル量の変化と平行 して起っている。一方,栄 養塩類の季節
変化は複雑であり,一 定の傾向は認め難かった。
植物プランクトンと同じく,定 着氷域の一次生産にあずかるice-algaeは,海 氷上の日射量が50～10〔蹴/c㎡/　day
とあまり多くない状態でも増加することが確かめられ,特 にice-algaeの 増加を支配する海氷下部の日射 量は,
海氷hの 積雪量に左右されることが確かめられた。裸水域では8月 下旬,す でに30mg/㎡ 程度のクロロフィルが認
められるようになる。
機脚類の一種,pαrα1αbiqocerα αntαrct　icnsは 夏期定着氷の直下に群生する。 しかしこの種の幼生は,春 期,
海氷下部の氷の結晶の間隙に生息 しており,　ice-algaeを 利用 している可能性が強い。10,11月 頃,　ice-algae
の現存量の大きい海氷域でこの幼生の個体数は多く,ま た成体となり海氷中に移る時期は,海 水中の植物プランク
トン現存量が高くなる時期と一致 している。
前記5定 点で行った通常のネット採集の結果,僥 脚類などの小型動物プランク トン現存量は,秋 から冬を経て春
に至る間に減少 した。しかし特製大型ネットの採集では,お きあみ類,や むし類などの大型動物プランク トンは,
冬期,む しろ増加した。 この変化の機構を明らかにするためには,さ らに調査を繰返えすことが必要であり,海 水
の沖合からの流入が予想されるので,沖 合いとの関連を知ることも重要であろう。
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昭和基地周 辺定着氷下 の底生生物 の研究 教授 星合孝男,助 教授 内藤靖彦
定着氷域における底生生物の研究は海氷の存在により極めて困難である。まず,定 性的調査を行 うための ドレッ
ジ採集ができず,定 量的研究を行 う採泥器採集 も相当な労力を要 し,多 くの地点での実施は困難である。写真撮影,
テレビによる観察にも同様な難点が伴う。　SCUBAに よる調査でも潜水場所,潜 水時間などには,お のずと制約が
生ずる。
一方,南 極大陸の沿岸域における底生生物の現存量は大きく,沿 岸生態系中の物質移動を論ずるとき,底 生生物
を無視するわけにはいかない。従って,底 生生物の研究は未だにいかなる情報も細大漏 らさず集収する段階にある
と考えられる。
トラップによる採集は比較的簡便な方法として,こ れまで実施されてきた。 この方法で採集 される生物は肉食動
物に限 られるので,採 集された動物の種組成,個 体数が トラップを設置した地点の動物相を正確に反映 していると
は言えない。そのような制約を知りっっも,上 記の理由から採集を継続 してきた。
昭和基地の北方500mの 北の瀬戸において,1967～1982年 の間に4回,そ れぞれ多少離れた場所で採集を実施 し
てきたので,そ れ らを比較検討 してみた。
1967年 は5月 ～12月 中旬まで,水 深9mの 地点で採集を行った。　Tremαtomωsbernαcchtt,　 Sterechintrsneu-
mαyert,　OqontαstervαLiqus,Neobuccinωrneαt　 oni,　Lineωscorrωgαtusが 主として採集された。11月 以降,
S.neωmαyeriが 連続して採集 されたが,冬 季は動物の採集される頻度が減少 した。
1970年 は9月 か ら12月初旬まで,水 深12mの 地点で採集を行った。採集された生物は前回と同 じであったが,こ
の年は9月 以降,0.vαtiqusが,そ して10月以降S.　neumαyeriが 連続して,し かも多数採集された。
1975年 は10月末～12月初頭まで採集を行った。11月 中旬以降　S.　neumayeriの 採集頻度は高かったカS　O.　vα－
liqusは1970年 と異なり,採 集回数 個体数とも少なかった。
1982年 は,3月 ～12月 の間,水 深19mの 地点で行った。採集された動物は従来のものに加えて,　Amphipoda
spp,が 採集された。この年はS.　neumαyeri,　 N.　eαtoni,　L　corrugαtωsが 秋3,4月 と,春10月 以降 に採集 さ
れ,冬 期間には全 くトラップに入 らなかった。 この5月 末から9月 末までの間,こ れまで採集されなかったAmphi-
poda　spp.が トラップに入った。
(3)科 学研究費補助金 による研究 ※印研究代表者 印以下極地研担当教官
(総合研究A)
南極海海洋生物生態系 の構造 と機能 に関す る総合研究 ※星合孝男(教 授),根 本敬久(東 大 ・海洋
研 ・教授),村 野正昭(東 水大 ・水産資源研 ・教授),小 牧勇蔵(遠 洋水研 ・主任研究官),有 賀祐勝(東 水大 ・
水産 ・助教授)大 隅清治(遠 洋水研 ・部長),山 中一郎(遠 洋水研 ・部長),中 村一恵(神 奈川県博 ・研究員),
白木原国雄(水 産大学校 ・漁業学科 ・助手):松 田達郎(教 授),箕 田 嵩(客 員教授),内 藤靖彦(助 教授),
江尻全機(助 教授),福 地光男(助 教授),谷 村 篤(助 手)
1.南 極海海洋生物生態系に関 し,　BIOMASS計 画による調査データの収集 ・整理を実施 した。 日本南極地域
観測隊の取得 した海洋生物定常観測データのうち,表 面海氷中のクロロフィルデータのデーターベース化はすでに
実施されてきており,57年 度分のデータも収録を行った。さらに,　FIBEXを 中心 とした開洋丸の海洋環境に関す
るデータのデーターベース化を行った。
2.本 総合研究の最終目的である海洋生態系のモデリングを行う際に,基 礎生産に関するデータは重要である。
特に,基 礎生産の季節変化を含めたデータの必要性がモデラーから指摘 された。 これに応 じて,昭 和57年 度に昭和
基地周辺で行われた植物プランクトンの現存t}1:調査の結果を整理した。また,海 氷域では,植 物プランクトンだけ




3.第2次 生産者のうち,最 も重要なナンキョクオキアミの現存量は,開 洋瓦の魚群探知器資料から推定されて
いるが,昭 和58年 度にも更に調査を継続 して行った。ナンキ ョクオキア ミの生息密度は,お よそ0.3g㎡ である。
また,生 態系モデル作成に'llって,重 要なナンキョクオキアミの生物学的パラメーターに関 しては,　FIBEX調 査
による新知見が集積されっっある。 これらに関する総観的考察を行った。その他の動物プランクトンにっいても,
捕食 ・被捕食関係の解析,一 部個体群の季節変動を調査 した。





題 目 著者(所 属) 誌 名 ・ 巻 号 ・ 頁 発 表 年 月
昭和基地周辺で採集された魚類のリス トおよび検 岩見哲夫(筑波大)南 極 資 料78,37-44 58.3
索表 内藤靖彦
A　 population　 study　 of　 weddell　 geal　 inY.　 Naito Proc.　 BIOMASS 58.7
LUtyow-Holm　Bay　 and　 it　atjacent　 waters,T.　 Ho hiai Colloquium　 1982,
Antarctica 200-210





Underwater　 observations　 of　 ice　 algae　 inH.　 Sasaki 南極資料81,1～8 59.3




題 目 発表者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月
定 着 氷 下 に お け るPαrαLαbiqocerα αntαrct　tcns谷村 篤 第6回 極域生物シンポジ 58.9
(澆脚類)の 季節変化と分布 福地光男 ウ ム
大塚英明
昭和基地における産生生物の トラップ採集 星合孝男 〃 〃









大型動物用の長期小型水深記録計 内藤靖彦 〃 〃
大山佳郎
星合孝男





南 極 リュ ツ ォ ・ホル ム 湾 定着 氷下 の ク ロロ フ ィル 福地光男 〃 〃
現存量 谷村 篤
大塚英明
南極 リュツォ・ホルム湾定着氷下の海洋構造 福地光男 〃 〃
谷村 篤
大塚英明










1982年,夏 期,昭 和基地周辺定着氷下の 谷村 篤 〃 〃





題 目 発表者(所 属) 発表した学会等の名称 発 表 年 月
南半球春一夏季におけるice　algae増 加開始時期星合孝男 海洋学会 58.10






南極大陸氷床上旅行の働態学的解析 松田達郎 第18回人類働態学研究会 58.7
■
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5.極 地 設営 工 学 研 究 グル ープ
(1)一 般研究
自然エネルギーを動力 と した無人観測 システムの研究開発 教授 川口貞男,助 教授 鮎川 勝 藤
井理行,助 手 寺井 啓,和 田 誠,山 岸久雄
昨年度は1　kw級 の風車発電システム2式 を試作 し,1式 は南極へ搬入 し,他 は霧が峯高原において冬期1か 月
間の野外実験を行った。今年度は省電力型データ収録 システムの開発を行った。このため短周期(超 高層現象)型
と長周期(気 象現象)型 の両者を開発 し,昨 年度開発 した風車システムの野外実験を南極で行った。
短周期型データ収録システムは基本設計を行い,概 ね終了 したので変調システムと記録本体の一部の試作に着手
した。長期型データ収録システムのモデルとして市販のデータロガー(テ ィアック,DR-55)の 試験を行い,実
験器用に改造 した。また,実 機用原型の基本設計を小型電子計算機を利用 して行った。
南極現地実験:み ずほ基地において(極 地研石沢技官担当)若 干のデータは得たが,電 磁ブレーキ(回 転数制御)
と回転翼フランジ(自 家製)に 問題があったため,試 作風車発電システムの現地実験は不充分な結果に終った。一方,
太陽電池との併用 システムの開発実験を行うため,国 内実験で使用 した風車発電システムを改良 し,こ れにDR-55
改造型データ収録 ・制御 システム,160W多 結晶型太陽電池(京 都セラミック製)を 加えみずほ基地へ搬入 した。
また国内実験用に試作 した保温箱も持参 した。さらに小型の太陽電池による通信機用電池充電 システムを試作 した。
南極地域研究のための設営に関する寒地工学 的研究 客員教授 東 晃
我が国の南極観測事業は開始以来四半世紀を経過 し,研 究目的や研究地域などの変化により転機に立っている。
この時に当り,研 究のための設営の問題をシステムとして把握 し,将 来の発展のための提案を行うことを目的とし,
i)氷 床上の基地建設と維持,li)氷 床上の輸送,di)エ ネルギー問題,iv)環 境問題,V)情 報伝達などにっい
ての調査 ・研究を行った。特に氷床上基地の維持に関連 し,排 水の雪氷中への浸透処理に関 し必要な熱量計算を行
い,こ の結果は第1回 極地設営工学 シンポジウムにおいて発表した。また,み ずほ基地の建築物は現在雪面下にあ
り,堆 雪による建物への影響,建 物からの放熱による周囲の積雪の変態等を調査するたあ,現 地と連絡をとりっっ
所要の計測を行い,半 貫客員助教授等と解析を進めた。
氷床上 の観測基地設計 に関す る基礎的研究 客員助教授 半貫敏夫
南極氷床上に建設される建物は堆雪により埋没する。このため円筒形の被覆構造物の中に建物を設けた基地があ
る。 このような構造物は輸送や建設に機械力を必要 とするので,軽 量で組立が簡単な合成繊維網の円筒構造物を作
り,そ の周辺に雪を堆積させ,人 工的に雪洞を作ることを試みた。風洞内に円筒型のスノウフェンスを設置 し,炭
酸マグネシウムによる人工雪の堆積状況を観察 した。また,種 々の大きさの トレンチ模型を置 き,そ の周辺の風の
分布か ら吹き溜りの発達過程を推定した。一方,直 径1m,長 さ2mの 円筒形スノウフェンス(鉄 骨フレームに4
種類の網を巻いた)模 型を作り,み ずほ基地で現地実験(昭 和59年2～3月)を 行 った。模型に用いた網目がかな
り大きかったため,飛 雪粒子は網目を通過 し,風 洞実験で見られた着雪堆積現象は現地では起 らなかった。今後は
網目の形状,雪 粒子の物性,風 速の影響等を考慮 して実験を継続する予定である。 これらの研究の結果は本人の所
属する日本大学の出版物に印刷発表するとともに,極 地設営工学シンポジウムにおいて発表 した。
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(2)共 同研究 ※印研究代表者.印 以下極地研担当教官
ア)一 般共同研究
昭和基地で使用する構造 材料 と しての石 膏の低温特性 ※佐藤稔雄(日 本大学理工学部教授),平 山
善吉(日 本大学短期大学部助教授),内 藤正昭(同 講師):楠 宏(教 授),川 口貞男(教 授)
昭和基地の建物の不燃化のために,石 膏の耐火性と低温特性に着目し,各 種石膏の力学的性質にっいて実験を行
った。その結果ll型 無水石膏改良品,H型 無水石膏およびα型半水石膏が,構 造用石膏として適合 していることが
わかった。 これらの石膏は何れも耐火性および低温特性に優れているが,昭 和基地で採取した骨材を用いた石膏 コ
ンクリー トを作成 し低温特性(各 種強度試験)を 調べた。この場合石膏モルタルおよびコンクリー トの養生温度を
0℃ と4℃ に限定 した。その結果,モ ルタルおよびコンクリート共に,H型 無水石膏改良品(II型 無水石膏70%,
V型 セメント30%)が 強度にっいて優れ,強 度の発現ではα型半水石膏が優れていることが明らかになった。来年
度は同一石膏を用いて,養 生温度の幅を広げた実験を行う予定である。研究の一部は極地設営コ王学シンポジウムで
発表 した。
南極越冬隊 の食生活 に関す る研究 ※松田達郎(教 授),藤 野富士代(小 田原女子短大講師):川 口貞男
(教授)
前年度は第21次 越冬隊の実際の食事献立に従って栄養出納表を作成 し,隊 員の栄養摂取状況を検討した。その結
果,摂 取量の低いカルシウムなどの補給を考慮 し,エ ネルギー4200Kcal,た ん白質170g,脂 質180g,カ ルシウム
1250mgと し,穀 類エネルギー比37%,た ん白質エネルギー比16%,脂 質エネルギー比38%,動 物性たん白質比66%
の食糧構成試案を作成 した。これらの結果を第25次 隊の食糧調達計画に反映させ,と くに旅行隊の食事計画担当者





題 目 著 者(所 属) 詩 名 ・巻 号 ・ 頁 発 表 年 月










南極地域における自然エネルギー利用ならびに建 佐藤稔雄(研究代 日本大学理工学部学術研 1984.3




題 目 著 者(所 属) 詩 名 ・ 巻 号 ・ 頁 発 表 年 月
昭和基地産骨材を用いたコンクリートの強度に関 平山善吉(日 大) 日本建築学会学術講演会 1983.9
する基礎実験その1,そ の2 内藤正昭(日 大)
尾方康純(日 大)
野尻悌孝(日 大)




石膏建物への利用の試みH 平山善吉(日 大) 文部省科研費総合Br構 1983.10









1.ア イ ス ラ ン ドに お け る オ ー ロ ラ現 象 の 共 役 点 観 測
????
期 間 昭和58年8月10H～10月10[]
参加者 福西 浩,佐 藤 夏雄(極 地研),国 分 征(東 大 ・理)
目 的




二等辺三角形の頂点に位置 し,オ ーロラ諸現象の通年観測を実施 している。また,昭 和基地には南極大陸では最 も
近代的なオーロラ観測のための総合観測システムが整備されている。オーロラ帯に位置する観測所で共役点観測の




Husavik,　 Isafj6rdurに おいて,来 年度予定 している本観測に備えて,ノ イズ調査などの移動観測を詳細に行
い,セ ンサーの設置場所を決定 した。　Husafel1は 昭和基地の共役点であることから,ア イスランドに設置する3
ケ所の観測点のなかで,中 枢観測所となるよう計画した。そして,今 回はオーロラ全天カメラ,フ ラックスゲート
磁力計,リ オメータ,　VLF自 然電波観測装置等のセンサーを設置 した。また,南 北両半球で観測されるオーロラ
現象の受信時間差を正確に知る必要があることから,10MHz標 準電波を受信することによって時刻較正を行う時計
装置 も設置 した。各観測装置により得られたデータはディジタルデータレコーダにより収録した。　Husafellに 設




1.シ ン ポ ジ ウ ム
第6回 極域生物 シンポ ジウム
昭和58年9月8日(木)～10日(土)
従来,「 南極生物 シンポジウム」として毎年開催 してきたが,今 回からシンポジウムタイ トルを 「極域生物」 と
し,北 半球極域の情報もカバーすることとした。同時に,広 く所外からの研究発表を受け付けた。今回はこれまで
のBIOMASS計 画の成果,第23次 南極観測隊による沿岸定着氷域での成果,さ らに北極海域や北太平洋亜寒帯域
での比較研究など合計29題 の発表があった。その他にSIBEX研 究計画に関する4題 の発表があり,活 発な討論お
よび情報交換が行われた。今回は一次生産に関する発表が10題 を占め,南 極海の一次生産の特徴が浮き彫りにされ
た。総合討論では将来の極域海洋生態学の展望にっいて意見交換がなされ,有 益なるシンポジウムであった。出席





谷口 旭(東 北大 ・農)
2.定 着氷下におけるParalabidoceraantarctica　 (橋脚類)の 季節変化と分布
谷村 篤,福 地光男,大 塚英明(極 地研)
3.南 極洋のマイクロネクトンいか類
根本敬久,沖 山宗雄,(東 大 ・海洋研),高 橋正憲(海 洋水産資源開発センター)
4.科 学魚探を用いたオキアミの音響学的調査について
白木原国雄(水 大校),中 山覚介(水 産庁 ・開洋丸)
ll.　魚類 ・底生生物
1.骨 学的形質よりみたコオリウオ科魚類(ス ズキ目:ノ トセニア亜目)の 類縁関係




沼波秀樹,小 坂昌也(東 海大 ・海洋)内 藤靖彦,星 合孝男(極 地研)
4.南 極産魚類等の長期飼育について





内藤靖彦,大 山佳邦 星合孝男,(極 地研)
3.印 度洋海獣動物相の分布に関する南緯55度 の意義
西脇昌治(東 海大 ・海洋研)
4.1981,82年 昭和基地付近で見 られたアデリーペ ンギン個体数の増加

















河村章人,市 川督朗,(北 大 ・水産)
4.南 極 リュッォ・ホルム湾定着氷下のクロロフィル現存量
福地光男,谷 村 篤,大 塚英明(極 地研)
5.南 極産紅藻PhyZZopんorα αntαrcticαの形態 ・生長 ・光合成活性について
大野正夫(高 知大 ・海洋生物教育研究センター)
6.南 極海の(]erαtium属 の分類と分布
岡本恒美,高 橋永治(神 戸大 ・自然科学研究科)
7.南 極海のChoanoflagellates,特 にPαrvicodicutαsociαlis　 (Meunier)　 Deflandreに っいて
原 成光,田 上英一郎(神 戸大 ・自然科学研究科)









立川 涼,田 辺信介,日 高秀夫,脇 本忠明(愛 媛 大 ・農)
2.南 極沿岸海洋生態系における有機塩素化合物の動態
日高秀夫,　Subramanian,　 B.R.,田 辺信介,井 上 毅,河 野公栄,脇 本忠明,立 川 涼(愛 媛大 ・農)
3.南 極海のコイワシクジラ(ミ ンククジラ)に よる水銀および有機塩素化合物の蓄積特性
田辺信介,森 徹,疇 津久美子,本 田克久,立 川 涼(愛 媛大 ・農)
V皿.海 洋環境条件
1.30°E～120°Eの 南極における地衡流
奈須敬二(水 産庁),永 延幹男(東 大 ・海洋研)
2.科 学魚探によるE.sωperdα 資源量の見積りにおける環境指数Z200の 意義
永延幹男,平 野敏行(東 大 ・海洋研)
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3.　 E.superbaの 地理的分布にたいする環境についての考察
永延幹男,平 野敏行(東 大 ・海洋研)
4.南 極 リュツォ・ホルム湾定着氷下の海洋構造




第4回 南極地学 シンポ ジウム
昭和58年10月28日(金)～29日(土)
今回は,地 質学.地 球物理学を中心 とし,地 球化学,地 形学,雪 氷学の広い分野にわたり,51編 の発表が行われ
た。昭和基地周辺地域での20次 一24次観測で得 られた成果のほか,マ クマードサウンド地域での地球物理学的,地
球化学的研究,白 嶺丸による南極周辺海域の調査などの成果が討議された。
通常,地 学関連の諸学会で,分 野別に成果が発表されているが、本 シンポジウムでは,南 極 という対象を軸に,
諸分野の枠を越えて討議が行われることが,最 も重要な役割である。討議の深化をはかることには,困 難な点 もあ
るが,努 力を傾けることとし,こ れに関 して,シ ンポジウムのあり方について も,討 論が行われた。
プログラム
1.地 質学的研究(1)
1.昭 和基地付近産変成岩のRb-Sr年 代(予 報)
矢内桂三(極 地検),柴 田 賢(地 質調査所),白 石和行(極 地研)
2.南 極スカレビークハルセンのスカルンの酸素同位体的研究
鈴木哲夫,松 葉谷 治,松 枝大治(秋 田大 ・鉱),本 吉洋一(北 大 ・理)
3.南 極産graphiteとmolybdenite
松枝大治(秋 田大 ・鉱),本 吉洋一(北 大 ・理),鈴 木哲夫,松 葉谷 治(秋 田大 ・鉱)
4.エ ンダービーランド,リ ーセル ・ラルセン山から見出されたスピネルと石英の共生にっいて
本吉洋一(北 大 ・理),松 枝大治(秋 田大 ・鉱)
5.リ ュツォ・ホルム湾エインストー ドインゲン産ザクロ石一珪線石片麻岩と大理石の構成鉱物
松原 聰(国 立科学博物館),本 吉洋一(北 大 ・理)
6.リ ュツォ ・ホルム湾沿岸地域から採集 された2,3の 特異な裏地性岩礫について(予 報)
小島秀康,矢 内桂三,白 石和行(極 地研),松 本径夫(山 口大 ・理)
7.南 極横断山脈Carapaceヌ ナターク産 ジュラ紀カイエビ類化石にっいて
西田民雄(佐 賀大 ・教育),楠 見 久(鈴 峯女子短大),矢 内桂三(極 地研)
8.南 極産鉱物の記載カタログ作成計画にっいて
松枝大治(秋 田大 ・鉱),松 原 聰(国 立科学博物館),矢 内桂三,白 石和行(極 地研),本 吉洋一(北
大 ・理)
9.極 地研究所所蔵の南極産岩石標本について
白石和行,矢 内桂三,小 島秀康,船 木 實(極 地研)
ll.　海洋域の地学
10.`し らせ'の 海上重力測定システム







佐々木清隆(東 北大 ・理),森 脇喜一(極 地研)
14.白 嶺丸によるロス海の海底地質調査結果一重力,地 磁気,地 殻熱流量一
佐木和夫(石 油公団),石 原丈実,上 嶋正人(地 質調査所)
15.白 嶺丸によるロス海の海底地質調査結果一反射法及び屈折法地震探査一
及川信孝,金 田義行(石 油公団),横 倉隆伸,加 野直巳(地 質調査所),多 田正明(地 球科学研)
16.白 嶺丸南極(ロ ス海)調 査研究航海(TH82-1)で 得 られたコアの残留磁気
上嶋正人(地 質調査所),佐 木和夫(石 油公団)
17.白 嶺丸によるロス海の海底地質調査結果一海底堆積物及び露岩一
佐藤俊二,中 水 勝,磯 部人志(石 油公団),有 田正史(地 質調査所),葉 室和親(外 務省)
皿.地 球物理学的研究
18.南 極大陸はなぜ地震活動が低いか
谷 祐史,川 崎一朗(富 山大 ・理)
19.南 極エレバス山の1982-1983年 の地震活動
植木貞人(東 北大 ・理),馬 場め ぐみ(千 葉大 ・理),神 沼克伊(極 地研),小 山悦郎(東 大 ・震研)
20.南 極エレバス山の爆発地震にっいて
馬場めぐみ(千 葉大 ・理),神 沼克伊,渋 谷和雄(極 地研)
21.エ レバス火山の噴火間隔の物理的解釈
下鶴大輔(東 大 ・震研),神 沼克伊(極 地研),　R.　R.　Dibble　 (ビクトリア大)
22.南 極 ロス島の重力測定
神沼克伊(極 地研),小 山悦郎(東 大 ・震研),植 木貞人(東 北大 ・理)
23.昭 和基地におけるボーリングコアの弾性波速度の測定
行竹英雄,伊 藤 潔(京 大 ・理)
24.人 工地震記象と理論記象との比較
伊神 揮(名 古屋大 ・理),伊 藤 潔(京 大 ・理)
25.南 極昭和基地周辺及びみずほ高原 やまと山脈地区での重力測定
長尾年恭(東 大 ・震研),神 沼克伊(極 地研)
26.や まと山脈地区の重力測定と氷床下の地形の推定
長尾年恭(東 大 ・震研),吉 田栄夫(極 地研)
27.ア ムンゼン湾ナピア山塊の古地磁気
船木 實,永 田 武(極 地研)
IV.　地球化学的研究
28.氷 山を用いた海水中のウラン回収法にっいて
西山 孝(京 大 ・工)
29.昭 和基地周辺露岩地域の岩石地球化学
久保田秀紀,椎 川 誠(秋 田大 ・教育),矢 内桂三(極 地研)
30.昭 和基地における大気中二酸化炭素のモニタリング
綿祓邦彦(東 大 ・教養),鳥 居鉄也(千 葉工大),村 山治太(横 浜国大 ・教育)
31.昭 和基地周辺湖沼の水質モニタリング
村山治太(横 浜国大 ・教育),中 谷 周(弘 前大 ・理),綿 抜邦彦(東 大 ・教養),鳥 居鉄也(千 葉工大)
32.南 極 ドライバレー地域 と昭和基地周辺のEvaporite
森川日出貴,平 林順一,小 坂丈了(東 京工大 ・工材研),鳥 居鉄也(千 葉工大)
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33.ド ンファン池の継年観測
中谷 周(弘 前大 ・理),鳥 居鉄也(千 葉工大),山 縣 登(公 衆衛生院),村 田貞雄(千 葉 工大)
34.南 極内陸塩湖の微量成分からみた塩起因
増田宣泰(北 大 ・水産),中 谷 周(弘 前大 ・理),鳥 居鉄也(千 葉工大)
35.南 極大陸における有機地球化学研究の現状
松本源喜(都 立大 ・理),鳥 居鉄也(千 葉工大),半 谷高久(都 立大 ・理)
36.南 極 ドライバレー地域の環境放射能









大前宏和(北 大 ・低温研),西 尾文彦(極 地研),勝 島尚美(北 大 ・理),石 川正雄(北 大 ・低温研),
高橋修平(北 見工大)
41.電 波氷厚計による基盤地形




大前宏和(北 大 ・低温研),西 尾文彦(極 地研),石 川IE雄(北 大 ・低温研),高 橋修平(北 見1'1大),
勝島尚美(北 大 ・理)
43.や まと山脈の泥質変成岩





勝島尚美(北 大 ・理),矢 内桂三(極 地研)
46.プ リンスオラフ海岸の地質構造





蟹沢聰史(東 北大 ・教養),木 崎甲子郎(琉 球大 ・理),石 川賢一一(東 北大 ・教養)
49.日 の出岬のFassaite-grossular　 rockに ついて
蟹沢聰史(東 北大 ・教養),矢 内桂三(極 地研)
50.　 Stauroliteの 安定性に対するZnの 効果
広井美邦(金 沢大 ・教育),白 石和行,矢 内桂三(極 地研)
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51.プ リ ン スオ ラ フ海 岸 の 変 成 岩 中 のHornblendeの 組 成
広 井 美邦(金 沢 大 ・教 育),白 石 和 行(極 地 研),大 貫仁(弘 前大 ・理)
第6回 極域気水圏 シンポ ジウム
昭和58年12月7日(水)～9日(金)
当研 究 所 主 催 の シ ンポ ジウ ムが 開 か れ た。23次 隊 か ら始 ま っ た 「東 ク イー ンモー ドラン ド研 究 計 画 」,「 中 層 大 気
観 測 計画(MAP)」 に関 す る報 告 が 数 多 く発 表 され た。 また22次 隊 で終 了 した 「南極 域 気 水 圏 観 測 計 画(POLEX
-South　 )」　に つ い て の解 析 結 果 の発 表,特 に 力 タバ 風 の シ ミュ レー シ ョ ンに っ い て の 発表 が な さ れ た 。 ま た,極
域 で の使 用 を考 え た測 器 や雪 結 晶 な ど にっ いて の 発 表 もな され た。 発 表 論 文56編,出 席 者94名 で あ っ た。 論 文 は当






小川利紘 岩上直幹(東 大 ・理),藤 井良一一(極 地研),菊 地雅寿(明 星電気)
3.南 極地域における大気中ハロカーボン濃度の精密測定(第2報)
横畑彰人,巻 出義紘,富 永 健(東 大 ・理)
4.南 極における大気微量成分濃度の測定
広田道夫,忠 鉢 繁,牧 野行雄,村 松久史(気 象研)
5.赤 外分光器による大気中微量成分の観測(そ の2)
村松久史,牧 野行雄 広田道夫,佐 々木 徹(気 象研)
　6.　 In-situmeasurementsofmolecularfromofstratosphericsulfateparticles
小野 晃(名 大 ・水圏研)
7.自 由対流圏エアロゾルの空間分布の観測
森田恭弘,高 木増美,近 藤 豊(名 大 ・空電研)




山内豊太郎,志 村英洋(気 象庁 ・観測部),松 原広司(高 層気象台),廣 瀬保雄(気 象庁 ・観測部)
2.長 波長放射の観測及び計算からみた逆転層の影響とその年々変動
山内 恭(極 地研)
3.　 AVHRR画 像を使用した雲,海 氷の抽出
田中信也(富 士通),山 内 恭,川 口貞男(極 地研)
m.海 氷 ・海洋
1.　 NOAA衛 星MSUに よる海氷縁識別の試み
瀬尾洋一(電 通大),山 内 恭(極 地研)
2.　 LUtzow-Holm湾 の海氷と昭和基地の気温
小野延雄(北 大 ・低温研)




本井達夫,小 野延雄(北 大 ・低温研)
5.イ ンパルスレーダーによる海氷厚の測定




井上雅之(自 然環境科学研究所),大 竹 武(ア ラスカ大 ・地物研)




4.南 半球の成層圏循環にっいて一 平均風 と波動のふるまい 一
塩谷雅人,廣 田 勇(京 大 ・理)
5.南 極域中層大気における内部重力波の生態
神沢 博(極 地研)
6.23次 隊MAP観 測の概要とVHFド ップラーレーダによる流星観測の結果にっいて





泉 達司,星 山満雄,西 辻 昭(北 大 ・応電研),和 田 誠,前 晋爾,楠 宏(極 地研)
3.ラ ングホブデ北の氷河の流動 と形態
西村 寛(北 大 ・低温研),森 脇喜一(極 地研),長 尾年恭(地 震研),末 田達彦(名 大 ・農)
4.南 極氷床の形成過程と酒養条件の変遷についての予察
上田 豊(山 口大 ・教育)
5.南 極白旗氷河流域氷床形態の計算機 シミュレーション(そ の2)
東 晃,森 由爾(北 大 ・工),長 尾正敏(北 大 ・工)(現 在VHP)
VI.　氷床変動(II)
1.白 旗氷河流域の流動特性
西尾文彦(極 地研),大 前宏和,石 川正雄(北 大 ・低温研),高 橋修平(北 見工大),勝 島尚美(北 大・理)
2.電 波氷原測定 と白旗氷河流域の基盤地形
石川正雄(北 大 ・低温研),西 尾文彦(極 地研),大 前宏和(北 大 ・低温研),高 橋修平(北 見工大),
勝島尚美(北 大 ・理)
3.電 磁波による氷床氷体の地域性
大前宏和(北 大 ・低温研),西 尾文彦(極 地研),石 川正雄(北 大 ・低温研),勝 島尚美(北 大 ・理),
高橋修平(北 見1二大)
4.氷 床氷体の電波の偏波特性にっいて
西尾文彦(極 地研),大 前宏和,石 川正雄(北 大 ・低温研),勝 島尚美(北 大 ・理),高 橋修平(北 見1二大)
5.裸 氷原のdirt　bandに ついて(1)一 成因と起源一
西尾文彦(極 地研),大 前宏和,イ1川d却(北 大 ・低温研),高 橋修・1;(北いIl大ll{:島 尚美(北 大 ・理)
7.裸 氷原のdirt　bandに っいて(II)一 構成粒9一と組成一






渡辺興亜(名 大 ・水圏研),佐 藤和秀(長 岡高専),加 藤喜久雄(名 大 ・水圏研)
3.南 極氷床沿岸地域の降水量の変動
佐藤和秀(長 岡高専ノ,渡辺興亜(名 大 ・水圏研)
4.氷 床表面の堆積と雪面形態
高橋修平(北 見1二大),大 前宏和(北 大 ・低温研),西 尾文彦(極 地研),石 川IE雄(北 大 ・低温研),
勝島尚美(北 大 ・理)
5.み ずほ基地における環境中性fと 積雪
小玉正弘(山 梨医大),西 尾文彦(極 地研),高 橋修平(北 見工大)
vm.　堆雪(ll)
1.南 極における表層雪の通気度 と構造の関係




田澤雄二(京 大 ・理),藤 井理行(極 地研)
4.積 雪のマイクロ波特性について
和田 誠,山 内 恭,川 目貞男,藤 井理行,神 沢 博,楠 宏(極 地研)
5.　 FM-CWレ ーダーによる積雪の内部構造の観測
藤野和夫(北 大 ・低温研),鈴 木勝裕,松 本 正,黒 岩大助(道 工大)
IX.　雪結晶 ・測器
1.ゴ ヘイ型雪結晶の形成について
佐藤 昇,菊 地勝弘(北 大 ・理),上 田 博(国 、拉防災センター)
2.低 温で成長する単結晶雪の成長機構
権田武彦,清 忠師(東 理大 ・理工)
3.雪 結晶の発生と成長一雲流 との相対運動の影響一
山下 晃,浅 野浅春,成 重和子(大 阪教育大)
4.ス ノーパーティクルカウンターによる吹雪観測
石本敬志,竹 内政夫(北 海道開発局L木 試験所)
5.バ ルーン搭載用Lyman－ α/OH湿 度計
山下喜久(気 象研),岩 坂泰信(名 大 ・水圏研),'F沢 威男,和 田 誠,山 内 恭,川 口貞男(極 地研),
小林喬郎(福 井大 ・1:)
6.第25次 隊用メカニカル トリルシステム





高橋修平(北 見Il大),大 前宏和,石 川正雄(北 大 ・低温研),勝 島尚美(北 大 ・理),西 尾文彦(極 地研)
3.み ずほ基地の地吹雪観測H－ 地吹雪の諸性質















今回のシンポジウムでは,極 域を中心 とする磁気圏 ・電離圏擾乱現象,オ ーロラ現象,　ULF-VLF波 動現象,
MAP観 測ならびに極域現象のシュミレーションと理論的考察等にっいて,国 際磁気圏観測(IMS)以 降に得 られ
た多量の地上及び飛翔体観測データを用いての詳細な解析,最 近得 られたMAP観 測データの解析結果等が報告さ
れた。特に,今 回設けた 「Pc3脈 動とその関連現象」のセッションにおいては,Pc3脈 動の発生源から地上 ま
での伝搬特性およびそれに関連する現象について活発な議論が交された。また,将 来計画に関するセッションでは
ポーラパ トロール気球,共 役点気球観測,　EXOS-D衛 星観測等将来重要なテーマとなる観測計画が提案された。
なお,本 シンポジウムでの発表論文は"　Memoirs　 of　National　 Institute　of　Polar　Research,　 Special　Issue"
に印刷される予定である。
プ ロ グ ラム
1.オ ー ロ ラ現 象
1.オ ー ロ ラ と オ ー ロ ラ粒 子(　Review　 )
巻 田和 男(拓 殖 大 ・政 経)
　 2.　 Dawn-duskAsymmetryofAuroralOval
金 田栄 祐(東 大 ・理)
3.　 DaysideAuroraのBreakup
鮎 川 勝(極 地 研),巻 田和 男(拓 殖 大 ・政 経),国 分 征(東 大 ・理)
4.オ ー ロ ラ周 辺 の電 場
小 口 高(東 大 ・理),　 AUVグ ル ー プ(東 大 ・理,宇 宙 研,九 大 ・理,　 UBC)
5.パ ル セ ー テ ィ ング オ ー ロ ラ と沿 磁 力 線 電 流 との 関 係
藤 井 良 一(極 地 研),竹 中 潤(千 葉 大 ・理)
6.磁 気 リコ ネ ク シ ョ ンに よ る爆 発 的 エ ネ ル ギ ー変 換 機 構 とオ ー ロ ラ フ レア ー
鵜 飼 正 行(愛 媛 大 ・工)
7.オ ー ロ ラ世 界 デ ー タセ ン ター(WDC-C　 2　 for　Aurora)の 現 状 に つ い て
鮎 川 勝 勝 田 豊,平 沢 威 男,星 合 孝 男(極 地 研)
ll.　　 飛翔 体 に よ る電 離 圏 ・磁 気 圏 観 測
1.北 極 域 に お け るオ ー ロ ラX線 観 測
平 島 洋,村 上 浩 之,奥 平 清 昭(立 教 大 ・理),藤 井 正 美,西 村 純,山 上隆 正(宇 宙 研),
小 玉 正 弘(山 梨 医大),江 尻 全 機 宮 岡 宏,小 野 高 幸(極 地 研)
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2.サ ブストームに伴 うオーロラX線 バーストとその関連現象
小玉正弘(山 梨医大),藤 井良一(極 地研),河 野 毅(理 化研)
3.　 EXOS-Cに よる極域電子密度計測
高橋忠利,渡 部重十(東 北大 ・理),渡 辺勇三(宇 宙研),大 家 寛(東 北大 ・理)
4.　 EXB型 イオン質量エネルギー分析器の開発




佐川永一,森 弘隆 巌本 巌(電 波研),小 川忠彦(電 波研 ・平磯)
7.S-310JA-7号 機で観測された低周波密度ゆらぎとAC電 場 との相互比較解析結果にっいて
森 弘隆 佐川永一(電 波研),小 川忠彦(電 波研 ・平磯),小 川俊雄(京 大 ・理),山 岸久雄(極 地研)
8.地 球内部大規模変動 と地球磁場の関係
竹中 潤,木 下 肇(千 葉大 ・理),藤 井良一(極 地研)
皿.　 ELF・VLF波 動現象
1.ア ンドヤー昭和同時観測による昼間側VLF放 射の共役性について
松戸 孝,芳 野赴夫(電 通大),山 岸久雄,福 西 浩(極 地研)
2.　 PeriodicVLFEmissionの 共役性にっいて
小島年春,芳 野赴夫(電 通大),山 岸久雄,福 西 浩(極 地研)
3.　 RayTracingに よる磁気圏内ELFヒ スの伝搬特性とISIS人 工衛星観測
山岸久雄,福 西 浩(極 地研),鈴 木光義,小 島年春,芳 野赴夫(電 通大)
4.　 ISIS衛 星及び地上(キ ッダーレン,昭 和基地)同 時観測によるVLF放 射の南北共役性
今江知延 芳野赴夫(電 通大),山 岸久雄,福 西 浩(極 地研)
5.　 ISIS衛 星のスピンを利用 したVLF放 射到来方向の決定
鈴木光義,芳 野赴夫(電 通大),山 岸久雄,福 西 浩(極 地研)
6.極 域ELFヒ スについて
恩藤忠典,中 村義勝,渡 辺成昭,村 上利光(電 波研)
7.　 ISIS衛 星によって観測されたオメガ信号によるトリガード・土ミッション
松尾敏郎,木 村磐根(京 大 ・工),山 岸久雄(極 地研)
8.S-310JA-6号 機によって観測されたVLFヒ スの特性
西野正徳 田中義人,岩 井 章,鎌 田哲夫(名 大 ・空電研)
9.南 極電算機データを用いたELF-VLF放 射強度の統計結果
伊藤弘道,渋 谷仙吉,前 沢 潔(山 形大 ・理),佐 藤夏雄(極 地研)
10.　 DiffusedWhistlersと ダクト伝搬
荒木 喬(弘 前大 ・教育)
11.地 磁気変動に伴う電力線放射電磁界強度変化 北極圏大気球観測
富沢一郎,芳 野赴夫,佐 々木勇人(電 通大)
12.北 欧北極圏内におけるELF-VLF電 磁環境調査結果





内海通弘,広 野求和,藤 原玄夫(九 大 ・理)
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3.昭 和 基 地 にお け る オ ゾ ン特 別 観 測(1982年1月 ～1983年2月)
忠 鉢 繁(気 象 研)
4.極 域 にお け る大 気 波 動 の 総 合観 測 に つ い て
南 繁 行,堤 四 郎(大 阪市 大 ・工)
5.南 極 成 層 圏 電 離 強 度 の 気球 観 測
森 田 恭 弘,鎌 田 哲 夫,高 木増 美(名 大 ・空 電 研),北 村 正 亟(気 象 研)
6.昭 和 基 地50MHzレ ー ダに よ る中性 大 気 風 の観 測
小 川 忠 彦(電 波 研 ・平磯),五 十 嵐 喜 良,倉 谷康 和(電 波 研),藤 井 良 一,平 沢 威 男(極 地研)
7.26次 南 極MAP観 測 計 画
福 西 浩,川 口 貞 男(極 地 研)
8.南 極 中 層 大 気 の レー ザ レー ダ によ る観 測計 画(JARE26)
野村 彰 夫,鹿 野 哲 生(信 州 大 ・工),岩 坂 泰信(名 大 ・水 圏 研),福 西 浩,川 口貞 男 平沢威男(極 地研)
9.JARE26に お け るS-310型 南 極 ロ ケ ッ ト実 験 計 画
山 岸 久雄,福 西 浩(極 地 研)
V.　 Pc3脈 動 と その 関 連 現 象
1.Pc3の 特 性 とそ の 関 連 現 象(　Review　 )




斎 藤 尚 生,湯 元 清 文(東 北 大 ・理)
4.磁 気 圏境 界 お よ び静 止軌 道 にお け るPc3脈 動
友 村 清,桜 井 亨,利 根 川 豊(東 海 大 ・工)
5.　 Bowshock上 流 域 で の 低周 波 モ ー ドの励 起 とPc3脈 動 の 起 源
星 野 真 弘,寺 沢 敏 夫(宇 宙 研)
6.　 Cusp領 域 に お け る地 磁 気 脈 動
加 藤 愛 雄(東 北 大 ・名 誉 教 授),利 根 川 豊 友 村 清(東 海 大 ・工)
7.L=1.7よ りL=3.2の 間 のPc3脈 動
坂 翁 介(九 大 ・理)
8.海 外 広域 多点 同 時観 測 に基 づ くPc3脈 動 とupstream　 waveと の関 連 性 にっ いて
湯元 清 文,斎 藤 尚 生(東 北 大 ・理),　 CINPULF観 測 グル ー プ,　 MILCULF観 測 グル ー プ
9.Pc3脈 動 に 伴 うCNA・VLF放 射modulation
佐 藤 夏 雄(極 地 研),渋 谷 仙 吉(山 形 大 ・理),樋 口 喜 啓(山 形 大 ・工)
10.Pc3脈 動 に伴 うQPエ ミッ シ ョ ン周 期 のIMF強 度 依 存 性
湯 元 清 文(東 北 大 ・理),佐 藤 夏 雄(極 地 研)
VI.　　 将 来 計 画
1.ポ ー ラー パ トロー ル気 球(PPB)
1.気 球 シ ステ ム
西村 純,鶴 田浩 一 郎(宇 宙 研),小 玉正 弘(山 梨 医 大),福 西 浩(極 地 研),　 PPBWG(ポ ー ラ ーバ ト
ロー ルバ ル ー ン ワー キ ン ググ ル ー プ)
2.ポ ー ラー パ トロー ル 気球(PPB)
2.観 測 内 容
小 玉 正 弘(山 梨 医 大),鶴 田浩 一一郎(宇 宙 研),国 分 征(東 大 ・理),鎌 田哲 夫(名 大 ・空 電 研),
嘉 納 宗 晴(気 象 研),福 西 浩,神 沢 博(極 地 研),
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PPRWG　 (ポ ー ラー バ トロー ル バ ル ー ンワ ー キ ング グ ルー プ)
3.共 役 点 気 球 観 測 計 画
福 西 浩,佐 藤 夏 雄,藤 井良 一,山 岸 久雄(極 地 研),国 分 征(東 大 ・理),西 村 純(宇 宙 研)
4.　 EXOS-D計 画
大 家 寛(東 北 大 ・理),　 EXOS-DWG
5.　 EXOS-D受 信 設 備
芳野 赴 夫(電 通 大)
6.　 ISTP計 画(lnternational　 Solar　 Terrestial　 Physics　 Program)
西 田 篤 弘(宇 宙 研)
7.セ ル ロ ンダー ネ山 地 地域 に お け る観 測 計 画
鮎 川 勝,佐 藤 夏 雄,山 岸 久雄(極 地 研)
vn.　 ULF波 動 とSC現 象
1.　 ULF波 動 に 見 られ るSCの 効 果(　Review　 )
石 田 十 郎(東 大 ・理)
2.極 域 多 点 観 測 に よ るPg脈 動 の特 性
利 根 川 豊(東 海 大 ・D,福 西 浩(極 地 研),　 A.　Hunter(Univ.　 of　Lancaster)
3.極 域 多 点 観 測 に よ るPi2脈 動 の特 性
桜 井 亨(東 海 大 ・工),福 西 浩(極 地 研),　 A.　Hunter(Univ.　 of　Lancaster)
4.Pc3-5に 伴 う レー ダオ ー ロ ラエ コー
五 十 嵐 喜良,倉 谷 康 和(電 波 研),小 川 忠 彦(電 波 研 ・'}磯),藤 井良 一,佐 藤 夏 雄(極 地 研)
5.58年 度 ア イ ス ラ ン ド共 役点 観 測
1.概 要
佐 藤 夏 雄,福 西 浩(極 地 研),国 分 征(東 大 ・理),　 Th.　Saemundsson(Univ.　 of　Iceland)
6.58年 度 ア イ ス ラ ン ド共 役 点観 測
2.地 磁 気 脈 動 とそ の 関連 現 象
福 西 浩,佐 藤 夏 雄(極 地 研),国 分 征(東 大 ・理),　 Th.　Saemundsson(Univ.　 of　Iceland)
7.電 離 層 一磁 気 圏 に お け る3次 元電 流 系 の地1磁 場 効 果
糸 長 雅 弘,北 村 泰一(九 大 ・理)
8.地 上 お よび静 止 衛 星 高度 に お け るSSCと 関 連 現 象 の 対 比
桑 島 正 幸,角 村 悟(地 磁 気 観 測 所),福 西 浩(極 地 研)
9.静 止 衛 星 で 観 測 され たSCのPolarizationの特 性 にっ いて
永 野 宏(岐 阜 歯 大),荒 木 徹(京 大 ・理),福 西 浩,佐 藤 夏 雄(極 地 研)
10.電 離 層 上 下 で のSC同 時観 測
荒 木 徹,家 森 俊 彦,亀 井 豊 永(京 大 ・理)
珊.極 域 現 象 の シ ミュ レー シ ョン と理 論 的 考察
1.　 AKRの 伝 播 モー ド(　Review　 )
橋 本 弘 蔵(京 大 ・ 工)
2.オ ー ロ ラ キ ロ メ ー トル波 の 放 射 機 構 の新 しい理 論
大 家 寛,飯 島 雅 英(東 北 大 ・理)
3.極 域 電 離 圏 にお け るZモ ー ド波 の線 形 モ ー ド変換
宮 岡 宏(極 地 研)
4.数 量的 磁 気 圏 モ デ ル にお け るプ ラ ズマ 対 流 と磁 気圏 現 象
恩 藤 忠 典,相 京 和 弘(電 波 研)
5.　 VLFダ ク ト放 射 に よ る 大地Lへ の 伝 播特 性
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長 野 勇,満 保 正 喜,川 端 一 也(金 沢大 ・工)
6.Pc1脈 動 とELF波 動 の 相互 作 用(Plasma　 Maser　 Theory)
南 部 充 宏(九 大 ・教 養),玉 尾 孜,三 浦 彰,谷 口治 幸(東 大 ・理)
7.局 在 化電 磁 流 体波 の電 磁 層 入射(2)
藤 田 茂(地 磁 気 観 測 所)
8.地 磁 気脈 動 変 化 に 対 す る斜 め沿 磁 力線 電 流 効 果
玉 尾 孜,三 浦 彰,谷 口治 幸(東 大 ・理),南 部 充 宏(九 大 ・教 養)
9.マ グ ネ トポ ー ズ電 流 のNormal成 分 と極 域Field　 -　aligned　 Current
山 内 正 敏(京 大 ・理)
10.降 下 電 子 に 関 す る輸 送 方 程式 のDiscrete　 Ordinate解
櫛 田 健,上 山 弘(東 北 大 ・理)
IX.　　 電 離 圏 ・磁 気 圏擾 乱
1.太 陽 風 速 度 の 空 間 分 布
袴 田 和 幸(中 部 工 大),前 沢 洌(名 大 ・理)
　 2.　 EnhancementofthePolarRainanditsRelationshiptoSolarWind
巻 田 和 男(拓 殖 大 ・政 経),　 C.-1.Meng(APL/JHU)
3.オ ー ロ ラ ジ ェ ッ ト電 流 中 の電 場/電 気 伝導 度 の相 対 的 重要 度
上 出 洋 介(京 産 大 ・理),安 原 文 彦(中 京 大 ・教 養),藤 井 良 一(極 地 研)
4.　 VHFド ップ ラー レー ダに よ る極 域 超 高 層 の ダイ ナ ミッ ク スの観 測
五 十 嵐 喜 良,倉 谷 康 和(電 波 研),小 川忠 彦(電 波 研 ・平 磯),藤 井 良 一,平 沢 威 男(極 地 研)
5.高 緯 度Pi2脈 動 と沿 磁 力 線 電 流
樋 口 喜啓(山 形 大 ・ 」⊃
6.　 Substormの 効 果 と して のPc1地 磁 気 脈 動
石 田 十 郎,林 幹 治(東 大 ・理)
7.極 域 に お け るRiometer観 測 結 果 の 経 年 変 化







における砕氷船 ・雪上車 ・建築 ・基地の設営と設備の4
つの話題を軸に砕氷船のプロペラ設計から食料 ・衣服の
多岐にわた り総計20編 の研究発表や報告が行われ,興 味
深い議論 がなされ た.出 席者は当研究所員を含め延べ















Design　 considerations　 on　two　 candidate　 propel・
lers　for　icebreaking　 vessel
笹 島孝 夫,武 隈 克 義,加 用 芳 男
(三菱 重 工 ・長 崎 研)
南 極 雪 上 車 に つ い て
細 谷 昌 之(防 衛 庁 ・技 研 本 部)
On　 an　experimental　 air-cushion　 vehicle　 forthe
Antarctic　 use
村 尾 麟 一(青 山学 院 大 ・理 工),森 脇 喜 一
(極 地 研),大 門康 祐(三 井造 船)
南 極航 空 機 使 用 の 現 状 と展 望
村 越 望,佐 野 雅 史(極 地 研)
近 い将 来 の南 極 に お け る通 信 手 段
芳 野 赴 夫(電 通 大)、 福 西 浩(極 地 研)
ll　極地雪氷工学
1.海 氷強度の簡単な推定法について
佐伯 浩,小 野敏行,酒 井雅史(北 大 ・工)
泉 洌(東 海大 ・札幌)
2.海 氷盤の耐荷力について
佐伯 浩,小 野敏行(北 大 ・工)
山田 満(三 井造船)





菊地光一,伊 藤 淳(秋 田高専)
吉村 昇(秋 田大 ・鉱)
3.氷 床上基地の排水に関する熱学的考察




佐藤稔雄,平 山善吉(日 大 ・理工)
2.昭 和基地の不燃化に伴 う石膏部材の開発と石膏建
物の提案
平山善吉,内 藤正昭,佐 藤稔雄(日 大 ・理工)
3.高 床式建築物周辺の吹きだまりについて
・ 苫米地司,遠 藤明久(北 海道工大)
4.南 極氷床上基地建物に関するスノウドリフトコン
トロールについて
半貫敏夫,佐 藤稔雄,三 橋博巳(日 大 ・理工)










川口貞男(極 地研),五 味貞介(魚 鉄)
南極防寒衣類の体力学的検討:体 温 ・作業能力に
ついて
渡部和彦(広 島大 ・教育),山 口立雄





近藤建雄,畔 柳昭雄,加 藤 渉,
佐藤稔雄(日 大 ・理工)





第9回 南極 明 石 シ ンポ ジウ ム は、3月22日 一一3月24日
の3日 間.当 研 究 所6階 講 堂 にお い て開 催 され た.発 表
件 数 は 昨 年 同 様581/1・で あ っ た.ま た.シ ンポ ジウ ム最 終
日.酸 素 同 位 体 研 究 の 世 界 の 第 … 人 者 、 シ カ ゴ大学 エ)
リ コ フ ェル ミ研 究 所 教 授.ロ バ ー ト,・ク レー トン博,f:に
よ る 「酸 素 同 位 体 に つ い て 」 の 特 別講 演 が 約2時 間 に わ
た ・)て行わ れ た.3日 間 の 参 加 実 数 は115ノ ＼で.そ の う
ち 外 国 か らは、 米 国、 カ ナ グ ブ ラ ジル 、 チ ェ コス ロ バ
キ ア 、 ホrラ ン ド、 オ ー ス トラ リアの6ケ 国 よ り9名 の
参 加 が あ り(う ち 招 待者2名).そ の他 ア ブ ス トラ ク トの
み の 参 加 が4件 あ った.発 表 内 容 は、 損 石探 査 か ら限 石
の 物理 ・化学 まで 多岐 に わ た る と とも に 、 月 の 起源 や 、
宇 宙 空 間 で の 材 料'll学 とい')た 惑星 科学 の 新 しい 分野 の
発表 が 加 わ った.ま た.ト ヒ ・ソク ス と して 、 や ま と山脈
か ら、 月起 源 と思 わ れ る限 石が 見 出 され た とい う発 表 が
あ る な ど,盛 況 な シ ンポ ジウ ム とな った.
これ らの講 演 内容 は.'11研 究 所 よ り英 文の 特 別 号 と し
て 公 表 され る 予 定 で あ る.ま た.演 者.及び演 題 は以 下の
通 りで あ る.
プ ロ グ ラ ム
1.　 Katsushima　 T.,　 Nishio　 F..　Ohmac　 H.,　 Ishikawa　 M.
　 　 　 and　 Takahashi　s.:　 (:oHcctiOII　 of　 、'a111ato　 ,N・lc-
　 　 tcoritcs　 from　 Antar(;ti(」a　 ill　l982-83.
2.　 Nishio　 F.,　 Ohmac　 H..　 Ishikawa　 M..　 Katsllshima　 T.
　 　 　 and　 Takallaslli　 s・:　 Bcdrock　 Topograph》　 alld
()cc吐1rr(rllc(一 ・(}f)㌧1(,it(一・()rit(・sintl1(.・ ～1(二・t(.L(〕1・it(・Ic℃
Fie1〔|ll(、a1-1|10、.all1こlt(}M〔)【111taills.
3.　 Talima　 K.三m(I　 Nishi・ 　 F・:　 Exa(・l　 S〔)luti(m　 ・f
　 　 　 Radar　 Equatioll　 fo1・　Dctccth〕g　 Mctco1・itcs　 Bui・icd
　 　 withhl　 thc　 hc　 b}'　 Radio　 E('ho　 Sout)din9・
4・　 Tazawa　 Y・　alld　 Fuji{　 Y・:　 Allor!nalousl》 　 Sm　 E,}-
　 　 ridlcd　 Pcro、'skitc　 Sphcralcs　 alld　 Othcr　 '1'yl)cs
　 　 of　 Sphcru[cs　 from　 thc　 、IARE-15　 1tc　 (:orc　 at
　 　 　 ,MiZUho　 StatiOn.
5.　 Mats1|moto　 Y.,　 Jyo　 N.　 and　 Kojilna　 H.:　 Classilト
cation　 of　 Scvcral　 Ya111ato-75　 (二holldl-itcS　 (、').
6.　 Kojima　 H.　 alld　 Yallai　 K.:　 (llass"k:atiOll　 of　 thc
　 　 Pebblc　 Sizc.Mctcoritcs　hl　 tllc　 Yamato-74　 (:(Dl-
　　　　　lccti(}ll.
7.　 Prillz　 M.,　 Nchru　 C.　 E.、　、、'cisbcrg　 M.　 K..　 1)clitnc、
　 　 　 J.　s.　and　 Yallai　 K・:　 、'amato-69L　 ・、　'rypc　 3　E11-
statite(jl)〔)11d1,it(.:R(.lati()11slli})NS'itl1()(11(.1'【,1)-
　 　 　 c〔luilibratcd　 Ellstatitc　 (;hondrit('s.　 (UE(∵s)・
8.　 Takcda　 H..　 Mo19i　 H.,　 Ik℃da　 Y.　 and　 Yallai　 K.:
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2.研 究 小 集 会
(1)南 極 ロケ ッ ト観測研究小集会
開催日:昭 和58年10月31日(月)
経過及び成果
討論を行 う上での共通基盤を設け,ま た問題意識を明確にするため3件 のレビュー講演が行われた。まず過去の
南極ロケット実験の成果及び問題点が提示され,続 いて現在のオーロラ現象研究の上での研究課題がオーロラダイ
ナミクスの観点及び波動粒子相互作用の観点から明らかにされた。 これらを踏まえロケット実験計画に応募した研








第1部 では 「南極みずほ高原の地表風の広域特性」という題で,主 に22次隊がみずほ高原一帯で実施 した広域移
動観測の成果が報告された。特にその中で,カ タバ風と一般場 との関係,地 形 との関係が明 らかにされ,地 ヒ風の
ふるまいが,こ れ らの相互関係でうまく説明された。これまでみずほ基地一点で詳 しく調べ られた成果を,2次 元
的場の中で解釈することを可能にしたものである。
もう一つは,「吹雪粒子の粒径分布としもの付着」というテーマで行われ,風 の場を吹雪粒子の粒径分布 との関
係,吹 雪粒子の介在による地表面での熱収支の変化が議論された。 さらに30mタ ワーへのしもの付着と気象状態と
の関係が考察され,接 地層内の熱収支に関する新たな知見が述べられた。
第2部 のまとめに関する議論では,　POLEXCollectedPapersを 集成することが確認された。これはPOLEX
-　North　,　数値実験を含め,既 に出された各論文を集大成するものである。これとは別に,必 ず しも網羅的にな
ることをねらわず,　POLEX-Southの 中心テーマ 「力タバ風帯の循環 と熱収支」について,放 射,境 界層,大
気循環等々の分野を総合 した 「まとめ」を作るべ く議論が進められた。第1部 の話題提供 も,こ のまとめへ向う一
段階として,分 野間の境界を埋め相互理解を深めるべく企図されたものである。今後 もこの方針に沿 って,「 地吹





セルロンダーネ地域の概要 として,観 測拠点建設計画,自 然環境,観 測 ・調査の歴史にっいて報告があった後,
気象及び超高層物理観測の項目として以下の提案があった。
気象:力 タバ風と山岳効果の観測,熱 収支観測,降 雪 ・雲物理観測,中 層大気の観測,地 上気象観測 ・高層気象
観測。
超高層物理:南 北共役点を含む地上多点観測の意義,や まと山脈での地磁気観測経験によるコメント,　VLF自
然電波観測,Pc3-5帯 地磁気脈動観測,セ ルロンダーネを中心とした無人観測,オ ーロラ多点観測,オ ーロラ
一144一
の分光観測,バ ルーン観測 ドップラーレーダ観測,観 測の有 り方 ・望ましい候補地 ・システム設計方針等のコメ
ント。
セルロンダーネ観測拠点を中心とした気象観測を行う意義としては以下の3点 にまとめれた。
1)棚 氷,平 坦雪面,山 岳急斜面,内 陸高地といった地域的特色のある場所を含む。
2)昭 和基地の如き沿岸の露岩とは異り,比 較的一様な雪面をもち,代 表性がある。
3)昭 和基地以外に観測点を持つということで2点 観測を担う場所となる。
これらをふまえて,提 案された種々の観測計画のうち,既 存の気象観測計画との整合性及び設営面での実現可能
性を考慮 し,当 面以下の提案に集約 された。
1)第1期:地 上気象観測。基本となる気象要素(風 向,風 速,気 温,気 圧,湿 度,日 射,天 気)の 観測とし
て,研 究的意義の他,観 測隊の行動支援としても必要な資料となる。
2)第ll期:カ タバ風 熱収支観測。基地での詳 しい観測に併せ,無 人観測網を展開する。放射 ・熱収支やカ
タバ風の広域分布特性を調べると共に,衛 星のグランド・トゥルースの資料を提供する。
超高層物理研究の上では,数 多くの提案がなされた中で,セ ルロンダーネ観測拠点候補地は,昭 和基地とほぼ同
じ地磁気緯度上にあることから,観 測の意義は以下のようにまとめられた。
1)オ ーロラ微細構造の経度的(地 方時)時 間空間変動の解明及び波動現象の伝搬特性の研究。
2)オ ーロラ降込み粒子と波動発生領域の微細構造解明に関る無人観測点網。




午前は,地 学 ・雪氷合同集会としセルロンダーネ観測計画検討の経緯 セルロンダーネ観測拠点の建設構想,セ
ルロンダーネ及びロアボー ドワン基地における過去の調査の歴史,1983年2月 のブライ ド湾～セルロンダーネ近傍
偵察び雪氷学的予察,セ ルロンダーネ山地の地形及び地質にっいて報告と質疑を行った。午後は地学分科会,雪 氷
分科会に移り,雪 氷分科会では①クイーンモー ドランド氷床内陸部の雪氷研究,② 山地周辺の氷河 ・氷床の研究,
③山地北部～沿岸の氷床 ・棚氷研究の方法と課題が討議された。地学分科会では,す でに学問的課題 ・方法にっい
ては討議が重ねられているので,主 として年次計画と調査行動計画についての討議が行われた。
まず地学及び雪氷学両分野における共通認識のため,セ ルロンダーネ地域調査計画構想のこれまでの検討の経過
と問題点,こ れに伴 う設営計画の概要,ベ ルギー隊による調査結果の レビューが提示された。次に,24次 夏隊 ・23
次越冬隊によるブライ ド湾及びセルロンダーネ山地北方の氷床調査の結果が報告され,大 陸棚の地形,棚 氷の変動,





の,ト ラバース調査による氷床の形成と動力学,氷 床コア採取による氷床及び気候変動の研究,② 山地周辺におけ
る山岳氷河の変動や裸氷域の雪氷学的研究,(3)山 地 下流側から沿岸に至る地域での,氷 床の動力学や棚氷の変動 と
その駆動力,ま た氷床 コアによる棚氷の変動史などの研究にっき,討 議が行われて,将 来の研究計画に資すること
となった。さらに,雪 氷学的調査を行 うために,観 測拠点に対して何を期待するかを検討 した。
地学分科会では,前 年度までに学問的課題やその意義について検討がなされてきており,こ れをふまえて,測 地,
地質,地 形,固 体地球物理,陽 石などの諸分野の調査を,年 次計画としてどのように効率的に組織 してゆくか,夏
期間の調査と越冬による調査を如何に組合せて実施するか,航 空機観測を含む調査の方法と行動計画で今後重点的
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建築関係の討論では,立 地条件 ・隊編成 ・設営能力等の観点から,と くに氷上又は積雪 ヒに建てる建築物につい
ての議論が多かった。とくに建物の沈 ド,雪 の吹溜 り等への対策が議論の中心となった。
機械関係の討論では,暖 房関係のほか,廃 棄物の処置について種々の意見があった。氷1建 物の場合には,他 の
基地におけると同様に,水 中の自然または人tl的 な割目や穴への汚水投棄が話題 となった。
通信関係は当分短波を主とし,将 来は通信衛星の利用も考慮するが,短 波通信に必要な出力,ア ンテナ,周 辺機
器等について意見の交換があった。
航空関係では航法関係の機器,観 測上要求される航空機の位置決定などにっいて意見が交された。
今後,新 拠点を中心として展開される観測行動に必要な設営面での検討は,機 械 ・建築 ・通信 ・航空の各分野に






まず従来の資料か らセルロンダーネの気象,地 形,雪 氷などに関する環境にっいての情報を簡単にまとめたもの
を報告 した後,各 分野からセルロンダーネ山地及びその周辺での野外調査,基 地が建設された場合の基地観測にっ
いて,そ の項目と目的 ・意義,観 測の方法等が報告され質疑を行った。っいで,こ のような観測のために現在検討
されている設営計画の考え方が示され,ま た各分野から設営面に対する観測一ヒの要望が提示された。さらに,昭 和
基地 ・みずほ基地を含めて,こ こ5～6年 間の観測年次計画の見通 しとその中でのセルロンダーネ地域における観
測の位置づけにっいて討議がIJ:われた。
まず,共 通の基盤として,こ れまでの資料か ら推定されるセルロンダーネ山地付近の自然環境にっき,山 地の規
模,露 岩面積,地 形,氷 床,氷 河の特徴,気 候条件などの概要が報告され,っ ぎに各分野における観測の目的と意
義,項 目と方法等が報告され,質 疑が行われた。
超高層物理学分野では,オ ーロラ諸現象の経度的特性の研究が}要 な課題であり,こ のため,オ ーロラ微細構造
の経度的時間空間変動の解明,及 び波動現象の経度方向伝搬特性の研究を行うこと,そ のノ∫法として観測拠点にお
ける地磁気,　ELF/VLF自 然電波,電 離層吸収,オ ーロラ光学等の観測を行 うほか,周 辺に無人観測網を設置 し
て観測を行 うこと,ま たポーラーパ トロールバルーン観測に組入れることなどが示された。
雪氷学分野では,規 模の大きな山地に阻まれたクイーンモー ドランド氷床の諸特性の解明が期待され,山 地の内
陸側での動力学や氷床 コア解析,山 地 下流側の氷床の胸糞機構や柳水の変動 とそのメカニズム,山 岳地域の氷河変








求め,山 岳域の形成と,そ れが東南極大陸に占める役割を探ること,こ の地域はその東方及び西方のグラニュライ
ト相変成岩帯の中にあって広い角閃岩相変成岩帯をなすが,そ れが東南極大陸基盤形成史とどのようにかかわった
のかを大きな目標として,鉱 物資源基礎調査を含めて地質調査を進めること,氷 床の変動 と地形発達の関係の解明,
以上の基礎としての地形図作成等を行 うこと,裸 氷域における陽石の探査とその関連問題を調査すること,一 方,
海域における諸探査も行うことなどが示された。
生物学分野では,無 機環境 と藻類 地衣,コ ケ,小 動物の分布調査を行い,個 体レベルでの生存様態と群落とし
ての生態遷移,種 の多様性,系 としての太陽エネルギー固定等の研究が構想 されること,ま た医学分野として昭和
基地より厳 しい自然条件,小 集団 と閉鎖性等をもとに,寒 冷順化,昼 夜型等の生理学的研究,心 理学的研究,集 団
働態学的研究が行えること,ま た基地生活のマニュアル作成も一つの目標とすることなどが述べ られた。
以上ののち,現 在検討されているセルロンダーネ観測拠点建設や野外調査のための設営計画の概要が報告され,
これに対 して各観測分野からの要望がまとめられ,そ の問題点にっいて討議 された。
最後に,昭 和基地,み ずほ基地における今後数年間の観測計画の見通 しと,そ の中でのセルロンダーネ地域にお




エレバス火山の日米共同による地震観測は,ア メリカが山頂と山腹の6点 に地震計を設置 し,信 号を無線でスコ
ット基地に送 り,日 本はスコット基地にレコーダを設置 し,ニ ュージーランドの越冬隊員がこれを保守 している。
地震は磁気テープに記録されているが,日 本の手により可視記録が作られ,関 係者に配 られている。1979年 の予備
観測に続き,1980年 から本観測に入 り,3年 間のデータが得 られつつある。ようやくエレバス山々体付近で発生す
る地震活動の様子が解明され始めた。この観測は少なくとも2～3年 は継続されるので,さ らに研究の発展が期待
される。
また山体構造の解明という点か ら,重 力測定の継続も,提 唱 された。 これも可能な限り実施 し,地 震活動と重力
の結果から構造の解明をす、あていくことにした。
地質学的な見地からは,エ レバス山を含むマクマー ドサウンドの火山群の火山構造の発達史や捕か く岩を使った
上部マントルや下部地殻の研究の重要性が指摘された。 この種の研究を推進するにあたっては,現 地でのサンプ リ
ングが重要なことは言を待たないが,そ れを行なう人の質 も重要で,む しろ 「調査者」によって,す べてが決まる
という認識を関係者が抱いた。そして,良 い 「調査者」を得られる具体案 も検討された。今後はエレバス山の調査
を,こ れまでの地球物理中心から火山地質,鉱 物,岩 石,年 代決定などへと移行させていくことも確認された。




ナンキョクオキア ミが浮氷域の外縁で濃密な群集を作ることはすでに知られている。たまたま第22次 夏期ふ じ行
動中プリンスオラフ海岸沖の浮氷域においてコイワシクジラ,カ ニクイアザラシ,コ ウテイペンギンなどの海鳥類
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の群が認められナンキ ョクオキア ミとの関連が予想された。一方,ナ ンキョクオキア ミの餌となる微細植物プラン
クトンは,定 着氷下部に繁殖する微細藻類(　ice　-　algae)と 共通 した種を多く含むことが知 られている。浮氷域で
はice　-　algaeが 機械的に海水中に放出されている可能性が強く,こ れが水中で増殖 しオキアミの餌料となってい
ることが考えられた。 これらの過程を明 らかにする目的で本観測計画が立案された。また,国 際的にも浮氷域生態
系の研究の必要性が認識 され,昭 和57年 に南大洋生態系と生物資源専門家 グループは ド部組織として 「水線研究作
業部会」を設立 した。
第25次 から3年 間,浮 氷域を中心とした海域の生態系構造の研究が行われる。本研究は 「しらせ」就航にともな
い,氷 海行動期間が延長されたのを機に実現の運びとなったものである。浮氷域における調査行動 は困難であり,
これまでにも,そ の必要性は認められながらも,調 査 ・研究は殆んどなされていなかった。
本研究集会では,ま ず,南 極観測事業の生物部門でなされてきた海洋生物関係の調査 ・研究の総説が行われた。
これは,浮 氷域での調査 ・研究が,南 極観測隊生物研究の流れの中で占める位置を示すとともに,第25次 の調査・




すること。水中テレビジョン,ビ ーム トロールによる底生生物の調査,海 鳥 ・海獣の目視観察を含むものであった。
さらに,越 冬で行う定着氷域の調査計画,　BIOMASS計 画に基づ く白鳳丸,海 鷹丸,開 洋丸の調査 ・研究計画が
紹介され,日 本のBIOMASS計 画の中でも,浮 氷域の調査が極めて独特なものであることが明 らかになった。 ま




沿岸露岩域における土壌藻類研究,コ ケ,地 衣類の研究,微 小動物の研究およびflを系とみた場合の系の解析的
研究について,従 来の研究結果,南 極他地域 との比較 ・検討と新たに考えられる研究課題の発表を行った。っいで
医学研究についても従来の成果と今後の研究課題の提案がなされた。以 ヒを素材に内陸における研究が大いに進め
られるべきであるとの結論に達 した。
南極地域観測隊による陸L生 態系の研究は,主 として沿岸露岩域で実施されてきた。一方,近 い将来,内 陸露岩
域での研究が可能になる見通しである,,こ の状況をふまえて,従 来の研究を総観し,今 後なさるべき研究課題の整
理を行った。医学研究についても,昭 和基地より厳 しい自然,社 会環境 下にある内陸部で実施する研究課題につい
て検討した。
藻類の研究に関 しては,沿 岸露岩に広 く分布する砂質{懐 中に,中 緯度地域の100倍 にも及ぶ藻類現存最が認めら
れるところから,こ れら藻類の栄養源であるP,　 Nの 集積機構の研究が重要で,沿 岸と内陸との比較も1要 研究課
題の一つであることが指摘された,,ま た,岩 石風化の要因としての藻類の作IHが 近年注目されており,こ の研究 も
含めるべきであるとされた。
コケ,地 衣に関 しては,沿 岸露岩域での群落調査が進み,環 境条件とくに水との関係が調査されてきた。今後は,
コケ群落の消長をコケの個体生態学的知見を基礎として研究するとともに,よ り環境条件の酷 しい内陸部での比較
研究が望まれるとの指摘があった。また,セ ルロンダーネ山地のように,露 岩が分散分布 している地域では,露 岩
ごとで植物相,種 の多様性に変化のあることが 予想されるので,こ の点にっいての研究も必要であるとされた。さ
らに,海 か らの距離と海洋の影響の程度の研究,西 南極との関連性の吟味が必要であることも指摘された。生態系
構造のより単純である内陸部では、生態系を系とし、て解析する研究もなさるべきであるとの意見が出された。
医学研究を昭和某地よりさらに厳しい環境 ドにある内陸基地で実施することは,単 に比較資料を得るだけに止 ら







編(文 章発表7編)の 発表が得 られた。異なる学問分野の、,1算機利用者による研究小集会であったため,学 術的成
果面の討論よりも,計 算機の効果的利用法を1三体とする活発な議論がなされた。
特に分野の異なる利用都11t:に よる計算機を用いた解析手法に対する意見交換は,互 に相補いうるソフトウエア
の情報を得て,今 後さらに進展 した効果的計算機利用が,は かられるものと期待できる。
以 下に当研究小集会の成果をまとめて記す。
1.情 報処理センターの計算機利用者は,具 体的にどの様な解析 ・編集に計算機を使用 しているのか,ま たその
成果の進捗状況がどの程度であるのか等の情報を得た。
2.情 報処理センター利用者がtllに協力し合って,計 算機の効果的利用を計 っていくことが約束された。
3.情 報処理センターの運用 ・管理者側 と利1}渚側の協力体制をさらに強化 し,よ り便利な計算機 システムを検
討 していく。





3.観 測 研 究 小 集 会
課 題 名 申 請 書 開 催 日
夏 期 生 物 調 査 の 方 針 と 実 際
平 澤 威 男
昭和58年7月20日(水)
夏 期 地 学 調 査 の 方 針 と 実 際 昭和58年7月7日(木)
内 陸 ㍗ 氷 調 査 の 目 的 と 方 法 昭和58年10月26日(水)
ロ ケ ・ 卜 観 測 シ ス テ ム の 考 察 昭和 年 月H()
エレバス火山の地球物理学的研究の方針 と意義 楠 宏 昭和 年 月 日()
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4.研 究 談 話 会
開催月日 発 表 者 所 属 題 目
昭 和58年
4.6
利根川 豊 東海大 ・工 磁気圏に於ける地磁気脈動Pc3,Pc4/5の 波動特性
〃 塩 原 匡 貴 東北大 ・理 太陽放射の分光観測による
南極エアロゾルの研究
4.7 Roger　 G.　 Barry コ ロ ラ ド大 Cryosphere-Climate
Interactions　 in　 the　 Arct
Arctic(Recent　 Research
Work　 based　 on　 Remote
Sensing　 Studies)
4.13 松 田 達 郎 日本南極越冬隊の集団働態
学的研究
5.11 Colin　 Bull オハイオ州立大 Stability　 of　the　 East
Antarctic　 Ice　 Sheet
5.25 星 合 孝 男 23次越冬報告





6.22 小 沼 直 樹 茨城大 ・理 阻石 ・月 ・地球における火
成活動と惑星の化学進化
7.6 平 沢 威 男 波と粒子
7.20 江 尻 全 機 磁気圏の高エネルギー粒子
10.18 Stuart　 O.　 Agrell ケ ム ブ リ ッヂ大 Petrological　 History　 of
the　 Moon
10.19R.　 S.　 Hadley アラスカ大 Polar　 Region　 Research




11.2 福 西 浩 アイスランドにおける共役
佐 藤 夏 雄 点観測
11.24 武 田 弘 東大 ・理 陽石に残された太陽系の熱
的歴史





1.資 料 の 収 集,整 理,保 管,利 用
(1)生 物系資料部門
南北両極域より得られた各種生物標本は,研 究が済み次第,標 本データ等を整理 した ヒで国立極地研究所の生
物資料室に収納 されている。
1.植 物
極地より得られた顕花植物,隠 花植物の各標本の収納点数を別表に分類別,地 域別にまとめた。その他,オ ース
トラリア,ニ ュージランド,チ リ,ア ルゼンチン,南 ア,モ ー リシャス,シ ンガポール,イ ギリス,フ ランス,東
欧,日 本などの温帯域か らも比較研究のため採集,及 び交換などで標本を収集 しており,蘇 苔類,地 衣類を主に約
2万 点の標本が収納されている。
現在,蘇 苔類のデータは国立極地研究所のコンピューターによるデータバンクとして蓄積されている。内外の利
用者のために種類別(網,科,属,種),地 域別(植 物区系,大 地名)検 索による標本 リスト,ラ ベルの打出 し,
さらに分布図の作成などの利用 システムが出来ている。
標本貸出,受 入状況(57年 度分)
(1)山 口県立博物館(館 岡洋志)へ 南極庭藤苔地衣類7点 を貸出(昭 和57年4月20U付)
(2)ニ ューヨーク植物園(W.R.バ ック)へ 南極産蘇類40点 を交換標本 として寄贈(6月16日 付)
(3)亜 南極 フォークランド諸島,シ グ二一島より採集 した蘇苔類60点,地 衣類30点 を受入れる(藤 井理行採集,
6月26日 付)
(4)国 立科学博物館(柏 谷博之)へ 南極産地衣類62点 を貸出(9月4日 付)
(5)高 知大学(大 野正夫)へ 南極産海藻類9点 を貸出(9月17日 付)
(6)国 立科学博物館(小 野庄士)へ 日本産蘇類458点 を貸出(11月9日 付)
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生物資料室に収納されている極地の植物
分類物 隠 花 植 物
顕 花 植物
地域別 丁三 歯 類 鮮 苔 類 地 衣 類 藻 類 土壌微生物
南米パタゴニア 10 600 300
亜 サ ウ ス ジ ョー ジア 島 50 320 50
ケル ゲ レン島 100
南 ア ム ステ ル ダム 島 5 50
セ ン トポー ル 島 30
極 ク ロ ゼ島 30
フ ォ ー ク ラ ン ド島 20 10
西 シ グ 二一 島 20 20
キ ング ジ ョー ジ島 40 500 200 30 50
南
デ セ プ シ ョ ン島 10









南 ケ ー シー基 地 280 200 50 30
デービス基地 60 30
極
マ ク マ ー ド基 地 100 10 30
カナダ 115 800 30
北
ア ラ ス カ 150
極 ア リュ ー シ ャ ン列 島 10 100 50
ア イ ス ラ ン ド 30
域
フ ィ ン ラ ン ド 100






動 物 名 標 本 形 態 点 数
ウ ェ ッデ ル ア ザ ラ シ 剥 製 親 2
ノノ 〃 仔 1
ノ ミ イ ラ 2
〃 皮 1
ユ キ ド リ 剥 製 1
!ノ 卵 1
マ ダ ラ フル マ カ モ メ 剥 製 4
ア シナ ガ コ シ ジ ロウ ミツ バ メ 1
オ オ トウ ゾ クカ モ メ 剥 製 5
ア デ リー ペ ンギ ン 剥 製 親 5
ノノ 〃 仔 3
ノノ 卵 6
ノノ 骨 格 3
皇帝ペンギン 剥 製 1
ノノ 卵 1
(2)液 浸標本(概 数)
動 物 名 標本ビン数 動 物 名 標本ビン数
魚類(7科) 49 ウ ニ類 11
ヒ トデ類 22 クラゲ類 6
ヒモ ム シ類 5 ホヤ類 19
ナ マ コ類 3 ウ ミグモ 類 2
貝 類 8 タ コ類 3
等 脚 類 8 その他 147
(3)そ の他の標本
ユスリカ,ト ビムシなどの昆虫類,原 生動物などの微小陸i動 物150点,硅 化木や貝化tiな ど約50点。
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3.プ ランクトン
ふ じ船 上,海 洋生物定常観測,バ イオマス研究観測で採集された植物プランクトン同定用ホルマ リン固定海水標
本及び冬期サロマ湖から得られた同標本は次の通りである。
そ の他 に,ふ じ船 ヒに て 各 種 プ ラ ン ク トンネ ッ ト採 集 によ り得 られ た動 物 プ ラ ン ク トン標 本 は,次 の 通 りで あ る。
隊 次 ノ ル バ ッ ク ネ ッ ト MTDネ ッ ト ORIネ ッ ト 稚 魚 ネ ッ ト LHPR採 集 器
14 33 0 0 0 0
17 16 0 0 0 0
18 22 20 4 0 0
19 11 4 2 0 0
20 6 79 0 0 0
21 33 42 2 12 2
計 121 145 8 12 2
また,　 MTDネ ッ ト標 本 の 内,18次 の20本,20次 の58本,21次 の19本 に っ い て は,す で に1次 ソ ー テ ィ ングが 左
J'し て い る。
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(2)非 生物系資料部門
当部門は大別 して4分 類される資料の収集,整 理,保 管とその利用に関する業務を担っている。①オーロラに関
する資料:資 料収納柳箸の整備終 「に伴い,資 料収集とその統一一一的整理作業を開始 した。収集資料は昭和基地で観
測されるオーロラデータの基礎的データ,外 国基地で観測された全天カメラ・地磁気データ及び極軌道人工衛星の
デー タ等である。共同利用に供するための統一的整理を実施しっ＼資料目録早期出版を目標に活動 している。②地
球物理に関する資料:資 料の保管機能整備を年次計画で実施 しつ ＼,南 極地域の地震観測資料一部の資料を収集 し
た。 予算 ・人員等の情勢から必ずしも活発な資料収集活動を行いえなかった。③岩石資料:年 次計画で岩石資料庫
の整備を図っている。併行して収納岩石資料の共同利用に供すべき整理を研究系関連教官の協力のもとに実施 した。
④一・般資料:各 種展示用パネル類,記 録写真,白 癩関係資料及び映画フィルム他,極 地に関連する資料を収集,保
管,整 理 し広 く共同利ln,　教材及び歴史的事実 としての保存に関'チする業務を担っている。本年度半ばから極地資




当部門は南極で採集された陽石にっいて,初 期処理,同 定分類,慣 石試料の配分を実施 している。現在当部門が
保管 している阻石は1969年 から1983年1月 までに,や まと山脈とビクトリアランドで採集された約5,500個 である
(表)。 この表には大まかな分類を示したが,同 定分類作業も順調に進行 し,年 に100個 程度の分類が可能になって
いる。同定分類の完了 した限石は世界中の限石研究者に公表するため,漸 次MeteoritesNews　 (英文)を 作成し,
国内,国 外におのおの約250部 を配布 した。
また,当 部門は南極阻石研究委員会で採択 された研究計画に対する限石試料の作成と配分作業を行った。
なお,第24次 隊が採集 したやまと限石42個 を受入れたが,初 期処理等は昭和59年 度中に行う予定である。
国、ア極地研究所保管南極阻石









未区分 合 計 発 見 隊
やま と一69阻 石 ]969 一 一 7 1 1 一 9 JARE-　 10
やま と一73限 石 1973 一 一 11 1 一 　 12 J.＼RE14
やま と一74陽 石 1974 一 2 630 28 3
一 663 」 ＼RE--15
やま と一75阻 石 1975-762 1 290 12 3 一 308 JARE-　 16







ア ランヒルス㌧76限 石 1977 1 7 1 1 一 10
ア ランヒル ス㌧77陽 石 1977-786 1 234 4 3 一 248
・ぐガ トリー ビ ー ク限 石 1978 1 　 一 　 一 一 1
デ リックピークー78限 石 1978-795 一 一 一 一 一 5
メテオ ライ トヒル ー78限 石 1978」79 一 一 28 一 一 一 28
ベーツヌナ タークー78隅 石 1978-79一 一 5 一 　 一 5
アランヒル ズー78陽 石 1978-792 　 173 8 1 一 184
ラ ック リングビークー78限 石 1978-79一 一 5 一 一
一 5
やまと一79限 石 1979』0 7 1 3,549 79 31 9 3,676JARE-20
ベ ノレジカ ー79 1979 一 　 4 一 1 一 5 JARE-　 20
やまと 一80陽 石 1980 一 1 11 1 一 一 13 JARE-　 21
やま と一81阻 石 1981 123 2 7 1 133JARE-22
やま と一82陽 石 1982』3 179 21 10 1 211JARE-　 23
やま と一83限 石 1983 42 42 JARE-　 24
合 計 24 6 5,258 158 61 53 5,560
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(4)デ ータ解析資料部門
出部門は,南 極で得 られた数多くの観測データの電 子計算機を用いた解析並びに処理方法に関する研究を行うと
ともに,情 報処理センターの庶務を担㍉している。
データ解析 システムの開発研究としては,計 算機の周辺装置システムの設計を行い,そ れらの成果がセンターに
取 り入れ られ共同利用に供されている。特に,高 性能小型電 信1算 機 システムが導入され,多 様化する南極データ
の処理に対応 している。更に高分解能カラーディスプレイ装置RAMTEK、9400を じ;i'算機 と結び,人Il衛 星(NO-
AA-6/7,LANDSAT-2/3等)によるリモー ト・センシング・ディジタル画像データの処理,マ ルチバンド航
空写真による地質,地 形,生 物,生 態調査のディジタル画像処理,三 次元情報(ダ イナ ミック・スペクトラムやオ
ーロラ画像)の 処理等の表示に使用すべく開発を行っている。また,そ れらの入力装置として,カ ラー画像ll1:出し
読取 り装置(オ プ トロニクスC4500)が 高性能小型電 子計㌻賃機システムに接続されている。
一ノ」,デ ータ解析ソフ トウェアの開発として,地 球磁場観測緯由lMAGSATの データの処理及び編 集チーフの
作成と,そ れを用いた極地方の磁場変動の分布,特 性の研究を行い,全 データにっいてのサマリ・プロットを作成,
その結果は貴重なデータ ・ブックとして全国の共同研究員に使用されている,,また,近 年重要度が増 してきた リモ
ー ト・センシングに対応 し,デ ィジタル画像処理プログラムの開発を行っている。現在昭和基地では,極 域観測計
画(　POLEX　 )の 環 として気象衛星NOAA-6「7,の 受信が行われているが,こ れらの画像データ及び地球




先年度,低 温貯蔵庫内の資料棚が固定式のものから,手 動式の移動棚方式に変えられ貯蔵能力が増 した。移動棚
は,図 に示すように,貯 蔵庫中央の通路をはさんで,両 側に配置されており,一 方は観測隊の中型ダンボールに入
った冷凍資料が収納 され,他 方には氷床コアが収納されるように設計されている。資料の収容能力は,中 型ダンボ
ール208箱 と氷床コア930m相 当量で,固 定棚に比べ,約1.5倍 増 となった。
貯蔵方式の変更に伴い,資 料の管理方式 も整備 し,カ ード方式で出入庫時にチェックしていく方式をとることと
した。また,最 大貯蔵時間を原則として3年 とすることとした。


































. 一 、 1




正 面 図 S-1/30
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2.研 究 施 設 ・設 備 の共 同 利 用
(1)情 報処理 セ ンター
資料系情報処理センターは,当 研究所の共同利用施設として,大 型電子計算機 ・HITAC-M180中 央演算処理
装置を中心とし,各 種入出力装置を備えた主システムが設置 されている。
また、 ミニコンピュータ　HITAC　 -　20Eを 中心 とした高性能小型計算機 システムが設置されている。
M180シ ステムは,旧M160-llに かわるものとして昭和57年12月 末に機種替えを行ったもので,演算速度7倍,
実メモリを1.5MBか ら7MB,デ ィスク容量1200MBよ り1600MB,TSS端 末6台 より12台等ハー ドウェアの
面で一段と性能の向 上がはか られた。また,ソ フトウェアの充実 もはかられ,ユ ーザにとってより一層使い易いも
のとなった。計算機の大型化に伴い,セ ンター運営も自動化が進み,共 同研究委員会によって割り当てられた研究
課題別計算機使用時間の自動管理も行うようにした。
本システムでは,南 極観測データ,科 学衛星受信データ等のデータベース ・システムとして,気 象 ・重力・海洋 ・
地質 ・阻石 ・生物のデータ及び極地関係の文献情報 ・南極の各種地図データを有する。また主システムとデータ交
換制御装置を介 して結ばれている画像処理 システムがあり,　TVカ メラ/VTRよ り取り込んだ画像データを各種
画像処理プログラムにより,多 様な画像表現 ・計算が行われ,オ ーロラ形態学 ・気象研究等に利用されている。
高性能小型計算機システムは,気 象衛星データ処理,　PCMデ ータ処理,A/Dデ ータ処理,周 波数分析処理,
カーブトレース処理等の信号 ・データ処理機能をもち,さ らにカラー写真入出力装置と高分解能カラー ・グラフィ
ック装置とそのハー ドコピー装置が付加されている。 これら収集データ交換制御装置を介 し,M180と オンライン
で接続され,処 理能率の向上が図られている。










(2)オ ー ロ ラ世 界 資料 セ ンタ ー　(WDC-C2　 for　Aurora)
オーロラ世界資料センターは,資 料系非生物資料部門が管理 し,管理資料棟5階 に床面積約84㎡ の資料保管庫兼閲
覧室を有 している。当センターに保管される資料は,　WDCパ ネルが示す作業指針に沿った資料の収集を図りっ
＼,学 問の進展に伴う研究者の要望する資料をも経済的物理的事情を勘案 した上で対処する方策を志向している。
資料保管庫は冷暖房 ・除湿器を備えているとともに,リ ーダプ リンター利用による簡単な閲覧と複写が可能な設備
を有 している。データ収納能力は,35mmマ イクロフィルム約28,000本/100ft巻,計 算機用磁気テープ約1,900本,
マイクロフィシュカー ド数1,000枚 他である。
本年度までに収集 したデータの概数を次表に示す。





35mm全 天 カ メ ラ編 集 済 フ ィル ム 1970年 ～1982年 1,400巻/100ft
16mm全 天 カ メ ラ フ ィル ム(一 一部 編 集 不能) 1966年 ～1970年 250巻/100ft
35mm全 天 カ メ ラ オ リ ジナ ル フ ィル ム 1970年 ～1982年 140巻/1,000ft
35mm全 天 カ メ ラ長 春 保 存 フ ィル ム 1970年 ～1978年 100巻/1,000ft
地磁気3成 分オリジナルチャー ト記録 01959年 ～1961年01966年 ～1982年 750巻
地磁気3成 分3打 点式チャー ト記録 1972年 ～1982年 130巻
地 磁 気3成 分35mmマ イ ク ロ フ ィル ム 01959年 ～1961年01966年 ～1982年 26巻/100ft
同 上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 01959年 ～1961年01966年 ～1982年 23一 フ ァ イ ル
絶体測定記録簿 1966年 ～1982年 3一 フ ァ イ ル
超高層現象相関記録マイクロフィルム 1976年 ～1982年 9巻/100ft
同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1976年 ～1982年 20一 フ ァ イ ル
計算機取込みデータA4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1981年 6一 フ ァ イ ル
オーロラ写真観測記録 約50冊
DMSPオ ー ロ ラ観 測 記 録 1972年 ～1980年 130巻/100ft




地 磁 気 マ イ ク ロ フ ィル ム 1957年 以降 6,200巻/100ft
全 天 カ メ ラ フ ィルム 1957年以降 6,900巻/100ft
DMSPオ ー ロ ラ記録 1972年 ～1980年 130巻/100ft
IMP-J(IMF)マ イ ク ロ フ ィ シ ュ 1977年 ～1979年 20枚
NOAA&TIROS　 (粒 わ　MT 1978年 ～1979年 約200巻













1.第24次 南 極 地 域 観 測 隊
第24次 南極地域観測隊は,第23次 より開始された極域中層大気の総合観測,東 クイーンモー ドランド地域雪氷 ・
地学研究計画,南 極沿岸生態系における生物生産の基礎研究を重点観測項目として編成された。
同隊の行動期間は,昭 和57年111125日 東京港晴海埠頭出港,越 冬隊は昭和59年3月24日 成田国際空港帰国(夏 隊
は昭和58年4月20日 東京港晴海埠頭帰港)で あった.
オーストラリアのフリーマントル港を12月16日 出発 した観測船 「ふ じ」は,同 月22日 南緯55°通過,同 月31Uに
昭和基地へ第1便 を送 った。
幸い物資輸送は,好 天に恵まれ昭和58年2月2B472ト ンの空輸をもって完 」'した。
セスナ機は1月4H,ヒ ラタス機は1月8日,そ れぞれ昭和基地へ向った。
昭和基地では,新 発電棟建設L事,観 測棟改修一1:事,レーザーレーダー装置,赤 外分光器等搬入,雪1津 組立な
どを行 ったほか,昭 和基地周辺海域で生物の動植物プランクトンの生態調査,地 学のルンドボークスヘ ソタ,ス ト
ランドネッパ,エ インスト・ドインゲン,ラ ングホブデでの測地作業,地 質調査と生物の蘇類の生態調査を実施 し
た。
また,ブ ライド湾における氷状,上 陸拠点調査,セ ールロダーネLll脈の観測拠点選定のための雪面調査,空 中偵
察を実施した。
越冬期間中は,宙 空,雪 氷 ・地学,生 物 ・医学部門の重点観測項巨]をi三として越冬観測を実施 したが,基 地周辺
の海氷流失により,雪 氷 ・地学部門の旅行隊,生 物部門の観測などが日程的に影響があった。
また,氷 床流動調査のため内陸旅行,み ずほ基地で氷床中層掘削,セ ールロンダーネ山地への雪氷 ・地学調査を
実施 した。




越 冬 隊 (昭和57年11月1日 現在)
担 当 氏 名
生 年 月 日
(年 令)
所 属 本 籍 地 隊 経 験
昭 文部教官 教授
隊 長 請 書 扇 14.8.8 国立極地研究所研究系 北 海 道 第20次 越冬
(43歳) 雪氷学研究部門 第23次 夏
昭
気 象 壕 待 謡 三 21.2.19
(36歳)
運輸技官
気象庁観測部南極観測事務室 青 森 県 第20次 越冬
昭
や の たか お
ノ/ 矢 野 隆 夫 27.7.4 ノノ 福 岡 県
(30歳)
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こん どう こう じ
昭
運輸技官




ノノ 薯 下 馴 包 29.1.6 ノノ 鹿児島県
(28歳)
昭 郵政技官
やま ざき いち ろっ
電 離 層 山 崎 一 郎 20.5.12 電波研究所電波部 北 海 道 第15次 越冬
(37歳) 電波予報研究室
昭 文部技官
さくら い はる お
地 球物 理 桜 井 治 男 26.8.19 国立極地研究所資料系 埼 玉 県
(31歳) データ解析資料部門
昭 文部教官 助教授
宙 空 系 碧 最 纂 繕 16.4.28 東 京 都
(41歳) 名古屋大学水圏科学研究所
昭 郵政技官
た なか ノ詮 し
ノ/ 田 中 尚 更 21.8.9 電波研究所電波部 福 岡 県
(36歳) 電波予報研究室
昭 運輸技官
ノノ 鞍 聾 腎 錘 21.10.3 気象庁気象研究所 大 阪 府
(36歳) 高層物理研究部
昭 文部技官
しば ざき かず お
!/ 柴 崎 和 夫 26.9.14 国立極地研究所事業部 埼 玉県
(31歳) (東京大学大学院生)
雪 氷 昭
なり た ひで き 文部教官 助手
● 成 田 英 器 17.1.16 北 海 道 第13次 越冬
北海道大学低温科学研究所
地 学 系 (40歳)
文部技官
昭
なか やま よし き 国立極地研究所事業部
ノ/ 中 山 芳 樹 20.1.1 東 京 都




なか お まさ よし 文部教官 助手




いそ べ たみ お 建設技官




環 境 埜'は し 失い じ 文部教官 助教授 第10次 夏
科 学 系







かん だ ひろ し





環 境 昭 文部教官 助手
さ とう ひろ お
佐 藤 博 雄 25.1.13 東京水産大学水産学部放射性同位 神奈川県
科 学 系 (32歳) 元素利用施設
昭 文部教官 助手
わた なぺ けんたろう
,, 渡 辺 研太郎 27.7.30 国立極地研究所資料系 福 島 県 第22次 夏
(30歳) 生理生態系研究部門
し が しげ お
昭 文部技官
第14次 越冬




あん どう けい いち




やま した たか あき









さか もと ふ じ お
〃 坂 本 不二夫 26.12.19工業技術院電子技術総合研究所総 東 京 都
(30歳) 務部施設課
昭 文部技官
ば ば ひろ あき




たな はし とし お









や ぎ しげ ゆき

































医 療 小笠原 功 27.5.12 国立極地研究所事業部 北 海 道
(30歳) (旭川厚生病院麻酔科)
昭
かわ ばた かず と 文部技官




じん ほ まさ し 文部技官





〃 森 誠 29.2.2 国立極地研究所事業部 東 京 都
(2δ 歳) (公共施設地図航空㈱)
昭







担 当 氏 名
生 年 月 日
所 属 本 籍 地 隊 経 験
(年 齢)
おお やま よし くに
昭 文部教官助教授
第17次 夏




はん ざわ たうし 海 ヒ保安官










さ さ き ひろし
海 洋 生物 佐々木 汀 27.12.26 国立極地研究所事業部
(29歳) (東北大学大学院生)
昭




雪 氷 昭 文部技官
まっ ばら さとし
● 松 原 聡 21.11.23 国立科学博物館地学研究部地学第 愛 知 県
地 学 系 (35才) 二研究室
昭
!ノ 呆 書 淫 ゴ三 29.8.3
文部技官
国立極地研究所事業部
千 葉 県 第23次 夏
(28歳)
昭 第10次 夏
設 営 一 般
さ の まさ し








ます だ みつ お
増 田 光 男 22.10.25 国立極地研究所事業部 千 葉 県
(35歳) (金子架設工業㈱)










部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 担 当 機 関




















本 吉 洋 一 楠 宏
昭和基地およびその周辺における越冬観測
〔定常観測〕
部 門 名 観 沮り 工負 目 担 当 隊 員 担 当 機 関















塚 村 浩 二
矢 野 隆 夫
近 藤 幸 治
岩 ド 剛 己
気象庁
潮 汐 。潮汐観測 桜 井 治 男 海 ヒ保安庁
地 震 ・自然地震観測 桜 井 治 男 国立極地研究所
〔研究観測 〕
部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 研 究 代 表 者
極域中層大気総合観測(MAP)
・地上観測 岩 坂 泰 信
・レーザーレーダによる極域中層大気の運動 と組成の
観測 田 中 高 吏
宙 空 系 ・VHFド ップ ラー レー ダ に よ る低域 電 離 層 の ダイ ナ 永 田 武
ミック ス の観 測 牧 野 行 雄
・赤外線分光計による中層大気微量成分の観測
・オ ー ロ ラ粒 子に よ る エ ネ ルギ ー流 入 の 観 測 柴 崎 和 夫
。大気球による観測
東クイーンモー ドランド地域雪氷 ・地学研究計画
・氷床の動力学的観測 成 田 英 器
雪 氷 。氷床氷の形成と環境変動の観測 中 山 芳 樹
■ 楠 宏。氷床の禰養機構の観測 中 尾 正 義




南極における 「ヒト」の生理学的研究 神 田 啓 史
南極沿岸生態系における生物生産の基礎研究 大久保 栄 治
(BIOMASS) 小笠原 功
環境科学系 。海洋環境条件調査 高 橋 永 治 星 合 孝 男
。植 物 プ ラ ン ク トン ,藻 類 調 査 神 田 啓 吏
。動 物 プ ラ ン ク トン ,マ イ ク ロネ ク トン調 査 佐 藤 博 雄








〔参加者〕大山副隊長,隊 員候補者33名,防 衛庁3名,関 係者14名,計51名
第24次 南極地域観測隊員夏期訓練
〔目 的〕第24次 南極地域観測隊に対 して,極 地行動に関する各訓練 ・観測実施計画等に関する打合せ及び講義等
を通 じて,所 要の知識や技術を習得させると共に,団 体生活をとおして,隊 員の相互理解を深めるため実施 した。
〔期 間〕昭和57年7月12日 ～7月16日
〔場 所〕文部省菅平高原体育研究場を中心とする菅平高原一帯
〔参加者〕前隊長,大 山副隊長,隊 員42名,関 係者16名,計60名
第24次南極地域観測隊部門訓練



















ス ペ ク トル ア ナ ラ イザ ー ニ コ レー ジ ヤパ ン㈱ 9/20 2名
一169一
宙 空
衛星テレメ トリー機器取扱い,保 守訓練 電気通信大学
菅平宇宙電波観測所 8/2～8/6 3名
磁気儀取扱い訓練 気象庁地磁気観測所 8/9～8/10 2名
空気サンプ リング機器取扱い,試 験訓練 「ふ じ」船上 9/13～9/14 1名






電波氷厚計訓練 明星電気㈱守谷工場 9/13 5名
測量 ・JMR訓 練 鹿野山測地観測所 9/19～9/26 4名
環 境科 学
走査型電子顕微鏡取扱い,保 守訓練 日本電子㈱ 8/23～8/25 3名
潜水技術訓練 東京水産大学小湊実習場 8/27～8/31 3名
海洋生物船上観測訓練 「ふ じ」船上 9/13～9/14 3名
機 械
SM50,KC40雪 上車運転,分 解,組 立訓
練
新潟県寺泊海岸
㈱大原鉄工所 9/ユ ～9/8 8名
ク レー ン(TS50)取 扱 い,整 備 訓 練 ㈱多田野鉄工所 9/12～9/15 2名


















方向探知機取扱い,保 守訓練 ㈱光電製作所 9/13 3名
トラ ン シーバ ー(SSO7A)取 扱 い 訓 練 安立電気㈱ 9/24 3名
航 空 航空機慣熱訓練 ・整備訓練 日本フライング㈱ 8/4～10/30 3名
海 洋 海洋観測用機器の取扱い訓練 「ふじ」船上 9/工3～9/14 2名
海上重力計取扱い保守訓練 〃 9/15～9/30 2名
測 地 天測 ・基準点測量,地 磁気測量訓練 鹿野山測地観測所 9/19～9/26 2名
RC-10カ メラ取扱い訓練 日本フライング㈱ 10/28～10/30 2名




12月11日 ～16日:オ ース トラリア ・フリーマントル港寄港22日
地へ第1便 が飛ぶ
観測船 「ふじ」南緯5ζ 通過31日 昭和基
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昭和58年
1月2日 ～22日:21日 間連日空輸実施3日:セ スナ機が昭和基地に飛ぶ6,7日:生 物潜水調査実施8日:
ピラタス機が昭和基地へ飛ぶ10日 ～14日:地 学ルンドボークスヘッタ野外調査実施10日:み ずほ補給旅行出発
28日S16帰 到17日 ～22日:地 学エインストードインゲン,ス トランドネッパ野外調査実施
1月25日 ～2月1日:地 学ラングホブデ野外調査実施
2月1日:第23次 越冬隊の越冬交代式8日:観 測船 「ふ じ」昭和基地をあとにブライ ド湾へ向 う10日:ブ ラ
イ ド湾到着11日 ～17日:ブ ライ ド湾内及び内陸雪面の偵察 調査を実施18日:ブ ライ ド湾を離脱 北上開始
3月2日:観 測船 「ふじ」南緯55°通過11日 ～17日:フ リーマントル ・ポー トルイス港寄港 第23次 越冬隊員
下船




7月22日:み ずほ基地のボー リングは,411mに 達する
8月9日:ラ ングホブデ隊出発13日 帰投8月27～9月3日:み ずほ春旅行
9月12日 ～14日:ス カルブスネス環境科学調査旅行
10月1日:セ ールロンダーネ山脈 やまと山脈調査旅行隊出発28日:や まと隊みずほ基地到着
11月9日 ～15日:ピ ラタス機によるアイスレーダ観測実施21日 ～23日:ス カルプスネス調査
12月3日:ピ ラタス,セ スナ両機七一ルロンダーネへ向う,9日 帰投18日:観 測船 「しらせ」より第1便 到着
昭和59年





電離層部門は,全 航路において中波電界強度 チャープサウダー測定を実施 した。また,　HFド ップラーレーダ
による観測も実施 した。
海洋物理 ・化学部門は,表 面採水 各層観測　XBT,　 DBT観 測を実施 した。
海上重力測定は,全 航路上において観測を実施 した。
海洋生物部門は,各 層採水 表面採水 ノルパ ックネットによる採集観測を実施 した。
なお,海 洋観測部門では,10点 の停船観測を実施 した。
昭和基地及び周辺域観測は,潮 流,各 層,潮 汐観測,オ ングル海峡氷山分布調査,潜 水調査,セ ディメントトラ
ップに採集等を実施 した。
今風 生物 地学 測地部門共同で ルンドボークスヘッタ,エ インス トードインゲ ン,ス トランドネッパにお
いて,蘇 類地衣類群落分布 地質 年代測定用試料採集 基準点測量等調査 観測を実施 した。
また,測 地のインホブデ ストランドネッパ地区垂直空中写真撮影 地学のエインストー ドインゲン,ラ ングホ
ブデでの鉱物資源調査を実施 した。






極光 ・夜光部門は,全 天カメラによるオーロラ形態観測を悪天候の影響を受けたものの,充 分な記録を取得 した。
地磁気部門は,地 磁気3成 分の連続観測をほぼ順調に実施 した。
電離層部門は,電 波の垂直打上げによる定時観測,オ ーロラレーダによる反射電波観測,リ オメータによる銀河
系宇宙雑音の吸収量観測,短 波電界強度の測定及びオメガ電波伝搬の観測を周年順調に実施 した。
気象部門は,総 合自動気象観測装置による地上系,高 層系の観測及び輻射ゾンデ,オ ゾンゾンデ,ド ブソン分光




潮汐部門は,記 録の高精度化を計るため,情 報処理棟の電子計算機で入力収録し,故 障なく記録を得 られた。




極域中層大気の総合観測計画に基づき,低 域電離層のダイナミックスでは,23次 に引き続 き,　VHFド ップラー
レーダを新設 し,良 好なデーターを得た。中層大気中のオゾン,窒 素酸化物,電 離度の測定では,2基 の大気球を
飛揚 し,満 足できる結果を得た。オーロラ現象の総合観測では,地 磁気及び地磁気脈動　VLF自 然電波銀河電波
の吸収,オ ーロラの形態 ・運動の観測,ま た,人 工衛星ISIS,　NOAAの データーを受信し,中 層大気への影響に
関するデーターを得た。中層大気組成の観測では,レ ーザレーダーによるエアロゾル観測,微 量気体成分測定のた
めの赤外及び可視分光観測を実施し,良 好なデーターを得た。航空機によるエアロゾル,微 量気体成分観測を四季
実施 したほか,エ アロゾルゾンデ 小粒子 ゾンデ 水蒸気ゾンデの飛揚を実施 した。
雪氷 ・地学系部門では,東 クイーンモー ドランド地域雪氷 ・地学研究計画に基づき,氷 床氷の動力学,氷 床氷の
形成と環境変動,氷 床の涌養機構,基 盤地質並びに南極陽石の各観測,研 究のため,み ずほ基地及び大陸氷床 」二を
移動 しながら,G16点 で,雪 氷観測,氷 厚測定,氷 床流動測定用基準点の設定を実施 した。やまと,ベ ルジカ,セ
ールロンダーネの各tl脈 で,氷 床流動測定用基準点5点 の設定,ア イスレーダによる氷厚測定を行った他,隅 石探
査で42個 の阻石を収集するとともに,限 石氷原の浅層掘削による氷試料の採集を実施 した。みずほ基地では,411m
に達する中層掘削を実施 昭和基地では,航 空機により,自 瀬氷河流域をアイスレーダで氷厚及び基盤地形の測定
を実施 した。
生物 ・医学系部門では,南 極沿岸生態系における生物生産の基礎的研究に基づき,海 洋環境条件,植 物プランク
トン・藻類,動 物ブプランクトン・マイクロネクトン調査のため,採 水 とプランク トンのネット採集を行い,走 査
電顕観察,Cl3法 による光合成測定を実施 した。藻類調査では氷柱採集 も実施 した。魚類及び底生生物調査では,
潜水による氷盤下の光量子測定を実施 した。海鳥,海 獣では,ア デ リーペンギン,皇 帝ペノギンのルッカリーで航
空機を使用 して個体数調査を行った。環境モニタリングでは,大 気中の炭素ガス濃度の連続測定,　il壌藻類,土 壌
細菌,湖 沼水の採集,藻 類群落調査を行った。「ヒト」の生理学では,一 部隊員の生活形態 と作業量の調査を実施
した。
以上,各 部門 ともにほぼ計画通 りの観測が実施できた。
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2.外 国 基 地 派遣
川 南極マクマー ド・サウン ド地域外国共同観測概要













①期 間 昭和59年2月15日 ～3月16日
②派遣者 村越 望(国 、乞極地研究所事業部観測協力室長)
③目 的 仏南極基地における設営 ・輸送荷役等の調査
④調査概要 デュモン・デュルビル基地では,設 営全般にっいて概要を知 り,特 に建設中の滑走路の建設設備,
機材にっいて調査をし,往 復の航海中は耐水輸送船 「レディ・フランクリン」の概要,基 地沖に停泊中の艀による
燃料輸送,ヘ リコプターによる荷物のスリング輸送の実態を知ることができた。
〔第24次南極地域観測隊への受入れ 〕
第24次 夏隊に米国アラスカ大学か ら,　T.　GOSINK,　 T.　GREEN,(東 京～フリーマントル)　G.LANDRETH,





昭和基地はリュツォ ・ホルム湾東岸の大陸氷縁から西に約4km離 れた東オングル島の上にえり,天 測点は69°00'
22"S,39°35'24"Eで 標高は29.18mで ある。
。建 設 物
建物の総床面積は約4,359㎡ で発電棟3,居 住棟4,観 測 ・研究棟11,ロ ケット関係棟4,倉 庫2等 が東オ ング




ユOKVA　 (88kW)発 電機が,第7発 電棟に45KWA(36kW)発 電機が配備されており,通 常は200KVA発 電
機 ユ基運転で全ての電力をまかなっており,他 は予備機としている。
。車両,航 空機
夏期の建設作業には,ク レーン車,ダ ンプ トラック等の装輪車があり,冬 期作業用としてブル ドーザー,小 型雪
上車,内 陸など野外調査川として中型雪 と車,小 型雪上車,浮 上型雪上車,ス ノーモービル等が配置されている。
また,小 型航空機(ピ ラタスポ一夕ーPC-6,セ スナ185)を 運用する年もある。
。通 信
対内地との通信手段には短波回線と海事衛星(イ ンマルサット)回 線を利用 した電話,テ レックス,フ ァクシミ
リ等がある。短波回線を利用 した公用電報は銚子無線電報局を経由して,文 部省南極本部と当研究所のテ レックス
で随時受信される。また海事衛星を利用 した高速ファクシミリ(月 ～金曜日),テ レックス(適 宜),電 話(適 宜)
も行なわれている。
その他,短 波回線を利用したファクシミリ(毎 週金曜日),電 話(南 部本部,第1,第3水 曜日)写 真電送(KDD)
第2,第4水 曜日)が 定期的に行なわれている。
私用電話は内地と同様に利用できるが,通 信業務にあたる隊員の負担を少 くするため,内 地からの発信は隊員の
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昭 和 基 地 建 物
建設 年(隊 次) 構 造
区 分 建 物 名
床面積構 ㎡ 現 在 の 用 途
1957(1) 木製パネル
1 娯 楽 棟
40.3 撞 球,バ ー
1957(1)
2 旧 気 象 棟 木製パネル
40.3
1960(4) 木製パネル
3 内 陸 棟
23.0 医務室
1966(7) 木製パネル
4 通 信 棟
46.1 通信室,電 話交換室
1966(7)
5 旧 電 離 棟 木製パネル
40.3
1966(7) 木 製 パ ネ ル,特 殊 コ ネ ク ター使 用
6 地 磁 気 変 化 計 室
11.5 地磁気絶対測定
7 第7発 電 棟
1966(7) 軽量鉄骨,ア ルミパネル
67.0 45KVA発 電機2基,風 呂
1966(7) 軽量鉄骨,木 製パネル
8 予 熱 室
13.0 燃料予熱(1kの,便 所2





1966(7) 軽量鉄骨,木 製パネル,14.5㎡ を12次 で増設
10 旧 送 信 棟
29.2 通信倉庫,非 常用送信機
1967(8) 高床,木 製パネル
11 観 測 棟
138.9 人工衛星テレメーター受信装置,個 室2
1967(8) 木製パネル
12 食 堂 棟
96.0 食堂,厨 房,サ ロ ン
1967(8)
軽 量 鉄 骨,木 製 パ ネ ル,カ マ ボ コ型,80㎡ を10次 で増
13 作 業 棟 1969(10)
設,車 輌整備,車 庫
180.0
1967(8) 高床,木 製パ ネル
14 放 球 棟
24.0 水素充填,気 象ゾンデ放球
15 旧 地 震 感 震 室
1967(6)
5.8
木 製 パ ネ ル,特 殊 コ ネ ク タ ー,床 な し
1967(8) 高 床,ア ル ミパ ネ ル
16 管 制 棟
28.1 夏期航空機管制
17 第9発 電 棟
1968(9)
270.0
軽量 鉄 骨,折 板
110KVA2基,食 糧 庫,暗 室,レ ン トゲ ン室
18 第9居 住 棟
1968(9) 高床,木 製パネル
100.0 個室10,ラ ウ ン ジ
1969(10) 高床,木 製パネル
19 第10居 住 棟




レ ー ダ ー テ レ メ ー タ ー 室
1969(10)
86.4
高 床,鉄 骨,木 製 パ ネル
ロ ケ ッ ト レー ダー,テ レ メー ター セ ン ター
21 コ ン ト ロ ー ル セ ン タ ー
1969(10)
21.6
高床,鉄 骨,木 製パネル,12次 で現地点に移設
ロケット要員控室
22 組 立 調 整 室
1969(10)
86.4
高 床,鉄 骨,木 製 パ ネル
ロ ケ ッ ト組 立 調 整,ク レー ン,ラ ンチ ャー
23 発 射 台
1970(11)
135.0
鉄 骨,コ ンク リー ト床,タ ー ンテ ー ブル,上 屋 な し
ロ ケ ッ ト発 射










26 地 震 感 震 室
1970(11)
27.0
軽量鉄骨,折 板,半 地 ド
長周期,短 周期地震計感震部










29 気 象 棟
1973(14)
100.8
高 床,木 製 パ ネ ル
気 象(定 常,研 究),屋 上 にパ ラ ボ ラ ア ン テナ































ドリフ トよ け,シ ャ ッター 保 護1

































42 夏 期 隊 員 宿 舎 (20,21)
48ベ ッ ト,60名 食堂,風 呂
302.4
1981(22)高床,木 製パネル
43 情 報 処 理 棟
93.6 電子計算機,標 準時計,超 高層物理観測装置
1982.83 鉄 骨,鋼 板 パ ネ ル,木 製 パ ネ ル,2階 建
44 新 発 電 棟 (23,24) 200KVA発 電機3基,冷 蔵 ・冷凍庫,便 所,風 呂,
425.5 暗室,理 髪室
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4.み ず ほ基 地 の 施 設概 要
昭 和 基地 よ り約270kmの 内陸 氷 床L(70°41'53"S,44°19'54"E標高約2,200m)に あ る この 基 地 は 第11次(昭 和45
年)に コル ゲ ー ト棟 を設 置 した の を初 め と して 年 々拡 充 され現 在 に 至 って い る。
。建 設 物
地 表 ドに コル ゲ ー ト棟,居 住 棟,観 測 棟,ホ ー レ,ク ス棟,超 高 層 観 測 室,医 療 棟 の 計6棟,延 床面 積106㎡ の
建物 の他,ト レ ンチ を利 用 した 発電 機 室,ボ ー リン グ場,雪 洞 に よ る実 験 室 等 が あ る。 また 地 上に は,通 信 用 ア ン
テ ナ,30mの 気 象 タ ワー な どが 設 置 され て い る。
・電 力 等
16KVA(12.8kK)と12KVA(9.6kW)発 電 機 を 有 し,ど ち らか1基 を運 転 し1基 を 予 備 と して い る。 居
住 棟 と観 測 棟 の 暖房 と風 呂 は 発電 機 エ ンジ ンの 冷 却 水熱 を 利用 して 行 な って お り,他 の 建物 の暖 房 は電 力 に よ るパ



























1 コ ル ゲー トハ ウ ス(避 難 用) 12 1作 室(1KVA発 電機室)23造水槽
2 20mビ ッ ト 13居住棟' 24風 呂
3 地磁気 三成分センサー室 14食糧庫 25飛雪留
4 旧装備庫 15観測室 26 ボ ー リ ング場
5 食糧庫 16出入口 27雪氷実験室
6 旧便所 17旧食糧庫 28非常出口
7 旧 ボ ー リ ング場 1816KVA発 電機 29生活物品庫
8 旧雪氷実験室 19 12KVA発 電 機 30観測物品庫
9 便 所 20貯油 ドラム 31 POLEX庫
10医療棟 21物品庫 o 非常用ハッチ
11観測棟 22機械物品庫
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5.南 極 地 域 観 測 資 料 整 理
(1)南 極 地 域 観 測 資料 整 理 費












研 究 課 題
資 料 整 理 担 当 者 の
氏 名 ・所 属 ・職 名
実 施 の 概 要 ・ 成 果
〈研究観測〉 1.観 測データを基にその記録,変 化等を図面化 し,
1.極 地中層大気総合観測 藤井 良一 整理 した。
①VHFド ップ ラ ー レー ダ (極地研 ・助手) 2.地 磁気,脈 動相関,オ ーロラ強度記録をラベル貼
一による低域電離層のダイ 忠鉢 繁 付,製 本,編 集 し,整 理 した。
ナ ミック ス の観 測 (気象研 ・研究官) 3.観 測記録からオゾン全量の計算,サ ンプルの成分
② オ ー ロ ラ粒 子に よ る エ ネ 五十嵐喜良 分析を実施し,整 理 した。
ルギー流入の観測 (電波研 ・研究官) 4.資 料は,共 同利用,関 係研究者に供され,各 種学
③大気球による観測 会,シ ン ポ ジ ウ ムで 発 表 す る他,デ ー タ レポ ー トで
投稿,発 刊を予定 している。
2.東 ク イ ー ン モ ー ド ラ ン ド 西尾 文彦 1.観 測データの整理とともに雪氷サンプルの解析を
地域雪氷・地学研究計画 (極地研 ・助手) 行 い,処 理 して い る。
①氷床の動力学的観測 石川 正雄 2.資 料,結 果 は,各 種 シ ンポ ジ ウ ム,学 会誌 で 発 表
②氷床氷の形成と環境変動 (北大低温研 ・技官) ている他,デ ータレポー ト,南 極資料等に投稿の予







4.昭 和基地周辺の環境モニ島岡 清 1.'昭 和基地周辺に5観 測点を設け,海 洋環境条件観
タリング 測(水 温,塩 分,PH,ク ロロフィルα等)の703組
5.南 極沿岸生態系における (名大保健 ・講師) のデータを得,整 理完了。植物プランクトン計数用
生物生産の基礎研究 福地 光男 海水サンプル,微 小動物プランクトン標本採集,ノ
①海洋環境条件調査 (極地研 ・助手) ルパ ックネット標本,NIPR-1採 集器標本,パ
②植物プランク トン,藻 類 ラソルネット標本を採集,整 理中。
調査 谷村 篤
③動物プランク トン,マ イ (極地研 ・助手) 2.デ ータレポー ト,南 極資料等へ投稿のほか,シ ン
クロネクトン調査 ポジュウム,学 会等で発表。
④魚類,底 生生物調査 大塚 英明
(極地研 ・技官)
⑤海鳥,海 獣調査 島岡 清
6.南 極 に お け る 「ヒ ト」 の (名大保健 ・講師) 1.越 冬中の心拍数データ及び酸素摂取量データを得
生理学的研究 資料整理を完了した。
2.南 極資料に投稿の予定。学会で発表 している。
〈定常観測〉 国立極地研究所 1.1982年2月23日40月20日に観 測 され た400フ ィー
1.全 天 カ メ ラに よ る観 測 ・観測協力室 トフ ィル ム42巻 を デ ー タ,ロ ッグを 挿 入 し,整 理 し
写真観測 た。 同 時 にW.D.C規 格`ζ基 づ き100フ ィ ー ト巻 に
再編集した。
2.デ ー タ レポ ー ト(オ ー ロ ラ12)を 発 行 。
2.直 視磁力計による地磁気国立極地研究所 1.1982年2月1日 ～1983年1月31日 に 観 測 した 地 磁
3成分の連続観測および同 観測協力室 気観測記録紙を基線値決定のための絶対値測定記録
上基線決定のための絶対観 と地磁気変化の度合いを示すK指 数を入れマイクロ
測 フ ィル ム3部,コ ピー1部 を作 成 整 理 した 。
2.マ イ ク ロ フ ィル ム は,極 地 研,学 術 会 議,W.D.C
に配付している。
3.電 離層の定時観測,オ 倉ー谷 康和 1.デ ータの読取 り,解 析を完了 し,整 理 した。
ロ ラ レー ダ観 測,リ オ メ ー (電波研 ・研究官) 2.デ ー タ レポ ー トを発 刊 した。
タ及び電界強度測定による
電離層吸の測定
4.地 上気象観測,高 層気象吉平 保 1.デ ータは,整 理を完了し,印 刷製本等行い保管。




5.潮 汐観測 海上保安庁 1.デ ー タ は,整 理 を 完 了 し,保 管 して い る。
2.デ ー タ レポ ー トに投 稿
6.自 然地震観測 国立極地研究所 1.デ ジタ ル,FMデ ー タ共,再 編 集 し,整 理 した 。
観測協力室 2.デ ー タ レポ ー トを発 行
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第24次 日本南極地域観測隊(夏 隊)
研 究 課 題
資料整理担当者の氏名












2.研 磨薄片で,構 成鉱物の化学分析(EDX)を 行
った。
3.主 な鉱物試料のX線 粉末回析実験を行い,チ ャー
ト記録紙 として整理するとともに,鉱 物の鑑定を行
た。







1.潮 汐 資料,海 洋 観 測 デ ー ター整 理 を 完 「。
2.デ ー ター レポ ー トに投 稿 。
2.海 洋生物観測 佐々木 津
(極地研 ・技官)
1.資 料,デ ー タの整 理 を完 了。
2.解 析 結 果 は,生 物 シ ンポ ジウ ム で発 表 。




4.測 地 豊田 友夫
(地理院 ・技官)
1.資 料 整 理 を 終 「。
その他
研 究 課 題
資料整理担当者の氏名


















1.超 高層物理観測施設の調査,研 究,実 態について
資料を整理。








南極大陸の地下構造の研究は,大 陸そのものが平均2400mの 厚 さの氷床に覆われているため,十 分なデータを得
られず,他 の大陸に比較するとあまり進んでいない。 しか し,近 年になって,大 規模人工地震をソ連隊についで,
日本隊も実施 し,人 工衛星による重力,地 磁気のデータも得られだし,新 しい知見の得られる背景ができてきた。
昭和基地付近の地下構造 も,ア イスレーダによる氷床の厚さの推定,人 工地震による地殻構造 と,そ の構造の解
明がなされてきた。また重力測量 も精力的に実施され,デ ータが蓄積されてきた。
本受託学生は,当 研究所にあるこれまで得 られている南極全域の重力データに着目し,こ れを使って南極大陸の
地下構造の特徴を求めた。研究のモデル測線としては,重 力データの比較的そろっている昭和基地一みずほ基地一
南極点を選び,基 本的な解析を行なった。
重力のFree　air異 常,　Reduced　 free　air異 常の値をスペクトラム解析することにより,長 波長(1000㎞ 程度)






プレー トテクトニクスからみた南極プレー トは,ま だ未知の部分が多 く,解 明されなければならない問題が山積
している。地球熱学的問題 もそのひとっで,南 極大陸内における地下温度の測定や地殻熱流量の測定は,よ うや く,
始められだしたというのが現状である。
本受託学生は第22次 南極地域観測隊員として,昭 和基地で一年間を過ごし,固 体地球物理の諸観測を担当した。
重力測量,基 盤傾斜観測,航 空磁気測量などとともに,本 人が特に力を注いだのが,昭 和基地に直径約3cmの 観測
孔を掘削し,そ の孔の中で地温の連続観測をすることと,海 氷上か ら海底下に測定器を降ろして,海 底堆積物層内
の温度を測定 し,地 殻熱流量を測定することの二つであった。後者は浅海での測定例が少なく,南 極では初めての
試みであった。前者の観測孔は深さ30mの 孔の掘削に成功 したが,ロ ッドの凍結などで,結 果的には7mの 深さま
でしか,使 用できなかった。 しか し,南 極で初あての地温の連続観測に成功 した。
当研究所では,本 人の得たデータをもとに,浅 海底での地殻熱流量を求めるとともに,そ の値のモデル計算を行






当 図書 室 は,極 地 関 係 の文 献 セ ン ター と して,南 極 ・北 極 に関 す る文 献 の 収 集 に と りわ け 力 を そ そ い で い る。 ま
た,研 究 ・教 育 機 関 の図 書 室 と して,極 地 観 測 に関 連 す る 自然 科 学 全 般,た とえ ば 超 高 層物 理,気 象,地 球 物 理,
雪 氷,地 学,海 洋,生 理 生 態,寒 冷 生 物,医 学,設 営 工 学,限 石,デ ー タ解 析 な どに 関 す る文 献 ・資料 の収 集,整
備,充 実 に もつ とめ て い る。
単 行 書 お よ び 別刷 は,イ ギ リスの ス コ ッ ト極 地 研 究 所 発 行 のUniversal　 Decimal　 Classification　 for　Use　 in
Polar　 Librariesを 主 に,国 際 十進 分 類 法 中間 版 分 類 表(日 本 ドク メ ンテ ー シ ョ ン協 会)を 併 用 して,分 類 ・配 列
して い る。
雑 誌 は詩 名 の ア ル フ ァベ ッ ト順 に 配列 して い る。 研 究 所 と して 発足 してか ら10年 が 経 過 し,図 書 資 料 の 充実 と と
もに,図 書 室 も多 少 手狭 に な った た め,1970年 以 前 の雑 誌 は,開 架 式 書架 よ りエ レコ ンパ ック に移 動 した。
受 入 雑 誌 の う ち,購 入 の194種 を の ぞ く1461種 は 国 内 お よ び諸 外 国 の 大学 や研 究 機 関 との 交 換 ・寄 贈 に よ る も の
で あ る。
当 研 究 所 の 出 版 物 の う ち,南 極 資 料(年3回),　 Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 Series
A,　B,　C,　D,　E,　F,　Special　 Issue　 (不 定 期),　 JAREDataReports　(不 定 期),　 Antarctic　 Geological　 Map
Series　 (不 定 期),　 Special　 Map　 Series　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research　 (不 定 期),　 Catalog　 (不
定 期)の 編 集 ・出 版 業務 を 図書 室 で行 ってい る。 昭 和58年 度 は,南 極 資 料3冊,　 Memoirs　 of　National　 lnstitute
of　Polar　 Research　 6冊,　 JARE　 Data　 Reports　 11冊,　 Antarctic　 Geological　 Map　 Series　 2シ ー ト,　Special
Map　 Series　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research　 1シ ー ト,　Antarctic　 Meteorite　 Distribution　 Map　 1
シー ト,計24冊(総 真数2,750)を 出版 した(1(4)お よ び2参 照)。 な お,こ れ らの 出 版物 は 寄 贈 お よ び交 換 誌 と し
て,大 学 や 研 究 機 関 な ど,国 内 は延 べ3,684ヵ 所,国 外 は延 べ3,765ヵ 所 に 送 って い る。
現 在 の と ころ図 書室 を利 用 で き る の は,当 研 究 所 教 職 員,客 員 教 官,関 係 委 員,共 同研 究 員,大 学 院 生,観 測 隊
員 に 限 られ て い る が,外 部 の極 地 研 究 者 な ど も,図 書 室 長 の 許'・∫が あ れ ば 利 用 で き る。
② 年度別蔵書数及び増加冊数
)内 は年間増加冊数
年 度 51 52 53 54 55 56 57 58
1,536 L947 2,287 2,480 2,721 2,859 3,117 3,314
和 書
(202) (411) (340) (193) (241) (138) (258) (197)
単 行 本
洋 書
3,278 3,734 4,364 4,941 5,595 6,170 6,596 7,067
(571) (456) (630) (577) (654) (575) (426) (471)
4,814 5,681 6,651 7,421 8,316 9,029 9,71310,381
計
(773) (867) (970) (770> (895) (713) (684) (668)
155 256 299 507 641 866 923 1,003和 雑 誌
(50) (101) (43) (208) (134) (225) (57) (80)
1,170 L561 2,515 3,543 5,777 7,324 8,202 8,781製本雑誌 洋 雑 誌
(465) (391) (954)(1,028)(2,234)(1,547)(878) (579)
1,325 1,817 2,814 4,050 6,418 8,190 9,125 9,784
訓

























計 787 875 1,035 1,172 1,243 1,389 1,489 1,655
(4)年 度別出版冊数及び頁数
51 52 53 54 55 56 57 58
年 度
冊数(真数)冊数(真数) 冊数(真数) 冊数(頁 数)冊数(真数)冊数(真数)冊数(頁数) 冊数(頁 数)
南 極 資 料 3(606) 3(486) 4(836) 4(938) 3(507) 3(756) 3(437) 3(358)
Memoirs　 NIPR 5(321) 3(584) 5(814) 5(950) 5(679) 6(1,596)7(L421)6(1β28)
JARE　 Data　 Reports4(406) 6(445) 5(424) 5(240) 9(985) 10(883)10(921)11(947)
Catalo9 1(198) 1(112) 1(121)
Antarctic　 Geological






南 極 の 科 学 1(328) 1(202)
計 14(1,349)14(1,535)16(2,087)16(2,338)20(2,296)22(3,700)23(3,003)24(2,750)
2.研 究成果刊行物
南 極 資 料79号1983年9月(166p.)
〃80号1983年12月(64p.)
〃 総 目次76-・80号1983年(9p .)
〃81号 ユ984年3月(119p.)
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Memoirs of National Institute of Polar Research 
 Series C (Earth Sciences), Na 15  : The results of explosion seismic experiments operated between 
   Syowa and Mizuho Stations, East Antarctica, by A. Ikami et  al. 60 p. February 1984. 
 Series E (Biology and Medical Science),  Na 35 : Freshwater algae from Skarvsnes,near Syowa Sta-
   tion, Antarctica, by M. Hirano. 31 p. with 19  pl. June 1983. 
 Special Issue, Na 27 : Proceedings of the BIOMASS Coloquium in  1982  , ed. by T. Nemoto and T. 
  Matsuda.  247  p  .  July  1983. 
 Special Issue, Na 28  : Proceedings of the Third Symposium on Antarctic Geosciences,  1982  , ed. by 
 T.  Nagata.  289  p.  October  1983. 
 Special Issue, Na 29 : Proceedings of the Fifth Symposium on Polar Meteorology and Glaciology, 
   ed. by K. Kusunoki. 227 p. November 1983. 
 Special Issue,  Na 30 : Proceedings of the Eighth Symposium on Antarctic Meteorites, ed. by T. Na-
   gata.  455  p.  December  1983.
JARE Data Reports 
 Na 84 (Aurora 11) : Record of all-sky camera photographs at Syowa Station, Antarctica in  1981  . 
   by National Institute of Polar Research. 8 p. August 1983. 
 Na 85 (Meteorology 14) : POLEX—South data, Part 4 . Micrometeorological data at Mizuho Sta-
   ion and temporary stations in Mizuho Plateau, Antarctica in 1981, by H. Nishimura et  a1.182 p. 
   November 1983. 
 Na 86 (Meteorology 15) : Meteorological data at Mizuho Station, Antarctica in  1982  , by S. Taka-
   hashi et  al. 97 p. November 1983. 
 Na 87 (Ionosphere 29)  : Riometer records of 30 MHz cosmic noise at Syowa Station, Antarctica in 
 1982,  by Y. Kuratani and K. Igarashi. 86 p. January 1984. 
 Na 88 (Ionosphere 30) : Records of radio aurora at Syowa Station, Antarctica in  1982  , by K. Iga-
   rashi and Y. Kuratani. 28 p. January 1984. 
 Na 89 (Earth Science  1) : Geophysical data in the  Ltitzow-Holm Bay region and the Mizuho Plateau, 
   Antarctica by  JARE-21 and  JARE-22, by K. Kaminuma et  al. 87 p. March 1984. 
 No. 90 (Marine Biology  5) : Plankton sampling on board the Fuji in  1980  —1983 by K. Watanabe 
   et al.  15  p. March 1984. 
 No. 91 (Oceanography  3) : Oceanographic data of the 23rd Japanese Antarctic Research Expedition 
   from November 1981 to  April  1982 by K. Oka and S. Fuchinoue.  42  p. March 1984. 
 Na 92 (Seismology 17) : Seismological bulletin of Syowa Station, Antarctica, 1982, by K. Shibuya. 
   79 p. March 1984. 
 Na 93 (Upper Atmosphere Physics  1) : Upper atmosphere physics data, Syowa Station,  1981  , by 
   N. Sato et  al. 206 p. March 1984. 
 Na 94 (Glaciology 10) : Glaciological research program in East Queen Maud Land, East Antarctica, 
   Part 1.  1982  —  1983  ,  ed.  by  F.  Nishio.  117  p.  March  1984.
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Antarctic　 Geological　 Map　 Series
　 Sheet18:KasumiRock,1/25000,　withanexplanatorytext　(8p.).　 March1984.
　 Sheet　 20　:　Akarui　 Point　 and　 Naga-iwa　 Rock,　 1/25000,　 with　 an　 explanatory　 text　 (13　p.).March1984.
Antarctic　 Meteorite　 Distribution　 Map
　 Sheet　 2　:　Yamato-69,　-　73,　 -　74　and　 -　75　meteorites　 collection,　 with　 an　 explanatory　 text　 (33　p.)　,
　 　 comp.　 by　 K.　 Yanai.　 July　 1983.
Special　 Map　 Series














天 野 慶 之 東京水産大学長 澤 田 龍 吉 福岡教育大学長
有 江 幹 男 北海道大学長 清 水 司 早稲田大学長
加 藤 陸奥雄 東北大学名誉教授 寺 沢 一 雄 大阪大学名誉教授
茅 誠 司 東京大学名誉教授 西 川 哲 治 高エネルギー物理学研究所長
大 塚 喬 清 放送大学学園理事 濱 口 博 日本分析センター理事長
香 月 秀 雄 千葉大学長 藤 井 隆 東京大学名誉教授
木 下 誠 一 北海道大学低温科学研究所長 前 田 憲 一 京都大学名誉教授
桑原 萬壽太郎 岡崎国立共同研究機構長 向 坊 隆 原子力委員会委員
古 在 由 秀 東京大学東京天文台長
第12回 評議員会議 昭和58年7月5日(火)
議題











浅 田 敏 東海大学開発技術研究所教授 東 晃 北海道大学工学部教授
粟 野 誠 一 日本大学名誉教授 藤 原 健 蔵 広島大学文学部教授
内 田 祥 哉 東京大学工学部教授 丸 茂 隆 三 東京農業大学教授
大 林 辰 蔵 宇宙科学研究所教授 吉 見 吉 昭 東京大学工学部教授
大 家 寛 東北大学理学部教授 楠 宏 国立極地研究所企画調整宮
木 崎 甲子郎 琉球大学理学部教授 松 田 達 郎 国立極地研究所研究主幹
北 野 康 名古屋大学水圏科学研究所教授 平 澤 威 男 国立極地研究所資料主幹
木 村 磐 根 京都大学工学部教授 川 口 貞 男 国立極地研究所教授
田 中 正 之 東北大学理学部教授 星 合 孝 男 国、ア極地研究所教授


















昭和58年 度SIBEX実 施計画(案)に ついて















































































































8～58.4.17オ ーストラリア 第12回 南極条約協議国会議準備会議出席
澁谷和雄





8～58.7.25ド イツ連邦共和国 第2回 南極鉱物資源特別協議国会議
永田 武
9～58.7.19ア メ リカ合衆国 南極阻石の磁気学的研究及び地震予知における地球物理学的研究
神沼 克伊
8～58.9.1ド イツ連邦共和国 極域の地球物理 シンポジウム出席及び南極固体地球物理研究
永田 武
11～58.8.28ド イツ連邦共和国　 MAP運 営会議及び第18回 国際測地学 ・地球物理学連合総会
星合 孝男
27～58.9.6オ ース トラリア 南極海洋生物資源保存委員会第2回 年次会議(科 学委員会)出 席
星合 孝男
9～58.9.18南 アフリカ共和国 第4回 南極生物 シンポジウム出席
永田 武
松田 達郎





10.4～58.10.19中 国 中国政府招へいに基づ く極地科学に関する学術調査
福地 光男











































(2)海 外 研 修 旅 行
教 授 楠 宏
58.8.13～58.8.28ドイツ連邦共和国 第18回 国際測地学・地球物理学連合総会出席
助 手 神沢 博
58.8.9～58.9.11ドイツ連邦共和国他 第18回 国際測地学・地球物理学連合総会及びIAMAP-WMO
シンポジウム出席並びに中層大気力学の研究























教 授(客 員)磁 気圏電磁波動学
助教授(客 員)超 高層物理学
(気水圏遠隔観測研究部門)













































教 授(客 員)浮 遊生物学
(極地設営工学研究部門)
教 授(客 員)応 用物理学

































理 博 平 澤 威 男
理 博 神 田 啓 史
鮎 川
理 博 船 木
??
理 博 矢 内 桂 三
工 博 江 尻 全 機
山 岸 久 雄
川 口 貞 男
?????????????????
」?? 晋 爾

















資 料 主 幹
昭和59年1月1日
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